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ィ 、位置 及 沿革  口、 境界 及 面積  ハ、 戶口  一一、 家畜 車輛 及 井泉  ホ、 一般 狀況  へ、 絵 化蠶業 公所  卜 、官衙 及 
學堂  チ、 商店  リ 、商業 機 蘭  ヌ 、金融  ル、 度量衡  ォ 、⑫價 
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m 十二 章  呼 蘭 . 二 九 二 

ィ 、位置 及 沿革  口、 境界 及 面積  ハ、 戶口  -1、 商業 表  ホ、 工業 表  へ、 漁業 表  卜 、土貨 表  チ、 牧畜 表  リ 、一般 
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上篇 農業 及 貨物 集散 事情 

(備 考) 

一、 今回 調査 ノ範圍 ハ 黑龍江 省 中 松 花 江、 呼 蘭 河、 通 肯河ノ 流域 及 ヒ吉林 省 中賓州 、雙城 二廳ー ー亘 
リ本 報告書 亦此 地域 內ノ 記事 ヲ主 トセ リ且ツ 旅行 H 數ハ黑 龍 江 省 一一 多 カヲシ ヲ以テ 記事 
自ラ 同省 一一 偏 セ〆 モノ アリ 

一、 錢額ハ 皆 黑龍江 省 官帖ヲ 單位ト セリ 該一吊 文 ハ 約 我 二十 錢卜 計算 シク 大差 ナシ 
一、 本報吿 書中 本年 卜稱 セ〆 ハ 明治 四十 二 年ナリ 

第一章 農業 事情 

第一  地積 丈 量 ノ單位 

黑寵江 省 土地 貸 下 章 程-一 據レヽ ノ 地積 丈 量ノ 單位ヲ 弓、， 一、 方、 區 、井 ノ五ト セリ 其 規定 一一 日ク 「五 尺 ヲー弓 
トシ 計 三百 六十 弓ヲ ー里 トス 寬サー 弓長サ ニ 千 八 百 八十 弓 ヲー晌 トシ 寬サ 長サ各 一里 開方 計 四十 
五晌ヲ ー方 トシ 寬サ長 サ各六 里 開方 計 一千 六 百 二十 晌ヲ ー井 トス、 每井ハ 九區、 每區ハ 四方、 每方ハ 四 
十五晌 」ト アリ 

'以上 ノ葷 位ノ內 普通-一 用ヒ ラ，、 モノ ハ 晌ー ーシ テ晌以 下 ハ 十進法 ヲ以テ 献 分釐卜 下， 其他ノ モノ 
ハ 特種 ノ塲 合一 一. 限 ラレ 方 區井ハ 未墾地 貸下ノ 際-一 於ヶ， 大體ノ 測量 一一 用ヒ ラ， 

從來 ノ列ヲ 見〆 一一 通肯 河流 域 ノ貸下 ハ 總 面積 百 餘萬 晌ヲ七 百 二十 井 (二 萬 五 千 九 百 二十 方)- 一 區劃シ 


旗 人 一家 一一 對シ I 方 ヲ貸下 ケタ ソ 近年 沿 邊招民 章 程 一一 於 テ モー 家ノ承 領地 ヲ ー方 四十 五晌卜 規定 
セリ 區ノ單 位/ 殆 卜用ヒ ラ，、 コト ナシ 

弓モ F  £ 谷-ー ハ 地積 ノ單位 トシ テ 用 ヒラル、 コト ナレ トモ 他ノ單 位トハ 稍 趣 ヲ殊ニ ス章程 一一 依 レ 
、ノ弓/五殳-ーシテ長サノ單位ナリ故二章程-ーハー晌ハ寬サー弓長サニ千八百八十弓ナリト特ーー規 
定 セリ 然〆 トモ 普通 一晌ハ ニ 千 八 百 八十 弓ナリ ト稱シ 其長サ ナル コト 及 其 幅 ハー 弓 ナル コト ヲ言 
ハス 偶 平方 弓 トー 致スレ トモ 本來 平方 弓ノ 意味-ー ハ 非ス 

吉林省 一一 於 テ モ 近年 ノ貸下 章 程-ー ハ 前記 黑龍江 省ノモ ノト 同 樣ノ單 位 ヲ用ヒ 其 算法 モ亦同 樣ナレ 
トモ 從來ハ 單位 トシ- グ多ク nrnl 若クハ 献 ヲ用ヒ タリ 而シ- グー 晌ハ'  或 ハ 三千 六 百 弓 卜稱シ 或 ハ 七 千 二 
百 弓 卜稱シ ー 畝 ハ 或、 ノ三百 六十 弓 卜稱シ 或、 ノ七百 二十 弓 卜稱シ 劃ー ナラ サル ヲ以テ 漫然 之 一一 對ス 
レ ハ 吉林省 ノー晌 三千 六 百 弓卜稱 スル モノ ハ 黑龍江 省 ノー  晌ノ四 分ノ五 タルへ ク又七 千 二百 弓卜 
稱スル モノ ハ ニ分 ノ五ナ .ルカ 如ク 解釋 セラ ルレ トモ 此弓モ 亦長サ ノ 意味-一 用ヒ ラレ タル モノ-ー  テ 
幅ノ寬 サヲ 省略 シク， モノ ナ〆 力 如シ 其證 左ヲ擧 クレハ 左 ノ如シ 

本年 一月 三 姓 副都統 力 所 屬旗地 ヲ回收 シク 民墾 ヲ獎勵 シタル 吿示 中二 「按照 吉林放 荒每里 見方 四十 
五晌 (中略) 丈 量 弓 繩亦照 吉林舊 章 七 千 二百 弓 云々」 ノ 文句 アリ 此 文句 中二 在 ル 見方 ト ハー 淸里 四方 ノ 
謂 ニ シテ黑 龍 江省ノ  ー 方-一同 シ而シ テ 黑龍江 省-ー テ ハー 方 四十 五晌 一ー シク 吉 林省モ 亦 四十 五晌ナ 
リ浪ラ ハ 此 兩省ノ ，阿 ハ 同一 地積-ー シテて 一七 千 二百 弓 トセ， ハ 長サ七 千 二百 弓 一一 對シ幅 二 K ノ意 
味 ニ シテ ー晌 三千 六 百 弓 トセ〆 ハ 長サ 三千 六 百 弓 幅 四尺ノ 意味 卜解釋 スル ノ 外ナシ 
此 事ノ證 明、 ノ次ノ 事實一 一依 リタ 尙 一層 明瞭 卜爲， ヘシ 即チ黑 龍 江 省 ノ新貸 下地/皆 一晌ヲ ニ 千 八 


百 八十 弓卜 規定 スレ トモ 實地 之ヲ其 地方 ノ 土人 一一 轧ス ーー 或、 ノニ千 八 百 八十 弓 卜稱ス ，者 アリ 或、 ノ 
七 千 二百 弓 卜稱ス ，者 ア， 一一 拘 ラス ー晌ノ 收獲量 二 至 リタ ハ 各人 ノ言フ 所 一一 大差 ナク其 他 土地 二 
對ス， 賦課 及勞 カノ 關係等 ヨリ 察 ス， モ亦相 等 シキ ヲ見〆 唯 何故 二 斯ク ノ如キ 差異 ヲ生 セシ ャト 
云 フニ 蓋シ吉 林 省/如 ク 開墾 後 二 丈 量シ タル 地方-一 在リ テ/便宜上 旣成ノ  2 ヲ幅ノ 標準 トシ テ 
長サノ  hb 數ヲ 算出シ タル-一基 クモノ 、如シ 「吉 林經濟 事情」 一一 據レ、 ノ 「一 晌ハ ー櫳 ヲ以 テス レ ハ 七 千 二 
百步二 墙ヲ以 ー ブス レ、 1 二 千 六 百步ニ シク ー步ハ 五 尺ナリ 」 トア リ以テ 證ス ヘシ 而シ ーア ー櫳ノ 幅、 ノ略 
二 尺 ナリ黑 寵江省 一一 在 リク モ熟地 ノ丈量 一ー ハ 櫳ヲ 標準 トシ クニ 十櫳即 チ 八 弓ヲ以 テ 幅 トシ 長サー 
里即チ 三百 六十 弓ヲ以 テー晌 トシ 又 r: 幅 四十 櫳即チ 十六 尺長サ 半里 即チ百 八十 弓ヲ以 テー晌 トセ 
リ 

一向 ノ地 賡ヲ我 地積-一 換算 スルー ー 淸國一 一- K  土地 丈 量 一一 用 クル 木 尺 ノー  尺 ハ 黍 粒 (糜子 米) 一 百 粒ヲ縱 
二 連ネタ ンノ 者ヲ以 ラ 標準 トナ スト 雖 地方 ニ ヨリ 長短 相 等 シヵ ラス 假リー ー 其 一尺 ヲ我 一尺 〇 五分 卜 
スレ、 ノー晌 ハ 我 七 反 三 畝强ー ー當， 尙 他日 ノ 研究 ヲ俟ッ 

第二 耕地 面積 

耕地 ハ 之 ヲ熟地 卜稱ス 未墾地 ハ ー般 一一 荒 地 卜稱シ 我國ノ 用字 卜 意義 ヲ異ー ース 

光緖 三十 四 年度 ノ統計 及 ヒ之ヲ 得 サル 地方 ハ 比較的 信據ス ヘキ 材料-一 據リ 各府縣 耕地 面積 ヲ 左* 一 
揭ク 

黑寵江 省 

.一 呼蘭府  二 四 六、 四 九 六* ー  ニ 殺化府  二三 六、 〇 〇 〇 _ 


三 巴彥州 
五 蘭西縣 
七 海偷府 
九 拜泉縣 
十一 湯 源縣 
十三 安達 廳 


二 六〇 、〇三 一 晌 
一八 一、 一 五二晌 
約 五 七 〇、〇 〇〇晌 
二三、 七 九九晌 
約 三 〇、〇〇 〇晌 
六、 八 五五晌 


四 餘慶縣 
六 木蘭縣 
八 靑岡縣 
十 大通縣 
十二 黑水廳 
十四 大賫廳 


一六 八、 九 四六晌 
約 六 〇、 〇 〇〇晌 
四 二、 〇 〇〇晌 
約 四 〇、〇 〇〇晌 
九 二 〇 四五晌 
一〇 三、 一 〇四晌 


妇針 PH 


右 ノ外肇 州廳約 三萬晌 、 1ft 模兒河 域 一ニ ー萬晌 、愛輝、 墨爾 根、 布特晗 、興 東 道 其他ノ 地方 一一 若干 ノ旣 墾地ァ 
ジ 

以上 ハ 官衙ノ 記錄一 一據レ ，モノー ーシテ 此外尙 登記 セラ レナ ル 耕地 少 ナカ ラサ， ヲ以 -K 全省ヲ 通計 
シ約 二百 十五 萬晌二 本年 間ノ新 開墾地 約 五萬晌 ヲ合シ 總計 二百 二十 萬晌 ヲ以テ 現在 ノ 耕地々 積 卜 
見 レ ハ 大差 ナカ ラン 


吉林省 
賓州廳 
雙城廳 
楡樹縣 
綏芬廳 
長春府 
伊通 州 


三 四 五、 八 三一晌 
三 二 四、 一七 六晌 
三 七 六、 四 五〇晌 
九九、 11 ニー M 晌 
約 四八〇 、〇 〇〇晌 
一六 四、 七 〇六晌 


長壽縣 
五常 廳 約 
新 城府 約 
農安縣 


五一、 一七 三晌 
一四 五、 0 〇〇晌 
二 四 七、 〇 〇〇响 
三 七 五、 七 九四晌 


吉林府 約 四 五八、 〇 〇〇晌 
依蘭府 約  八〇 、〇 〇〇响 


N 


方正 縣  約  七、 〇〇 〇晌  蜜 山縣約  三、 〇〇〇 nr« 

此外璨 春廳 (十 萬晌) 及 東南 部 山岳 地方 卜官衙 未登記 ノ モノ ヲ 合計 スレハ 約 三百 三十 萬晌內 外 ナルへ 

シ  •  . 

即チ兩 省ノ 耕地 面積/通計 五 百 五十 萬晌 ナリ 

第三 農作物 及 作付 步合 

北 滿洲一 一 於ケ， 主ナ， 農作物 ハ 小麥 、大豆、 粟、 高粱 ノ四種 一ー シ テ 全 耕地 ノ九割 以上 ヲ占ム 其他ノ 作物 
トシ Jr ハ 大麥、 縻子米 、玉蜀黍、 養 麥 、麻 子、 蘇 子、 稷 、小豆、 米、 煙草、 蔬菜 アリ 尙從前 ハ 罌粟 ノ 栽培 少ヵ ラサ リシ 
モニ 三年 前 之 力 栽培 ヲ 禁止 シク ヨリ 全ク跡 ヲ絕テ リ 
大豆 卜小麥 

從來黑 龍 江 省 一一 於 ケル 輸出 向 穀物 ハ 大豆 蘇 子 麻子ノ 三種 ヲ主 トシ 此等ハ 地方 ノ油坊 一ー テ 搾油 ノ上 
冬期 車 運-ー ヨリ 南滿ノ 市塲二 輸送 セラ レ 布疋 雜貨ノ 購入 資本* 一充 7- ラレ タリ 當時 小麥ノ 栽培 ハ 甚 
少ナク 吉林省 ノー  部 一一 於 7- 稍 見〆 ヘキ モノ アリシ ノミ然 ，一一 光緖 二十 六 年 露 國力滿 洲經營 一一 着手 
スル ヤ 小麥ノ 需要 新 一一 起リ其 價格遙 一一 貴ク 地味 亦 栽培 一一 適 セル ヲ以テ 沼々 トシ テ 他穀ノ 作付 ヲ侵 
シ遂一 一 今日 ノ如ク 平均 三 割 弱 ヲ占メ 蘇 子 麻 子 ノ如キ ハ 僅 カー ーニ三 分ヲ保 ツー ー過 キサ ル. 一一 至 レリ 只 
大豆/由 來 地方 ノ 需用 穀物 トシ テ 缺ク， カラ サル モノ-ー  シ テ 大豆 ノ儘 トシ テ/豆腐 豆 芽 菜等ノ S1 
食物 トシ テ 需用 ノ範圍 狹少ナ レ トモ 打油ス レ、 ノ豆油 ハ 食料、 點燈 用、 車軸 用 トナ リ 豆粕、 ン 家畜 ノ飼消 
トナ リ用 途甚夕 廣シ現 時 大豆 價格 異常 一一 騰貴 シ 地方/ 價格ハ 主 トシ テ 中央 市場 一ー ヨリ 制 セラ，、 
モ時 トシ テ ハ 地方 ノ 需要 ノミー ーヨ リク 左右 セラ ル、 コト アヲ 

五 


す レ ハ 小麥 栽培 ノ增 加ノ爲 一一 受ク， 影響モ 他 ノ 作物ノ 如ク甚 シカ ラス 且ツ此 地方 ノ 農場 ハ 輪栽 組 
織 ニ シテ 肥料 ヲ加 ヘス 土地 ノ 休養 ヲ爲サ ス 同一 作物 ハ 同一 地上 一一-グハ 少ナク トモ ニ 年 置 キー ー 栽培 
セ サレ ハ 結果 良好 ナラ ス又 一種 作物 ノ ミナ レ、 ノ年 ノ豐凶 及價格 變動ノ 影響 ヲ受 クル コト 大 ナリ且 
小麥ハ 種子 一一 資本 ヲ要ス ，コト 多キ ヲ以 テ 農家 經濟上 制限 セラ，、 モノ アジ 細民 一一 至 リタ ハ 1_ 
モ之ヲ 栽培 セ サル モノ アリ 此等 ノ關係 ヨリ 大豆 ノ 作付 ハ 必シモ 地方 ノ 需要 トー 致 セス シテ其 以上 
二 出ツ， ヲ常 トス 此 地方 ノ 小作 制度 力 皆 穀納一 ーシテ 大豆 高粱 粟ノ 三種 均ー ナル コト ハ 亦此 間ノ關 
係 ヲ說明 スル モノ ナソ  '  . 
過去 一一 於ヶ K 大豆 小麥 作付 ノ變遷 ヲ見ル ーー 日露 戰役當 時 ハ 小 麥ノ價 格 異常 二 騰貴 シタ， モ 平和 克 
復卜共 一一 需要 減少シ 同時 一一 南滿 地方 大豆 ノ 輸出 旺盛 トナ リ其價 格 騰貴シ 漸次 小麥ノ 反別 ヲ侵シ タ 
，モ尙 小麥一 一比シ 遙二 下位 一一 在 リシ カ 四十 年 一一 至リ 大豆 ハ 小 麥卜同 價若ク ハ 同價以 上-一 騰貴シ タ 
ル ヲ以テ 四十 一年 度ノ 作付 ハ 略 小 麥卜相 等 シカ リシ ガ當年 ハ 小麥 ノ收獲 不良 一ー シク 價格 騰貴 セ , 
二 反シ 大豆 ハ 未曾有 ノ 豊作 一ー シタ 價格ノ 低落 著 シク 賓州 ノ例ヲ 見， 一一 收獲當 時小麥 一石 二十 七 吊 
二 對シ 大豆 ハ 僅 力 11 十 吊 一ー シ テ 昨年 末ヨソ 大豆 ノ歐洲 向 輸出 開始 セラ レ タルモ 今年 春 期 播種 當時 
十四 五 吊 一一 過 キス 其 二十 吊 ヲ上ソ タル トキ ハ 旣ーー 播種 濟 ミナ リキ 然ル ーー 小麥ノ 騰貴 ハ 更一 一激 シク 
開河當 時/四十 吊 ヲ凌キ 而カモ 其 播種 時期 ハ 大豆 一一 比シテ 早キ ヲ以- ブ 大豆 ノ 作付 ハ 平均 一割 半强 
ヲ拔ク 能 ハサ リシ ナヲ  . 

本年 ハ 昨年 一一 反シ小 麥ノ收 獲 良好- ーシテ 大豆 ハ 不作 ナ， 一一 哈爾賓 ノ買付 甚夕盛 ナル 爲 十一月/頃 
其 價格旣 一一 小 麥ノ壘 ヲ摩ス ル ノ 勢ナ\ ヲ以 7- 明年 ノ 作付 ノ變化 ハ 今 俄 二 斷スへ カラ ナル モノ アリ： 


要 ニー ー 北 滿洲； 輸出 向 穀物 t 夕小麥 大豆 ノ ニ種 ニ ヲ以テ 作付 上 南滿洲 一一 比シテ 伸縮 カー ー富 

ムモ ノト 言 フへシ 

更一 一市 價卜 作付 步合 トノ 關係ヲ 見，- 一/資本 勞力收 獲量ヲ 比較シ 純 手 取金ノ 算出 ヲ 試、'、 サルへ 力 


ラス 


小麥 

播種 量 一晌一 一 付キ 五斗 2 石 チ ニ十 吊 トシ  ー 5 

勞 カー 晌二 付キ 十八 H (勞 カノ 部參 照) 

計 


此價 十五 吊 文 
此價 三十 吊 文 
四十 五 吊 文 


大 豆 

播種 量  一晌ー ー付キ 三 斗 二石ヲ ニ十 吊 トシ テ)  此價六 吊 文 
勞 カー _ 二 付 キー ー十 八エ (勞 カノ 部參 照) 此價 五十一 吊 文 

計  五十 七 吊 文  丨 
即チ 大豆 ハ 小麥一 一比シ 差 引一晌 二 付キ 十二 吊文ノ 資本 勞カ ヲ多ク 要ス 故-一若 シー 晌ノ收 獲 小麥四 
石 大豆 六 石卜假 定スニ 大豆 價格 力小麥 價格ノ 三分 ノニョ i キコ トー 石 二 吊文ナ ニ純收 入、" 
同一 一ニ テ小麥 四十 吊 大豆 二十 吊ナ ニ大？ 小麥ノ 作付 一一 對シ七 割 乃至 七 割 五分" 割合 ナリ勞 
力 及 ヒ收獲 量 >> 先ブ右 ノ預想 一ー テ 大差 ナキモ 種子 價格ハ 假定ナ リ尙此 外金錢 一一 見 積， 能 ハサ 火 相 
違 ァリ 例 二 小麥ハ 最初 種子-一 資金 ヲ要 J モ收獲 早 キヲ以 テ 其回收 i ヵナ ニ 如キ又 大豆 ノ 
比 白 草、 ノ麥稗 一一 比シ 燃料 トシ テ 優 レ〆 力 如 キ是ナ リ然レ トモ 大體二 於 テ右ノ 計算 コ標杂 トス レ" 大 


A 

差ナ キカ 如シ 

高粱 卜粟 

高 梁 ハ 滿洲 住民-一 在 リク ハ甚夕 重要 ナル 穀物 ナリ 住民 ノ 常食 トナ リ 馬匹 ノ 飼料 トナ リ 燒酎ノ 原料 
トナ リ其 莖稃ハ 燃料 トナ リ 建築 材料 トナ リ蓆 子ト ナジ 用途 最モ 廣シ 只此 穀物、 ノ他ノ 作物 二 比シテ 
氣候 風土 ノ 支配 ヲ受 クル コト 甚シク 北滿洲 ノ如ク 北方， 一 偏 シ暖期 短カキ 地方 一一 在リテ 、ノ 品質 優等 
ナラ ス殊二 新開地 方 開墾 後 數年ハ 土地 ノ熱氣 吸 收力弱 •ク莖 ノミ徒 ラー ー成 長シ， ア結實 充分 ナラ ス開 
墾後數 年 地味 漸ク熟 スル- 一至 リク モ僅 カー ー 馬糧 タル-一足 リ精ケ テ 住民 ノ 食料 トナ シ燒酒 ノ原许 卜 
ナス-ー ハ 香味 共 一一 乏シ 但シ 馬糧 トシ テ ハ 大豆 大麥 一ー モ 優リ且 燃料 建築 材料 トシ， 7* 缺クへ カ ラサ, 
ヲ以テ 北方 一ー テ/自家 馬匹 ノ 用量 ヲ 標準 トシ 7- 栽培 セリ 北 圑林子 以南 ノ 地方, ー テ ハ 馬糧 ノ外 _ 酉 
醸造 料 ニモ 用ヒ 商人 ハ 食料 一一 供ス 

吉黑兩 省ノ 高粱 作付 ヲ 平均 スル ニ 略 二割 一一 當， 

粟 ハ 南滿 地方 一一 在リ -ブ ハ 高 梁 一一 次キ 地方 的 需用 穀物 トシ テ 重要， フル モノー ーシタ 其 粒穀ハ 屢 々食用 

二 供 セラ ル 殊一一 冬期 中 ハ 高 梁 ハ 稍 モス レ ハ 凍リテ 磨 臼 一ー テ搗 カサレ ハ 精 クル コト 能 ハス 小農 及 農 

家 以外 ノ モノ ハ 此設備 ヲ欽 クヲ以 ク味 高粱 二 比シ劣 ル モ尙 粟ヲ用 フト云 フ其稈 ハ 之 ヲ穀草 (略シ ，ブ 

谷 草 トモ 記ス) 卜稱 シ最モ 牲畜ノ 飼料- 一適シ 他物 ヲ以テ 代用 スル コト 能、 ノス 南滿洲 二 在 リタ ハ 寧 口 

穀草 ヲ得ン カ爲メ  -1 粟 ヲ 栽培 スト 云フモ 過言 二 非 ラス 北 滿洲一 一 在リテ ハ 高粱、 ノ旣一 一食 用 トス ルー ー 

足 ラサ A' ヲ以テ 勢ヒ 粟-一依 ラサルへ カラス 其 重要 ノ度、 ノ遙 カー ー高 粱ヲ浚 キ隨ツ テ 其 作付 モ三割 弱 
ヲ占ム 


以上 四 種 縠物ノ 輪作 ハ 左ノ 順序 一一 由 ル モノ 最モ 多シ 

第一 年  粟  第二 年  小麥 
第三 年  大 S 第 四 年  ■高粱 (又 S) 

第五 年  粟 (第 四 年 粟ナレ ハ 小麥) 

輪作 ハ 土地 ノ養素 經濟上 缺クへ カラ サル モノ ナリ珠 一一 北滿 ノ如ク 施肥 スル コト 稀ナ， 地方 一一 於 r 
然リ トシ ー作 物 ハ 成 ルへ クニ 年 置 キー ー 栽培 スル ヲ常 トス 粟 ハ 根 株 叢生 ス， ヲ以テ 翌年' ノ犁 ヲ用ヒ 
ク勘 TIE ス i ツ株根 落葉 ハ 皆 腐敗 シク 植物 肥料 トナ， ヲ以夕 小麥 ノ如キ 高等 穀物 ヲ植フ ，一一 適ス小 
麥ヲ植 エタ， 地モ亦 當年鋤 起 セ サルへ カラス 鋤 起 セ、 ノ 地力 新 タト ナル ヲ以テ 大豆 ヲ植 フ〆 ヲ 得策 
トス 大豆 ハ 主 トシ- 7" 空氣中 ヨリ 養分 ヲ吸 收ス， 卜澗 葉廣ク 地 ヲ掩ヒ 雜草ノ 生長 ヲ防 クヲ以 テ 働 t 
セス トモ 地力 旺ナリ 輪作 ノ 順序 ハ 主 トシ テ 此關 係-ー ヨ， 力如シ 

其他ノ 作物 ハ 約 八九分 ヲ占ム ル モ 作物 ノ各 種類-一 付キ其 平均 作付 步合 ヲ示ス コト ハ 困難 ナリ 何卜 
ナレノ 此等ノ 作物、 ノ 農家 ノ 必需品 二 非ス其 作付、 ノ全ク 各 家 ノ隨意 ナル ヲ以 テナ リ 
大麥 ハ 燒廚釀 造 用 酵母 トシ- グ 小豆 卜共 一一 用ヒ ラ，、 ノ外 用途 ナカ リシ カ 露國ノ 經營以 後 露國馬 
匹ノ 飼料 トシ  ー K 需要 ヲ 喚起シ 各地 一一 植付 ヲ見ル ーー 至リ 地方 一一 依 リタ ハ 能 クー 割ノ 作付 ヲ ナス モノ 
アリ 伹シ其 需要 者 ハ 露 人 一一 限リ 地方 一一 在 ツテハ 殆ント 用ヒラ レス 

玉蜀黍 最モ 下等 ナル 食料品 一ー シテ收 獲 後 炊 ィテ飯 トナ スー ー至 ル マク甚 夕煩雜 ノ手數 ヲ要ス レ ト 
モ 磽确ノ 地味 一ー モ能ク 生 スル ヲ以テ 多少 ノ 栽培 アリ 木蘭縣 大通縣 地方 一ー テ 其 作付 多キハ ニ割-一 上 


一〇 

レリ 玉蜀黍 ノ莖稈 ハ 又 冬期 牛馬 ノ 閑散 時 一一 粟稈ノ 代用 二 供 セラ，， コト アリ 

糜子米  ハ 粟-一 似夕， 穀物 一ー シテ .新開地 一一 植ゥル -1 適ス故 一一 多ク 開墾 當年一 一 栽培 セラ レ 拜 泉縣靑 
岡縣 等-一 在リ テ ハ ニ割 乃至 三割ヲ 占 ム此 地方-一-グハ 釀酒用 トシ テ 却ツテ 粟 ヨリ モ多ク 用ヒ ラ， 又 
々哈爾 -1 販運シ テ 蒙古 人トノ 交易 用-一 供 セラ， 糯卜 粳トノ ニ種 アレ トモ 後者 多 ' y 
麻 子 小 麻 子卜稱 スル モノー ーシテ 纖緯ハ 麻 一一 製シ 穀粒 ハ 搾リテ 油 ヲ取リ 車輛 用 點燈用 トシ テ用ヒ 
ラ， 從來ハ 植付 多 カリ シモ 近年 小麥ノ 作付 一一 壓倒 セラ レ 多クハ 牲畜ノ 作物 ヲ荒ス ヲ防ク 爲メ圃 側 
ノ垣 トシ テ ニ三 列 二 植ゥ ，一一 適 キス 稀 一一 輪作 上  一 _ 半 _  ノ 植付 ヲ見レ トモ 主 トシ テ 窪地 ナリ 但シ 
近來 大豆 力 粒穀ノ 儘 輸出 セラ，、 モノ 多ク 搾油 原料 缺乏セ ，ヨリ 麻 子ヲ植 クル モノ 稍增加 セリ 露 
國人ノ 需要 亦少 ナカ ラス 

蘇 子 靑 紫蘇 一一 類 セリ 從來ハ 麻子卜 共-一 油糧 トシ •テ 多ク 栽培 セラ レタ ，力 同 シク 小麥ノ 爲メ- 一壓 
倒 セラ レ タリ 尙此 穀物 ハ 地方 旺盛 ナル 新開地 ••ー ヨク 生長シ 開墾 後 十 年 以上 ヲ經レ ハ 收 穫甚夕 惡シ 
ク收支 償 ハス ト云フ 

蕎麥  ハ 滿洲人 一一 在 リテハ 嗜好品 卜目 セラ レス 他ノ 作物 一一 v/ r 五六 月ノ頃 成長 惡シク 收穫ノ 見込 
ナキ時 之 力 補充 トシ テ植ユ 早熟-ー シク 且ツ氣 候 風土  ノ 影響 ヲ受ク ル コト 少ナシ 又 荒 地 開墾 ノ 時日 
遷延シ 最早 ヤ他ノ 作物 ヲ播 種ス， 一一 適 セナ， 力 又 ハ 地質 硬 固 ナルト キモ 之ヲ 植ク薷 麥ハ粉 卜爲シ 
テ 麥粉一 一代 用 セラ，、 ノ外稀 一一 燒酎ノ 原料 一ー モ用ヒ ラ， 

稷  白子 卜稱ス 馬糧 トシ テ 稀-一 栽培 セラ， 開墾 當年ニ テ モヨ ク 生長ス 品質 佳良 ナ， モノ ハ 粉卜爲 
シテ 麵ヲ 作〆 


黑豆 同 シク 馬糧 用ナリ 開墾 當年 一一 植ゥ木 蘭縣大 通驛一 一 多 ク之ヲ 見〆 

其 他 小豆 綠豆ノ 植付 アレ トモ 論 スニー 足 ラス 米 ハ 吉林省 二 於 テ 稀 二 之 ヲ見レ トモ 黑龍江 省 ニ ハ 無 
シ 穀物 以外 ノ 作物 トシ ー グハ 烟草 及？ ノ烟草 ハ 各地 一一 栽培 セーフ ル、 モ 品質 劣等 一ー シテ只 農家 ノ 
自家用 料 タン ノノ ミ他二 輸出 セラ レス 上等品、 ノ之 ヲ吉林 地方 ヨリ 仰キツ 、アリ 地味 化 熟 セ サレ ハ 生 

北滿 地方 殊-一 黑龍江 省/ 從來 罌粟 ノ栽 培盛ナ リシ ヵ數年 前ョソ 漸次 禁止 シ昨 年限 リ斷然 之 ヲ植フ 
グヲ 許サス 從來最 J ヵプニ 殺 化 府管內 一ー テ 家 一 一依" 一割 乃至 二割 ヲ占 メタ, 地方 ア i 化府 
管內 昨年 ノ栽 培地 約 八 千晌ナ ソト云 二從前 1 ノ 植付 ニニ 萬晌ヲ i 夕 r 二 地方 官ノ 阿片 
禁止 ノ 方針、 i 々實行 セーフ W ッ、 K  4 都 口 巴 一二 戒煙 所ヲ設 ヶ吸煙 者 ハ 許可 證ヲ與 へ 一定 ノ分量 
ヲ限 リー K 賣下ヶ 違犯者 ヲ 取締 T 共 二方 栽培 者 一一 對二 監督 モ亦嚴 一ー シ テ 若シ 犯" モノ アレ ハ 
一晌二 付キ 百兩ノ 罰金 ヲ 課* シ尙 苦役 ヲ命ス 罰金 ハ 五分 ヲ官二 納メ四 分 ヲ稽査 委員-二分 ヲ兵員 二 
賞 給 スル ノ 規定 ナ リ爲 メニ 撿擧 甚夕嚴 重-ー ンテ 昨年 ノ遺粒 アリ テー晌 中二 三 四 株 發生シ タグ モノ 
又 ハ 兒女ノ 花 S 玩用 トシ テ植 エタ〆 モノ  ノ如 キモ尙 一二 晌ノ 割合 ヲ以テ 罰 スン ノヲ以 テ 民間 怨嗟 

/ 聲高シ 

第 四 地味 肥料 及 品質 

北 滿洲ノ  S ハ 表土 深 クシ テ ニ 尺 乃至 五 尺 アリ 表土、 ii 有 セス 有機物 ノ 量多キ ® 土ョ "成 ンノ 
ヲ以テ 頗グ 2  一一  rK 作物 ノ  — 一一 適ス此 地方 ニー n 開墾 一一 困難 t 二— ナエ S 一一、 ごブ 雨期 一一 
S、 睪卜 i 沿 河 地方 二 多— 等 モ適當 t ノ 排水 法 ヲ施ス トキ、 i 好 t ノ 耕地 卜成 ニン 現 時 ハ 


放牧地 トシ テ 利用 セ •フレ ツ 、アリ (黑龍 江 省 述畧一 一 云 ク 各地 閒地非 介 叢 山 寒窟中 開墾 亦易與 西邊沙 
磧 不同 土 性 旣浮水 泉 四 溢 亘古 之 流 膏積液 爲肥壤 無 足 異者大 約 江 省 全 境 云々) 

開 塾 年次 古キ 地方 ハ 地力 劣 レ ル モ吉林 省 ノ如キ 開墾 後 百年 ヲ經過 セ， 地方- 一 在 リク モ尙 施肥 セス 
シク 勞力- 一對 スル 充分 ノ 報酬 ヲ得ル ヨリ 見 レ ハ 本來ノ 地味 甚夕 肥沃 ナル ヲ知ル ヘシ 若シ 之-一 施肥 
ス K トキ ハ 收獲更 一一 多キハ 言 ヲ俟タ スー 晌一一 付キ七 八 車 ノ土糞 ヲ用フ レ ハー 石 五斗 乃至 二 石ノ增 
收ヲ見 ル ト云 フ殊一 一開壑 年次 ノ古キ 地方 一一 在” 1 グハ 近年 漸ク 地力 減少 ノ勢 ヲ示シ 賓州 附近 ニ テ 聞 
ク所一 一據レ ハ 每年 一， 一一 一付キ ニ三 斗宛ノ 差異 アリ ト云フ 

現在 ハ 資本 ヲ有シ 勞カ ヲ買ヒ 得 ル モノ 若クハ 勤勉 ナ ，農夫 ガ 冬期 閑散 ノ時ヲ 利用シ 之 ヲ行フ モノ 
アル-一過 キス 肥料 ハ 家畜 ノ 糞尿 及 塵芥 ヲ土壤 一一 混 シ推積 腐 熟シタ ，モノ-ー  シ テ 自家 所 產ノモ ノー ー 
係リ他 ヨリ 之ヲ 買入グ 、コト ナシ每 年 粟 ヲ植ユ タ， 區域一 一 施肥 シク 小 麥ヲ植 クル ヲ常 トス ル ヲ以 
テ 同一 地 區ヨリ 見 レ、 ノ 三年 又、 ノ四年 一一 一回 施肥 スル 順序 ナリ 

地味 ハ 南滿洲 一一 比シ 槪シテ 肥沃 ナレ トモ 人口 稀薄 一ー シク 勞 銀高ク 農事 粗笨 ナルト 氣候 寒冷 ナ， 等 
ノ 理由 ヨリ 穀類 ノ 品質 ハ 槪シー グ南 滿產一 一 劣 レリ 

小麥ハ 土質-一 適シ 品質 優等 ニ シク 從 來南滿 地方 二 輸出 セラい シ 數量少 カラス 就中 賓州及 新 城產最 
モ 佳良- i シク ー石 四百 斤麵粉 二百 七 八十 斤ヲ得 ヘシ 

大豆 ハ 外觀ノ ミー ー テ モ粒ノ 大小 齊ー ナラ ス黃色 薄ク往 々黑 皮ノ モノ ヲ混シ 南 滿產一 一比シ 劣 レリ 
近年 英國- 1 於 テ 行 ハレ タル 分析 成績 左 ノ如シ 

大連 大豆  哈爾賓 大豆 


水分 

油 

蛋白質 
糖分 
_ 維 質 
礦物質 灰分) 


九 •二 三 

一八 * ニー 

二 四 * 二 九 
二三 •九 七 
五 •六 七 
六 * 三 


二 •八 〇 
七 * 二 七 
四 * 二 六 
〇 •三 〇 
四 •八 〇 
五 •九 八 


サレ、 ン黑龍 江省產 大豆 ハ 長 春 市場 一一 於 テ 南 滿產一 一 比 シー 石-一 付キニ 吊文ノ 差額 ヲ生ス ル コト アリ 
同地 ノ淸 商/ 往 々南滿 大豆 t 一  混入 ス， ノ好 策ヲ廻 ラス モノ アリ ト云フ 歐洲一 一 於 7- モ 兩者ノ 間-ー ハ 
多少 ノ價開 キアリ ト 聞ケソ 

北滿 一一 在リテ 大豆 ノ 品質 好 キハ新 城ヲ最 トシ 双 城 堡阿什 河 之-一次 ク巴彥 州 ハ 黑龍江 省 中最モ 良質 
ノ物 ヲ產シ 阿 什 河 一一 比シ 遜色 ナシ綏 化 海 倫 之 一一 次ク呼 蘭 ハ 最モ 劣リ他 地方 產ーー 比 シーニ 百 文ノ差 
アリ 但シ晗 爾賓二 於 テ ハ 相場 ハ 布 度 建 テナ グヲ以 テ 品質 ノ 如何 ハ 價格ノ 上 一一 顯ハ， コト 少ナシ 
粟 ハ 南滿 地方 ニ テ -- »> 一斗 ヲ精ヶ テ 六 升餘ヲ 得， モ北滿 一一 ー グハ 五 升-一過 キス 而カモ 煑炊シ テ 容量 ヲ 
增 ス コト 少ナシ ト云フ 

高粱 ノ 品質 劣 レダ コト 前述 ノ如シ 奉 天 省 一一 於 テ ハー 斗 ヲ精ヶ テ 平均 九 升 ヨリ 九 升 五合 一一 上 ル モ此 
地方 ハ 七 升-一過 キス 

第五 播種 量 收獲量 及 副産物 

平均 一晌- 一對 スル 播種 量 及 平年 (八 分 作) ノ收獲 量 左 ノ如シ 

ニニ 


作物 
大 豆 
小麥 
大 麥 


11 ,7 

芽 


播種 量 
三 斗 
五斗 
五斗 
五 升 


收 獲 量 
五 石 五斗 
四 石 
七 石 
七 石 


作物 
高 粱 
玉蜀黍 
麻 子 
麼子米 


播種 量 

八 升 
一斗 
六 升 


六 升 


一 阻 

收穫量 
六 石 
七 石 
六 石 • 
五 石 


石ノ 地方-一依 リ 多少 ノ相異 アル モ我 一石 五斗 乃至 一石 六 斗ナリ 


本年、 ノ小麥 ハ 豊作 ナリシ モ 其他ノ 穀物 ハ 槪シテ 不作 ナリ 就中 大豆 ハ 殊一 一甚シ 淸曆 六、 七月-一カ ケ開 
花當時 旱魃 打續キ 又 降雹 ノ爲メ 損害 ヲ受 ケタ ル 地方 モア リ 秋期 一一 入 リク 降雨 アリシ モ時旣 一一 遲ク 
雨量 又 多 キー ー過 キタ， 一一 加へ 寒 氣ノ襲 來早ク 八月 初旬 旣一一 降霜 ヲ見タ ル 地方 アリサ レ ハ 收 獲量モ 
三 四 石 ヲ出テ ス 地方 一一 依リテ ハ ーニ 石 一一 過 キサ 火 モノ アリ 例年 ハー 莢 三 四 粒 ナル モノ 今年 ハ ニ 粒 
ナル モノ 多ク 且ツ粒 小一 ー シク 蚀多ク 昨年 ハー 斗 四十 斤ノ 斤量 アヲ シモノ 本年 ハ 三十 四 五 斤 ヨリ甚 
シキ ハ 三十 二三 斤ナ \ 地方 アリ 

高粱 粟モ寒 氣早ク 霜 降 アリシ 爲メ 不作 ナリ 各地 ヲ通シ タル 平均 收獲量 左 ノ如シ 
小麥  四 五 石  大豆  三 四 石  粟  五 石  高 

四 五 石  麋子米  五 石  m ll 黍  ュハ石 
大豆 ハ 大 豊作 一ー シテ粟 高 梁/普通 作ナリ 各地 ノ 平. 均 收穫量 左 


大麥 
昨年 ハ 之-一 
ノ如シ 


四 五 石  大豆 
八 石  麻 子 
反シ 小麥/ 不作 ナリシ モ 


高 粱 
玉蜀黍 


五 石 
六 石 


大 豆 


六 七 石 


小 麥 


三 石 


粟 


七 石 


高 粱 


六 石 


大麥  五 石  麻 子  七 八 石  糜子米  五 石  玉蜀泰 
重ナ， 四 種 穀物-一 付キ 作付 步合 收穫量 ヨリ 算出 i/ 夕〆 北滿 S 穀物 產額 左ノ 女シ 

(旦シ 第二 松 花 江 以北 約 三百 八十 萬晌ノ 地積 二 對ス， 產 額) 


九 石 


種類 
小麥 
大  豆 
粟 

高  粱 
其  他 


作付 步合 
三 割 弱 
一割 半 弱 
二割 半强 
二  割 
一 割 弱 


作付 反別 
一、 一 G 〇 、〇 〇〇响 

九〇〇 、〇 〇〇响 
1 、 〇〇〇 、〇 〇〇响 

七五〇 、〇 〇〇响 

三〇〇 、〇 〇〇响 


平年 收獲 
四、 四〇〇 ，〇 〇〇石 

三、  五 V 五、 〇〇〇 石 
七、 〇〇〇 、〇 〇〇石 

四、  五 ◦〇 、〇 〇〇石 


昨年 收釋 

三、  三 〇〇‘、 〇〇〇 石 

四、  ニニ 五、 〇〇〇 石 
七、 0 〇〇、 COC 石 
四、 五〇〇 、〇 〇〇石 


本年 收穫 

四、  九五〇 、〇 〇〇石 

二、  二 七 五、 〇〇〇 石 

五、  〇〇〇 、〇 〇〇石 

三、  七五〇 、〇 〇〇石 


副産物 平作 一晌地 ノ粟ョ -粟稈2 脊丄ハ 百 束ヲ得 (一束 丑斤ヲ 普通 トス 即 チー ー千— 斤 乃至 一一 一 
千 斤 ナリ) 粟 一石-一 付キ八 九十 束ノ 粟稈ヲ 得， 割合 ナリ 收穫ノ 三分 ノニハ 自家用 トシ 7- 消費シ 三分 

ノー  ヲ賣ル 

平作 一 晌地ノ 高粱 ヨリ 高粱 稈 (棘 稭 )八 百 束 乃至 一千 東 ヲ得三 十本 足 ラス ヲ以テ ー束 トシ 斤量 五斤內 
外 トス) 南滿 地方 一一 比シ 收穫 少ナシ (南滿 千 二三 百 束) 此等ハ 大部分 賣却シ 自家 ノ 燃料 トシ テ ハ 豆楛及 

麥 稭等ヲ 用！ \  • 

高粱 稈ハ豐 凶 一一 依 リ發生 一一 大差 ナク從 ッテ價 格 モニ吊 文 乃至 三 吊 文 ヲ過ク レノ コト ナシ 
粟稈ハ 豊凶-一依 リ生產 量 一一 倍額 以上 ノ 相違 アリ 甚クシ キハ  ー， _  ノ收穫 一二 百 束 一一 過 キサ ル コ‘ 

リ從ッ テ. 價 格ノ變 動甚シ (馬糧 ノ條參 照) 燃料 ハ ー般-一 正月 以後 騰貴 スル ヲ常 トス 

一 五 


ア 


第 六 耕作 制度 

北滿 地方 二 在 リーグ ハ 十， 一 以下. ノ 耕作者 ヲ 小農 トシ 十晌 以上 五十晌 ヲ 中農 トシ 五十晌 以上 ヲ 大農 卜 
稱ス， コト ヲ得 

十晌以 下ノ 小農 一一 在リテ ハ 家族 協カシ -グ 經營シ 他 ヨリ 勞カ ヲ雇フ コト ヲ爲サ ス其 使用 牧畜 モー 車 
分 即チ七 馬 二 充タ スサ レ ハ 間 墾又ハ 深耕 ノ如キ 六 七 頭ヲ要 スル 際 マ 相互 二 融通ス ，モノ トス 且ッ 
多ク 車輛 ヲ有セ ス偶之 ヲ有ス ル モ ニ三 頭 挽 キノ 小 車 一ー シク 普通 ノ大車 一一 非ス 

十數， 一 以上 •一  在 リク ハ 家族 全員 農事 一一 從フノ 外 春期ノ 除草 秋期 ノ莉入 一一 際シテ ハ 勞 働者ヲ 雇用 ス 
牧畜 モー 車 分 七 頭 ヲ有シ 大車モ 少ナク トモ ー輛 ヲ有 セリ 七頭ノ カ役 範圍ハ 五十晌 マ， 7" トス 五十 向 
以上 一一 在 リテハ 農事 ハ 主 トシ テ， 雇用 勞働 者ノ カー j 俟ッ故 一一 常住 ノ 苦カ ヲ有シ 尙 繁忙 ノ際、 ノ 臨時 一一 
雇 入 ル 馬匹 モニ車 分 以上 ヲ有シ 車輛 モ數 輔ヲ 所有 ス 

大中小 農ノ 割合 一一 付 キク ハ 據ル ヘキ 統計 ヲ缺 クヲ以 テ 載 セス 各地 篇一一 於 テ 大地 主ノ 姓名 及ヒ 所有 
地積 ヲ擧 ケタ， ヲ以テ 參照ス ヘシ 大地 主モ自 ラ 管理 經營ス ，モノ 少ナク 多ク 小作 セ シム 是レ 土地 
以外-一資本ヲ有セナグト大農場ヲ管理ス,ノ頭腦ナキーー因,へシ 

小作 卜 自作 ハ 略 七 卜三ノ 割合 ナリ 新開地 方 一一 在 リタ ハ 却 ッー グ 自作 ノ方多 シ是レ 未墾地 ハ 地 價廉一 一 
シ テ 其 勞カハ 即チ 土地 資本 卜化 ス， ヲ以テ 皆 地主 タラン コト ヲ望ミ 小作 ヲ欲 セナ ルー ー由 ル 
小作 ハ 收獲 配分 ノ 方法 一一 由， モ ノト 小作料 ノ 方法， 一由 ル モノ トノ ニ種 アリ 共 一一 年限 ハ ー定 セス 可 
年卜 契約 スル モノ アリ ー年 限 リノ モノ アリ 隨時 解約 シ得ル ヲ條件 トシ， 7* 無期限 ナ， モア リ又 契約 
ノ內容 .モ ー定 セス 全ク當 事 者間ノ 自由 ナリ 其方 法 ハ 槪シテ 小作料 制度， 一由 ル モノ 多ク 而シテ 殆ン 


卜皆 穀納一 ーシ テ錢 納ナシ 穀物 ハ 地味 ノ 如何 一一 依 リ  ー _ 二 付 キ何石 卜定メ 大豆、 高 梁、 粟 ノ 三種 (大佃 又 
ハ 大 糧卜稱 ス) 均ー トス 若シ高 •粱 ヲ植エ ナル 地方 一ー テ ハ 大豆、 粟 ノ ニ種 均ー ナリ 
其 額 ハ 賓州 巴彥州 地方 ノニ石 四斗ヲ 最多 トシ 蘭西縣 地方 ノー  石 二斗ヲ 最少 トシ 皆 偶數ー ーョ， 
尙租契 卜稱シ 契約 ノ初一 一當リ 敷金 ヲ納 ム， ノ 習慣 吉林省 一一 在リ 敷金 ハ 解約 二 際シ 返却 スル モノ ト 
小作料 ヲ減 スル モノ ト ァリ 長 春 附近 一ー テ ハー- _ ー ー付キ 三十 吊 文ナリ 雙城堡 附近 一ー テ ハー 晌ー ー付キ 
十 吊文ヲ 提供 セ ハー 石 八斗ノ 小作料 ヲ】 石 二 斗-一 減 スト 云フ 

收穫 分配 ノ 方法 ハ 主 トシ 7- 新開地 方 一一 行 ハ〆 此 地方 一ー テ ハ 天然 ノ 支配 ヲ 受ク〆 コト 多 キヲ以 テ 此 
法. 一一 依 ラサ レ、 ノ 小作人 ヲ招 クコ •卜 能、 ジス. 

最モ 普通 一一 行 ハル、 方法 ハ 四六淸 卜稱ス ，モノー ーシテ 小作 者 自身 ノ牲 畜勞力 器具 ヲ用 ヒ收穫 穀物 
ノ 四分ヲ 地主 一一 納 メ殘リ 六 分 卜副產 物 タグ 粟稈 高粱 稈ヲ 農夫 ノ 所得 一一 歸ス 自家 燃料 夕， 豆 稈麥稃 
高梁穗 及粟稈 ノ束ト ナス 能、 ノサル モノ ハ 均分. トス 稀 一一 粟 稈 高梁稈 各  一 _ 一一  付キ百 束位ヲ .地主 一一 納 

ム， モノ アリ ' . 

地租 ハ 地主 ノ負擔 ニン テ 地方税. モ亦 通常 地主 ノ負 擔ナレ ト ，モ稀 二 折半 又 ハ 四 六分郎 チ 地主 六分ヲ 
負擔ス ，.モノ ァリ 

對 半淸ノ 方法、 ノ 前者 一一 比シ 甚夕 少ナシ 此方 法， | 依 レ/地主 ハ 牲畜. 器具 公費 ヲ負 擔シ 小作 者 ハ 勞役 
ヲ 提供シ 收穫 穀物 ヲ平 分ス 此ノ 場合 ハ 粟稈 高粱 稈、 ノ 地主 ノ 所得 二 歸スル ヲ 普通 トス レ トモ 稀 一一 折 
半ス〆 モァ リ 燃料 ハ 多ク 均分 ス 地方 稅モ ー半 ヲ負擔 スル コト モ ァリ 

尙此 外地 味磽确 ナル 地方 ニ ァリテ ハ 七三 淸ト ナス モノ ァリ 新開地 ノ如キ 初年 ハ 八 二 第二 年 七三 第 

一七 


三年 ヨリ 六 四淸ト ナス 方法 モア ゾ 

第 七 農業 勞働者 及勞銀 

北菡一 ー テ 稍 集鎭ノ 体ヲ ナス 地方-ー ハ 槪ネ 街頭 一一 工夫 市 ナル 標札 ノ立テ ル ヲ見ル 勞 カヲ賣 ラン トス 
ル モノ、 ノ 早朝 此處二 集 マリ 各種 ノ勞働 需要 者ヲ待 ツモ ノナ リエ 夫 市ナキ 地方 ハ 村落 戶々 一一 就 キク 
需要 ヲ求ム 

是等勞 働 者ノ內 農業 勞働者 ハ 土着 ノ モノ 大部分 ヲ占ム 彼等 ハ 小作ス へ キ 土地 ヲ有セ サル モノ ヵ 土 
地 ヲ有シ 又小作 ヲ ナス 乇勞 カノ 餘裕 アル モノ ナリ山 東 ヨリ來 集 スル モノモ 少 ナヵラ サル モ是 等、 ノ 
多ク雜 役 一一 從事シ 農事 一一 雇 ハ，〆 モノ 比較的 少ナシ 是レ山 東 地方 ハ 農事 方法 稍 異ナリ 除草 ニ ハ 不 
便ナキ モ莉入 レー ー至 ツテハ 功 程 半 一一 達 セ サルー ー因 ル ト云 フ但シ 數年 在住 セル モノ ハ 習熟 シク 土着 
勞働 者卜異 ナル コト ナシ 

勞働者 力 農事 ノ爲メ ニ 雇 ハル ル 期間 ハー 年 ノ內約 六 ヶ月 ナリ其 外 四 ヶ月 間 ハ. 家屋 建築 運搬 其 他/ 
雜役- 一 使用 セラ， 正月 以後 二月 マ 7- ハ 若シ 山-一 接近 セル 地方 ナレハ 伐木 及 運搬 ノ 作業 一一 從事 スル 
モ 其他ノ 地方 一ー テ ハ殆ン ト業ヲ 得， 能 ハス 此 時期 二 於 テ 山 東 苦カ ハ 歸國ス 普通 二 年 三年 一一 一回-一 
シク 三 四百 吊文ノ 貯蓄 ヲ携 返， 卜云 フ步行 一日 平均 五六 十 淸里ニ シク ー日 ノ 費用 一 吊文內 宿料 二 
百 文 ヲ費ス 冬期 二 至 レ ハ 彼等 ノ爲 メー ー特二 開 ヵレ タ， 店 アリ 

勞銀 常用 勞働者 ハ 年 エト 稱ス 我國ノ 作男 一ー シ テ 常 二 主家 二 寢食ス ，モノ ナリ其 給料 ハー 年十ヶ 
月 ノ勞働 一一 7- 百 五十 吊 文 乃至 二百 五十 吊 文 平均 二百 吊文ナ リ但シ 食料 ノミ 主人 持 チ トス 地方 一ー ョ 
リ獎勵 ノ爲メ ー, ー ノ收 穫ヲ以 テ 給料 ノー  部分 一一 代 フル 方法 アリ 


整地 

修 

莉入レ 


吊 五 百 文 
吊 文 


食料 ハ 主人 持 チ 


テ 


臨時 勞働 者、 ノ日 エト 稱ス勞 銀、 ノ 農業 ノ 繁閑 一一 由リ 支配 セテレ 作業 ノ 難易 生計費 ノ昂 落、 ノ影魯 スル 
コト 少ナ キカ 如シ 

吉林省 i  2 省-一 比 シニ— 文 乃至 五 百 文 方廉ナ 4 ナグ 作業 一一 付キ 各地 平均 勞銀 ヲ擧 クレハ 

播種 一 吊 五 百 文  除草 二 吊 文  中 耕 二 吊 文 
收 變運 搬  二 吊 文  脫粒一 吊 文 
日 約 五 百 文 ヲ要ス 

月 エ即チ 月 極 メノモ ノハ 甚夕 稀ナリ 

尙雇牛 居 卜稱ス ル 請負 方法 ァリ 牲畜 食料 自辨ー ーシテ 鋤 起 播種 一回' 中 耕 二回 (除草 ヲナ サス) 秋期 運搬 
.冬期 脫粒ノ 作業 ヲナシ  ー， _ ー ー付キ 十四 五 吊 文ナリ 若シ肥 料ヲ 運搬 スレハ ニ 吊文增 トス 勞力及 畜力 
ノ餘裕 ァグ モノ  ノ從 事ス， 外專業 トナ スモ ノナシ 

第 八  耕地 卜人 ロノ 割合 

光 緒 三十 四 年 民政 使 司ノ戶 口 調査 二 據二吉 林 省 五六 六、 九五戶 四、 二 四 二、 二 九 二人-ー シテ黑 江 省 
ニニ ニ、 〇 九〇戶 一、 四 五 五、 六 五 七 人ナリ 

經過 地方 府縣ノ 調査 濟ミノ モノ ヲ 綜合 スン ノー ーー  戶 平均 五 人 一ー シ テ 耕地 卜人 ロト ノ割 合/ 黑寵江 省 

一 nl«J 二 付 キー 人ナリ 


二 在 リタ 


晌二 •付 キ〇、 八 人吉林 省-ー ア 


夕 


出産率 及ヒ死 S- 一 付 確 ナ^ 銃 計 ヲ缺ク モ出產 百 人 二 付 キ四 人 死亡 百 人-一 付 キー ー人 半 
シテ增 加 率 百 人 一一 付 キー 人 半 我國一 一比シ 半 人 丈 ヶ多シ 
男女 ノ 比例 ハ 男 百 人 一一 對シ女 八 九 + 人 ナヲ 


職業 ノ 割合 ハ 商 ー エー 雜業一 雇傭 勞働者 二 其餘ノ 五ヲ以 テ 農家 卜見ハ 大差 ナシ 

農民 卜 耕地 トノ 割合 ハー 人-一 付キ ニ晌一 ー シグ ー人 ノ壯年 農夫 力 耕作シ 得 ヘキ 地積 ハ 各地 殆ント 五 
晌ヲ以 テ 例ト ナス 而シテ 南部 卜北 部卜、 ノー  人 ノ持分 二 大差 ナシ 是： i 北部 新開地 方 ハ 地味 熟 セス 土 
質 堅 クシ r 効 程 遲キモ 人口 稀薄 一ー シク 勞銀高 キヲ以 テ 農事 粗放 ナ， 一一 南部 舊開地 ハ 地味 熟シ其 質 
輕鬆ニ シク 雜草ノ 生長 少ナク 効 程 早 キモ 人口 稠密 ナルト 地力 遞減シ ッッァ ，トー ー因 リ 農事 集約的 
ナル ヲ以- グナリ 

農家 一一 於 ー グハ 女子 及 老幼 モ 農事 ノ 手助ヲ ナス ヲ以テ 壯丁勞 働 者、 ノ必ス シモ 右ノ 割合 ヲ占 メズ 只 除 
草 及 刈入 レノ ニ 時期 一一 於 テ 臨時 勞働者 ヲ雇入 レ 勞 カノ 補充 ヲ ナス ヲ常 トス 

各地 ノ實例 一一 徵ス ，一ー ニ十晌 地 ハ 三人 ノ 常住 勞働者 ァリ テ ー年 延 五十人 即チ 除草 ノ際 二十 人强刈 
入 レノ 際 二十 人弱ノ 臨時 勞働者 ヲ雇入 ルレ ハ 足， 

第 九  農事 卜 勞ヵト ノ關係 

左-一 各 作物 ノ 作業 一一 要ス， 勞カ ヲ擧ク (一人 一日 ノ勞働 カヲー エト 稱 スエ 數ハ ー晌一 一對ス ，モノ ト 

ス) 

一、 整地 ハ 前年 小 麥ヲ植 H タル 地 ノ外ハ 淸曆 三月 降霜 ノ憂 ナク地 皮融化 スル コト 五六 寸犁 7i ノ深ナ 
一一 達 スルー ー至 ソテ之 ヲ始ム 小 麥大麥 ヲ最先 トシ 其他ノ 作物 之 二 次ク 整地 ノ 方法 ハ 前 作 作物 ノ 如何 

ニ ョリ 相違 ァリ 

小 麥ヲ植 H タル 地  ハ 收穫後 成， 可ク 早ク鋤 起 ス是レ 小麥ハ 成熟 速力 一ー シク 除草 中 耕 ヲ爲サ サ， 
ヲ以 テ若シ 翌年 マーグ 延期ス レ ハ 地堅ク 鋤 起 一一 困難 ナル ヲ以ク ナソ犁 ハ 六頭曳 トシ ー人 牲畜 ノ繫索 


T 執 リー 人犁柄 ヲ握リ テ 推進 スー 日  一_ ノ 作業 ヲナス 即チニ H ヲ要ス 翌年 ハ 新 ター ー櫳溝 及 櫳臺テ 
作 ル 三 四 頭 曳ノ犁 杖 ヲ用ヒ 勞働者 二人 之 一一 從事シ ー日  一， _ノ 作業 ヲナス 即チニ エ ヲ要ス 合計 四エ 
ナリ 

高粱 ヲ植ユ タ， 地  / 當年ハ 整地 ヲ要 セサ， モ根 株ヲ拔 クー ー四 五 H ヲ要ス 玉蜀黍 モ 亦同シ 翌年、 ノ 
三 四 頭 曳ノ犁 ヲ用ヒ 前年 ノ墙 臺ノ 中央 ヲ耕 縐シ 土壤ヲ 兩分シ テ 左右 ノ櫳溝 一一 反轉シ 前年 ノ墻溝 ハ 
變シテ 今年 栽培 ス ヘキ 櫳臺 トナ， 此 作業モ 同 シク 勞働者 二人 一日 一櫳 / 作業 ヲナス 即チニ エヲ要 

ス 

粟 ヲ直ユ タ， 地 --»> 當年、 ，株 ヲ殘留 シク， 儘 放置 シ 翌春 七 八 頭 曳ノ犁 ヲ用ヒ 株ヲ併 セテ 櫳臺ヲ 反 
シ櫳溝 一一 變ス此 作業 ハ 只櫳臺 ノミヲ 鋤 起ス， 一一 比 i/ 勞カ ヲ要シ ニ人 一一-グー 日 半 1¢ 即 チ四エ ヲ要ス 
大豆 ヲ植ユ タル 地  、ノ 翌年 墻替一 一ニ エヲ 要ス， ノミ 

麻 子ヲ直 ユタル 地 ハ 根 株ヲ拔 カサ， へ カ ラサ〆 モ春期 貧民 力之ヲ 燃料 用 トシ ク盜ミ 去， ヲ以 7- 
此勞ヲ 省キ得 ヘシ ト云フ 櫳替、 ノ 大豆 高粱 卜同 シク ーー エ ヲ要ス 

二、 播種 ハ 整地 一一 引 續キ行 ハル 懷把 卜稱ス ，木製 ノ作條 器ヲ三 四頭ノ  -牲畜 一一 曳カシ メ其 中央 二 取 付 
ヶタ ル 懷把心 卜稱ス ル 小形 犁ー ーク 櫳臺上 一一 作 條ス此 作業 ハ 普通 五 人 ■=? 要 スー 人、 ン 牛馬 ノ鼻引 トナ 
リー 人 ハ 懷把 ヲ持シ テ 推進 シー 人 ハ 點茹 蘆卜稱 ス〆 瓢簞 製ノ條 播器ヲ 使用シ 或 ハ 手  一一 7- 種子 ヲ播 
下 シー 人 ハ 彎曲 セ， 木 板ヲ以 テ 造 レ， 拉子 卜稱ス ル モノ ヲ 把持シ テ 播下 シタ〆 種子 ヲ 左右 ョリ 覆 
土シ更 ラー ーー 人 ハ 樓子 卜稱ス ，九 太 ヲ曳キ 又 ハ 地 踏 ミニ ョリ r 鎭壓 スー 日ノ 作業  一 #] 半 ナリ即 チ 
三エ强 トス 若シ 人手 少キ トキ ハ 鼻引キ 及 地踏ノ ニ人 ヲ省キ 三人 一一- ブ從事 シー 日ノ 作業  一， nlB li トス 

ニー 


即平均 三 エヲ要 ス但 地方 一一 依 リ小麥 大豆 ハ 四 H ヲ用 フル コト アリ 

小麥ノ 植付 ハ 粟地ヲ 鋤起シ タル 跡 二 植ク， ヲ常 トス レ トモ 畜力 二 不足 ナ， トキ、 ノ粟株 ノ兩側 一一 播 
種 シ 翌年- 一至 ソ鋤 起ス， コト アソ之 ヲ小瓏 卜稱シ 之 一一 對シ單 列ナ， ヲ大瓏 卜稱ス 北部 新開地 方 ハ 
春 期 開墾 一一 從事シ 畜カ ノ餘 裕少 キヲ以 r 小 瓏多シ 大墙ノ 方收穫 多キモ 小壤ハ 大雨 二 逢 ヒテ 覆 倒 セ 
サルノ 長所 アリ 他ノ 作物 一ー ハ 此區 別ナシ 
三、 除草 及 中 耕 

小麥ハ 成熟 早ク 夏季 雨期 前 一ー ハ 收穫シ 得 ^ ヲ以テ 雜草 ノ發生 少ナク 叉 雨水 ノ爲 メー ー 培 土ヲ沒 セラ 
〆 、コト 少ク且 收獲ノ 際 共 一一 之 ヲ刈去 ル ヲ以テ 殆ント 除草 及 中 耕ヲ要 セス 但シ 翌年 ノ 整地 上收穫 
後 直 チ ニ 鋤 起 スル ヲ常 トス 然レ トモ 若シ勞 カノ 除裕 アレ -- »'* 之ヲ行 フニ 加 ヵスヵ ヵ， 時 ハ 收 穫隨ツ 
テ多シ 此 場合、 ノ 除草 ハ 小櫳 一一 行 ヒ中耕 ハ 大櫳二 行フ 

前者 ハ 牲畜ヲ 用 ヒス 專ラ 人力 一一 賴リ鋤 頭卜稱 スル 除草器 ヲ用フ 三 H ヲ要ス 中 耕 ハ 大豆 等 ハ 生長 後 
風/ 爲メニ 倒，， ノ 恐ア， ヲ以 テ 深サ ー尺 ヲ耕シ 小麥ハ 四 五寸ニ テ 足リ三 四頭曳 キノ 犁ヲ用 ヒー 
人付 添ヒ ー日  一 一一 以上 / 作業 ヲ ナス 

大豆  ハ 五月 一 初 句靑苗 五六 寸- 一達 セシ時 除草 ヲ行ヒ 同時 一一 密生 セ， 箇所 ハ 間引シ 更ラニ 犁ヲ以 テ 
櫳溝ノ 中央 ヲ鋤ィ テ 培土シ ニ十日 後更一 一 除草 及 中 耕ヲ行 フ勞 力少キ モノ ハ 除草 中 耕 各 一回 二 止ム 
，モノ アリ 又 除草 ノミ ーー テ 中耕ヲ 省ク モノ アリ 此 場合 ハ 三回 ヲ 普通 トス 但シ中 耕ノミ ヲ爲ス 能、 ノ 
ス 大豆 ノ 除草 ハー 回 五 H 乃至 六エ ヲ要ス 中 耕 ハ 三 四 頭ノ牲 畜ヲ用 ヒー エー ー テ 足， 

裏 粱  モ發芽 三 四 寸ノ時 最初 ノ 除草 及 中耕ヲ 行ヒ兩 者少ク トモ 三回 以上 ヲ要ス 除草 ハー 株每 一 一 施 


シ且ッ 其 發育ヲ 均整 ナラ シム S メ 間引 ヲ要ス ，ヲ以 i 夕 手間 ヲ要ス 第 一回、 ノ八九 ェヲ用 ヒサ 
ルへ ヵラス 第二 回 ハ 五六 H 第三 回 一一 至 レニー ー尺 內外 一一 達シ 勢力 旺盛 トナ〆 ヲ以テ 三 四 エー ー テ 足〆 

粟モ 大豆 高粱 卜大 差ナシ 

糜子米 ハ 除草 一回 一ー テ 足， 新開 當時ハ 除草 中 耕 各 一回 位 一ー ーブ 充分 ノ收穫 ァリ 

四、  刈入 

小 麥大麥 又 月 中 大豆 高粱/九月 中二 行 二 別 入-一 要 二勞 力/各 作物 大差 ナシ 通常 四 エニ テ 足 
火 巨 シ豐凶 ニ ョリー ニ エノ 增減 ァリ 刈入 一ー ハ 鎌 ヲ用フ 

五、  刈入 後ノ 運搬 

農場 卜脫粒 場トノ 距離 ノ 遠近 一ー ョリ ー定 セ J モ各 作物 ヲ通 シー スニェ ヲ 普通 トス 運搬 一 一大 車ヲ用 
フ，、 ノ 言ヲ俟 タス 

六、  脫粒 

運搬 セ, 收穫 物、 ノ圃場 二 堆積 シ置キ 先ッ麻 子ヲ脫 粒ス是 レ 麻 子 ハ 冬期 二 至 レ ハ捧油 困難 ナ ，ヲ以 
テ油坊 i 豆 二 先ッテ 麻子ヲ 使用 スご 一因, 次 ィ  ' グ 大豆 又、 i 粱ヲ 脫粒シ 最後 二 小 麥及粟 二及フ 
但シ沿 江 地方 ニニ 小麥ノ ー部分 ヲ最先 ト ス C  ノァ リ本 作業、 i 通淸曆 正月 前 一一 終了 ス 
脫粒ノ 方法、 i ッ圃 面ヲ平 担-ー シ收穫 ，物ヲ 散布 シ牲 畜ヲシ テ. 石 製^^^ ヲ穗上 S キ 廻 ラ シメ 
木製！； ヲ以 テ高ク 打揚ヶ 風カ ヲ 利用 J 穀粒 卜稃秕 塵埃 トヲ 選別 シ 石數ヲ 量" テ 之ヲ納 

屋一一 貯藏ス 

小麥 大豆 粟/四 H  i ス 高® ハ更 ラー ー 德切リ 作業 一二'® 一千 本 トシ テ 三 ェヲ要 ニ ヲ以テ 七ェヲ 


u 


用 ヒサ， へ カラス 

右 H 數ノ 計算 ヲ 表示 セ/左 ノ如シ 
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粟 

同 

十 農民 ノ 食糧 及 被服 

平均 一人 ノ 食糧 ハ 小米 (粟 ノ精 ケタ ル モノ) トシ テ 三 合 乃至 四 合一 ー シク ー年 一石 二三 斗 ニー 致ス， モ 
ノノ 如シ谷 子 S ノ 儘) ヨリ 小米 ヲ得ル 割合 ハ 平均 五 割 五分 トシ ク谷子 約 二 石 三 斗ナレ トモ 之 二 家畜 
(犬 鷄肠 等) 及ヒ 乞食 ノ 施米 ヲ合シ ニ 石 五斗 卜見 積， モノ アリ 

高 梁 玉蜀暴 糜子米 等ヲ以 テ 代用 スル コト アレ トモ 高 梁 ハ 品質 風味 劣 レ ル ノ ミナ ラス 粟 ノー  合/ 


煮 


テ 五六 椀 トナ レ トモ 高粱 ニニ 椀-一過 キス 不經濟 ナル ヲ以- グ之ヲ 用 フニ ー年 一二 回 二過キ スト 云 
フ モノ アリ 玉蜀黍/地方 一一 依 リ粟卜 略 同量 ヲ用フ ，モノ アリ 

小麥ハ 下等 農民 二 年ノ內 五月 八月 ノ兩 節句 一一 各 一回 正月 節句 一二 二回 之ヲ用 ニー ー過 キスー 回ノ 
用 料、 i 粉 一斤 ナ i 餘裕ニ モノ/以上 ノ外每 月 一日 及ヒ 十五 日-一 喫用ス 農家 平均 一年 一人 一 
斗 ヲ用フ トシ ーグ 大差 ナシ膝 肉モ小 麥卜同 シク 下等 農民 ニニ 節 一一 限 リテ之 ヲ用ヒ 餘裕ニ モノ ニ 
日 及ヒ 十五 日 一ー  モ 喫用ス 但シ 運送 從事中 ハ 此限一 ー アラス 

酒 ハ 下等 農民 ニ アリ- ブ i 婚ノ 吉事 ノ外三 節 二 之 ヲ用フ 正月 節 二日 三回 十五 日 迄 毎日 一回 宛飮 
用 スー 回ノ 用量 三兩 (三十 匆) ヲ超エ ス 

豆 油 麻 油、 >  食用 點燈用 車輛 用ヲコ メー  人 一年 十 斤內外 ヲ要ス 
被服 費 

農夫 一人 カー 年間 一一 被服 及附屬 品ノ爲 メー ー  費 ヤス 金額 ハ ニ十 吊 文 乃至 三十 吊 文ナリ 


被服、 ノ左ノ 種類 ヲ要ス 
一、 綿 襖 (綿 入 レ 上衣} 

表 中等 大尺布 S E I S S  ニー 吊 一一 百 文 
« 下等 大尺 布四尋 (毛 藍 一尋 六 百 文)  二 吊 四百 文 

綿花 一斤 半 (錦 州 長 絨 一斤 二 吊 文)  三 吊 文 

計  八 吊 六 百 文 
二 年 一着 一年  四 吊 三百 文 


二、  綿 輝 子 (綿 入 跨) 

表  中等 大尺 布三尋 (綿 II 卜 同質 チ 用 ヒテ) 
裏 下等 大尺 布三尋 (同 S 
綿花 一斤 

帘 要  祷ノ 上部-一 付 ク白葙 -1 'y テ ニ 
f  ®  尺 三寸 チ要ス I 尺 百 五十 文 

計 

二 年 一着 

三、  夾襖 (袷 上衣) 


年 


綿 襖 卜同品 同尺但 綿ナシ 


年 一着 


年 


四、 夾襌 


綿 褲卜同 品 同尺褲 腰 付キ但 綿ナシ 


二 年 一着 
五、 單襖 (單 上衣) 


年 


夾襖卜 同 品 同尺但 裏ナシ 
六、 單褲 (單 袴) 


夾褲卜 同 品 同尺褲 腰付但 裏ナシ 
二 年 一着 


二 吊 四百 文 
一 吊 八 百 文 
二 吊 文 
三百 三十 文 
六 吊 五 百 三十 文 
三 吊 二百 六十 五 文 


五 吊 六 百 文 
一一 吊 八 百 文 


四 吊 五 百 三十 文 
二 吊 二 百 六十 五 文 


年 一着 三 吊 二百 文 


吊 七 百 三十 文 
吊 三百 六十 文 


f 狀 1 雄 


九 百 二十 文 
三百 六十 八 文 


七、 套褲 (拷ノ 上 一一 着 ル 半 袴) 

花 旗 布 

二 年 半 一着 
烏拉 (牛皮 靴) 

一年 一足  六 吊 文 
計 一年 合計  二十 三 吊 六 百 文 
以上 ノ外 帽子、 帶、 靴、 烏拉 草及ヒ 裁縫 糸ヲ 合算 シ約 二十 五 吊 文 ハ 普通 農民 ノ 被服 ^ ナリ 

第 十一 農具、 設備、 車輛 等 

一、# 杖我國 i-一  類 似 ス—ハ 鋒 子卜稱 スー 個 一 吊 七 八 百 文 熟 地 ノ鋤起 二 普通 一年 一二 個 二 
テ 足 レ トモ 土中 二 堅 石 等 ァリ テ 破損 シ四五 回 取替 ヲ要 ニコ トァ 4 柄 一具 二十 七 八 吊 文 二十 晌 

一一 付 キー 具 ヲ要シ ーニ 年間 ノ 使用 一一 堪ユ 

一.、 懐 把 播種 作條 用？ ご グー 具 二十 七 八 吊 文 同 シク ニ十 晌地 ニー 具 ヲ要シ ニ三 年ノ 使用-一 堪ュ 
一、 轟 刀 鎌ナ リー 挺 一 吊 五 百 文 五六晌  一一 | 挺ヲ要 スー 年ノ 使用 一一 堪ュ 

一、 鋤 頭— 用 ニン テ ー挺 四 五 吊 文 五六 一ー ニ 挺ヲ要 スー 年ノ 使用 一一 堪ュ 先金 ノ  i 替フ ニニ 

吊 文ナリ  I 
一、 石 II 脫粒用 石 製 ロ ー,T フ i ] I 一個 八 九 吊 文 
一、 木 銑 木鍁 トモ 云 フ 穀物 ノ風選 一一 用フ 五六 百 文 


シク 十婉 一一 六 七 本 二十晌 一一 七 八本 ヲ要 スー 年 


ノ 使用 一一 堪ュ 


一七 


一、 木 叉 自然 木 ノ枝ヲ 股 トナ リタ ル モノ ヲ矯メ 削リテ 造ン， モノ-ー テ 脫粒ノ 時 穗殼藁 程 類 ヲ取リ 
除 キ或ハ 反覆 スル-一 用 フー 本 一吊餘 二十晌 二 付キ四 五本 ヲ要ス I 年ノ 使用 二 堪ユ 
1、 鎬頭 又、 ノ鍬頭 卜云フ 高粱 等ノ 刈株ヲ 打起シ 叉、 ノ 推肥ノ 取扱 一一 用 フ十吊 文 內外ニ テ 四 五 年ノ使 
用 二堪ユ 

一、 鐵叉 蒭稈 乾草 等ノ 搔集メ 叉、 ノ 推肥ノ 取扱-一 用 フー 吊 五六 百 文 二十 晌二 一本 アレ ハ 足 レリ ニ三 
年ノ 使用 二 堪ユ 

一、 鰂刀 馬 草 切 リー ー テ 臺木共 三十 七 八 吊 文 粟 稈一萬 五 千 束 內外ヲ 切 レ ハ 鋼 ヲ替へ サルへ カラス 取 

替十吊 文內外 

此外鐵 鍬 穿 堀 用康 子壓 土用 賞 鉋 穀實掻 集 用鐵跪 子 金 程鏈 筋 ^ 枷 竹： g; 子 竹 熊手 大賞 板， 面 チ- 坦卜 
風車 子唐箕 馬槽 等/農具 アリ 

三 姓 下流 地方 二 7- ハ 露 國式犁 ヲ用フ ，モノ アリ ー具 七 八十 留一 ーシ ，グー 日 五， g ヲ 開墾シ 得 卜云フ 
設備 家屋 ハ 問 口 一間 (一間 ハー 丈 二 尺 トス) ヲ單位 トス 奥行 ハ 三間卜 一定 セリ 十晌 乃至 二十晌 ノ所 
有 者 ハ 三 間 房 一一 r 足 レ トモ ニ十晌 一一 至 レ、 ノ五 間ノモ ノ多シ 又 十 g  ノ所有 者 一ー テ モ 家族 十 人 ヲ越ユ 
ル コト 多ケ レ、, 亦 五 間 ヲ要ス 三十 人 近 クノ 家族 アル モノ、 ノ七間 九 間 叉、 ノ十 一間 ヲ有ス 家屋 ノ間數 
' ノ偶 數ヲ忌 メトモ 五， 一 以下 ノ細農 ハ ニ 間 房 二 住 スル モノ 少 ナカ ラス 平均 百晌二 付キ ニ十 間 卜見テ 
大差 ナカ ル ヘシ 

一間 ノ 建築費 ハ 木材 ノ廉 ナル 地方* 一-グハ 八十 吊 文 (大 通縣) 一一 r 足 レ トモ 山ヲ距 ツル 遠キ 地方， ー アリ 
クハ百 吊 文 (通 肯) ヨリ 百 二三 十 吊 文 (靑 岡縣) ヲ要ス 


牛馬 ハ 露天 二® キ 廐舍ノ 設備 ナキ モノ 多ヶレ トモ 中農 以上 ニ アリ テ ハ 之 力設 ■ニ モノ アリ 多 ク 
ハ ニ 間 半 一ー シー 7* 牛馬 二十 頭ヲ 收容ス へ クー 間ノ 建築費 六十 吊 文 ヲ要ス 

圃場 圃場ノ 單位ヲ 丈 トス ー 丈 ハ 十 尺 平方 ナジ 十晌ナ レ ハ 十五 丈 二十 ra ナレハ ニ十 丈 三十晌 ナン 
ハ ニ十 五 丈 ヲ要ス 地 價一丈 二 吊 七 八 巨 文ナソ 

井ヨ  k 、 ノ此 地方 一ー アリー グハ 灌漑 ノ用一 ー ハ 供 セ サレ トモ 住民 及牲畜 ノ飮料 トシ テ 缺クへ カラス ー 
井、 略 百 向 ノ土逝 一ー ア ，人畜 一一 供給 ス〆 ヲ 得へ ク若シ 質良ク 量 多ケレ ハ ニ百 01 ヲ養 フヲ得 ヘシ 深 
ナ 通常 八 九 丈 水深 一二 丈 アリ 百 吊 文 ヲ要ス 

各地 ノ 調査 表 一一 據リ 耕地 卜井 戶ノ 割合 ヲ見， - 一平 均 七十 晌ーー 付 キー 井ナリ 但シ 市街地 ヲ含ム 
車輛 農家 ノ 車輛 ハ 大車卜 稱ス， モノ 多シ大 車 ニ モ 大小 アリ 大小 ハ 車 % (輪 帶) ノ 斤量 ヲ 標準 トス 最 
大ナン モノ ニ百 六十 斤 最小 百 四 五十 斤之ヲ 下， モノ ハ ニ 馬車 又 ハ 馬車 卜稱シ 大 車卜稱 セス 普通 二 
百 四十 斤 トス 車體總 重量、 ノ 用材 ニ ョリテ 異ナレ トモ 七 八 百 斤 乃至 一千 斤ヲ 普通 トス 轅子 ノ長ナ ー 
丈 五 尺 餘挽馬 七 頭  一一 '^ テ 冬期 道路 凍結 シク， 時 ハ 三 四千 斤ヲ 載運ス ，コト ヲ得 用材 ハ 楡木柞 木 多 
ク隨二 紅 木製 アリ 價格ハ 吉林省 地方-ー アリ 7- ハ ニ百 吊 文 乃至 三百 吊 文 ナリ黑 龍 江 省 ハ 木材 鐵具貴 
ク エ賃 亦不廉 ナル ヲ以テ 通肯ノ 如キハ 五十 吊 文 方高ナ リナ レ ハ 此 地方 ノ 農夫、 ノ 冬期 遠 行 ノ際吉 林 
省 一ー テ 購入 スル モノ 多 シー 年 ノ內約 半年 間 使用シ テ 十 年內外 保存 スル コト ヲ得但 車臺ハ 四 五年ヲ 
經レハ 取換 ヲ要 ス此 費用 寬城子  一一 7- 約 五十 吊 文ナリ 

馬具 轅馬用 五十 吊 文 ヨリ 百 吊 文 マ タ アリ 四 年間 ノ 使用 一一 堪ユ附 馬 一頭- ー ハ M 五 斤ヲ要 スー 斤 七 
八 百 文 一年 乃至 二 年 一ー シク 取替へ サルへ カラス 鞭  一 •年 一一 大小 二 本 ヲ要ス 大四吊 文 小 二 吊 文 ナリ蹄 


三〇 

鐵 一組 二 吊 文 乃至 二 吊 五 百 文-ー シテ八 ヶ月 ノ .使用 一一 堪 ユ但シ 積雪 ノ時ハ 滑 倒ノ恐 アル ヲ以テ 十 數 
日毎-一 取替 ヲ要ス 

耕地々 積卜 車輛 數ノ 割合 ヲ見， 一ー ニ十晌 一一 一輔 卜見テ 大差 ナ キヵ 如シ各 府縣調 查表一 一據レ ハ 五十 
，一一 一一 輛ノ 割合 ナレ トモ 是徵 發ヲ恐 レ r 實數ヲ 報吿セ サル モノ ナル ヘシ (耕作 制度 參 照) 

第 十二 牲畜卜 耕地 ノ 割合、 集散、 價 格、 使用 年數 

牲畜ノ 勞働カ ハ 農事 卜勞 カノ 條-一 於 テ 述へ タル 如ク鋤 起 耕 耘皆六 七 頭 ヲ要シ 開墾 一ー ハ 十 頭 ヲ要ス 
サレ --*'' 農家 ハ 所有 耕地 ノ 多少 一一 係 ラス 少ナク トモ 六 七 頭ヲ有 セサ， へ ヵラ サル モ十晌 以下 ノ 小農 
| ー  アリ 7- ハ 資力 足 ラス 又 各 小農 間 一一-グハ 互 ヒー ー 融通 ヲチ スヲ以 テ ニ 三 頭 二 7- 足， 一車 分 即チ七 頭 
ヲ有ス レ、, 五十晌 ノ  土地 ヲ 耕耘シ 得 レ トモ 開墾地 方 一ー テ、, 此 以上 ノ 畜カ ヲ有セ サルへ ヵラス 己墾 
地 二 於 7- モ實 際、 ノ 數頭ノ 餘裕ヲ 蓄フル ヲ常 トス 是等ハ 自家 養畜間 ノ滋生 セル モノ モアレ トモ 又 年 
々購入 スル モア リ 實例ヲ 綜合 スグ ーー 四晌一 一 付 キー 頭ノ 割合 ナリ 而シテ 三歲以 上-ー テ 充分 ノ勞 役-一 
服シ得 ル 役畜 ノ數ハ 耕地 五响ー ー對シ ー頭 ノ 割合 ナ リ其內 最多 キ、 ン馬 一ー シク 約 八 割 ヲ占ム 馬 ハカ 量 
二 於 テ 食用 一一 供 スル 點 •一 於 テ 飼養 ノ 難易 一一 於 テ 牛  一！ 劣 レ トモ 敏捷 二 於 テ 優 レリ 此 地方 一一 於ク、 ノ運 
搬 --»> 其 重要 ノ程 度-一 於 7- 耕 耘卜輕 重ナシ 故 二 未夕大 集散 ナキ 新開地 方 力 車輛 交通 困難 ナ， 山岳 地 
方 (此等 地方 ハ 牛馬 ノ數 畧同シ )ヲ 除 キク ハ 馬ヲ 用フ〆 コト 多ク價 格 モ亦廉 ナリ但 燒鍋油 坊磨坊 一ー テ 
メ敏捷 ヨリ モカ 量ヲ重 スル ヲ以テ 牛 ヲ用フ 

牛馬 共 一一 牝牡ノ 割合 大差 ナヶレ トモ 牝ノ方 稍多シ 三 歲未滿 ニ シク 未夕 充分 勞役二 服シ 難キ 駒犢、 ノ 
略 一割 五分 ヲ占ム 


If ハ 旅客 用 トシ テ 繁華 ナ， 都 會間ノ 交通 用-一 供 セラ， ル モノ 稀-ー アリ 驢ハ 甚夕 少ナシ 

一、 集散 

冬期 蒙古 各地 m リ哈 爾賓 雙城堡 其他ノ 地方* 一  牛馬 ノ來集 アリ 此 地方 ノ 農夫 ハ自ラ 穀物 ヲ輸 送シテ 
此等 地方 二 赴 キタ ル 際 買 入 ル， モノ 多ク 巴彥州 一州 ニ シテ ー年 ノ 輸入 二三 千 頭 アリ ト云フ 其 他 地 
方 市場 二 牛馬 市 アレ トモ 附近 ノ 農夫 力 不用 ノ モノ ヲ携へ 來，〆 ミー ー 7- 市 トシ 7- 見 ル-一足 ラス 

一、 價格 

平均 價格左 ノ如シ 

馬  一 五〇吊  牛  一七 〇吊  幼 馬 五〇吊  幼 牛 六 C 吊 
騾ハ約 百 吊 文高シ 
一、 使用 年數 

馬 牝 ut  (去勢 セル モノ、 ノ騰馬 卜稱ス K 此 馬 (■馬)- 一 比 シカ 量 大ナリ 就中 白馬 最モ强 カナリ 出 產ノ翌 
年 一一 上下 各一齒 ヲ生シ 翌年 即チ 第三 年 一ー ニ齒 ヲ生ス ニ齒 ヲ生ス レ ハ 使用 ヲ始ム ル コト ヲ 得へ キモ 
未夕 充分 ナラ ス四 齒ノ發 生即チ 第五 年 目 一一 至 レ/充分 成長 セル モノー ーシテ 若シ 良馬 ナラ ハ 轅馬 (元 
馬) トシ テ 八 九年ノ 使用 一一 堪ユ 普通 十 數歲一 一至 レ、 ノ劇勞 一一 供スへ ヵラス ニ十 歲ーー テ 使用 ヲ止ム 
牛  モ馬卜 大差 ナシ 

驟  、ノ 牝驢卜 牝馬 ノ 交尾 一ー ヨリ 生 セ シモノ ニ シテ骨 傲 馬 一一 優 リ勞働 力最モ 强シ ニ十 年間 使用 一一 堪 

ユ 

第 十三  牲畜ノ 飼料 


馬ノ 飼料 ノ重ナ ，モノ、 ノ 高粱及谷草(粟程)ナリ高粱ハ皮殼ノ儘谷草こ一三寸一1截リ混和シテ飼料二 
供シ 其他鈹 、豆 柏、 大豆、 黒豆、 大麥 、稷、 粟、 玉蜀黍 稈 、青草 等 ヲモ 代用 ス 

皴  ハ 獸體 ヲ肥滿 ナラ シメ 役 カ ヲ增加 スルー ー 最モ有 カナ， モ ノナ” ノ然レ トモ 價 格不廉 ナル ヲ以ク 
運送 專門ノ モノ ヵ 自家 一-製粉所 ヲ有ス ，商家 ノ 馬匹 力騎 乘用ノ モノ ハ 之 ヲ用フ ，コト 多ケレ トモ 
農家、 ノ春期 耕作 開始 ノ 時期 及 ヒ 貨物 運送 一一 從事 中. 一一 限リテ 之 ヲ用フ 運送 專門ノ モノ ト雖モ 冬季、 ノ 
之ヲ用 ヒス 是レ嚴 寒 ノ候ハ 凍結 シー 7* 馬 腹 ヲ冷シ 發病ス ル ノ憂 アル ヲ以 テナ リ 

豆粕  モ皴卜 同 シク 有效 ナル 飼料 ナレ トモ 價 格不廉 ナル ヲ以テ 農家 一ー アリ テ ハ 春 期耕耘 開始 當時 
及ヒ 運送 中 一一 限リテ 之 ヲ用フ 

大麥  ハ 北滿 一ー アリ テ ハ 栽培 少ヵ ラサ レ トモ 多クハ 輸出 向 ニ テ 地方 ニ テ 馬糧 一一 用 ヒラル ル ハ 多ク 
、 ノ 高粱 凶作 一ー テ 價格 騰貴 セル 時 一一 限 ラル 只 新開地 方 高粱 ノ生 長惡キ 地方 一ー テ -- >-* 之ヲ 代用 スル コト 
少ヵ ラス 大麥ハ 高粱 一一 比シ 馬ノ 嗜好-一 適 スン トモ 皮 殼厚ク 粒 小 サキ ヲ以テ 早 ク滿腹 シー K 早ク 空腹 
トナ ソ 高粱 一一 比シ倍 量 ヲ要ス 

大豆. 黑豆ハ 豆粕 ノ代用 トシ 7- 用ヒ ラ， ル 外地 方 二 依リ 高粱 不作 ノ時之 二 代用 ス， コト アレ トモ 
高粱：- 一 及、 ノス ト云フ 
粟  モ 高粱 不作 ノ時一 一代 用ス 

玉蜀黍 冬期 閑散 ノ時 谷草ノ 代用 トシ ク用 フル 地方 アリ 飼料 トシ テ 最 劣等 ナリ 

巴 彥州木 蘭縣大 通縣及 ヒ通肯 東北 一帶ノ 地方 一ー クハ 冬期 ノ 閑散 ヲ 利用 シク 運材二 從事ス 薪 材末口 
二三 寸長サ 六尺 六寸ノ モノ 百 本 一日 ノ 運賃 七 八 吊ヲ得 ヘシ 


靑草 北滿 地方 ハ 夏期 放牧 行、 ノレ 牧場 ハ 耕作シ 難キ 窪地 ヲ以テ ス 放牧 時期 ハ 淸曆 三月 上旬 ヨリ 九 
月 上旬 一一 至， 六 ヶ月 間ナレ トモ 農事 一一 使用 スル 時、 ノ 普通 ノ 食料 ヲ與 へサ， へ カラス 又 雨天 出水 等 
一一 妨ヶ ラ，， コト ア〆 ヲ以 テ此 期間 ヲ通シ ク放牧 日數 、百日 內外ー ー及フ モノ ヲ以 ーブ 最長 トス 新開地 
方 ハ 耕 耘ノ外 開墾 一一 使用 スル コト 多キ ヲ以テ ーヶ月 ノ內放 牧 五日 ヲ出テ スト 云フ 
用量  ハ 主 トシ テ 勞働ノ 大小-一因 リ 相違 アリ 

農家 馬匹 ノ勞 働ノ 最大 ナ， ハ 輸送 從事中 一ー シテ春 期 耕 耘ノ時 之-一次 ク 

輸送 期 一一 於 テ ハ 殆ント 平常 ノ 倍額 ヲ要ス 各地 一ー テ 調査 セ i/ 所ヲ 綜合 ス，- 一一 組 即チ七 頭-一 付 キー 日 
高粱  二 斗  谷 草  十 束、 五十 斤 
谷 草 一束 五斤ヲ 普通 トス ー束 三 四 斤 一一 過 キサ ル 地方 ハ 十四 五 束 ヲ要ス 
即チ ー頭 一日 飼料 ハ 左 ノ如シ 

高 粱  三 升  谷 草  約 七 斤 
耕 耘從事 中 ハ 七 頭 一一 付キ ー 日 

高 粱  一斗 五 升  谷 草  十五 束、 七十 五 斤 

即チ ー頭 一日 ノ 飼料 ハ 左 ノ如シ 

高粱  約 二 升  谷 草  約 十 斤 

但 運送 從事中 モ右ノ 用量 一一 由 ル コト アリ 又 農業 從事 中モ 閑散 ノト キハ 高粱 最少 一升 マテ 減ス〆 コ 
ト アリ 此 場合 ハ 多ク谷 草 ヲ與フ 

勞働 閑散 ナル 時 ハ 高粱 ヲ減シ 時 トシ テ ハ 全然 之ヲ與 ヘス 谷草ヲ 稍多ク 與フ， コト アリ 又 谷 草 一一 代 


へ テ 玉蜀蒸 稈ヲ 與フ〆 コト アリ 

放 女中 モ若シ 靑草ノ 成長 良好 ナレハ 全 ク別二 飼料 ヲ與へ サレ トモ 滿腹セ サレ/谷 草 若干 ヲ與へ 


粱ヲ用 ヒス 


七 頭 一年 ノ用 糧ヲ 調査 ス〆- 一 左 ノ如シ 

高 粱  二十 四 五 石  谷 草  六 七 千 束、 三 萬 斤 乃至 三 萬 五 千 斤 

豆粕  五十 枚 (一枚 二十 二 斤)  皴  五 石  . 

(最モ 理想的 ノモノ ハ 高粱 三十 石 豆粕 百 枚 一ー テ 谷 草皴ハ 同シ) 

即チ ー頭 一年 ノ 用量 左 ノ如シ 


高 粱 
谷 草 
豆 粕 


三 石 五斗 

九百朿 乃至 一千 朿 
四千 五 百 斤 乃至 五 千 斤 

百 五十 餘斤 


鈹 

運送 ヲ專門 
豆 粕 


七 升 

スル 馬匹 ノ ー日 一頭 ノ 用量 左 ノ如シ 

五 斤  鈹  一升  高 梁  一升 五合  谷 草  十 斤 
馬糧 價格ハ 年 ノ豐凶 一ー ヨリ 差異 アリ 呼 蘭 二 於 ケル 昨年 及 本年 調查當 時ノ比 價ヲ示 セ” 左ノ如 

昨 年  本年 十一月 
谷 草  百 束 一一 付キ  ニ 吊 文  同  四 吊 文 
高 粱  一斗-一 # キ  ー 吊 五 百 文  同  一 吊 六 百 文 乃至 八 百 文 


シ 


咼 


豆  S  一枚 二 付キ (二十 二 斤 モノ)  六 七 百 文  同  一 吊 二百 文 
鈹  不詳  ，  一斗 一一 付 キー 吊 文 
昨今 兩年ノ 平均 價 格ヲ以 テ ー頭 一年 ノ 飼料 費ヲ計 算ス， 二 左 ノ如シ 
高 梁  三 石 五斗  一斗-一 付 キー 吊 六 百 文  五十六 吊 文 
谷 草  九 百 五十 束  百 束 二 付 キ三吊 文  三十 八 吊 五 百 文 
豆 柏  七 枚  一枚-一 付 キ九百 二十 五 文 六 吊 五 百 文 
鈹  七 升  七 百 文 

計  九十 一 吊 七 百 文 

即チ ー日 平均 約 二百 五十 文 トス 

騎兵/馬糧 用 トシ ?* ーヶ月 十五 吊文ヲ 支給 セラ， ル モ內 馬糧 一一 用フ， 、ノ十 吊 文-一過 キス ト云フ 
運送 從事 中ノ 馬糧 費、 ノ 交通 ノ條ヲ 參照ス ヘシ 放牧 中 ハ 特ーー 放牧 看守 飮水等 一切 ノ 作業* 一  從事ス ダ 
者 アリ 普通 幼童 一ー シテ ー頭-一 付 キ四吊 文 乃至 六 吊 文 ヲ得テ 各 家 ヨリ 預リ •一人 一一- グ數 十頭ヲ 管理 ス 
若シ 自家-一 多ク 牲畜 ヲ有ス ，モノ/雇 切リ トス ー人 二十 吊 乃至 三十 吊ノ 給料 ナリ 

牛ノ 飼料 馬 ハ 勞働セ サル トキ ハ 絕エス 飼料 ヲ給 與セサ ，へ カラ ナ， モ牛ハ ー日 三回 一一 定食 スル 
ノ便 アリー 日ノ 用量 ハ 谷 草 十 斤 豆粕 半 枚 (一枚 二十 二 斤)- ーシ テ 若シ 豆粕 一一 代フ， 二 大豆 ヲ以ク セ、 ン 
一； 回 五合 ヲ要ス 之 ヲ與フ ，一ー ハ 先ツ 大豆 ヲ挽 割リ 水-一 交へ ク與フ 冬期 閑散 ノ時ハ 豆 柏ヲ用 ヒス 只 
谷 草ノミ ヲ與へ 地方 一一 依 リタ ハ 玉蜀黍 稈ヲ以 テ 代用 スル モノ アリ 
騾 ハ 馬' 一一 比シ高 粱谷草 共 二 一斤 少シ 


牛馬 以外 ノ 家畜 ノ主 ナル モノ ハ 羊 豚 及 鷄ナリ 

羊 ハ 新開地 方ヲ除 キー 府縣一 MK 多キモ 五 千 頭 普通 二 千 頭 內外ヲ 飼 用 スルー ー過 キスー 頭價格 平均 二 
十 吊 文ナリ 飼料、 ン 野外 及 路傍 ノ靑草 牛馬 ノ食 餘ヲ以 ー ブス 食用 ヲ主 トシ 羊毛 剪採ノ 目的 一一 供 ス , モ 
ノ 少ナシ 

豚 各 農家 平均 七 八頭ヲ 飼養 スー 府縣一 ー テ 多キハ 十 萬頭少 キモ五 萬頭ヲ 飼養 セリ ー頭 價格 三十 吊 
乃至 四十 吊 正月 一一 自家用 一一 供 スル 外 ハ 多ク 販賣ス 平常、 ノ殘 滓及曆 穀ヲ以 テ 飼 フ殊二 適 セル ハ 粟ノ 
節 間 二 生シタ ル 谷 片花兒 ナリ販 賣又ハ 自家 一ー テ 屠殺 スル 前約 ーヶ月 間、 ノ 大豆 ヲ與へ テ 肥 滿セシ ム 
一頭-一 付キ 五斗 ヲ要ス 

鷄  一家 十 羽 內外ヲ 養 ヘリ 販賣ヲ 主 トス 牡鷄 一羽 七 八 百 文化 鷄一吊 文 內外鷄 卵 百 個 四 五 吊 文ナソ 
放 飼ヲ主 トシ 高價ノ 食餌 ヲ供與 セス 

第 十四 地價及 土地 一一 關スル 賦課 

地價ハ 黑龍江 省大貸 下ヲ實 行セシ 以來 下落 セリ 加フ， 一一 近時 農家 ノ 金融 逼迫 卜 土地 賣買一 一關シ 苛 
重ノ 税金 ヲ課 セラ ル， 卜旗地 ノ賣買 自由 トナ リシ 爲メ双 城 堡賓州 地方 ノ如 キ從 來一晌 四百 吊文ヲ 
唱へ タルモ ノ今ヤ ニ百 五十 吊 文 一一 過 キス 

黑龍江 省 一ー テ ハ 呼蘭綏 化 地方 一晌 平均 二百 吊 文 二、 ゾテ餘 慶巴彥 ハ 稍 高 クニ 百 數十 吊文ナ V 蘭 西 管 
內ハ呼 蘭 二 比シ 地味 劣 リ百數 十 吊 文-ー シク 海 倫 府下 ハ 地味 肥沃 ナル モ地 遠隔 一ー シク 人口 稀少 ナ， 
ヲ以テ ff 五十 吊 文 內外靑 岡 拜泉ノ 新開地 方 ハ 百 吊 文 ヲ出テ ス但 市街 二 近接 セル 地方 ハ 野菜 類ノ培 
養 地 トシ テ 施肥 充分 一ー シタ膏 腰ナ ，ヲ以 テ 三百 吊 乃至 四百 吊 ノ價格 ヲ有ス 從來ノ 阿片 栽培 地 ハ 六 


im 吊 內外ノ 價格ナ リシ モ 禁止 以後 低落 シク 三百 吊 內外二 過 キス 
農家 ノ負擔 スル 公費 ノ 種類 下 ノ如シ 

一、  地租 大租 小租ノ 區別ア V 大租ヽ ノ國庫 ノ收入 一一 歸シ小 粗/地方行政 費用 一 一充-アラ ル 雨 省 トモ ー 
晌二付 キ大租 制 錢六百 文 小 租制錢 六十 文ノ 規定 ナレ トモ 制錢缺 乏ヲ訴 フルー ー 及 ヒ光緒 二十 二 年‘ ヨ 
リ 銀ヲ以 テ 納ム， コト ヲ許シ 六 百 六十 文 ヲ當時 ノ銀一 一 換算 シク ー錢 九分 八 厘 之 一一 手數料 トシ テ 四 
厘ヲ 加へ 合計 二 錢二厘 ヲ徵シ タ， 力 現在、 ン銀モ 亦 缺乏シ タル ヲ以 テ 官定ノ 相場 一一 據リ 官帖ニ ク納 
付 スル コ トト 規定 セリ 官定 相場モ 時 二 依 リ變動 アレ トモ 黑龍江 省 一ー テ ハ 六 吊 一 百 文內外 ナル ヲ以 
テ. 一 吊 三 四百 文 一一 當リ吉 林 省 二 在 リク/五 吊 三 四百 文 ナル ヲ以テ ー 吊 一 百文內 外-一 當， 

吉木 省ノ旗 地-一 於 テ ハ 從來 租税 ノ 名目 ノ下- 一 賦課 セラ レシ コト ナシ 光緖 三十 一年 章 程 ヲ改メ 自由 
賣買 ヲ許シ 民 地 トー 律 一一 課税 スル コト ーー 決シ タ， モ 尙官帖  一一 7- 六 百 六十 文ヲ 納付 セ ハ 足 ル ノ 特典 
ヲ ^ セリ 

二、  巡警費 新設 巡 警局ノ 經費一 一充 ッ黑龍 江 省 二 在リ テハ ー晌二 付 キー 吊文卜 規定 セ， モ吉林 省 一一 
在リテ 、ノー  吊 五 百 文 ヲ徵ス ，外 尙巡警 各 分局 費ノ 名目 ノ下一 一二三 百 文 ヲ徵收 シッッ アリ 

三、  學堂費 學校 新設 費 一ー シク 黑寵江 省 一一 在リ テ、 ノー  晌二 付キ 三百 文卜 規定 セル モ吉林 省 一一 在 リタ 
、ノ六 百 文 ノ外學 堂 開辦費 トシ テ ー晌二 付キ ニ百 文 ヲ徵セ リ但シ 旗 地、 ノ現 時、 ノ之ヲ 免 セラ レッッア 
レ トモ 將來、 ノ徵 セラ ル ヘシ ト言 ヘリ 

四、  此外吉 林 省 一一 在 リタ、 A 鄕約費 三百 文 鄕圑費 三 四百 文 ヲ徵シ ッッ アリ 黑寵江 省 一ー テ ハ 之ヲ聞 カス 
以上、 ノ熟也 一一 對ス X 税目 一ー シク 凡ジ 地租、 ノ 新開地 一一 在 リク、 ノ貸下 翌年 ヨリ 起算シ 六 年 目 ヨリ 之ヲ 


徵ス巡 警費モ 開墾 翌年 ヨリ 之 ヲ徵ス レ トモ 未墾地 多キ 地方/熟 地ノ ミヲ以 テシ 7- ハ 衙局ノ 經費ヲ 
償 フー ー足 ラサ， ヲ以テ 未墾地 一ー モ亦 賦課 ス， モノ アリ 但シ 宇額ヲ 普通 トス 此方 法 ハ 間接-一 開墾 ヲ 
將大勵 シツツ アリ ロハ 地主 遠隔 ノ地一 一 在， ヲ以テ .徵收 方 困難 ナリ ト云フ 

地租 納入 期/ 淸歷 十月 一日 ヨリ 翌年 五月 五日 マ r トシ 鄕約 (村長) ノ手ニ ク集メ 縣衙- 一納ム 

第 十五 農家 經濟  . 

農家 經濟ハ 農作 ノ豐 凶作 物 價格ノ 高低 二 依 リー 榛ナ ラス 昨今 北滿洲 農家 ハ 中流 以下 ノ モノ ハ 決シ 
テ 富裕 ナラ ス殊二 小作人 二 在リテ ハ 甚夕 窮迫 ノ狀態 二 在， モノ 少ナ カラス 槪 ネ收穫 .期 前 一一 衣服 食 
料 品ノ購 H 資金 ノ缺乏 ヲ訴へ 中ニ ハ 前年 ノ收獲 中 ヨリ 翌年 ノ 種子 ヲモ 剩留 ス， ノカ ナキモ ノ アジ 
此際 彼等 力其ノ 必要物 品 又 ハ 金錢ノ 融通 ヲ仰ク ハ 地方 ノ燒 鍋、 雜貨舖 一ー シテ 若シ 信用 薄弱 ナ， モノ 
二 在リテ ハ 豪農 又 ハ 地主 ヨリ 借 入 ル 現金 借 入 レノ 利子 ハ 甚夕 高率 一ー シ テ 月 三分 內外ヲ 普通 トシ 時 
トシ テ ハ 四 分 一一. 上， モノ アリ 現品 貸付 ノ 場合 ハ 金利 ハ 物品 價格ノ 上 一一 見 積， 豪農 又 ハ 地主 ハ 自家 
ノ 信用 ヲ 利用 シク 燒鍋又 ハ 雜貨舖 ヨリ 懸一ー テ 商品 ヲ借リ 利益 ヲ加 算シテ 貸與ス 結算ハ 收穫 後一 一行 
ハ 火 黑龍江 省 地方-ー テ ハ 自作 三 小作 七-ー シ-グ 農家 家族 一人 一一 付二晌 ノ割 合ナ， ヲ以テ 假リニ 自作 
十晌 小作 二十 晌計 三十 晌ノ地 ヲ耕シ 十五 人ノ 家族 ヲ有 ス〆 モノ  ノ經 濟ヲ 算出 シブ 參考- 一資 セント 

資本 

一、 土地 十晌  一 响百五 十 吊 文 トシ テ  千 五 百 吊 
一、 家屋 五 間  一間-一 付キ百 用  五 百 吊 


、圈場 廿五丈  一 丈 一一 付 キー ー 吊 七 百 五十 文 トシ テ 
、中  戶  一井 ノ 十分 ノ三  一井 百 吊 文 トシ テ 
車  j « (第 十一 農具 設備 車輛 等參昭 0 

具 七 頭分 (同 右) 

ナ i ョ  七 頭  一頭 二 付キ百 五十 吊 文 トシ テ 
具  廿响二 付キ百 六十 吊 文卜、 ゾテ 


、大 

、馬 

、牧 

、農 

、其 

計 


他 


六十 八 吊 七 百 五十 文 
三十 吊 
二百 五十 吊 
百 十二 吊 
千〇 五十 吊 
二百 四十 吊 
四十 一 吊 二百 五十 文 
四千 八 B* 吊 


次 一一 平 _  I 年ノ 收支ヲ 計算 スルー ー次 ノ如シ (作付 小麥、 粟 各 三 割 大豆 高粱 各 二！ 


收入 


h 

/ 

大 

粟 


麥 

豆 


高  梁 
谷  草 
高 粱 稈 
雜收入 
收入 合計 


九晌 

六晌 

九晌 

六晌 

九晌 

六晌 


响 ，一 付キ四 石  三十 六 石 
响一一 付 キ五石 五斗 三十 三 石 
响 一一 付 キ七石  六十 三 石 
响  >一 付 キ六石  三十 六 石 
响一 一付キ 五百朿  四千 五 百 束 
响 M 付キ 九百朿  五 千 四百 束 


一石 一一 付キ 三十 吊 
一石 r. 付キ ニ十 吊 
一石 一一 付 十 吊 
一石 n 付 キ十吊 
百朿 u 付 三 吊 


千〇 八十 吊 
六 百 六十 吊 
六 百 三十 吊 
三百 六十 吊 
百 三十 五 吊 


百朿 一一 付 キー ー 吊 五 百 文 百 八十 九 吊 


冬、 期 穀物 及 木 :# 運. : m 


得 ル M 實 、他 -A 


パパ 齅 i、 釣 割 劂 «i 籾 入、 馬 跑 出 妇趦 加 價格等 


爲 


三百 四十 六 吊 
三千 四百 吊 


四〇 


支出 ノ部 

種子 代 (作付 反別 及價格 同前} 


內 

小 

大 

粟 


譯 

麥 

豆 


高  粱 
小作料 


一， 1 五斗 
一 晌三斗 
一 晌五升 
一晌八 升 

f 廿响分 一响 二石ン 
V 高 玆 大豆 粟 均 こ 


內 


譯 

豆 


大  豆  十三 石 三 斗 
粟  十三 石 三 斗 

高  梁  十三 石 四 斗 
馬匹 飼料 (七 頭分) 


內 

高 

谷 

豆 

麩 


譯 

粱 

草 

粕 


二十 四 石 五斗 
六 千 七 百 束 
五十 枚 
五 石 


百 八十 吊 三百 文 


百 三十 五 吊 
三十 六 吊 
四 吊 五 百 文 
四 吊 八 百 文 


五 百 三十 三 吊 


二百 六十 六 吊 
百 三十 三 吊 
百 三十 四 吊 


五 百 四十 吊 


二百 四十 五 吊 
百 九十 五 吊 
五十 吊 
五十 吊 


食料 及 被服 費 


七 百 十 吊 


內 


譯 


家族 食料 十五 人 分 1 人-一 付 粟-一石 五斗 三十 七 石 五斗 三百 七十 五 吊 


一人 

シ テ 


副食物 Tip 擔妓 W 雕 B 
正月 節句 飮 食費 及 臨時 用 苦力 七十 五 人分ノ 食料 


被 


勞 

公 


服  I 人 一年 二十 五 吊 
銀 臨時 雇 入 苦力 延七 十五 人 


人 一一 付 キニ吊 


費 十晌ノ 地租 三十 晌ノ巡 警費等 


家屋 償却 金 
車輔 償却 金 
馬具 償却 金 
農具 償却 金 


三十 年 保存 トシ- グ 

車 臺五年 保存 車輪 十 年 保存 


轅馬用四年套馬二年颖一年保存 


以上 四 項 修繕費 
其 他 交際費 雜費 
支出 合計 


二百 七十 吊 
六十 五 吊 
三百 七十 五 吊 
百 五十 吊 
四十 吊 
十七 吊 
三十 五 吊 
四十 吊 
百 五十 吊 
三十 吊 

七十 四 吊 七 百 文 
二 千 五 百 吊 


.差 引收入  九 百 吊 

右ノ 計算 一一 據レ、 ノ收入 ハ 以上 ノ如ク 九 百 吊 文-一 上 レ トモ 家族 勞働者 五晌一 一 付 一人 トシ 計 六 人 ノ勞銀 
一年 百 五十 吊 文 トセ、 ノ計九 百 吊 文 一一 7* 差 引 純益 ナク 若シ 資本 ノ 利子 ヲ 計算 ス， トキ/ 收支相 償、 ノ 


ス 


第 十六  開墾 ノ 沿革 

■一、 吉林省 開墾 ノ 沿革 

吉 林省ノ 開墾 ハ 淸朝國 初 (一六 四 六 年) 一一 始マル 當時、 ノ旗 人ヲシ テ吉 林、 伯都訥 、阿 什 河、 寧 古 塔、 三 姓等ノ 
地方-一 駐屯 セ シメ 彼等 力 所要 ノ 糧食 ヲ得ン 爲メ屯 地 附近 ヲ開 墾シタ ，一一 過 キス 康熙 乾隆嘉 慶ノ三 
時代-一 亘 リ遣戎 罪徒ヲ 移住 セ シメ タ， 力 民人 ノ 移住 ハ 絕對的 禁壓ノ 方針 ヲ取レ リ乾隆 中葉 (一七 六 
〇年 前後) 適 山 東直隸 地方 連年 凶作 ナソシ 爲 兩省ノ 窮民 食ヲ求 メー グ此 地方 一一 至， モノ 潮ノ如 ク遂 一一 
防壓ス へ ヵラス 彼等 ハ 初 メ 苦カ トシ テ 旗 村 一一 雇 ハレ 小作 關係二 移 リ終二 土地 ヲ所 有ス， 二 至リ國 
初ノ 制度 ハ 全ク 紊亂シ タルモ 開墾 ノ 進行 ハ 實二此 時 一一 於 テ 始メテ 見， コト ヲ得 タリ 前年 露 國力東 
淸鐵道 ノ經營 一一 着手 ス， ャ 多大 ノ勞 カノ 需用 ヲ起シ 從ツテ 其 食物 ヲ供 給ス， 爲 開墾 ノ進步 トナ ソ 
竣工 後 此等ノ 勞カハ 又耕墾 一一 使用 セラ レ タグ ヲ以テ 進行 更 一一 著 シク 平原 地方 一一 在 リテハ 實ーー 尺寸 
ノ  土地 ヲモ 剩サ ナ ル ノ盛况 ヲ呈 セリ 

現 時 貸 下 開 懇並二 行 ハレ ッ ッァ〆 地方 ハ 三 姓 下流 右岸 (球 傾 腑鮮 _) 及 興 凱 湖 附近 蜜 山 縣及農 安縣西 
方 長嶺縣 地方 (針 1 )ナ リトス 

二、 黑龍江 省 開墾 ノ 沿革 

黑龍 江省ノ 開墾 ハ 康熙廿 五 年 二 六 八 六 年) 露國卜 •鱟ヲ 開 キタ， 一一 始マ， 當時 政府 ハ 邊防上 屯田 ノ必 
要 ヲ感シ 旗 兵ヲシ テ (精吉 )河 畔ノ黑 龍 江 及墨爾 根、 齊 々 4 口 爾等ノ 地 一一 駐防セ シメ 開墾 二 從ハシ メ 
後雍正 十三 年 (一七 三 五 年) 奉 天 八 旗ヲシ テ 呼 蘭 河流 域 二 移住 セ シメ 其 生產ヲ 軍糧ノ 準備 二 充 ーグ 民人 
ノ 移住 ハ 全然 禁止 セラ レ タリ 乾隆 中葉 一一 至リ 移民 ノ 波濤 ハ 又此 地方 一一 及 ヒ遂一 一 禁壓ス へ ヵ ラサ〆 


一一 至 リ咸豐 十 年 (一八 六〇 年) 此 地域 二 限 V テ 之ヲ 開放 セリ 此 地方 ノ 開墾 進行 卜共二 更 ラー ー通 肯 河流 
域開玫 ノ 必要 ヲ感シ 光緖 十三 年 (一、 八 八 七 年) ヨリ 貸 下-一着 手シタ ダ モ尙旗 領民 墾ノ 制度 ヲ捨ッ ，能 
、ノ サリ シヵ ハ 土地 一一 對ス ，訴訟 紛糾 ヲ極メ 終 一一 光 緒 三十 年 (一九 〇四 年) ヲ以テ ー般 貸 下 ヲ行ヒ 民人 
モ土也 所！ Gn « ヲ得ル ーー 至 レリ 同時 一一 巴拜 外十數 箇所 一二 B リ約 四百 七十 萬晌ノ 大貸下 ヲ實行 セリ 此 
貸 下 一一 於 テ ハ 從來ノ 如ク旗 民/別 ヲ立 テス ー定 ノ貸下 料 ヲ徵シ 六 年 目 ヨリー 定ノ 地租 ヲ賦 課シ自 
由 賣買ヲ 許可 セリ 

貸下ノ 主旨 トス ル ハ 産業 ノ發達 國民ノ 福利 一一 在 レ トモ 又 之 一一 由リ 新設 一一 要 スル 經費ノ 財源 ヲ求メ 
且ツ露 人 ® 入ノ 防衛 タラ シメ ントス ，一一 在 リ圑匪 事變後 露國、 ノ事實 上 滿洲ヲ 占領シ 蒙古 地方 モ無 
智ナ， 王族 ヲ籠 絡シ 漸次 之ヲ 勢力 範圍二 收メン トス V  ノ 形跡 アリシ モ之ヲ 如何 トモ ス， コト 能、 ノ 
ス 日露 ノ役 露國勢 カノ 退却 卜共一 一 初 メ テ 計 晝實行 ノ機ヲ 得 タリ 

初 メ各貸 下地 一ー ハ行 局 ヲ設ク テ 貸 下 事務 ヲ辨理 セ シメ シモ 貸 下 一段落 ヲ吿 ク、〆 ヤ之 ヲ廢シ テ ー切 
ノ 事務 ヲ 地方 衙門ノ 管理 一一 歸セシ メタ リ 

貸 下 料 ハ 地味 ノ 良否 一一 依 リー 樣ナ ラサ， モー 地方 ハ 等級 ヲ分 タス 地積 丈 量 ハー マ ーニ 千 八 百 八十 弓 
ノ制 度* 一  據リ實 際 地積 ノ七割 ヲ實地 卜稱シ 之-一 對シ テ 貸 下 料 ヲ徵ス 尙附加 金 トシ テ ハ 貸 下金 額ノ 
一割 五分 ヲ徵 シ經 費銀ト ナス 

貨幣 單位ハ 庫平 銀 一ー シテ 地方 ノ 銀塊 ハ純 分 補充 トン テ ー分 五 厘 重量 補充 トシ テ 三分 二 厘 ヲ徵シ 若 
シ碎 銀ナレ ハ 改鑄費 トシ テ ー分 ヲ徵ス 
各地 ノ貸 下地 積 左 ノ如シ 


四 四 

I 、 通 肯 (海 倫 府皮靑 岡縣)  約 五〇〇 〇 〇〇晌 實地一 晌 一両 四錢 

通 肯ノ總 貸 下地 積、 ン九七 六、 八 五四晌 ナレ トモ 此內約 五〇〇 、〇〇 〇晌ハ 旗 領民 墾 時代 ノ旣墾 熟地ナ 
リシ ヲ以テ 貸 下 當時ノ 未 塾 地 ハ 右 ノ數卜 見 7- 大差 ナカ ル ヘシ  . 

中 靑岡縣 二 屬スル モノ 十一 萬 晌ナリ 

一 r 巴拜 (拜 泉縣)  六 一 五、 八 ニー晌 實地一 _ 二 両一錢 
地味 豐饒 通肯卜 大差 ナシ 現在 二三 萬晌 開墾 セラ レ タリ 

三、  依 克明 安 公 三〇 四、 四 七 五， 一 實地 一晌二 両一錢 

拜泉 縣ノ西 胡裕爾 河流 域 一ー シー K 鄂魯特 依 克明 安 公ノ舊 領地 ナソ 蒙古 人ノ 生計 地 トシ 7- 約 十萬晌 ヲ 
除 ケリ 全部 殆卜 開墾 ノ運  >1 至 ラス 地味 豐饒 ナリ 

四、  訥模兒 河 (布 特哈) 六 六 六、 七 八〇晌 實 地一晌 I 両四錢 

依 克明 安公ノ 北部“ 一在リ 地味 肥沃 ナリ貸 下當時 已墾地 二萬晌 アリ 昨年 齊 々4 口爾 商人 ノ 有力 家 合資 
シ瑞豐 農務 公司 ヲ設 立シ六 萬 両ヲ以 テ 外 國ョリ 蒸 汽犁三 具 及 鑿井 器 二組ヲ 購入シ 開墾 請負 ヲ 請願 
シ 許可 セラ レ タリ 

五、  甘 井子 約 三〇〇 、〇 〇〇 rg  實 地一晌 一両 四錢 

嫩江 以西 ノ地ニ シク 地味 通肯 一一 比ス レ、 ノ大 一一 劣 レ トモ 齊 々哈爾 附近 ヨリ 稍膏艘 ナリ貸 下 當時熟 地 
約 一 萬 四千晌 アリ 

六、  墨爾根 約 六〇〇 、〇 〇 〇_  實 地一晌 一両 四錢 

地味 膏腰 ナブ 右 ノ數ハ 貸 下預定 地積 一ー シ テ未夕 貸下ヲ 終了 セス 


七、  M 爾河 約 四 三、 〇 〇〇晌 實地 一晌七 錢 

嫩江以 西 ノ地ナ リ此地 地積 狹少 地味 瘠 薄 加フ， 一一 避 遠，- ーシテ 深山谿 谷 アリ 樹木 鬱葱 トシ テ 馬賊索 
偷族ノ 磐踞ス ，アリ 耕地 トシ  ー K 望ナ キモ此 一帶ハ 露 人 ノ最モ 覬覦 スル 處ナ， ヲ以ー グ特二 開墾 ヲ獎 
勵 セリ 

八、  北郭 爾羅斯 {安達 廳及肇 州廳) 約 四八〇 、〇 〇〇晌 實地 | 晌二 両一錢 

蘭 西縣以 西崧花 江 北岸 一帶 ノ地ヲ 占ム 安達 廳ノ ー部 ヲ除キ 蒙古 郭爾 羅斯 後旗ノ 領地 ナソ內 安達 廳 
一一 屬ス \ モノ 約 三十 三萬晌 肇州廳 一一 屬ス ，モノ 約 十五 萬晌 アリ 

九、  杜 爾伯特 五六、 四 〇〇晌 實 地一晌 二 両一錢 
嫩江 東岸.- 一在リ 蒙古 杜爾伯 特王ノ 領地 ナリ 

十、 莫兒 紅崗子 (大 賫廳) 四 三 二、 七五〇 g  實 地一晌 一両 四錢 

嫩江以 西ユ 在リ 蒙古 札賫 特王ノ 領地 ナリ貸 下 當時旣 ニニ 萬 五千晌 ノ旣墾 地 アリ 
十一、 白 楊 木 (木 蘭縣) 九 五、 一三 二晌 實 地一晌 七錢 

巴彥州 一一 接 スル 地域 及 白 楊 木 河 東西 兩岸ノ 地 帶ナリ 山-一 接近シ 沙礫 多ク 匪賊 出沒ス 
十二、 湯旺河 (湯 原縣) 六 三 九、 八 〇四@  實 地一晌 四百 文 

大通縣 以東 ノ地一 ーシテ 地味 最モ 肥沃 ナレト 土地 避 遠ナ， ヲ以テ 移住 ス， モノ ナク遂 一一 貸 下 料 制度 
ヲ廢シ 手 數料僮 カー ー四 百 文 ヲ徵シ テ 貸 下 ヲ終レ リ 

以上 合計 約 四百 七十 三萬晌 一ー シク 此內貸 下 後 今日 一一 至， 迄 二 開墾 セラン タ， モノ ヲ 差引キ 四百 五 
十萬晌 未墾地 トシ テ 大差 ナキ カ如シ 

四 五 


]«:• 外黑龍 ix. 全 省 一ー テ 開墾 i/ 得 ヘキ 餘地ハ 尙 一千 五 百萬晌 アリ ト云フ 

此他ノ 地方 殊二西 海拉爾 西方 ヨリ •愛 琿興東 道-一至 グ露國 卜接連 セル ー 帶沿江 ノ地ノ 移住 獎勵 ノ爲 
メ 昨年 徐 總督ノ 上奏 ヲ經ク 黑龍江 沿 邊招民 墾荒章 程 ヲ設ケ 凡ソ此 地帶二 移住 セン トス， モノ ハ 官 
營 汽船 及 鐵道ハ 割引シ (難 Y i  f  5 家族 ハ 無賃 トシ 每戶 四十 五晌貸 下 ケ貸下 料” 之 ヲ徵收 セス 唯 
經费銀 トシ テ 銀 四 錢ヲ徵 スル ノ ミ若シ 收穫 不良 ナ， 時 ハ 官立 銀行 又 ハ 銀 號ヨリ 年賦 償還 ノ法一 一依 
リ貸資 セ シムル 等ノ 恩典 ヲ與 へ夕， モ未夕 緖二就 ヵス 稍 見， ヘキ モノ ハ 僅 一一 興 東 道 附近 一一 於 r 三 
萬餘， ー ヲ貸下 ケタ， モノ アル ノ ミ愛琿 地方 ハ 從來頗 ル 開墾 セラ レ 露領ゼ ア河 下流 ノ如キ 六十 四 村 
ヲ 設置 シク， モ _ 匪 ノ變ー ー驅逐 セラ レ 遂ーー 回復 セス 愛輝 附近 ノ地ハ 早 ク歸來 セル 住民 ノ强 カナ ル 
モノ ハ 三 四百， ー ヲ 占領シ 晚ク 歸來 セル モノ ハ 尺寸 ノ地 ヲモ 得， 能 ハス 目下 副 都統、 ノ此 レヵ 整理-一 
着手 シ ー 人 一一 付 キ旣墾 地 二， 一 宛ヲ 分與シ 秩序 ノ 回復-ー カメ ツ ，アリ 愛琿 附近 ノ熟地 ハ 通シテ 三 萬 

_ アリ 

第— 七 開墾 方法 

開墾 ハ 地- 一高 低 アル 地方 ハ 先ツ 丘陵 上 ヨリ 始メ テ 平地 一一 及 フ此レ 開墾 容易 一ー シ テ 收穫 亦多シ ト云 
フ 開 ® セン トス， 土地 ハ 前年 野燒 ヲ行ヒ 翌年 春 期 解氷 ヲ俟ツ テ 着手 スー 組 ノ犁杖 一一 六 頭 乃至 十 頭 
ノ 馬匹 ヲ付シ テ 地面 ヲ鋤 起シタ ル 後 搔土シ テ 雜草ヲ 除キ献 ヲ作リ テ 播種 ス若シ 資本 ヲ有シ 當年一 
年 ハ 土地 ノ耕 転ノ ミー ー-テ 栽培 セス 休閑 セ シメ 得 ル ノ餘裕 アレ/第二 年 一一 至リ 如何 ナル 作物 ヲモ 栽 
培シ .得へ ク其收 穫量モ 亦 成熟 地卜異 ラス 

普通 開墾 初年 ハ 頭 荒 卜稱シ 糜子 米ヲ播 ク此 穀物 ハ 最モ 新地 一一 適シ 平均 三 石 ノ收穫 アリ 稷粟モ 之ヲ 


植クレ トモ ニ 石- 一足 ラス 大豆、 ノー  石 ヲ得レ ハ 好結果 ナリ# 麥モ糜 子 米 一一 劣 レ广モ 開墾 遲キ方 又、 ノ 
糜 子米ノ 生長 不良 ナル ヵ 地盤 堅 キー ー過 ク， 時 ハ 之ヲ 播種 ス時 一一 三 石ノ 收穫ヲ 見， コト アレ トモ 降 
雨晚 ケレハー 石 一ー モ足 ラサル コト アリ 又 地方-一依 リ黑豆 ヲ植ゥ ，アリ 大通縣 木蘭縣 管下 一一 多シ 
第二 年. ハ ニ 荒 卜稱シ 前年 ノ畝ヲ 溝 トシ 溝ヲ畝 トス 多ク粟 ヲ植ゥ 五六 石 ノ收穫 アリ 大豆 高粱 ノ稱植 

一ー ハ 未夕 充分 ナラス 

第三 年 ハ 三 荒 又 ハ 起 底 子 卜稱シ 大豆 四 五 石 高粱 五六 石 粟 七 八 石 小 麥三四 石 ノ收穫 アリ 
第 四 年  一一 g  \ ハ 成熟 地 トナ リ且ッ 地力 盛 ナル ヲ以 ーグ收 穫多ク 小麥 五六 石 大豆 六 七 石 粟 高 梁 十 石 未 

滿 ヲ產ス 

開墾 ハ 自ラ之 ヲ行フ モノ 少 ヵラス 拜泉縣 地方 二 ー スモ 農家 ハ 皆 多少 ノ  土地 ヲ有 セリ 他人 ヲシ- ブ開蹇 
セ シム， 一一、 ノ左ノ 數種ノ 契約 法 アリ 

一、  分地 開墾シ タル 土地 ヲ 開墾 者卜 地主 一ー テ 等分 二 分配 ス， 方法 一ー シク 最 モ多シ 地味 良好 ナルト 
キハ四 六 分即チ 開墾 者 四分ヲ 得， 法 モアレ トモ 多 ヵラス 

二、  白 種 E 墾者ハ 或 ル 期間 其 栽培 物ヲ 全部 穫得シ テ 地主 二與 ヘス 期間 ヲ過 クレハ 小作 ノ 方法 一一 從 
フ モノー ーシテ 期限 ハ 三年 ヲ 普通 トス 稀 一一 四 年 五年ノ モノ アリ 前者 一一 比 シ少シ 第二 年 ヨリ七 三分 即 
チ 開墾 者 七 分ヲ得 第三 年 ヨリ 普通 小作 ノ四六 分 トナ スモ ノモ アリ 

三、  套子 此方 法 ハ 從來 新開地 方 一一 最モ 多ク行 ハレ タリ 農夫-ー シテ 車馬 勞 カノ 餘裕ヲ 有 スル モノ ヵ 各 
地ヲ 遍歷シ テ 地主 ノ爲 メー ー 開墾 シ其 報酬 トシ テ 金 錢ヲ受 クル モノー ー  シー ブ 作業 ハ 前述 開墾 ヨリ 播種 マ 
テ トス 地主、 ノ唯住 屋ヲ貸 スノミ 從來ハ ー晌- 一付キ 四十 吊 內外ナ リシ ヵ 近時/三十 吊 內外二 下落 セリ 


四 八 

第 十八 開墾 進行 ノ 程度 

開墾 進行 ノ遲速 ハ 政治 上經 濟上ノ 諸種 ノ關係 一一 原因 スル ヲ以テ 俄 二 斷シ 難シ 

先ッ 過去 一一 於 ケル 開墾 進行 ノ 程度 ヲ見グ .二 呼 蘭 河流 域、 ノ氣候 地味 最モ 開墾 一一 適シ 舊墾地 タル 吉林 
省トハ 僅 力-一一 松 花 江ヲ隔 ツルノ ミ而シ テ 當時ハ 直隸 山東ノ 窮民 潮 ノ如ク 滿洲一 一 侵入 シク, 際ナ 
火 ヲ以テ 開墾 最モ 速ナ， ヘキ 筈 ナル モ 實際ノ 成績 ハ 左表 ノ如シ 

咸豐十 年 ヨリ 同 治 七 年 マテ 八 年間  二十 餘萬晌  一年 二 萬 五 千餘晌 
同 治 八 年 ヨリ 光 緒 十三 年 マ 7- 十九 年間  五十 七萬晌  一年 三萬晌 
光緖 十四 年ヨ リニ 十八 年 マテ 十五 年間  二十 七萬晌  一年 一 萬 八千晌 
即チ 平均 一年 二 萬 五千晌 ナ リ通肯 地方 ノ 開墾 開始 ハ 光緖 十三 年-ー シテ 三十 四 年末 ノ 調査 一一 據レハ 
五十 七萬晌 ナリ即 チー 年 平均 二 萬 四千 晌ナリ  ：、：' 

光緖 三十 一年 以後 新 貸 下地 方ノ 開墾 進行 程度 ヲ見， 一一 

拜泉縣 HH 竹 酝 J 1 W 二 年間  一一 萬 三千 五 ' S*. 晌  一年 約 一 萬-一千 晌 
大賫廳3;|:1$;::バ三年間  七 萬 八 千 五百晌  一年 約 二 萬 六千晌 
湯.原縣妇針於51 ^ 一一年間  三 四萬晌  一年 約 M 禺餘晌 
右ノ 地方 ハ 開墾 最速 ナル 地方 一ー シク 此外肇 州 廳管內 及 海 倫 府下 ノ 未墾地 ヲ除ケ ハ 殆ント 開墾 ノ見 
ルへ キナシ 

開墾 ノ 程度 斯クノ 如キハ 氣候寒 烈ナ， コト 政府 ハ 招 民ノ爲 殆ント 何等 ノ 政策 ヲ講セ ナル コト 貸 下 
ヲ受 ケタ ; V 地主、 ノ自ラ 開墾 ヲ 爲スノ 意志 ヲ有ス ，モノ 少ナク 權利ノ 轉賣二 依リ 利益 ヲ得ル ノ 目的 


一一 出ッ〆 モノ 多 キト 近來 大豆 其他ノ 穀物 價格 騰貴 ノ爲 農民 ノ財囊 比較的 豐裕ニ シ テ 人ロ ノ增加 一一 
因， 窮迫 ヲ受ク ，コト 少ナキ コト 新開地 方 ハ 此 二三 年殆ン ト豐作 ヲ見ス 馬糧 食料 騰貴シ 昨年 開墾 
セ， 土地 モ 今年、 ノ 資力 缺 乏ノ爲 放棄 ス， ノ止ム ヲ得サ ，コト 等 進行 ヲ妨 害ス， 諸種 ノ 事情 アレ ト 
モ 之ヲ以 テ 往年 呼 蘭 通肯ノ 開墾 程度 卜 比較 スン ハ 敢テ遲 緩ナリ ト稱ス ，能、 ノス 殊- 一近來 政府 ハ 銳 
意 移民 ノ策 ヲ講シ ツツ アリ 沿 邊招民 章 程 ノ如キ 同時 二 計晝 セル 移民 會社 設立 案ノ 如キ又 近來湖 北 
ノ罹炎 民 ヲ多注 セ シメ ントノ 企 圖ノ如 キ以テ 之 ヲ證ス へ シ 唯國帑 ノ缺乏 一ー ヨソ之 力 實行ヲ 見 ナダ 
ノミ然 レ トモ 地方行政 機關ノ 設置 ハ 住民 ノ 生命 財產ノ 保護 ヲ與 へ而シ テ此レ ヵ 經費ヲ 未墾地 ヨリ 
モ獸 收シ ツツ アグ コト ト貸下 章程ノ 規定 二 遵ヒ貸 下 後 六 年 目 ヨリ 開墾 ノ成 否-一 關セス 地租 ヲ徵收 
ス， ノ 制度 トハ 間接 二 開墾 ノ 進行 ヲ 助成シ ツッ アリ 且近來 大豆 價格ノ 異常 ノ 騰貴 ハ 滿洲 農民 ヲシ 
テ 奮ツテ 未墾地 ノ 開墾 二 赴 ヵシム， 上 一一 與ツ テ大一 一カ アルへ キヲ以 テ 其 進行 ノ 程度- 一 付 キク ハ 容 
易-一之 ヲ 斷言ス ，コト 能 ハス 

第二 章 貨物 集散 事情  ， 

第一  交. 通 

ィ  道路 

北 滿洲ノ 道路 ハ 站道即 チ驛路 一一 起原 ス 開墾 進行シ 各市 場間ノ 交通 頻繁 トナ， 一一 及 ヒ此制 ヲ廢シ 純 
然夕， 商業 的 通路 トセ ブ 道路 一一 對ス， 設備 トシ テ、 ノ 重要 街道 一一 不完全 ナ， 橋梁 ノ 架設 セラ，， モ 
ノア〆 外見， 二足， モノ ナク 夏期 ハ 殆卜 交通 不能 ナブ 

四 九 


五〇 

各 也 間道 路ノ通 セサ， ナキモ 其最モ 重要 ナル モノ ヲ擧 クレハ 次 ノ如シ 

一、 長 春— 農 安 1 雙城堡 I 阿 什 河— 賓 州<财 確 1 一 V 大通 縣—依 蘭府 

1、 吉林 丨 输樹縣 A 雛 城 露 V 阿 什 河 

一、 雙城堡 I 呼 蘭— 北 [1 林 子— 通肯 

一、 呼 蘭— 巴 彥州丨 木蘭縣 

1、 呼 蘭— 蘭 西 縣丨靑 岡縣丨 拜泉縣 

一、 北團林 子— 餘慶街 

一、 通 肯丨拜 泉 縣丨齊 々哈爾 

(備考) 一 淸里ハ 三百 六十 弓 一ー シテー 弓 ハ 木 尺 五尺ナ リー 尺 ハ 我 一尺 五分 トセ ハー 淸里ハ 我 五町 
十五 間-一 當ル 新開地 方 ノー  淸里ハ 舊 開墾地 方 一一 比 シーニ 割 方長シ 
•  P  交通 機關 

交通 機關ハ 大 車ナリ (農業 篇 農具 ノ條參 照) 

載 量 ハ 冬期 道路 固 結 セル 時 二 於 テ 七 頭曳キ 三千 斤 乃至 四千 斤 (四 頭曳キ ニ千餘 斤) 一ー シ テ 散 積 ミ 十二 
石 內外袋 積 ミ 十 石內外 ナリ 

行 走 カ ハ 冬期 鷄鳴 前-一 出發シ 正午 約 一時間 ヲ飼糧 休 憇- 一費シ 日沒 前-一宿 泊シテ 約 百淸里 ヲ行ク 良 
馬ナレ ハ 百 十淸里 乃至 百 二十 淸里 空車 ナレハ 百 四 五十 淸里ヲ 駛走ス 

北 滿洲二 交通 一一 從事ス ，モノ ハ 農夫 一ー シ テ 只 繁華 ナル 都會- 1 於 テ ハ 橋 車ヲ用 ヒテ 旅客 輸送 ヲ主卜 
シ險ラ 貨物 ノ 運搬 一一 從事 スル 者 アリ 


、ノ  馬車 輸送-一 要 スル 諸掛卩 

一、 荷 造 リ 費* 

客 商 ノ買收 穀物 運搬  一一、 ノ 輸入 麻袋 ヲ用 ヒ多ク 哈爾賓 ヨリ 持參ス 通肯ニ テ 求 ムレ、 ノ ー枚 一 吊 七 八 百 
文 ヲ要ス 四斗ヲ ー袋ノ 容量 トス 農夫 自身 ノ運搬 ハ 小麥 二/多 ク 長形ノ 布袋 ヲ用ヒ 大豆 ハ 遠 行-一、 ノ 
麻布 ヲ以テ 全 車 ヲ包ム 之 ヲ作包 卜稱ス 材料-一 二十 吊 文 ヲ要シ ニ日 ノ勞カ ヲ費ス 近 行- 一、 ノ蓆 子ヲ用 
フー 車 分 ハ 幅 一尺 四寸長 三十 丈 ヲ要シ 此價六 吊 文 ニ シク 三 四回ノ 使用-一 堪ユ 
一一、 人 二 要 スル 費用 

店錢 (宿泊料) 一車 ノ 運行 一ー ハ 普通 二人 ノ 付添 ヲ要ス ー人 -- >' 馬車 ヲ御ス 之ヲ老 板卜云 フー 人 ハ 運送 賣 
買ノ事 ヲ掌リ 馭者 ノ 助手 ヲ蒹ヌ ー人 ノ店錢 夕食 付 (菜 ハ 四 皿 トニ 椀 一ー テ 麵 ヲ供シ 酒ヲ 備フ) 昨今 一 吊 
二三 百文ヲ 普通 トス 物價ノ 高低-一 從ヒ ニ三 百 文ノ差 アリ 
打 尖 (晝 飯) 粟 飯-ー タニ 三百 文 麵ナレ ハ 七 八 百 文 ヲ要ス 

三、  馬 及 車 二 要 スル 費用 

鐦草 (馬 草 切 リ賃) 一束 (五 斤) 三十 文ヲ 普通 トス 

掛車 (馬車 看守 * 夜間 盜難ノ 看守 料 一ー シー ブー 車 二百 五十 文ヲ 普通 K. ス之ヲ 要 セ サル 地方 モア リ 
飮錢 (馬匹 飲料水 汲 費) 晝食ノ 際-一 要ス七 頭 馬 ニ テ 百 五十 文 乃至 二百 文ナリ 

車軸 用 油 麻 油 又 ハ 麻 油 一一 豆 油ヲ混 シタ， モノ ヲ用フ ー日 四 五十 匁 ヲ要ス ニ十 餘淸 里每 一一 一檫ス 

四、  税金  遠 行 二 對シ 馬站費 トシ テ ー馬 一一 付キ百 文車捐 トシ テ ニ 吊 ヲ課ス 
以上 合計 一日 一車 分 四 五 吊 文 ヲ要ス 


馬 料 ハ 旅 店 一一 就 キ-グ 求 ムレ ハ 高價ー ーシテ 且一東 五 斤 卜稱ス ，モノ モ實際 三 四 斤 二 過 キス 故 一一 多ク 
自家 ヨフ 携帶ス レ トモ 遠 行 ノ際ハ 歸途ノ 分 ハ 到着 地 一ー テ 買 ハ. サ， へ カラス (農業 篇 馬匹 飼料 參 照) 
問屋 ノ手 ヲ經テ 穀物 ヲ賣レ ハ 三分 ノロ 錢ヲ 要シ 返荷ヲ 周旋 セ シム レ ハー 車 一一 付 キニ吊 文ヲ 仕拂フ 
店 ハ 交通 頻繁 ナダ 道路 一一 在リ テ ハ 常開ノ モノ アレ トモ 淸曆 十月 上句 ヨリ 翌年 開 氷 一一 至， 交通 時期 
二 限ソ テ 之 ヲ開ク モノ 多シ 

第二 運賃 

ィ 穀物 運賃 

穀物 ノ 運賃 ハ 石 ヲ單位 トス レ トモ 穀物 種類 一一 依リ 斤量 ノ相 違甚シ キモノ ハ 等級 ヲ設ク 穀物 斤量 ハ 
豐凶 一一 依 ソテー ナラ サ， モ呼蘭 一ー テ ハー 石 平均 次 ノ如シ 

大豆 三百 七 八十 斤  小麥 四百 斤 (s ;: ^ こ : f l  ?衫 7: ヒ) 

高粱 三百 五十 斤  粟 (精) 三百 八十 斤 
大麥 二百 七十 斤  蕎麥 二百 四十 斤 
大豆、 粟 (精 ケタ， モノ) 小麥. 高粱 ハ 同ー トシ 大 麥騫麥 ノ如キ ハ 約 二割 方 廉ナリ 

油 類、 麥粉 、豆 素麵ハ 百 斤 建 一ー シブ 油 類 百斤ノ 運賃 ハ 大豆、 小麥 一石 ノ 運賃 略 半價 トシ 麥粉豆 素麵ハ 油 
類-一. 比シ ニ三 割 方 廉ナソ 豆粕 麻 古 (麻 子粕ズ 百 枚 建 一ーシ テ 大豆 小麥 一石 ノ 運賃 ノ六割 乃至 八 割ナリ 
次 一一 述フ， 運賃 ハ 大豆 小麥ヲ 標準 トス 

運賃 ノ 高低 ハ 貨物 ノ多少 、距離 ノ 遠近-道路 ノ 良否、 馬 料 價格ノ 高低、 車馬沐 閑ノ 多少、 返荷ノ 有無、 宿泊 休 
息 ノ便否 及 荷主 問屋 ノ 有無 等 一一 支配 セラ， 


本年 ノ 運賃 ハ ー日 行程 以上 ノ遠 行/一日 (一白淸里トシテ)一石一吊七八百文ニシテー日程以下ハ十淸 
里 一一 付キ ニ百 文 乃至 二百 五十 文 二三 十淸里 行程 ハ 十 淸里ー ー付キ 三百 文內 外ナリ 

口  雜貨 運賃 

布 ; E I1 賀ハ件 ヲ單位 トス ー件 ハ 百 二十 斤ノ 規定 ナレ ト* モ 商品 ノ 斤量 必スシ モ件ノ 斤量 トー 致セサ 
ル ヲ以テ 中 件 (百 斤) 小 件 (.八十 斤) 半 件 (五十 斤) 等ノ 例外 アリ 尙特二 單位ヲ 定ム〆 モノ アリ 件 ノ 斤量 卜過 
不足 大ナ ラサル モノ、 N 運賃-ー テ 加減 ス重 ナル 商品-一 付キ件 ノ 規定 左 ノ如シ 
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五 四 

運賃 ノ 高下 ヲ 支配 ス， 原因 ハ 穀物 二 於ヶ， 卜異， コト ナシ 但シ此 貨物 力 返 荷 夕， ヤ否ヤ ハ 最モ大 
ナダ 關係 ヲ有ス 又 小 件、 ノ大件 ヨソモ 斤量-一 比例 シー グ高シ 例へ ハ 普通 一件 二吊ナ レ、 ノ小件 一 吊 七 百 
文內 外ナリ 

運賃 ハー 日 行程 一 百淸里 一件 付 キー吊 文內 外ナリ 

從來長 春 ヨリ/返 荷 ハ 甚夕廉 一ー シク 黑龍江 省 地方 一一 至， 普通 運賃 ノ半二 過 キサ， コト アリ 
地方 商人 ノ 貨物 ヲ 運送 スル ハ 外來 客商ノ 貨物 ヲ 運送 スルー ー比シ ニ割 方廉ナ ソ是い 前者 ハ 永 續的一 一 
貨物 運送 ヲ托 セラ〆 ルー ー反シ 後者 ハ ー 時限 リノ 仕事 一一 過 キサ， ヲ以テ ナリ 

貨物 ハ 輸送 中二 紛失 等 ノコ ト アラ ハ 之ヲ 賠償 セサ， へ カラス 穀物 ナレハ ニ三 斗 ノ漏失 ハ 之 ヲ寬假 

ス 

第 四  穀物 生産額 卜輸 出額 トノ 割合 

V 

ィ 小麥 

小麥ノ地方的用途ハ種子及食料ナリ種子ハー晌一一付キ五斗ヲ要ス平年ーーーノ生產額ヲ五石トセハ 
種子 ハ 約 一割 ヲ占ム 

食料 トシ テ ノ消費 額 ハ 地方 製粉所 (磨 坊) ノ 製粉 額卜略 一致 ス何 トナ レ、 ノ小麥 ハ 粒穀 ノ儘輸 ，出 セラ少 
ル モノ 多ク 製粉 セラ レ タルモ ノハ 殆卜 全部 地方 ニ テ 消費 セラ ル 4 口 爾賓二 於ヶ〆 露國 機械 製粉モ 專 
ラ 露國人 一一 需要 セラ レ 地方-一 於 テ ハ 殆ント 需要 ナシ 

磨坊ハ 燒鍋油 坊ノ 兼業. セル モノ 及 ヒ其他 製粉 ヲ專業 トセ〆 モノ ヲ合シ 約 一千 戶ア リ而シ テ 自家 消 
費ヲ主 トシ 剩除 ヲ販賣 スル モノ 殆ント 倍數一 一 上， 


營業ヲ 主 トス， モノー  ー 在リテ ハ 稀-一七 八 個ノ磨 臼ヲ有 スル モノ アレ トモ 普通 二 磨 臼 一ー シテ 自家用 
ヲ主 トス， モノ ニ 在リテ ハー 磨 臼ナ， モノ 多 シー 磨臼ノ 製造 カ ハ ニ 班-ー シク ー班ノ 作業 ハ 九 時間 
ヲ要シ 小麥 五斗 ヲ挽ク 之 一一 要 スン ノ勞カ ハ 牛 三 頭 苦力 一人 ナリ然 レ トモ 製造 カヲ 充分 使用 スル コト 
ハ 甚夕 稀-ー シテ 自家用 ヲ主 トス〆 モノ ニ 在 リテハ ー日 三 斗 四 斗-一過 キサ， モノ アリ 營業ヲ 主 トス 
火 モノ ハー 年ノ 作業 三百 四十 日ノ定 メナ ル モ 賣行ノ 如何 一ー ヨリ 休業 スル コト 少 ナヵラ ス實地 調査 
ノ 結果 ヲ 綜合 ス ，一一 營業ヲ 主 トス， モノー  年ノ 用量 約 三百 石 ーーシ テ 自家用 ヲ主 トス， モノ 同 約 百 
石 ナリ即 チ 全 製粉所 一年 ノ消費 額 約 五十 萬 石ナリ 

右ノ 計算 ハ 固 ヨリ 推測 一一 過キザ レ トモ 人口 及ヒ 用量 ノ上 ヨリ 打算 ス， モ 大差 ナ キヵ 如シ即 チ總地 
積 三百 八十 萬晌 一一 對スグ 住民 約 三百 四十 萬 人 (黑龍 江 省 二百 二十 萬晌 -1 對シ百 八十 萬 人吉林 省ノ內 
百 六十 萬晌- 一對シ 百 六十 萬 人) トシ テ內 商工 及ヒ雜 業者 三 割 一ー シテ ー年 ノ平均 用量 約 六十 斤 農家 及 
ヒ 雇傭 勞働者 七 割 ニ シテ其 一年 ノ平均 用量 ハ 約 三十 斤 ナリ即 チ總 人口 一人 ノ平均 約 四十 斤 一ー シテ 
原料 トシ， グ小麥 一斗 三 升 一一 當 Z 製粉 割合 七 割 五分) 總 人口 用量 四十 四 萬 石-ー シテ 平年 生産額 四百 四 

十 萬 石 (農業 事情 第五 參照 r 一對シ ー割 一一 當， 種子 及ヒ 食料 ノ ニ割 ヲ除 キタ ル 平年 輸出 量 ハ 約 八割ナ 

/  .  /  •  •  * 

ジ 

大豆 大豆 ノ 地方 的 用途 ハ 種子 及ヒ 油房ノ 搾油 原料 ナリ 種子 ハー 晌- 一付キ 平均 三 斗 ヲ要シ 平年 ノ 
生 產額ヲ 六 石 トセ ハ 約 五分ー ー當ン ノ油坊 ハ 實地 調査 ノ 結果 一一 據レハ •耕地 五千晌 一一 付 キー 戶ヲ有 スル 
割合 ナリ 故-一前 記ノ 地積 二 對シ .約 八百戶 ノ油坊 アリ 

油坊ノ 製造 カノ 單位夕 ，一 班 ハー 碾子一 搾 子 ヲ用ヒ 十二時 間ノ 作業 ニ シー 7* 大豆 四 石 八 升 ヨリ 百 七 

五 五 


八十 斤 ノ豆油 トニ 十二 斤 豆粕 八十 四 枚 ヲ得之 二 要ス , 勞カハ 苦力 四 人牲畜 (主 トシ r 牛) 三 四 頭ナリ 
勞カヲ 交替 セ シム レ ハー 日 二班ノ 作業 ヲ行フ コト ヲ得 ヘシ 油 坊ノ大 ナル モノ、 ノ八班 十班ノ 製造 力 
アル モノ アレ トモ 普通 ハ ニ® 子 二. 搾 子 ニ シー K 四班ノ 作業 ヲナス モノ 多シ 搾油 ノ 最低限 度 ハー ■班ナ 
レ トモ 苦カ ノ數 ヲ減シ テ ー 班 以下 ノ 作業 ヲ行フ コト アリ 

油 坊ノ消 費 量、 ノ 大豆 價 格ノ昂 落 一ー ヨリ 增減ス 大豆 價格 騰貴 スレハ 粒 穀ノ儘 輸出 ス， モノ 多ク 下落 
スレハ 油坊ハ 之 ヲ買入 レ 打油シ テ 輸出 シ又、 ノ貯藏 シク 他日 ノ 騰貴 ヲ待ツ 稀 一一 豆 油 又 ハ 豆粕 價格ノ 
如何 一ー ヨリ 打 油 量 ヲ增減 スル コト アリ 昨年、 ノ 各油坊 ヲ通シ テ 平均 用量 二 千 石 一ー シ テ 總 用量 百 六十 
万 石 ナリ然 レ トモ 豆 油、 ノ約 三分 ノー  ヲ 輸出 セ， ヲ以テ 其 殘額即 チ 約 百 萬 石 ハ 地方 消費 額 一ー シク 總 
生産額 三百 五十 萬 石-一 對シ略 三 割 二 當ル 

然レ トモ 地方 ノ涫 費額モ 亦 大豆 價格一 ー ヨリ 支配 セラ ルル コト 少 ナヵラ ス此 地方-一 於 ケル 食料 油、 ノ 
豆 油 ノ外豚 油 蘇 油 等 アリ 此等ハ 豆 油-一 比シ 7- 美味 ナル モ價格 高 キヲ以 テ 平常 用 フル コト 少シ 若シ 
大豆 價格 騰貴シ 從ツテ 豆 油價格 力此等 油ノ價 格卜 接近 スレハ 住民 ハ 寧 -P 此等 ノ油ヲ 需要 スル ヲ以 
テ 自ラ油 坊ノ打 油量ヲ 減少 ス (北 團林子 ニ シク ハ M 油 四百 文 豆 油 三百 六十 文 ナル 時 豚 油ヲ用 フル モ 
ノ多ヵ リシ) 豆粕 ハ 牛馬 ノ 飼料 一ー シテ他 二 代用品 ナキモ 贅澤品 一一 屬スル ヲ以テ 是亦 大豆 價格 ノ昂落 
一ー ヨリ 需要 ヲ增 減ス 但シ豆 油 豆粕 ノ價格 ハ 必シモ 大豆 ノ價 格-一正 比例 シク 騰貴 スル モノー ー アラス 
又 豆 油ノ價 格 騰貴 スレ、 ノ豚油 蘇 油 モ從ツ テ， 高 價ト ナルへ ク且 習慣 上 嗜好 上 全然 之ヲ廢 スル コト 難 
シ 豆粕モ 他-一代 用品 ナキ 限リハ 省 クコ ト能ハ サ , ヲ以 テ汕坊 力 全ク 作業 ヲ廢絕 スル コト ハ 期待 ス 


昨年、 ノ 大豆 廉賈ナ リシ ヲ以テ 地方 ノ涫費 モ亦多 カリ シカ 今年 ハ 之-一反 シ 大豆 騰貴 セ〆 モ尙 昨年 ノ 
半ヲ 下〆 コト ナカ〆 ヘシ 且ツ 大豆 ノ 需要 ハ 豆 油、 豆粕 ノ外 豆腐、 豆 芽 菜、 菓子 等ノ 製造 原料 タルモ ノア 
レ、 ノ 平 _ 一一  於 ケル 大豆 ノ 地方 消費 ハ 種子 ヲ合シ  ー 7* 約 百 萬石卜 見， コト ヲ得ン カ即チ 平年 生産額 一一 
對シ約 三 割 ヲ占メ 殘リ七 割ヲ 輸出シ 得 ヘシ 其他ノ 穀物 ハ 主 トシ テ 地方 一一 於 テ 消費 セラ レ 輸出 セラ 
レ V モノ 甚少 キヲ以 - グ特二 之ヲ記 セス (農業 事情 第三 農作物 及 作付 步合參 照) 

即チ北 満洲 平年 ノ小麥 大豆 生産額 (農業 事情 第五) 一一 照 スー ー 輸出シ 得へ キ數量 左 ノ如シ 
小麥  三、 五〇 〇、〇 〇〇石 
大豆  二、 五〇〇 、〇 〇〇石 

'  5 一縠物 輸出 關係ノ 沿革 

北滿洲 穀物 ノ 輸出 關係ヘ 露 國ノ滿 洲經營 一ー ヨリー 變遷 ヲ見更 ラー ー本 年浦鹽 自由港 封鎖 卜 大豆 ノ英 
國向 輸出 トー ー ヨリ 大發 展ヲ遂 ケタ リ 

露 國ノ東 淸鐵道 經營以 前 二 於 ケン ノ此 地方 ノ 集散 ハ 直接 間接 營 ロヲ以 テ 中心 トセ リ而シ テ 輸送 具モ 
大 車-一 限 ラレ タリ 輸入 貨物 ノ仕入 先/現今 一一 於  一 7 モ同 シク 南 滿洲ナ レ トモ 其 購買 資本 夕ご キ餘 
剩 穀物 ノ販賣 市場、 ノ當時 二 在 リク ハ 南 滿ヲ除 キク 又 他 二 求ムへ カラス 而シ ク營 ロハ 實二滿 狹二於 
ケル 唯ー ノ 輸出入 市場 ナリシ 

從 4 テ 當時ノ 栽培 物 ハ 運賃 卜 時間 ノ 節約 上 麻 子 蘇 子 大豆 ノ如キ 含 油 植物 及 罌粟 ノ如 キ價格 ヲ損ス 
，コト ナクシ ー グ 容積 ヲ小 ナラ シム ヘキ モノ ヲ選 ヘリ 各 村落-一、 ノ 皆油坊 ヲ有シ 秋期 搾油 ヲ開 始シ油 

ハ 之 ヲ柳條 二- グ編シ ニ纂二 入 レニ 千 斤入ノ 大方 筆 二個ヲ 中央 ニー 千 斤 入 リ小窶 二 個 ヲ兩傍 二 縛 

五 七 


五八 

リ十車 乃至 二十 車 相伴 ヒテ 遠 行シ 其賣却 金ヲ以 テ. 布疋雜 貨等ヲ 購入シ 返 荷 トシ テ 歸來セ ソ是等 ハ 
農家 自身-一 從事ス 〆 アリ 又 商人 ノ 營ミタ ，モノ アリ 穀粒 ノ儘載 運 セラ ル〆 コト、 ノ甚夕 稀 一ー シ テ 偶 
油 類ノ載 量 一車 一一 充タサ ，時 一一 限リ 補充 トシ テ 積 マレ シー ー過 キス 

團匪 事變ハ 滿洲ヲ 擧ヶテ ー時 混 亂ノ巷 卜化シ 露軍ノ 侵入-一次 キテ馬 賊ノ峰 起 トナ リ此 地方 ノ資產 
家 夕 \ 燒 鍋 油坊ノ 彼等 ノ 奪掠 一一 遇 ヒテ 倒 產セシ モ /• 甚多ク (現 時 稍 回復シ タ〆 モ尙當 時 ノ半數 一 一充 
タスト 云フ) 搾油 業 ハー 頓挫 ヲ來 セル モ 同時 一一 膨張 セダ 小麥ノ 需用 ハ 彼等 ヲシテ 油 糧ヲ捨 テ テ 之 力 
栽培 ； i. 趨カシ メタ， コト 農業 事情 作付 反別 ノ條一 一 述フ〆 力如シ 其 後 經營ノ 進行 卜共 1 1 小麥ノ 需要 
ハ 年 一年 增加 シ哈 爾賓ヲ 中心 トシ 沿線 各所 二 製粉 會社ハ 設立 セラ レ 其 麥粉ハ 獨 リ滿洲 沿線ノ ミナ 
ラス 西 伯利亞 地方 一一 及ヒ .浦鹽 一一 於 テ 米 國麥粉 ヲ驅逐 ス， ノ盛况 ヲ呈 セリ 殊- 一日 露 戰役起 リテ百 萬 
ノ 軍隊 滿洲- 一入， ヤ 製粉業 ハ 大 飛躍 ンテ エ場 ノ數 十五 ヲ算へ 一年 ノ 生産高 千 三百 萬 布 度 一一 上リ當 
時 小麥 一布 度ノ價 格 最高 二留 五十 哥一 一達 セリト 云フ戰 後軍 隊ノ 撤退 卜共 一一 一時 需要 ヲ減 少シタ 火 
モ西 伯利亞 地方へ ノ 輸出 ハ 漸次 增加ノ 勢ヲ示 セリ 

今年 四月 浦鹽 自由港 封鎖 實行 セラ V ル ト共一 一 西 伯利亞 輸入 麥粉ハ .一布 度 二 付キ 四十 五哥ノ 課稅ヲ 
受ク， 一一 及ヒ哈 爾賓ノ 製粉業 ハ 甚シキ 打 擊ヲ受 ヶタ ル モ小麥 ハ 原産地 ヨリ 穀粒 ノ儘鐵 道 反 水路 一一 
依 リタ 續々 輸出 セラ レ 昨年 ノ不 作ヲ以 テ 尙 同年 十一月 ヨリ 本年 十月 マク露 領へノ 輸出 額 千 四百 萬 
布度ノ 多 キー ー達 セリ 

同時-一 集散 上ノ新 現象 トシ テ 頗ル 世間 ノ 注意 ヲ 喚起 セ， ハ 昨年 冬期 ヨリ 膨脹 セル 大豆 貿易 ナリ戰 
役. 後 南 滿洲一 一 於 ヶル 大豆 輸出 盛況 ヲ呈 ス， ャ北 満洲 地方 ヨソ 大豆 ノ車運 一ー ヨリ 長 春ヲ主 トシ テ 南 


滿 地方 ノ 市場-一 販運 セ， モノ 少ヵ ラス 而シ テ滿鐵 輸出 カノ 不足 ヲ 訴フ， ヤ 高率 ノ 運賃 ヲ忍 ヒテ 浦 
鹽ヨリ 我國二 輸出 スル モノ ヲ見タ パ モ殆 ント言 フー ー足 ラナ シヵ 昨冬 英國向 輸出 開始 セラ ル〆 ヤ東 
淸鐵道 ハ 賃率 ノ遞減 ヲ行ヒ 浦港ノ 設備 ヲ增シ 銳意吸 收策ヲ 行ヒシ 結果 昨年 十二 H 以降 今年 十一月 
マテ ーー 於 テ ニ十 五 萬噸ノ 輸出 ヲ見 今年 收穫 後、 ノ更 ラ-一 賃率ヲ 遞減シ 南下シ テ 長 春 附近 ヲモ 侵 サン 
トス〆 ノ勢ヲ 示 セリ 

斯 ノ如ク 北滿 農産物 ノ 集散 ハ 南 滿洲二 對シ從 屬的關 係 ヨリ 漸次 獨立シ 今ャ 直接 世界 市場 卜 連絡 ヲ 
結 フー ー至 リ最モ 複雜 ナダ 集散 關係ヲ 顯出シ 所有 交通 機關 商業 機關ハ 利用 セラ レ 從來 政治的 以外-一 
重視 セラ レサ リシ 北滿洲 ハ ー躍 シク 世界 競爭 市場 ノー  トナ レ ソ 

第五 縠物 輸出 經路 及數量 

北滿洲 一一 於ヶ\ 輸出 幹線 ヲ崧花 江 及 東 淸鐵道 トス 此外齊 々晗爾 及 東北 蒙古へ ノ 集散 アリ 小 麥糜子 
米等ノ 穀物 ノ外麥 粉 燒酎豆 油等ヲ 輸送シ 返 荷 トシ テ 面 城ヲ運 ヒ來ル モ其數 量 ハ 全數 量-一 對シ 甚夕 
微少 ナリ又 從來ハ 璲琿黑 河 地方-一 穀物 ノ 陸路 輸送 セラ レシ モノ 少 ヵラ ナソシ ヵ 現今 ハ 松 花 江黑龍 
江ノ 水運- 一由 レリ 寬城 子へ ノ 馬車 輸送 ハ 從來頗 ，多 ヵリ シヵ 昨年 十二月 以 來頓- 一 減少シ 又 見， 二 
足 ラス サレ ハ 現 時 北滿洲 輸出 ノ 穀物 ハ. 殆ント 全部 此二 幹線 一一 集 マル 而シ テ此二 幹線 ハ 其方 向 ヲ異 
一ー スル ヲ以テ 競 爭ノ範 圍狹ク 却 ツー グ互 ヒー ー 營養シ ツツ アリ 

近 來黑龍 江 下流 一ー コラ H ウス— ク ヨ リノ 輸出 或 一部 人士 ノ間一 一計 晝 セラい ッッ アリ 多少 注目-一 値ヒ 

ス 

地方 ノ穀勿 ノ此二 幹線 一一 依， モノ ハ 跗 近ノ碼 頭 叉 ハ 停車場 ヨリ 積 出 サル 然レ トモ 其 中心 市場 ハ 岭 


六〇 

爾賓一 ーシテ 此地ハ 兩 幹線 ノ 結節 點 トナ リ 穀物 取引 二 從事 スル 主 ナル 商人 ハ 皆此二 本店 又 ハ 支店 ヲ 
有シ 取引 及 金融 上 ノ諸機 關盡ク 具備 スル ヲ以テ 北滿一 一 於ケ， 穀物 取引 ハ 殆ン ト皆此 地-一 7- 結 ハレ 
其 相場 ハ 能ク 地方 相場 ヲ支 配ス叉 集散 數量 一一 於 テ モ北滿 洲中一 一 在 リタ 最高 位 ヲ占ム 
北 滿洲產 穀物 ノ鐵道 及 水運-一依 リ テ 運送 セラ レシ 數量、 ノ次 ノ如シ (哈 爾賓 商業 會議所 調査) 


一九 〇七年  一六、 八〇〇 、〇〇 〇布度 
一九 〇八年  二〇、五〇〇、〇〇〇布度 
一九 〇九年  三 〇、 五 O Q OO C 布 度 

ィ 東清 鐵道一 一由 レ ル 輸出 額 
東 淸鐵道 二 依， 穀物 輸送 數量ハ 左 ノ如シ 
一九 〇七年  一 〇、 〇〇〇 、〇〇 〇布度 
一九 〇八年  ニニ、 三 〇〇、 〇〇〇 布 度 
一九 〇九年  二 〇、 六〇 〇、 〇〇〇 布 度 
內浦 鹽經由 海外-一 輸出 セラ レシ 數量左 ノ如シ 
一九 〇七年  三、 四〇〇 、〇〇 〇布度 
一九 〇八年  七、 六〇 〇、 〇〇〇 布 度 
一九 〇九年  一 五、 二〇〇 、〇 〇〇布 度 
一九 0 九 年 ノ浦鹽 ヨリ 輸出 額 ハ 之ヲ ー九 〇八 年-一 
加 ヲ見タ リ 


一、 三 四 四、 〇〇〇 石 (十二 布 度 半 チー 石 トシ テ 換算 以下 傚 之) 

一、  六 四 〇、 〇〇〇 石 

二、  四 四 〇、 〇〇〇 石 

八〇〇 、〇 〇〇石 
I 、 〇六 四、 〇〇〇 石 

一、 六 四 八、 〇〇〇 石 

二 七 二、 ◦〇〇 .石 
六〇 八、 〇〇〇 石 
一、 ニー 六、 〇〇〇 石 

比 スル n 二倍 一九 〇七 年-一 比 スル ニ 四 倍 强ノ增 


斯ク ノ如キ ハ 蓋 
年 十一月 マテ ノ 

四十 一年 十二 
同  二 


シ 大豆 ノ歐羅 巴 輸出 ノ增加 セ ご 一因〆 モノー ーシテ ー九 〇八年 十二月 乃至 一九 〇九 
輸出 数量 左 ノ如シ 


同 

同 

同 

同 


四 

六 

八 


月 

月 

月 

月 

月 


合 


計 


一七 三、 三 九丄 
一七 三、 七 〇四 
四 八 七、 五一 六 
九 四 一、 九 八 二 
一九 七、 三 四 一 
二〇七 、〇 一〇 
三、 六 六 六、 四 九 


担 


祖 


/ 露 斤 
V 淸石 


四十 一年 一  月 
同  三月 
同  五月 
同  七月 
同  九月 
同  十一月 

三、 五六 六、 〇 一七 布度ノ 
一、 〇八 七、 七 七 六 石) 


重 ナル 積 出驛左 ノ如シ 
驛名 
哈 爾賓 


對靑山 
阿 什 河 
鳥 吉 密 
一  面 坡 
海  林 
雙 城堡 


西部 線 
東部 線 
同 
同 
同 

南部 線 


一九、 〇 〇〇， 
一八 八、 〇六六 
二〇 三、 四 六 三 
六 六 七、 〇六〇 
三 八 九、 七 七 七 
一八、 一七 六 


來集區 域 
松 花 江 呼 蘭 河通肯 河流 域一帶 
同 右 

賓州廳 、長 壽縣 、五常 廳 、雙城 廳管內 
賓州廳 、五常 廳 、長壽 縣管內 
長壽縣 、五常 廳管內 
綵芬 廳管內 

雙城廳 、新 城府 ® 樹縣 、五常 廳、 賓州 廳管內 


石頭 城 子 
陶賴昭 


窑 


門 


寬城子 


附 


同 

同 

同 

同 

長 春へ ノ來集 


楡樹縣 、新 城府 管内 
楡樹縣 、新 城府、 農 安 縣管內 
農安縣 、長 春府 

農安縣 、長 春府 、吉 林府 、伊通 州、 懷德縣 、新 城府、 檢樹縣 


長 春 ハ 從來 繁華 ナル 中部 満洲 市場 ノーナ リシ カ 戰後南 滿洲鐵 道 ノ我手 二 歸シ 日本 商人 力 此地ヲ 根 
據トシ テ 盛 一一 大豆 ノ買收 一一 從事 スル ヤ南滿 線 最北ノ 大豆 市場 トナ リ 集散 ノ範圍 廣ク 北滿洲 全域 一一 
;B リ其 集散 額 昨年 下半期 ヨリ 今年 上半期 マテ ーー 百 十 萬 石 ノ多キ -1 達 セリ 

而シテ 斯ク 盛況 ヲ呈セ シメ タル 他ノ 原因 ハ 農夫 力 冬期 休閑 ノ 車馬 ヲ 利用シ テ 運送 ヲ營ム 習慣 一一 在 
リ毎 年淸曆 十月 下旬 小雪 ノ候一 一至 レ ハ 小 河 結氷 シク 地方 的 集散 二 從事シ 得へ ク後 .約 半 ヶ月 大雪 ノ 
候-一至 レ ハ 大江 結氷 シク 始メク 遠 行-一 從事シ 得へ ク此後 三 ヶ月 ヲ以テ 輸送 期間 トス 遠 行-ー ハ 匪賊 
防衛 ノ爲 多ク十 車 二十 車 相 連リテ ー班ヲ ナス 彼等 ハ 商人 ノ爲 メー ー 運送シ 運賃 ヲ 得. ル ヲ 目的 トス ル 
モノ アレ トモ 自ラ販 運賣買 スル モノ 亦多シ 

彼等 ハ 長 春 二着 スレハ 棧店一 一宿 泊シ其 手 ヲ經テ 賣却ス (口 錢、 ン 普通 二分 ナリ) 若シ長 春 二 於 テ 他 地方 
一一 輸送 スル ノ更一 一有 利 ナル ヲ聞ク カ 時日 ノ餘裕 アル カ 又 ハ 返 荷 ヲ得サ ルー ー 於 テ ハ 更二 轉シテ 滿洲 
各地 一一 至 ル 新 民 屯 營口錦 州 地方 一一 於 7- 此 地方 ノ車輔 ヲ見ル コト 少カ ラス 

返 荷 ハ 容積 又/斤量 ノ割 合一 一 價格廉 ナル モノー ーシタ 滿 洲土產 貨物 ヲ多シ トス (輸入 貨物 集散 事情 參 
照) 就中 鹽ハ數 量-一 於 テ 最モ多 カリ キ返 荷/亦 棧店ニ ヨリク 周旋 セラ ル ロ錢 一車 一一 付 キニ吊 文ノ定 


ナ^ N 

販賣 穀物 ノ 代金 又 ハ 運賃 ハー 部 ヲ以テ 自家用 布 疋雜貨 ヲ仕入 パ ダ コト アリ 時 トシ テ ハ 代金 全部 ヲ 
投シテ 布 疋雜貨 ヲ仕入 レ歸リ テ之ヲ 附近/市場 若クハ 他家-一 賣リテ 更一 一利 ヲ獲， モ / アリ 通肯地 
方-ー テ 聞 クー ー長 春 マテ ー 往復 ••ー  シテ百 吊 文 以上 ノ純收 入 アリシ コト アリ ト云フ 

然〆 二 今年 淸曆 一月 以 來漸ク 衰退 ノ勢ヲ 示シ殊 二 此期二 至リテ 第二 松 花 江 以北 ノ 穀物 ノ 殆ント 之 
ヲ長 春 市場 二 見， 能 ハサ， 一一 至 レリ 是レ主 トシ 7- 哈爾賓 力北滿 一一 於 ケル 大豆 取弓ノ 中心 トナ リ東 
淸鐵道 力 穀物 吸 集 一ー カメタ レノー ーヨン ノト 雖モ此 數年來 布 疋雜貨 類ノ營 口大連 ヨリ 直接 鐵道  一一 r 運搬 
セラ〆 ル モノ 增加シ 殊ー ー數量 一一 於 テ 最重 キヲナ セ， 鹽ノ 輸送力 官營 トナ リ南滿 及浦鹽 ヨリ 鐵道 一一 
依〆 一一 至 I ハ 又 看過 シ難キ 原因 一ー シテ此 ニッノ 原因 ハ 互 一 一因 トナ リ果 トナ i 車 ノ來集 數ヲ減 

少セ火 ナリ 

此外 旅客 ノ 輸送/亦 從來收 入 ノーナ リシ f 近 來皆鐵 道-一 賴” '又 此ノ 不便 ナル 馬車-一 賴 ，モノ ナシ 

U  松 花 江 二 依， 輸出 

松 花 江 一一 依 リ黑龍 江 沿岸 地方 一一 輸出 セラ レシ 數量左 ノ如シ 

一九 〇七年  六、 八〇〇 、〇〇 〇布度  五 四 四、 〇〇〇 石 
一九 〇八年  七、 二〇〇 、〇〇 〇布度  五 七 六、 〇〇〇 石 
一九 〇九年  九、 九 〇〇、 〇〇〇 布 度  七 九 二、 〇〇〇 石 
松 花 江 ハ 平年 四月 半 ヨリ 十月 末* 一至 ル 航行 期間 一一 三 K 乃至 三 PX 半ノ 船舶 ヲ 通航 セ シムル コト ヲ得 
本 江、 ノ 平原 中 ヲ緩流 スル ヲ以ク 何 レノ 箇所-一一 7" モ破 泊シ得 サル コト ナシ積 込 ミニ ハ 曳船 ヲ河岸 二 

六 三 


六 四 


橫付 トシ 跳 板 ヲ架ス 碼頭ノ 設備 アルハ 哈爾賓 


ナ 


積 込 地點、 ノ 背面 一一 廣キ 耕地 ヲ有シ 附近 一一 集散 市場 ヲ有ス ，地方 ナリ 集散 ノ範圍 ハ 附近 四 五十 淸里 
- 一. 限 ラル 


晗爾賓 下流 ノ重ナ ，積 込 地 左 


名稱 
.呼 蘭 河 
大楡樹 
滴 達 嘴 子 
烏兒河 
猴兒石 
石頭 河 子 


新 


甸 


索 羅章口 
南天 門 
岔林河 


一一 


站 


得 茂 利 


一一 


姓 


位置 

左岸 

左岸 

左岸 

右岸 

右岸 

左岸 

右岸 

左岸 

右岸 

左岸 

左岸 

右岸 

右岸 


如シ 

哈爾賓 


距離 (露 里) 來 集範圍 


二 五 
不詳 
七〇 
七 六 
不詳 
一〇〇 
一四 三 
一 五八 
一二三 
ニー 九 
ニニ 六 
二 五一 
三 二 六 


呼 蘭 河一帶 
西集廠 附近 
巴彥州 
賓州 蜚克圖 

同 

巴彥州 

賓州 

木蘭縣 

方正 縣 

大通縣 

同 

薪 材積場 
依 蘭府 


佳木 斯 
蘇  々 
富 克錦 


右岸 

同 

同 


四 六 五 
四 九 八 
六 二八 


依 蘭府湯 原縣 
富錦縣 

同 


喇哈 .蘇々  同  七 〇 二  臨 江 州 
重ナ， 積 込 地 ハ 槪ネ 陸上 一一 棧房ヲ 有 ス棧房 ハ 多ク 商人 ノ開ク モノ ナン トモ 又 商人 卜 附近 ノ 大農 家 
卜 連合シ テ 營ムモ ノア”， 又 農家 之ヲ 所有 シー 定ノ 倉敷料 ヲ得テ 商人 ノ爲 メー ー 貸 スモ ノア リ 
小 麥ノ積 出 ハ 開 河 後 卜淸曆 五六 月頃 卜 結氷 前 卜 都合 三回 一ー テ 此際ハ 價格 騰貴 ス， ヲ常 トス 十月 及 
下旬 一一 至 レ ハ 黑 寵 江 結氷 スル ヲ以テ 其 後 解氷 マテ、 ノ晗 爾賓一 一積 出サ， ，モノ 多シ 結氷 後； 取引 殆 
ント 休止 スレ トモ 棧房力 翌年 積 出 シノ 目的 一ー テ 買 付 倉 入ナシ 置ク モノ アリ 


大豆 ハ 冬期 車運シ テ晗 爾賓長 春等ノ 市場 一一 出 ツル モノ 多 カリ シカ 今年 春 期 哈爾賓 一ー テ ノ賀 付盛卜 
ナ， ヤ沿江 地方 ヨリ 汽船 二 依リ 上航 ンタル モノ 少カ ラス 

民 船 ハ 本流 域 ヲ通シ ー千 隻內外 アリ 平均 二三 百石ヲ 積職ス 穀物 ノ 輸出- 一從事 スル コト ナク 哈爾賓 
下流 一一 於テ區 間內ノ 輸送 ヲ掌リ 其 積載 物モ 薪材 木材 燃料 馬 草ヲ主 トシ 穀物 ハ 甚夕 少ナシ 
松 花 江 一一 注ク 支流 ハ 少力 .ラナ， モ皆小 流 ニ シテ僮 カー ー木 材 薪材ヲ 管流ス ，一一 足， ノミ唯 呼 蘭 河 ハ 
河ロ ヨリ數 百 淸里餘 慶街ノ 西南 十五 淸里 マテ ハ 百 石 內外ノ 民船ヲ 航行 セシ， t へク 河ロ ヨリ 七十 五 
淸里 ナル 呼 蘭 マテ/汽船 ヲ通シ 得 ヘシ 呼 蘭ヨソ 上流 ハ 河通ノ 屈曲 甚シク 水深 二三 尺 一一 過 キス サレ 
、ノ 航行 日數モ 全ク 不定 一ー シ テ 北圑林 子 ヨリ 哈爾賓 一一 至 ル 早キ モー 週間 晚キハ ニ週間 ヲ要 スル ヲ以 
テ 多ク 利用 セラ レス 唯 春 期 道路 融化浞 濘 一一 際シ 冬期 運搬 殘リ トナ リシ 穀物 力 積出サ .ルルー ー過 キス 


本年 ヒ月 一日 ヨリ哈 爾賓三 姓 及拉哈 蘇々 ノ三 箇所 二 淸國 税關 設立 セラ レ 凡ソ此 地方 ヨリ 露領ー ー輸 
出 セラ， ル 貨物、 ノー  八 五六 年ノ 改正 輸入税 率-一依 リーグ 課税 セラ レ 露領 ヨリ此 地方 一一 輸出 セラ ルル 
貨物 ハー 九〇 二年ノ ー般 税率 一一 據テ 輸入税 ヲ課 セラ 1^ 又 內地產 貨物 力 輸出 セラ ルル 際 ハ 此等 地方 
ノ何レ カ ニ 於 テ 通過 税 トシ r 輸出税 ノ 半額 ヲ課 セラ レ 輸入 貨物 力內地 一一 輸送 セラ， ル 場合 ハ 此等 
地方ノ 何 レ-一力 一ー テ 同 シク 通遇税 トシ 7- 輸入税 ノ 半額 ヲ課 セラ ル 
小麥 輸出税/一  担 二 付 キ海關 両一錢 (一 匆) 大豆/同 六 分 トス 

第 六 穀物 集散 ー ー從事 スル 者 
ィ  農夫 

穀物 集散、 ノ 農夫 力 其餘剩 穀物 ヲ販賣 スルー ー始ル ハ 論ヲ俟 タス 北滿洲 地方 ノ農 夫、 ジ智 識未夕 商業 的 
ナ ラス 相場 ノ 如何 ヨリモ 寧 口金 錢ノ 必要 一一 迫 ラレク 賣出 スノ傾 アリ 只鐵道 沿線 地方 ノ 農夫 ハ 漸ク 
商業 的 トナ リ從來 ハ 販 賣方ヲ 問屋 ノ手一 一一 任 シク 顧 ミサ リシ モノ 今ヤ 直接 販賣ヲ 試，、、 然ラサ ル マ 
ヲモ 市場 一一 至リ 相場 ノ景氣 ヲ見計 ヒテ 賣放ツ ニ 至 レリ 車 輔ヲ有 スル 農家 ハ 冬期 車馬 ノ 休閑 ヲ 利用 
シク 遠 行シ又 有利 ナル 市場 ヲ選擇 シク 販賣ス レ トモ 車輛 ヲ有 セサ， 小農 一一 在 リーグ ハ 他人 ノ車ヲ 借 
リ又ハ 他人 ノ 市場-一 出ツ， 際！ 二石ツ ツヲ 托送ス ，力 降雪 後橇- 一-グ 運 フー ー過 キス サレ、 ノ 小農 ノ集 
散 一一 從事ス ，範 園、 ノ最 モ狹ク 附近 ノ 市場- 1 出ツ〆 能、 ノス 

口  燒鍋 

燒鍋ハ 地方 ノ 集散 上 最モ 重要 ナル モノ ナリ殊 一一 開墾 ノー 初期 一一 於 テ、 ノ燒鍋 ハ 唯ー ノ經濟 機關ナ リー 
地方 ノ新一 一 開墾 セラ ル， ヤ 附近 ノ燒 鍋、 ノ其地 一一 新 燒鍋ヲ 設置シ 油坊 磨坊ヲ 蒹ネ此 等-一 要ス， 原料 


穀物 ヲ買 入〆 ル ノ外 穀物 ノ賣買 ヲ營ミ 同時 一一 雜貨舖 質舖ヲ 兼業 ス其 資本 ハ 多ク舊 燒鍋ノ 信用 ヲ利 
用シテ 帖字ヲ 發行シ ー切 ノ支拂 二 用ヒ 自家 製造品 輸入 貨物 ノ販賣 及 貸付金 ノ回收 等 一ー ヨリ 發行帖 
字ヲ 受取 ル ヲ以テ 燒鍋、 ノ全ク 現金 ナシー ー 營業シ 得 ラ， ノ ミナ ラス 殆ント 其 地方 ノ 商業、 工業、 金融 ヲ 
獨占ス 北 滿洲ノ 都會ヲ 見 / V ノー ー大 商人 トシ テ ハ 先 ツ指ヲ 燒鍋一 一 屈セサ ，へ カラス 是一 一依 リタ 觀レハ 
S 洲ノ 都會、 ノ堯鍋 一一 芽 ヲ發シ 之ヲ 中心 トシ 7- 發達セ シモノ ナルへ ク 即チ燒 鍋、 ジ都 會ノ小 ナル モノ 
一ー シ テ 都 會、 ジ燒 鍋ノ大 ナル モノ ト云 フヲ得 ヘシ 村落 一一 在リテ / 燒 鍋ノ屋 號ヲ以 テ 地名 卜爲 セ， モ 
\ 少 カラス 

宙坊モ 亦 諸種 ノ營業 ヲ兼ネ 地方 集散 ノ 中心 トナ， モノ アレ トモ 燒鍋- 一比シ 規模 小ナリ 
燒鍋ノ 得意先、 ン主 一一 中農 以下 ナリ 彼等 ノ經濟 力頗， 窮迫 セ， コト 農業 事情 第 十五 農家 經濟 ノ條二 
於 テ 述へ タルカ 如シ燒 鍋、 ノ專ラ 彼等 ノ 金融-一 應 ス多ク 現品 ヲ 貸付 ヶ收 _ 期 一 一至 リ 7- 計算 ス燒鍋 力 
雜 貨舖ヲ 兼業 スル ノ 目的、 ノ又此 二 存ス故 一一 雜貨 類ノ仕 入高モ 亦之ヲ 限度 トナ スモ ノ アヲ 
B ーシ 近來 此等ノ 方法、 ン 漸次 減少 ノ傾 キアリ 是レ  ー、 ノ帖子 發行ヲ 禁止 セルト ー/農夫 力 漸次 彼等 ノ 
關添ヲ 兌 セント スル ノ念 ヲ生シ 來ソ シー ー依 レ トモ 燒鍋 自身/近 來 農家 ノ 信用シ 難 キー ー依， 卜 云へ 
リ 

燒鍋' ノ此等 穀物 ヲ自ラ 販運シ 又 ハ 外 來客商 ノ來ル ヲ俟ッ 北滿洲 地方 一ー テ/一  萬 五 千晌一 一 付 キー燒 
鍋ヲ有 スル 割合 ナリ 

、ノ  雜貨舖 

一地 方ノ經 濟狀態 稍進步 スル-一 從ヒ 從來燒 鍋營業 ノー  部 タリ シ布 疋雜貨 ノ販賣 業者 ヲ生ス 

六 七 


彼等 ノ大 ナル モノ ハ 其販賣 貨物 ノ代 價ヲ以 テ 土產ノ 阿片 ヲ仕入 レ 之ヲ營 ロニ 販運シ 其 代金 ヲ以テ 
雜貨ヲ 仕 入 レ 斯クシ テ 雜貨及 阿片 ノ賣 買卜 現金 輸送 ノ省略 トー ー ヨリ テ 利 ヲ得タ リ近來 小麥ノ 需要 
增加スルャ又此力賣 5? 一一從事シ次テ_阿片栽培ノ事禁止セラル,ヤ多クカヲ穀物賣買ーー注キ現在都 
會ーー 於 r ハ 穀物 取引高 一一 於 テ ハ 燒鍋 ヨリ モ多ク 且ツ遺 口 進取 的 一ー シテ 店員 ヲ 村落 間 一一 派シ テ賀收 
一一 從事セ シメ 又 中央 市場 一一 派遺シ 活潑ノ 取引 ヲ營 ミツ ツ アリ 彼等 ハ 又外來 客商ヲ 宿泊 セ シメ 此レ 
力爲メ ーー 代理 H 付ヲ爲 シ店ノ 業務 ヲ營ム モノ アリ 多クハ 副業 トシ テ 油 坊磨坊 ヲ營ミ 從前ハ 帖子ヲ 
發行 セ， モノ 少カラ ス 

叉 地方-一依 ソ布局 又、 ノ布櫃 卜稱ス ル モノ アリ 雜貨ノ 卸 賣ヲ主 トシ 穀物 賣 H ヲモ 兼ヌ雑 貨舖 ノー  種 
卜見， ヘキ モノ ナリ 規模 モ亦 大差 ナシ 

一一  店 (又 ハ 棧房卜 云フ) 

最モ發 達 セ， 都會一 一 於 テ、 ノ從 來布疋 雜貨ノ 問屋 ヲ有 セリ 即チ 外商 ノ布疋 雑貨 ヲ販 運シ 來ソシ モノ 
ハ 必ス此 店 一一 宿泊シ 店ノ手 ヲ經テ 市中 ノ商賈 一一 賣リ ー定 ノロ 錢ヲ 仕拂フ モノ トス 近 來布疋 雜貨ハ 
直接 營口長 春 等ノ地 一一 赴キ仕 入，， モノ 多ク 商業 手薄 トナ リタ， トー 方 穀物 ノ 取引 盛ナ， ヲ以テ 
外來 客人 ノ爲メ ニ 穀物 仲 K ヲ蒹 營ス ，一一 至 レリ 吉林省 一ー テ、 ノ重 ナル 都會 一ー ハ 槪ネ之 ヲ有シ 最モ重 
ナ， 穀物 取引 業者 ナリ客 商 ハ 皆 其 手 ヲ經テ 買收 一一 從事ス ロ錢ハ 普通 二分 トス 黑龍江 省 一一 在ソテ ハ 
僅 一一 呼 蘭 巴彥州 ニケ 所-一 於ーグ 見， ヲ 得へ ク其 取引高 モ他ノ 穀物 商人 一一 比シ 少シ 

松 花 江 沿岸 ノ 集散地 一一 在， 棧房、 ノ自ラ 倉庫 ヲ有シ 穀物 賣買二 從事ス ，モノ 特稱 タリ 客ノ爲 メー ー代 
理買 # ヲ ナス モノ アン トモ 多ク、 ジ自己 ノ 計算 一ー テ 賣買ス 


ホ  糧舖 

穀物 小 賣商ナ リ磨坊 ヲ有シ 小麥 、ノ 製粉シ 粟 高粱、 ノ 精白 シ-ズ 附近 ノ 住民-二 買， 集散 上大關 係ナシ 」 
此外 錢舖等 一ー タ穀物 賣買ヲ 兼ネタ ル モノ モア リ 

へ  老客 

老客ハ 從 來布疋 雜貨ヲ 販連シ 店 一一 宿泊 i/ 其 ノ手ヲ 經-ブ 賣却シ 其 代金 ヲ以テ 店ノ 手ヲ經 テ 土產 貨物 
ヲ買收 スル ー 種ノ 行商-一 對スル 名稱ナ リシ カ 雜貨ノ 直接 仕 入 盛 トナ リシ 後 ハ 殆ント 其 跡 ヲ絕チ 現 
時老 客卜稱 セラ ル， モノ、 ノ 中央 市場 ノ商 店員-ー シク 各地 方 市場 一一 穀物 買收 ノ爲メ 派遣 セラ レ タル 
モノ ナリ 多クハ 店 又、 ノ雜 貨舖一 一宿 泊シ テ 賀付一 一 從事ス 近來 漸次 老客ノ 地方-一 出張 スル モノ 多シ 

卜經紀  • 

自ラ S 舖 ■=? 有 セス 專ラ街 上 一一 於 ケル 取引 ノ仲立 ヲナシ ロ 錢ヲ得 ル モノー ー  シク ^ 龍 江 4 一一  在リテ ->' 
巴 彥州西 集廠二 於 7- ノ 、、、之 ヲ見ル 是レ此 地方/穀物 ノ 投機 流行 スルー ー依 ル-モノ カ此地 一ー ーグ 穀物 賣 
S 貝-一 從事ス ，一一/ 經紀ノ 手 ヲ經， ヲ以- グ最モ 便ナリ トス ロ錢ハ ー定 セス 

第 七 縠物ノ 取引 

ィ  市場  . 

重 ナル 布 場 一ー テ ハ 街頭 一ー ー區劃 ノ廣場 ヲ有シ 糧車ノ 集合 取引所 トナス 取引、 ノ 早朝 一一 始マリ 八 九 時 
頃 一一 終 ル 之 ヲ集市 卜云フ 取引 少キ 地方 一一 在 リーグ ハ 隨意街 上  一一 7- 取引 セリ 之ヲ 散市卜 ■ス 代金 ハ 總 
テ 現金 ナヅ 

•P 相場 ノ建 方及ヒ 受渡シ 


七〇 

淸商間 一一 在ソテ ハー 石 ヲ單位 トシ 官帖又 ハ 市帖ニ テ 相場 ヲ立ッ 

桝ハ官 斗 一斗 桝ヲ用 フ斗稅 局 ニ テ 市中 ノ 木工-ー シ テ 製造 セ シメ タ， モノ ヲ賣 渡ス拂 下價格 銀七両 
一ー シ -ア 翌年 ヨリ每 年斗税 トン 7- 三両外 一一 火耗 トシ テ 六 錢計三 両六錢 ヲ市價 一一 照 ラシ 官 帖ヲ以 テ 納 
付 セ シム (巴 彥州ニ クニ ニ 吊 二百 文ヲ要 スト 聞 ケリ) 領斗 後更一 一 商務 會ーー 赴 キタ 檢査 ヲ經サ ルへ カラ 
ス檢査 料 一 吊 五 百 文 ナリ其 標準 ハ 小米 (衆 ノ精 ケタ ル モノ) 四十 斤 トス 糜子 •米 ヲ用 フル 地方 モア リ然 
レ トモ 實際二 於 テ 各地 ノ斗ハ 小差 アリ 衡モ亦 整 ー ナラ サル ヲ以テ 斤量 ヲ 標準 トス ル モ ー致 スル コ 
卜難シ 三 姓ノ斗 ハ大ー ーシテ 賓州 ノー  斗 ハ 此地 一ー テ 六 升 二 合一 一 計算 セラ， 又 半 斗桝一 一 限リテ 私製 ヲ 
許サ， 

商人 力 農夫 ヨリ 買 取， 時 ハ 種々 ノ奸策 行 ハ〆 即チ斗 搔ノ扱 方 一ー ヨリ桝 目 ヲ盜ム 時 トシ 7- 大豆 ハ 約 
一割 小麥ハ 五六 分ノ树 減 リヲ見 ル コ •ト アリ 又 一斗 以下 ノ端數 一ー ハ 树ヲ用 ヒス 商人 ノ 目分量 一ー テ 實 
量 3 リ少ク 見 積 レ トモ 農夫 ハ 斯カル 少量 ヲ 他店 一二 買 ル コト 能 ハナ〆 ヲ以テ 之ヲ忍 フヲ常 トス 是等 
ハ 大 商人-ー ハ 少ク小 商人 又 ハ 仲買人 ノ多ク カ弄ス ，手段 ナリ 

淸商卜 外商 トノ 取引 ハ 貨車 渡シ又 ハ 汽船 積 ミー 布 度 (三十 斤) ヲ單位 トシ 露貨 一ー テ 相場 ヲ立ッ 麻袋 ハ 
買手 持ナリ 此方 法 一一 依 レ、 ノ買付 外商、 ノ 品質 一一 於 7- 苦心 スル コト 少ナク 賣込淸 商 ハ 石 建卜布 度建ノ 
間 及 露 貨卜官 帖トノ 相場 ノ間一 一 於  一 7* 商略 ヲ運ラ スノ 利益 アリ 最モ 小麥ノ 受渡シ ハ 容積 ーブー ルカ 
二 對シ五 百 十五 ゾロ 1 トニック ( ー ゾ -TI I 丨トー ーック ハ 我 一 匁 一分 三釐八 毛 . S 下 ハ 不合格 トス ル 方法 
アレ トモ ー般  一 I 行、 ノ〆〆 一ー アラス 大豆 二、 ノ此 事ナシ 

近 來邦商 ノ如キ ハ 自ラ 各市 場 一一 出張シ 石 建 ノ官帖 代價一 ー テ 取引ス ，モノ アリ 露國滴 人モ 時々 地 ^ 


•一  出張 ス， モノ アリ 

/  定期 及ヒ 先物 契約 

從來此 地方 一一 於 テ ハ 穀物 ノ 空相場 流行 セリ 殊一 一日 露 戰役當 時穀價 非常 一一 亂調ナ リシ 際 ハ 最モ碰 二 
行 ハレ 呼 蘭 ノ如キ ハ爲一 一 倒產セ シモノ 少カ ラナ リシ モニ 三年 前 官憲 之 ヲ嚴禁 シー 7* ヨリ 殆ン ト跡ヲ 
絕テ リ晗 爾賓一 一於ケ ，淸 商及ヒ 外商 間ノ 取引 ハ 現物 賣買 多キモ 地方 一一 在ソテ ハ 老客卜 地方 商人 間 
及ヒ 地方 商人 間 一一 於 テ 定期取引 ヲナス モノ 少 ナカ ラス 目的物 ハ 小 麥及ヒ 大豆 ヲ主 トス 稀-一 靑苗ノ 
時 一一 契約 ス， モノ アン トモ 小麥ハ 淸曆 六月 頃 ヨリ 大豆 ハ 淸曆七 八月 頃 收穫ノ 見込 略 付 キタ， トキ 
一一 始マ ，受渡 期 ハ 十一月 一日 最モ 多シ 之ヲ大 期卜稱 ス此外 十二月 一日 渡 シア レ トモ 少シ又 沿 江 地 
方 一ー テ ハ 開 氷渡シ ノ 契約 ヲナ スモ ノ アリ 契約 卜共 一一 必ス 代金 全部 ヲ交 付シ 保證人 ヲ要ス 故-一 殆ン 
卜 投機 卜目ス へ カラス 然レ トモ 尙期糧 卜稱ス 之 一一 對シ 受渡シ 期間 ハ 隨意 契約 ニ ヨ〆 先物 賣買ハ 之 
ヲ批 卜稱 セリ 

第 八 地方 需要 貨物 輸入 關係 

從來 地方 一一 於 テ 需要 セラ， ル 布疋雜 貨等ノ 貨物 ハ 營ロ ヨリ 輸入 分布 セラ レタ， コト 今日 卜同シ キ 
モ仕入 先 ハ 必スシ モ+營 ロー ー 限 ラス 奉 天 長 春 新 民 屯 ノ如キ ハ 又 重ナ， 仕 入地タ リシ 是レ當 時-一 於 r 
ハ 交通 機關 トシ r ハ 唯ー ノ大 車アパ ノ ミ旦ツ 地方 ノ經濟 狀態モ 未夕 充分 ナル 發 達ヲ遂 ケス 其 集散 
、ノ重 一一 農夫 及 客 商 ノ手一 ー ヨリ テ 行 ハレ タ， 一一 因， 從ツテ 價 格ノ 如キモ 距離 運賃-一 比例 セ、 ノ甚夕 區 
々夕， モノ アリ キ 近年 住民 增加 開墾 進行 卜鐵 道ノ 開通 一ー ヨリ 地方 商業 ノ發達 ヲ來タ シ仕入 價格ノ 
低廉 及ヒ 運搬 ノ迅速 安全 力最モ 重 ナル 競 爭條件 トナ リシ ヨリ 地方 商人 ノ 直接 營ロー ー  赴 キ仕入 レー ー 

七 一 


從事シ 鐵道- 一依 リ 最近 驛タル 哈爾賓 阿 什 河 雙城堡 一一 積 送リ河 流 又 ハ 陸路 二 由リテ 需要 地 一一 運搬 ス 
ル モノ 多キヲ 加へ タリ 之 力爲一 一最モ 打 擊ヲ受 ケタ ル 地方 ハ 奉 天 ナリ此 地 ハ 滿 洲土產 貨物ス 集散地 
タルト 共-一 輸入 貨物 ノ 再輸出 地 トシ- ブ其 貿易 額營 口， 一次 キ 最大 ナル モノ ナリシ カ今ヤ 皮類ノ 集散 
ヲ除 キク ハ 只 附近 ノ 集散 ヲ掌ル 地方 的 市場 タルー ー過 キサ ル ニ 至レソ 

然レ トモ 容積 叉 ハ 重量 ノ割 合-一 價格ノ 廉ナ， モノ ハ 尙從來 ノ如ク 車 運 一ー ヨリ 客 商 又 ハ 農夫 ノ手一 一 
由 リテ販 運 セラ ルル モノ 多シ其 大部分 ハ 滿 洲土產 貨物-ー シ テ槪ネ 原産地 ヨリ 輸送 セラ ル 即チ遼 西 
及營口 地方 ヨ リノ 綿花、 梨、 滷水、 鹽. 吉林ヨ リノ 煙草、 麻、 壷 瓶類齊 々哈 爾ヨ リノ 面 城 ノ如キ 是ナリ 輸入品 
二 在 リタ モ紙 類、 葦 蓆、 砂糖、 磁器、 鐵器ノ 如キハ 亦 車 運 一ー ヨル モノ 多シ 

地方 商人 ノ營口 仕 入 ニ ハ 店員 ヲ派 遣シ 置ク モノ アレ トモ 派 遺 セ サル モノ ハ 營 ロノ 取引 店 ヨリ. 時々 
相場 表 (行 情單) ヲ送〆 營ロョ リノ 著 地 マテ ノ 運送 ハ 同地 ノ 運送 問屋 (鑛局 又 ハ 轉 運棧) ニ テ 請負 ヒ 運搬 
上ノ諸 掛リ及 税金 等 一切 ヲ 代辦シ 著 荷ノ上 運賃 卜 共-一 仕拂 フ若シ 檢査ノ 上 損傷 不足 アレ ハ 賠償 ス 
營ロ ヨ リ 哈爾賓 マテ 普通 三日 ヲ要ス 運送 問屋 ハ 本店 ヲ營 ロー ー有シ 哈爾賓 長 春 等ノ各 重要 地 一一 支店 
又、 ノ 取引 店 ヲ有ス 

營 口へ ノ 代金 仕拂一 ー ハ 爲替ヲ 利用 スル モノ 少ク 哈兩賓 一一 r 露 貨ヲ買 入 レ 持參ス ，モノ 多シ 地方 商 
舖モ 大ナ， モノ ハ 露 貨ノ賣 買 及 相互 爲替ノ 業務 ヲ取 扱フモ ノア リ營 ロノ 取引 店 二 對シ 信用 厚キモ 
ノ 、ノ營 ロノ 過爐銀 決算期 迄 懸ケト ナス コト ヲ得レ トモ 此 地方 ノ 商人 ハ 多ク 現金 取引 ナリ 
販賣モ 亦 現金 ヲ原則 トス レ トモ 人 一一 依 リ 五六 日ヲ 延期 スル コト アリ 偶々 ー ニケ 月ノ 長期 二百 一〆 モ 
ノハ用 錢トシ テ 普通 一分 ヲ收ム (商品 ノ 說明乂 呼 蘭 ノ條參 照) 


斗 二 付 キ廿四 文 
斗 一一 付キ 十二 文 


第 九 税率 

黑寵江 省 

一、  穀物 賣買二 對スル 課税 

ィ 、粮税 賣買税 ニ シテ 買手 ヨリ 徵ス 

上等 米、 胡麻、 綠豆、 小麥、 粟 
下等 高粱、 大豆、 大麥 、玉蜀黍、 養 麥 、大玄 豆 
口、 出境焉 輸出税 ニ シテ 買手 ヨリ 徵ス賣 買價格 ノー  分 
ハ、 警 費 巡警 學堂經 費-一充 ッ 買手 ヨリ 徵ス賣 買價格 ノー  分 
二、 斗 捐賣手 ヨリ 徵ス賣 買 價格 ノー  分 

尙ロノ  ノー、 ノ 三種 ハ 税額 ノー  割 五分 ヲ經費 銀 (徵税 費) トシ テ 附課ス 出 境捐ハ 別 一一 納税 證明書 一 
一一 付キ 四百 文 ヲ徵ス 之ヲ 票錢 卜云フ 
佴シ 自家用 糧ノ賣 買-ー ハ 課税 セス 
ィ 、口、 一ー ノ 三種 ハ 税局 一一 納メ/  / 商務 會ノ手 一ー テ 集 メ巡警 局 一一 納ム 

二、  雜 貨販賣 一一 對ス， 課税 

ィ 、百貨 捐 次 一一 擧ヶタ ，特別 貨物 ヲ除 キタレ ノ ー般 貨物-一 對シテ 課 ス 賣手ヨ リ徵シ 賣買 價格ノ 
分 一ー シク 尙 税額 / 一割 五分 ヲ經費 銀 トシ 7- 附課ス 
口、 特別 貨物 税 賣手ヨ リ徵ス 

阿  片  一両 二 付 キ銀 二分 二釐外 二 火 粍 銀 四 釐四毫 

七三 


枚 


自外 

リ外 

外 

外 

外 

用 二 

來二 

二 

二 

二 

ノ山 

V 山 

捐 

一 

一 

モ本 

シ本 

錢 

梱 

包 

ノ錢 

モ錢 

十 

二 

二 

ハ 八 

ノ八 

文 

付 

付 

之 文 

ン 、文 

キ 

キ 

ヲ外 

之 チ 

錢 

包 

徵省 

チ徵 

百 

頭 

セ產 

要ス 

文 

錢 

ス及 

セ 外 

チ 

百 

ス省 

收 

文 

ヲ 


七 


票 錢ヲ要 セ ス 


土產 阿片 賣價一 吊 文-一 付キ 十三 文 
雜  魚 賣價一 吊 文 一一 付キ六 十四 文 


土 域 面 城 同  六十 四 文 
藍  錠 同  七十 二 文 
黃  煙 同  七十 二 文 
® 麻 線 麻 同  三十 六 文 
豆 油 蘇 油 同  三十 六 文 
牛馬騾 驢豚羊 同  三十 六 文 
材木 類 二十 四 種 同  百  文 
木製 器具 木 m 外 A 種 同  百  分 
皮貨 及山貨 四十 五 種 同  三十 六 文 
酒  類同  百 十 文 


ハ、 警 費賣手 ヨリ 徵ス賣 買價格 ノー  分 
尙 税額 ノー  割 五分 ヲ經費 銀 トシ- 7* 附課ス 
三、 車輛-一 課 スル モノ 

馬 一頭 二 付キ  百  文 

吉林省 

一、 穀物 賣買- 一對ス ，課税 


厶 


收 


ィ、 g 捐-賣 買税一 ーシテ 賣買 兩手ヨ リ徵ス 

賣手ハ 賣買價 格 ノ九厘 買手 ハ ー分一厘 ナリ 
口、 斗捐 同 シク 賣買税 ニ シテ 買手 ヨリ 徵ス 

第一 種 小麥 、大麥  一石 一一 付キ 三百 文 
粟、 小豆、 綠 豆、 陸稻 、大豆  一石 一一 付キ ニ百 文 
高粱、 玉蜀黍  一石 二 付 キー 百 文  . 

巡 警及學 堂 經費一 一充 ッ賣手 ヨリ 徵ス賣 買價格 ノー  分 トス 

別 一一 捐 底卜稱 シー 石 一一 付キ ニ十 文 斗夫錢 卜稱シ 四 文ヲ徵 シ徵税 費 一 一充 ッ餉捐 ハ 別 
枚 一一 付キ ニ百 文 ヲ徵ス 
.二、 雜貨一 一 對ス， 課税 

イ餉捐 山海 產物 、煙、 酒、 木材 ヲ除キ タン ノ ー般 貨物 一一 課ス 商人 力 仕 入 レ タ〆 トキ ハ 買主 トシ テ ー 
一 厘ヲ納 メ賣却 セ， トキ ハ 賣主 トシ テ 九厘ヲ 收ム 

口、 山海 税 山海 S で i 收 ス山貨 、海産物、 菓實及 毛皮 類 二 課税 J 所-ー シ i 物ノ 名目 及 税率 


.第二 種 
第三 種 
ハ、 營業税 
尙斗捐 
納税 書 


左 ノ如シ 
藍  靛百斤 


銀貳錢 


蘇 


油 同 


牛 羊 油 同 


花 


磨 十 斤 


« 錢 
參錢 

壹錢 五分 


線 

豆 

瓜 

楡 


蔴 

油 

子 


g 斤 銀貳錢 五分 


同 

同 


磨 十 斤 


« 錢 
貳錢 
參錢 


蔴 

牛 

凍 


麻 百 斤 銀壹錢 五分 
油 同  參錢 
筋 十 斤  四錢 
蘑 百 斤  四錢 


分 


木 

蟹 

海 

芝 


耳 

肉 

菜 

蔴 


同 

同 

百 斤 
一石 


玉 蘭片 


斤 


江蠄蛀 同 


蟹 

大 


黃同 
料  同 


大海 米 同 
東洋 菜 同 


鮮 

栗 


姜同 
子 百 斤 


雜色梨  一 吊 


虎 

狐 


骨  同 
皮 同 


山 娌皮同 


虎 

狗 


皮 同 
皮 同 


貳錢 
壹錢 
貳錢 
參錢 
« 分 
四錢 
六 分 
貳分 
« 分 
參厘 
七厘 
« 錢 
壹分 
« 分 

壹分貳 厘 
壹分 K 厘 
壹分 K 厘 
壹分 


a 

海 


魚 同 
參 同 


鹿  筋 
土 面 城 
島 魚蛋 
南， •火 腿 
口  蘑 
洋  粉 
小 海 米 
古  月 
紅  棗 
落花生 
山  査 
豹  皮 
销狸皮 
貂  皮 
獾  皮 
0  皮 


同 

百 斤 
一斤 
一 支 

一斤 

同 

同 

同 

同 

百 斤 
一 吊 
同 
同 
同 
同 
同 


四錢 
四錢 
四錢 
壹錢 
« 分 
六 分 
六 分 
參分 
六 厘 
一分 
五 厘 
« 錢 
壹分 

壹分貳 厘 
壹分 K 厘 
壹分 五分 
壹分貳 厘 
壹分 


魚 

海 

鹿 

魚 

魚 


七 六 

骨  十 斤 
茄 同 


角 同 

翅 

肚同 


斤 


乾 鮑 魚 同 


花 

靑 


生 同 
笋 同 


針金 菜 同 


ぎ 

煤 

橘 

鹿 


姜同 
油  一 箱 


子 

茸 同 


吊 


水 獺 皮 同 


狼 

貉 

羊 

灰 


皮 同 
皮  同 
皮 同 
鼠  司 


六錢 
壹錢 
四錢 
K 錢 

六 分 
七 分 
壹分 
K 分 
八 厘 
七厘 

壹錢 五分 
壹分 
« 分 

壹分貳 厘 
壹分貳 厘 
壹分貳 厘 
壹分 

壹分貳 厘 


ハ、 菸 酒木税 同 シク 特別 ノ税局 アリ 税率 左 ノ如シ 

從價 一分 

百 斤 一一 付キ三 吊 二百 文 

一一、 牛© 税 同 シク 特別 ノ税局 アソ其 率 左 ノ如シ 


牛馬 騾驢各 賣價百 吊 文 二 付キ  三 吊 六 百 文 
豚 一頭  百 六十 文 
羊 一頭  八十 文 
牛皮 一枚  二百 文 
.ホ、 營業税 穀物 卜同シ 
三、 車輛-一 課ス〆 税 


五頭 曳以上  一輛 一一 付キ  ー年  小 銀貨 四 元 
四頭曳 以下 同  同  同  二 元 
海關税 一一 關スル 事項 ハ 第五 ノ "P 松 花 江 一一 由 ル 輸出 中 一一 述へ タリ 

第三 章 各地 農業 及 集散 

第一  賓州廳 管内  • 

地積 吉林通 志 一一 據レ、 ノ賓 州廳管 內ノ旗 地一〇 九、 二 九 六 晌民地 一七 六、 五 五五晌 合計 二八 五、 八 四 七 
，间 一ーシ テ 外 一一 賓州及 拉林等 六處ー ニ 旦リ 官莊七 百 二 十 _ アリ 光緖 三十 四 年 丈量ノ 結果 民 地 ノ浮多 地 

七 七 


煙草 及 木材 
酉 


秦 


七 八 

(貸 下地 以外 一一 開墾 七 ラレ タグ モノ) 五 九、 九 八 三 晌ヲ 發見シ タル ヲ以テ 同年 ノ民 地總計 二三 六、 五三 八 
，一旗 民 地 總計三 四 五、 八 三〇晌 ナリ 

此 外瑪埏 河流 域 ノ地モ 賓 州廳- 一屬シ タルカ 後長 壽縣二 編入 セリ 此 地積 合計 五一、 一七 三 晌ナリ 
尙 開® シ テ 官一 一報 セ サル モノ 及 三十 四 年 以後 ノ 開墾 セラ レ タルモ ノア ル ヲ以テ 賓州廳 長 壽縣總 計 
四〇〇、〇〇〇晌卜見ハ大差ナカグへシ(此地方ハ 7 1ヲ七千二百弓又、1二千六百弓卜稱ス) 

最初 ノ開 塾/乾 隆 年間 一ー シク 阿 什 河 附近 ノ旗地 及 枷板站 附近 ノ站丁 地 (約 二 萬晌 アリ) 一一 始マレ リ賓 
州 附近 ハ 百年 來新甸 附近 ハ 五六 十 年 來新甸 以西 猴兒石 附近 ハ 三 四十 年 來ナリ 現 時 開墾洽 ク 窪地 ヲ 
除キ- グハ 殆卜 耕地 ナラ サル ナシ 

地積 一一 對スル 人 ロノ 割合、 ノー  晌一 一付キ i .J 人ナリ 

地味 北 滿洲二 在 リタ 新開地 ヲ除 キ最モ 肥沃 ナリ 東北 部殊一 一 豐饒ニ シー グ賓州 附近 ハ 北滿 ヲ通シ 最 
餞 等ノ小 麥ヲ產 ス然レ トモ 他ノ 作物 ハ ー般 一一 南滿產 - 一比シ 成熟 堅實ナ ラス 香味 共 一一 劣 レリ ト云フ 
肥料 ハ 殆卜 之ヲ用 ヒス 然レ トモ 近年 地力 漸ク 減少 シ 地方 毎年 一晌二 付キ ニ三 斗 ノ差 アリ ト云フ 
收穫量 阿 什 河 附近 一ー テ ハ小麥 大豆 豐年 一晌ノ 收穫六 七 石 高粱 粟 七 八 石 一一 上 ル コト アリ 本年 ハ 小 
麥五石 大豆 四 石 高粱 粟 各 四 五 石ナリ 蜚克圖 附近 ハ 本年 小麥 大豆 各 五 石 一ー シク 大豆 ハ 昨年 七 石ノ收 
穫 アリ タリ 賓州 附近/本年 小麥 五六 石 大豆 三 四 石 ヨリ ニ三 石 一一 過 キサ ル 地方 アリ 粟/本年 四 石 乃 
至 六 石 高粱/四 石 乃至 五 石 一一 過 キス 昨年/大豆 六 七 石 粟 六 七 石 高粱 八 石 ノ收穫 アリ 枷 板站 附近、 ノ 
本年 小 麥四石 大豆 二三 石 粟 高粱 各 三 四 石新甸 附近/小 麥 昨年 五 石 本年 四 石ナリ 
全管內 平年 (七 八 分-作) ノ收穫 量 ハ 左 ノ如シ 


小 麥四五 石 大豆 五六 石 粟 六 七 石 高粱 六 七 石 
作付 步合 各地 ヲ 平均 スル ニ 小 麥三割 五分 大豆 二割 粟 二割 高粱 二割 雜穀 五分 ノ 割合 ナ リ小麥 ハ 賓 
州 附近 ハ 牲 々四 割 乃至 五 割 一一 上 レ ル 地方 アリ 此等ノ 地方 一ー テ ハ 大豆 ハー 割强 一一 過 キサ ル モノ アリ 
阿 什 河 附近-ニ グハ 粟ノ 作付 一割 强- ーシテ 玉蜀暴 一割 方ヲ占 メタ リ 

以上 耕地 面積 作付 步合及 收穫量 ヨリ 賓州廳 及長壽 縣管內 ノ生產 槪額ヲ 產出ス レ ハ 左 ノ如シ 
耕地 面積 四〇〇 、〇 〇〇晌 


小 

大 

粟 


麥 

豆 


作付 步合 
三 五 
二 •〇 
二 •〇 


作付面積 

四 〇 〇〇〇 
八 〇、 〇〇〇 
八 〇、 〇〇〇 


一响次 « 量 
四 .心 
五 •五 
六* 五 


總收穫 量 

六 三 〇、 〇〇 G 
四 四 〇、 〇〇〇 
五 二〇、 〇〇〇 


五 二 〇、 〇〇〇 
一 五〇、 Q 〇〇 


播種 量、 ン 


付キ 大豆 二 斗 乃至 二 斗 五 升 高粱 一斗 粟 


高  粱  二 •〇  八〇 、〇 ◦〇  六 •五 
其  他  〇 •五  二 ◦、〇 〇〇^ 一泰 ; 7 七 •五 

總產額  二、 二 六 〇、 〇〇〇 石 
輪作 ノ順 序', 小麥 、大豆、 高粱、 粟又 ハ 小麥ナ 
七 八 升小麥 五斗 大麥六 斗 ヲ要ス 

小作料 普通 二 石 四 斗 ナリニ 石 內外ノ モノ アレ トモ 少シ 小作人 ハ 農具 性口勞 カノ 外 巡警局 費 每 _ 
三 吊 六 百文ヲ 負擔ス 半淸ノ 方法 モアレ ト少シ 半 淸ナレ 、ノ 小作人 ハ 巡 警費ノ 半額 ヲ負擔 スル 習慣 ナリ 
地主  阿 什 河 附近 ニ テ. ハ 百 晌內外 ヲ有ス V モノ ヲ以 ーア 最大 トス 賓州 附近 ニ テ ハー 千晌ヲ 有ス〆 モ 

七 九 


八〇 

ノ 五六戶 五六 百晌 ヲ有ス ，モノ 十戶內 外 アリ * 板站 附近 一ー テ/百 晌ヲ有 スル モノ、 ノ 最大 ナ ，モノ 
ナゾ 同地 ノ 東南 三十 淸里九 千 五 (地名) ノ劉 某、 ノ九千 五百晌 ヲ有ス ，ヨリ 遂二 地名 トナ レリ 現 時百戶 
以上 一一 分 作 セ シメ ツツ アリ 猴兒石 附近 一一 七 八 百 晌ヲ有 ス〆 モノ 及 三 四百晌 マ 有 スル モノ 各 一家 ア 
ソ 

地價 數年前 マテ ハ 阿 什 河 附近 一ー テ 三百 吊賓州 附近 一ー テ 四百 吊 文 新甸 附近 亦 上 地 四百 吊 文 ナソシ 
モ 近年、 ノ農 冢經濟 窮迫 ノ爲メ 下落シ テ ニ百 吊 乃至 三百 吊 文 一一 過 キス 土地 ノ質入 レ 即チ當 ハ 三年 ノ 
期限 ニ シテ 地價一 一對シ 七 割ヲ貸 ス若シ 返金 ス， 能 ハサ レ ハ 當時 ノ時價 一一 照シ 殘金ヲ 受取” ノ  土地 ヲ 
讓渡ス 

農 產物ノ 集散 賓州廳 及長壽 縣管內 平年 ノ 生産額 ヨリ 小 麥八割 大豆 七割ヲ 輸出 シ得へ シ トセ ハ 略 
左 ノ數量 二 達ス 

小麥  五〇〇 、〇〇〇 石  大豆  三〇 〇、 〇〇〇 石 
今 管內谷 市場-一 於ヶ， 集散 狀况ヲ 左 一一 分述ス 

第二 阿 什 河 

一、 集散 經路 東北 賓外廳 管 內及長 壽縣ノ ー部 東南 五常 廳拉林 地方 ヨリ 來集シ 市中-一 消費 セラ ル， 
分 ヲ除キ 大部分 ハ 鐵道 一一 依 リ浦鹽 又 ハ 哈爾賓 二 輸出 セラ ル 相場 ノ 如何 ニ ヨヅテ ハ 車載ノ 儘， 哈爾賓 
又 ハ 雙城堡 一一 輸送 セラ グル コト アリ 
平年 ノ 集散 數量左 ノ如シ 

大豆  一 〇〇 、〇 〇〇石  小麥  一二 〇、 〇〇〇 石 
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總計  一、 〇 五一、 七 二 六 1 

取引 狀况 集 市 ハ 冬期 間關 帝廟 前 一一 開 カル 附近 ノ 農夫 來市 セ、 ノ先ッ 牛馬 車 店 一一. 泊シ 多ク 彼等 ノ手 
テ 經テ賣 却 ス買方 一一 立ツハ 店 及經紀 ナジ 現物 取引 多ク批 賣少シ 問屋 口錢、 ノー  分 トス 
運賃 其 他 停車場 マテ ノ 運賃 一石 一一 付キ 四百 文 汽車 積 込 費 一車 分 (五十八 石) 二十 吊內 外ナリ 
二、 輸入品 ノ 集散 雜貨ノ 仕 入 先/ 營ロヲ 主 トシ 寬城子 奉 天 等 ハ 甚 夕少シ 銷售地 ハ 此地 附近 ノ外賓 
州 五常 廳拉林 地方 及 枷板站 、木 蘭縣、 大通縣 、巴彥 州、 三 姓 地方 二 及、 範圍頗 ル廣 澗ナリ 昔時 ハ 齊 々哈 爾ョ 
リモ仕 入 ノ爲メ 商人 ノ此地 一一 來ル コト アリシ ト云 フ但シ 近年 ハ 各地 市場 ノ發 達卜 鐵道ノ 利用 增加 
セシ 爲メ 販路 漸ク 減衰 ノ傾 アリ 殊一一 今年 ハ 此 地方 一帶 不作 ノ爲メ 農夫 ノ 購買力 著 シク 減少 セリ 
輸入額 ハ 雙 城堡卜 大差 ナク約 一千 萬 吊 文-ー シク 重 ナル 商品 ノ價 格左ノ 如シ 


大尺布  一疋 八 吊 七 百 文 乃至 十二 吊 九 百 文 
花 旗 布  三 兎 一疋 二十 七 吊  雙馬 二十 四 吊 五 百 文 
打 連 布  眞龍 一疋 二十 九 吊  眞馬 二十 八 吊 七 百 文 

鸚哥 二十 七 吊 

淸水布  正 和 一疋 四 吊 七 百 文 

套 布  鼎 茂 一疋 二 吊 三百 文  天 和 •一一 吊 一 百 六十 文 
棉 糸  藍 魚 一小捆 十五 吊 六 百 文  人擔茶 十四 吊 五 百 文 
燐 寸  小箱 一 箱 二十 五 吊 五 百 文 
蠟 燭  一 箱 七十 吊 文 
紅 糖  百 斤 三十 四 吊 五 百 文 
白  糖  百 斤 四十 八 吊 文 

氷 糖  百 斤 六十 吊 文  > 

賣買ハ 現金 取引 多シ 停車場 城內間 運賃 ハ 秋期 百 斤 四百 吊文內 外ナリ 

第三 蜚克圖 

穀物 ノ 集散 此 地方 ノ小麥 ハ 夏期 鳥 兒河一 一出ッ 距離 五十 淸里 運賃 一石 一一 付 キニ吊 乃至 三 吊 文ナリ 
大豆 ハ 冬期 阿 什 河及哈 爾賓一 一出ッ 冬期 運賃 共-一三 吊文ヲ 上下 ス此外 豆 油ノ時 トシ テ 哈爾賓 一一 輸出 
セラ ル， コト ァソ此 地 ノ油坊 ハ 昨年 四 萬斤ヲ 出 セリト 云フ 

大豆、 ノ 農夫 ノ 直妾販 運 スル モノ 多ク此 地-一 7- 一千 石 以上 ノ買收 ハ 容易-一 非 ラス 小麥ハ 時々 鳥兒河 


シテ他 ノ三家 ノ雜貨 


道 沿線-一 阿 什 河驛ア 
ク 穀物 ノ來集 範圍廣 


商人 ノ 批買ヲ ナス モノ アリ 今年 五月 小麥 二十 五 吊 文 一ー テ 契約 セ， モノ アリ 
輸入品 ノ 集散 仕 入 先 ハ 阿 什 河ヲ主 トス 此地ノ ー燒鍋 一年 ノ賣上 數十萬 吊-一 
舖各十 萬 吊 文-一足 ラス 阿 什 河 ヨリ 運賃 一件 四百 文ナリ 

第 四 賓州 

一、 穀物 ノ 集散 

來集區 域 賓州 管內- 1 ハ 松 花 江 沿岸 二 新甸 、猴兒 石、 鳥 兒河ノ 三碼頭 アリ 東淸鐵 
リ 又西界 -1 近ク 哈爾 賓ノ大 市場 アリ 而シテ 賓州ハ 管 內ノ約 中央-一位 スル ヲ以 
カラス. 附近 四 五十 淸里 ナリ 

.輸出 經. 路及數 量 此 地方/小 麥ノ 栽培 多ク殆 ント四 割 方 ヲ占ム ル モ 沿江ノ 棧房力 直接 買收 一一 從事 
ス， モノ 多 キト 哈爾 賓トノ 距離 遠 カラ サダ ヲ以テ 其 地 ノ露淸 商人 力 直接 來ツク 買 集ム， モノ 多ク 
賓州 商人 ノ 取扱 高 多 カラス 昨年 中此地 ヨリ 鳥兒 河-一 送リ 汽船  一 了 7* 輸出 セラ レ 
過 キス 然レ トモ 若シ此 地 ヲ根據 トシ ク買收 一一 從事ス レ ハ 十 萬 石 內外ノ 數量ヲ 
云フ 大豆 S 昨冬 ヨリ 今春 一一 カ ケ約七 萬 石 開 氷 後烏兒 河 經由ニ テ 哈爾賓 一一 出夕 
十 萬石ノ 輸出 ヲ見タ リ 冬期 大豆、 ノ阿什 河 一一 出ッ， モノ晗 爾賓一 一 出 ツル モノー ー 
憂劣ヲ 比較ス ，一一 


夕， モノ 三 四 萬 石 一一 
得， コト 難 カラ スト 
グ モノ 約 三 萬 石 合計 
比シ 稍多シ 今 兩地ノ 


阿 什 河 

距  離 百 三十 淸里 
運賃 冬期 ^  S 


哈 爾賓 
百 九十 淸里 

二 吊 八 百 文 乃 
至 三 吊 五 百 文 


八 四 


商業 關係 密接 ナリ 
返  荷  アリ 

積 込 費 積 込 費 一車 四留半 ヲ要ス 
口  錢直 接驛一 一 r 賣渡シ 問屋 ノ手 ヲ經 

，ヲ要 セス 

倉  庫貨 棧ナシ 貨車 少キ故 野積ノ 番人 

ヲ要ス 


密接 ナラス 
少ナシ 
三 留ナリ 

自己 計算 ニ ク送レ ハ 問屋 口錢 三分 (事 實、 1 1 分 也) 
ヲ仕拂 ハナ， へ カラス 
貨棧 アリ 又 貨車 ノ 準備 常-ー アリ 


此等 ノ關係 上賓州 商人 ハ 阿 什 河 渡 シヲ 希望シ 居 レリ 
此地 ヨリ 鳥 兒河經 由 河 運 一ー テ 晗爾賓 一一 至， 諸掛左 ノ如シ (石 建) 
鳥兒河 マテ ノ馬 車賃  一 吊 二三 百 文 
烏兒 河-ー テ 倉敷料 一期  三百 文 

(開 河 ヨリ 五月 マテ ー期 五月 ョ” 八月 マテ ー期 八月 ヨリ 結氷 マテ 


期 


ス) 


鳥 兒河一 ー テ 汽船 積 込 費 
哈爾賓 マテ ノ 汽船 運賃 


百 五十 文 

二十 五哥 乃至 三十 哥 


哈 爾賓- 1 テ 陸揚及 汽車 積 込 費 八哥六 
(一車 百 五十 袋 五十八 石 一一 付キ 五留) 

(此外 稅金ハ ー般 事情 ヲ參 照ス ヘシ) 

豆 油、 豆粕、 燒酒ハ 地方 ノ 需用 ヲ主ト スル モ 相場 ノ如阿 ニ ヨリ 輸出 セラ ルル コト アリ 昨年 一家 ニ テ S 


箱 十三 四 萬 布 度ヲ哈 爾賓二 輸出 セリト 云フ 

取引 此地ハ 集 市 ナク又 店ナシ 毎日 各燒鍋 雜貨舖 ヨリ 店員 ヲ城 門外 一一 派出 シク 農夫/運 ヒ來〆 ヲ 
待受ヶ 即座- 1 取引 ス從ツ テ 各 家 各樣ノ 相場 二 r 取引 セラ 火 

賓州 商人 ノ買 付/自家用 ノ外/ 外客 ノ依賴 ヲ受ケ -ス 從事 スル モノ 多 ク自ラ 進 ンク 輸出 スル モス 少 
ナ シ 露國 商人モ 時々 來市ス 先物 契約 モアレ トモ 三千 石 五千石 一一 限 ラル 鳥 兒河棧 房、 ノ此 地-ー テ 鳥兒 
河渡シ ノ 契約 ヲナス モノ 少カ ラス 

二、 輸入品 ノ 集散 

仕 入 先 ハ 營ロヲ 主 トス 但シ ー年 ノ賣上 數萬吊 文-一過 キサ ル 小舖ハ 阿 什 河 叉 ハ 哈爾賓 一一 赴ク 卸賣殆 
トナ ク皆小 賣ナリ 市中 屈指 ノ大商 タル 全 興 恒ノ賣 上 高/ 收穫後 正月 マ-ブー 日 三千 吊 文 乃至 四千 吊 
文 一ー シ-ア ー年 ヲ通シ 平均 約 七十 萬 吊 文 ナブ 此外 一年 三十 萬 吊 乃至 五十 萬 吊 文 ノ賣上 アル モノ 四戶 
二十 萬 吊 文 內外ノ モノ ニ戶十 萬 吊 文 內外ノ モノ 數戶 市中 總計 三百 萬 吊 文 乃至 四百 萬 吊文ナ 3 
全興恒 一年 ノ賣上 高 左 ノ如シ 

大尺布  一、 〇 〇〇梱 

同興宏 (百 三十 文) 廣 大和 (百 十 文)  ， 

花 旗 布  四 〇〇梱 

二 甲 (二十 八 吊 文) 跑馬三 十八 吊 文) 大鹿甲 (二十 九 吊 文) 

打 達 布  三 〇〇梱 
眞 龍 (二十 九* 吊 文) 

八 五 


一.  s 

套布  七〇 〇梱 
鼎 茂 (二 吊 二百 五十 文) 

清水 布  一〇 〇梱  ， 

裕德 (四 吊 八 百 文) 

石油  七 〇〇箱 

美孚三 十五 吊 文)  -  •  ， 
燐寸  四〇箱 

雜牌 (二十 三 四 吊 文)  ：‘  ：  ： ：：  、 

白  糖  三 〇〇 俵  ：  . .'• く.：' 

奇白糖 (三十 六 七 吊 文)  ... 

紅 糖  五 〇〇俵  —— 

輕皮 (三十 吊 文) 

運賃 阿 什 河 ヨリ 冬期 一件 八 百 文 夏期 一 吊 三百 文晗爾 賓ヨリ 冬期 一 吊 二三 百 文ナリ 

第五 枷板站  •‘‘  '  - 

一、 穀物 ノ 集散 

東北 二十 五 淸里一 一新 甸ノ碼 頭ヲ有 スル ヲ以ク 此地ノ 集散 ハ 見，- 一足 ラス 然レ トモ 新 甸渡シ トシ テ 
此地一 ー テ 契約 セラ ル， 數量每 年 小 麥三四 萬 石 一一 達ス 小麥ノ 品質 ハ 稍 賓州產 一一 優 リー 石 一一 付 一二' 十 
フン： トノ差 アリ 大豆 粟 高粱 ハ 其 出額 多 カラス 燒鍋及 雜貨舖 0 テ 客 商ノ爲 メー ー代 賀シ ロ錢ハ 猶 意 二 


百 七 八 百 文 ヨリー 吊 二三 百 文-一 及フ 


之 ヲ定ム 槪子 一石 一一 付 キー 吊文內 外ナリ 
此地 ヨリ 新甸マ テ ノ馬 車賃 ハ 道路 ノ 良否 一ー ヨ 

二、 輸入 貨物 ノ 集散 

大部分 營口 一ー  テ 仕 入 レ 阿 什 河 マテ 汽車 積 トシ 車運シ テ 此地一 一至, 哈爾賓 一ー テ 卸シ 汽船 
送リ 車運シ テ 此地一 一至， モノ 少カ ラサ リシ モ 税關ノ 設立以 來頓一 一 減少 セリ 市上 賣上高 
十 萬 吊 文 其他ノ 五六 戶ハ之 力 半 一一 過 キス 總計百 二三 十 萬 吊 文 ナリ重 ナル 商品 左 ノ如シ 

二、 〇 〇〇梱 


テ 新甸一 一 

德泰 厚三 


大尺布 
花 旗 布 
打 連 布 
套布 


三 〇〇梱 
二 五〇梱 
六 〇〇梱 


同 興宏百 五十 文 
啳狗 、鹿 甲 二十 二 吊 文 
眞龍 二十 五六 吊 文 
鼎 茂 百 二十 吊 文 


棉 糸、 ノー  年 五六 俵ヲ 取扱 フー ー過 キス 

阿 什 河 ヨリ 此 地-一至 S 物 運賃 i 期最 モ廉ナ T キー 件 二 吊 文道惡 シケ レニー ー四 吊 文 ヲ要ス 
食鹽ハ 本年 ヨリ 官ノ 專賣 トナ リー 地方 一一 付 キー 家ノ 「承 響— ヲ定メ  i 一一  分賣セ シム 該商ハ 保 
證金 トシ テ ニ 萬 兩ヲ預 入 S ヲ要ス 哈爾賓 一ー テ 百 斤 十五 吊 文 一ー テ 拂下ヲ 受ケ此 地 一ー テ ー八 吊 文 一一 
卸賣 ス小賣 價格二 斤 二 付 キー ー 巨 文ナリ 哈爾賓 ヨリ 此地二 至て 一新 甸 マテ ノ 汽船 積 一俵 (百 七 八十 
斤) 六 布 度 一布 度ノ 運賃 三哥 半新甸 ヨリ 此地 マテ ー俵 五 百 文 ヲ要シ 尙 一俵 一一 付 キ目減 ソ五斤 乃至 八 


斤ヲ見 


サ， へ カ ラス 此 地方 一年 ノ賣上 約 七十 萬斤ナ 

第 六 新 旬 


八 七 


八 八 

一、 穀物 ノ 集散 

來集區 域 此地二 來集ス ル 穀物 ハ 南方 六 七十 淸里ヲ 主 トス 河北 木 蘭 達、 索 羅章口 一帶ノ モノモ 小船 
ニ テ 此地一 一來ル コト アリ 本年 ハ 巴 彥州ノ 碼頭タ ル 滴 達 嘴 子 及 石頭 河 子方 面汜 濫セシ 爲メ此 地ヲ經 
ク積出 サレ タル 數量少 カラス ト云フ 


スチエ ンスク 方面 一一 輸出 セラ 


輸出 數量 及經路 小麥 輸出 額 每年七 八 萬石ナ リ 今年 開 河 後 ブラ ゴ— 

レシ モノ 四十 萬 布 度、 ノ  ス 方面 一一 三十 萬 布 度 ニ シク 十月 中旬 以後/ 黑龍江 地方 ノ結 氷シ始 
ムル ヲ以テ 哈爾賓 向ヶノ ミナ リ約 二十 萬 布 度 輸出 セラ ル ヘキ 見込 ナリ ト云フ 

大豆、 ノ 今年 春期哈 爾賓一 一 出 テ タルモ 多 カラス 若シ此 地 一一， グ賀收 セント セ、 ノニ萬 石 以上 ヲ得ル コト 
難 力， ヘシ 

高粱 ノ西 伯利亞 地方 一一 出 r クル モノ ー 萬 四 五千石 ニ アリ 火酒 醸造 ノ 原料 二 供スブ T フコユ スチエ ン 
スク 地方 多シ其 外 粟 三 四千 石 大麥七 八 千 石 豆粕 二 萬 布度ノ 輸出 アリ 
八 戶ノ棧 房-ー テ ー年 ノ 取扱 高 多キモ ノ百萬 吊 文少キ モノ 五十 萬 吊 文ナリ 

取引 新甸ノ 取引、 ノ殆卜 開 河 中二 限 ラレ 結氷 後 ハ 棧房卜 農夫 間ノ 取引 アグ モ甚夕 少ナシ 是レ此 地 
方ノ 農夫/比較的 富メ， ヲ以テ 翌春 價格 騰貴 ノ際 マテ 賣出サ ナル ーー ヨル 從ツク 馬車 一ー ヨリ 出ツ， 
モノ モ少シ 只 大豆 ハ 農家 自身 馬車  一！ J7- 阿 什河哈 爾賓 一一 出 タス モノ アリ 

露 商トノ 取引 ハ 甲板 渡 シー 布 度何哥 トシ テ 契約ス 麻袋 ハ 買手 持 ナブ 先約 モ アリ 期間、 ノーニ ヶ月 一一 
シ-グ 契約 當時 普通 半價 ヲ渡ス 

棧房ハ 資本 ヲ有シ 自已ノ 計算 ユ  ー 7* 取引 ス若シ 農夫 ノ 依 * I スル モノ アレ ハ 之 一一 應ス 


諸掛及 運賃 棧房ノ 代賣二 際シテ 要求 ス， 手 數料及 諸掛左 ノ如シ 
口  錢  一分  倉敷料 一石 六 百 文 
積 込 費 を 雌 -® 球、 五 四十 文 麻袋 縫賃  一 ® 二十 文 

車  賃  倉庫 ヨリ 準 頭 マテ 四十 文 
汽船 運賃 ハ 競爭ノ 如何 一ー ョリ昂 落甚シ 昨今 ノ 相場 左 ノ如シ 


ブ 
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ク丨 
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哥 
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至 
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+ 

五 

哥 

i 
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至 

i 

同  八哥 乃至 二十 哥 


冬期 車 運-ー ヨリ哈 爾賓二 至〆 運賃 一石 四 五 吊 文ナリ 

新甸ノ 上流 五十 淸里 ナル 猴兒石 二 昨年 ヨリ 新 棧房開 カレ タリ 新甸 商人 義太 棧卜猴 兒石ノ 大農 鄭家 
トノ 合資 一一 係リ 昨年 小麥 三千 石 今年 四千 石ヲ 輸 出 セリ 

第 七  木蘭縣 

此 &  ¥  ノ中 五站以 東 ハ ® 來巴彥 州 二 屬シ 最初 ノ貸下 ハ 咸豊 年間-一 在 レ トモ 開墾 ハ 此二 三十 年來ノ 
事 一一 屬ス 五站 附近 及 以東、 ノ從 前吉林 省-一 屬シ驛 站ノ設 アソ其 附近、 ン站丁 地 卜稱シ 驛人ノ 開墾 セシ 
モノ 少 カラス 光緖 三十 三年 新地 貸 下當時 マ r 總計四 五萬晌 ノ旣墾 地 アリ タリ 同年 ノ貸下 ハ 巴彥州 
一一 接ス， 地域 及 白 楊 木河ノ 東西 兩岸 一ー テ 九 萬 五 千餘晌 ナル モ此等 地方/山-一 近 クシ テ 砂礫 多ク桉 
木 繁茂 シク 開墾 容易 ナラ ス 現在 ノ 耕地 面積 ハ 約 六 萬晌一 一過 キス ト云フ 

八 九 


九〇 

地味 槪シテ 江 南賓州 附近- 一比シ テ 劣 レリ 粘土質 土壤少 カラス 開墾 十 年 以下 ノ 地方 少カ ラブ ル ヲ 
以テ 地味 熟 セス 高粱 モ 漸ク此 五六 年 來始メ テ 栽培 セリ. 卜稱 スル 地方 少 カラス 作物 斤量 輕ク 小麥大 
豆 每斗豐 作 各 三十 八 斤 玉蜀黍 高粱 三十 斤內 外ナリ 

收穫量 平年 五六 石ナリ 小麥ハ ー石 方少シ 昨年 ハ 大豆 高粱 粟 皆 甚夕豐 作-ー シテ六 七 石-一 上 リ玉蜀 
黍 ハ 八 九 石 ノ收穫 アリシ モ 今年、 ノ四五 石 一一 過 キス 唯 小麥ハ 五 石 ノ收穫 アリ 作付 步合ハ 小麥三 大豆 
二、 粟 二、 高粱 一、 玉蜀黍 一、 五 其他〇 、五 ノ 割合 ナリ 

新開地 ノ 栽培 新開地 方 ハ 當 年若シ 開墾 早ケレ ハ 黒豆 ヲ播キ 晚ケレ ハ 騫 麥ヲ播 ク黑. 豆 ハ 搾油 シ得 
へク又 馬糧 トシ テ 良好 ナル ヲ以テ 騫麥ー ー比シ 有利 ナリ 播種 ヨリ 成熟 マテ ニケ 月 ヲ要ス 蕎麥ハ 四十 
日 一ー シク 足 ル 第二 年 ハ 大豆 又 ハ 早 谷 子 卜稱ス ，粟 ノー  種 ヲ植ゥ 第三 年-ー ハ 粟 第 四 年-ー ハ 始メテ 小 
麥 ヲ植ゥ ヘシ 開墾 後 四 五 年 目 ハ 地. 力最モ 盛ナリ  , 

穀物 ノ 集散. 

管內ノ 集散 市場 トシ テ ハ 石頭 河 子、 索 羅章口 及 五 站ナリ 石頭 河 子 ハ 棧 房二戶 ヲ有ス レ トモ 其 來集區 
域 ハ 巴 彥州ヲ 主 トス 五站ハ 江 岸 一一 瀬 セス 地方 的 集散 市場 タリ 索羅章 口、 ノ 汽船 ヲ 碇泊 セ シム ヘキ. モ 
棧 房ナク 集散 碼頭 トシ テ ハ 未 夕見ル ーー 足 ラス サレ ハ 此 地方 ノ 小麥ノ 集散 ハ 全ク 新甸 商人 ノ手一 一 在 
リ木 蘭縣ハ 位置 ヲ索羅 章 ロー ー 選 ヒタ， ヲ以テ 將來ム 獨立ノ 碼頭タ ルへ キモ 來集範 圍狹少 ナル ヲ以 
-K 大ナル 發達ハ 遂ケ難 力， ヘシ 

結氷 後 大豆 ハ 車載シ テ 晗爾賓 二 出ッ  . 


索羅章 ロヨ リ新甸 マテ 小船 積 ミー 石 一 吊 文內 外ナリ 

輸入 貨物 ノ 集散 仕 入 先 ハ 阿 什 河 又 ハ •哈 爾賓 トス 巴彥 州、 i キヲ以 テ 仕入少 、ゾ 

第 八 大通縣 

此地 方、 ノ舊 時吉林 省 二 屬シ驛 站ノ設 アリ 站丁地 ノ外隨 缺地津 貼 地® 綱 地 等 ノ旗地 アリ シモ 其 開 興 
ハ 半 一一 達 セス 光緖 三十 四 年黑寵 江-一 編入. シこリ 民間 i 下ヶ 開墾 1 シ i モ現 時旣墾 地. 僅 
一一 四 五萬晌 一一 過 キス 丘陵 高原 地方、 i ント皆 未墾地 トシ ーグ殘 サレ タ i 部 開墾 セ ハ 十 萬晌二 上〆 
ヘシ ト云フ 

地味 木 蘭縣ー ー比シ 劣 レリ 土質 輕鬆一 ーシ テ黃土 窪地 少カ ラス 唯四站 及三站 附近 ハ 黑土  ノ深ヴ ニ三 
尺 一ー シ テ 白 楊 木 附近 一一 勝 火 地方 アリ 

收穫量 S 年 五 石ヲ上 ラス 平年 四 石 ナリニ 站 附近、 ノ豐 年 僅 二三 石 內外小 古洞 附近 ハ 今年 一石 內外 
，一過 キス ト云フ 三 站四站 附近、 i 年 五六 石 ノ收穫 I 作付 步合ハ 木 蘭縣卜 大差 ナ i 粱 ニニ 站四 

站 附近-ー ノミ 見， ヘシ 

小作料 好 地 二 石 ヨリー 石 八 斗二站 附近 二 石 一一 足 ラサル 地方 アリ 高粱 ヲ植 エサ〆 地方、 ノ粟 大豆 
均分 トス 

也 主 大通縣 管內一 一 Jr 五百晌 ヲ有ス グモノ ハ 五六 家-一過 キス 

穀物 ノ 集散  , _ 

管內 集散地 トシ テ ニニ 站ノ南 二十 五 1 河口 及 1 淸 |¥ 又淸里 ニ ゥ il. パ 
W  ノニ碼 頭 一ー シー グ各 一戶ノ 棧房ア i 來集區 域 ハ管內 ーニそノ モ 耕地 四 五 萬晌 一一 過 キサ T 東部 ハ 


九 二 

三 姓 一一 西部 ハ 五站 一一 出ツ， ヲ以 テ 集散 數量多 カラス 雨 地 ヲ合シ 昨年 大豆 一 萬 五千石 小 麥七八 千 石 
今年 ハ 各 一 萬 石內外 ナル ヘシ  \  , 

岔林河 ハ 木材 及 薪材ノ 輸出 地 トシ テ 有名 ナリ露 國人ノ 經營二 係， 製材所 アリ 附近 ノ 人家 又 百ヲ以 
テ 算フ ヘシ 木材 ハ 北數十 淸里ナ ，鎌 子 山 連山 一一 出ツ 夏期、 ノ岔 林河ヲ 管流シ 冬期 ハ 馬車-一 7- 送、 X 
大豆 ハ 冬期 車運シ テ 巴彥州 哈爾賓 方面 一一 出 ツル モノ アリ 

輸入 貨物 ノ 集散 仕 入 先/阿 什 河 呼 蘭 及 三 姓 ナリ阿 什 河 ヨリ 三站マ テ ー件 三 吊 文 巴 彥州モ 亦同シ 
キモ巴 彥州ハ 阿 什 河-一 比 シ花旗 一疋 一一 付 キー 吊 文 方 高 價ナリ 

附 .湯 源縣 

湯旺河 附近 ノ地ハ ー帶二 肥沃 ナ， モ地 僻遠-ー シク 開墾 進行 セス 光緖 三十 年 マテ-一 開墾 セラ レ タル 
モノ 僅 一一 七 百餘， _ 一 一過 キサ リシ カ 同年 無代 價ヲ以 ク約 六十 四萬响 ノ貸 下ヲ行 ヒテ ヨリ 漸ク 移民 ノ 
數 ヲ增シ 現今 旣 1 一三 四 萬晌ノ 耕地 ヲ見ル  >一 至 レリ 

地味 頗〆 膏脛ニ シク 黒土 二三 尺ヲ下 ラス 開墾 當年旣 一一 四 石內外 ノ收穫 アリ 第二 年 六石內 外多キ 
、ノ八 石-一達 スル モノ アリ 初年 ヨリ 高粱モ 成長 スト 云 フ但シ 本年 ハ 雨量 多 キー ー遇 キ收 穫惡シ 
知 縣衙門 所在地、 ノ湯旺 河ロ ヲ去， 四 五 淸里ノ 地 ニ シ テ 三 姓ヲ距 ル 百 二十 淸里 トス 戶數百 戶燒鍋 四 
戶 アリ 

穀物 ハ 湯旺 河 n ヨリ 汽船 叉 ハ 民 船 二 依リ哈 爾賓 地方-一 輸出 セラ ル 汽船 碇泊 地 ハ 市街 ヨリ 約 十淸里 
ヲ距ツ 

第 九  依 蘭 府管內 


開墾 事靑 吉林通 志 一一 據レハ 最初 ノ貸下 ハ 康勝 五十 三年 一ー シク 三 姓 副都統 管下 (依 蘭 府臨江 州 方正 
縣及黑 龍 江 省 二 屬ス， 湯 源縣大 通縣及 木蘭縣 ノー  部 ヲ包有 セリ) ノ旗地 官莊總 計 九 七、 〇 二六晌 民 地 
ハ ニ百晌 一一 足 ラス 開墾 ハ 三 姓 附近-一 始マ リシ モ八旗 ハ 皆 宫俸一 一依 リタ 生活 ス， 卜此 地方 ハ 漁業 獵 
業ノ遙 一一 有利 ナ ，モノ アルト 地味 劣等 ナグト 南方 山 一一 近 クシ テ 馬賊ノ 掠奪 一一 遇フ コト 少カ ラナ〆 
等ノ原 因 ヨリ 開墾 甚夕 遲ク十 年 以前 マテ 三 姓 市民 ノ 需用 穀物 ハ 大部分 之 ヲ呼蘭 巴彥州 地方 一一 仰キ 
タリ 近年 一一 至リ湯 源、 大 通、 木 蘭 縣ヲ黑 龍 江 省-一 編入 シ 下流 佳木 斯以 東ヲ •臨 江 州 一一 屬セシ メ牡 丹江以 
西 一一 方正 縣ヲ 置キ 民人 一一 貸下ヶ 開墾 ヲ獎 勵ス， 一一 及 ヒ漸ク 起 色 アリ 現在 依 蘭 府臨江 州ノ熟 地總計 
八萬晌 方正 縣一 一七 千晌 アリ 將來 貸下シ 得 ヘキ 原野 ハ 方正 縣內約 七 萬晌 依蘭府 臨江縣 ヲ通シ 三十 餘 
萬晌 アリ 全部 開墾 ハ 十 年 以上 ヲ要ス ヘシ ト云 フ宣統 元年 正 年 三 姓 副都統 ハ 從來ノ 旗地ヲ 民間-一 貸 
下 ヶ開襄 セ シム， 件 一一 付キ布 吿ヲ發 セリ 其 槪要次 ノ如シ 

此 附近 世襲 ノ旗 地甚夕 多キモ 、旗 人 今 二 至， マーグ 開墾 ノカ ナク 又小作 ヲ欲ス ，モノ アレ トモ 耕作 
後 也主ノ /J> 作钭ヲ 曾徵 セン コト ヲ恐レ テ 着手 ス ，モノ ナシ 依ツテ 官 ヨリ 代ツ テ經理 シ廣ク 民人 
ヲ招キ テ 開墾 セ シメ 其 小作料 ハ 衙門 ヨリ 徵收シ 更ー ー舊 地主 二 給 ス其章 程 次 ノ如シ 
一、 丈 量 ハ 吉林省 貸下ノ 方法 一 一遵 ヒー 淸里 平方 ヲ 四十 五晌 トス 此內 溝、 窪、 壑 、甸 、房、 園、 井 道 トシ テ 三 割 
ヲ除キ 殘リ七 割即チ 三十 一晌五 畝ヲ以 テ 實地 トス 丈 量 ノ弓繩 モ亦吉 林舊章 一一 照 i.7 七 千 二百 弓 

トス 

一、 普 a 貸 下卜異 V ヲ以テ 咨外 ノ體恤 ヲ示シ 貸 下 料 ヲ徵收 セス 只 公費 トシ 7- 一， 晌ー ー付キ ニ百 文ヲ 


九 四 

徵收シ 委員 書 手兵 役人 等ノ 紙筆 靡 費 一一 充ツ 

I 、 若シ 資本 ナキ モノ ハ 公田 ノ 規定 一一 據リ 開墾 農具 家屋 等ノ 設備 ノ 補助金 トシ テ I 晌二付 キニ吊 
文ヲ 貸與ス 只 招ク 所ノ 農夫 ハ 多ク 外來ノ モノー ー シラ 逃走， ノ恐ナ キー ー非サ .ル ヲ以テ 同村 民 / 連 
帶保證 ヲ要ス 

一、 若シ貸 下ヲ受 ケタ, 土地 ヲ 開墾 卜 家屋 ノ 建設 ヲ終グ モ該 補助金 ハ 返納 ス， 一一 及 ハス 貸 下ヲ受 
ケタ， 一 初年 ヨリ 起算シ 第三 年ノ秋 收穫ス レ、 ノ高阜 沃野 ノ區 ヲ領 スル モノ、 ノー晌 一一 付キ 四斗ヲ 
上納 ス 〈ク低 窪 平等 ノ地、 1 二 斗ヲ 上納 スへシ 而シテ 穀物、 ン粟 、大豆、 高粱 三種 均納 トス 永遠 一一 此 
額ヲ 上サス 又小作 ヲ廢セ シムル コト ナシ此 額、 ノ最モ 低減 シタ， モノー ー, 7* 此內 ヨリ 補助金 ヲ引 
去リ 殘餘ノ 原 地主 タル 旗 人-一 給シテ 糊口 一一 資セシ ム 
一、 若シ 補助金 ノ 贷與ヲ 受ケサ ，モノ ニ 在 リク ハ 貸 下 初年 ヨ， 起算 シ第六 年目ノ 秋ヨリ 以上 ノ額 
ヲ徵ス 

一、 以下 種々 ノ 罰則 ヲ 記載 セリ 

然レ トモ 此等旗 地 ハ 甚夕瘦 薄 ナル ヲ以テ 皆 下流 地方 一一 赴キ 殆ント 顧， モノ ナシ ト云フ 
三 姓 附近 ハ 地味 甚夕惡 シク 沿 江 地方、 ノ沙土 多 ク山二 近キ 地方 ハ 粘土質 一ー シ テ ー晌 ノ收穫 平均 二 
石 (佴シ ー石 ハ 賓州 附近 ノー  石 六 斗-一 當 ，即チ 三 石內外 ナリ) 豐年 一ー シテ僮 力-一二 石 五斗 二 過 キス 
小作料； 一晌一 一 付 キ三斗 トス 粟、 ン粒 小ー ーシテ 色 薄黑ク 品質 著 シク 劣 レリ 下流 地方 ハ 地味 湯旺河 
附近 二 遜色 ナジ 江 岸 一一 近キ 所/ 沙土黃 土 卜混シ 且ツ 窪地 少ナ カラ ナル モ之 ヲ距ル 遠 キー ー 從ヒ黑 
土質 ノ 沃地 アリ 開墾 當年- 1 ハ 三 四 石 第三 年 一一、 ノ 五六 石 ノ收穫 アリ 高粱 ヲモ 生ス 作付 步合/ 小麥 


約 四 割 大豆 三 割 高粱 粟 大麥各 一割 內外 ナリ 

第 十 三 姓 

一、 穀物 ノ 集散 

三 姓、 ノ十年 以前 マテ ハ 附近 ノ產 穀ノ ミニ-グハ 全人 ロヲ養 フー ー足 ラス 呼 蘭 巴彥州 地方 ノ 供給 ヲ仰キ 
タリ 近年 附近 殊二 下流 地方 ノ開墾 進行 卜共 二漸ク 自足 ノ 域-一達 セ シモ 尙年 々穀物 數千石 及 酒燒酎 
約 S 萬 斤 豆 油 三 四十 萬斤ノ 輸入 アリ 

來集區 域/下流 百 餘淸里 ニテ是 ヨリ 以東 ハ 佳木 斯二 出ッ湯 旺河ノ 穀物 モ此 地-一 來 ラス 直接 輸出 ス 
今年 開 河 後哈 爾賓 大豆 價格 騰貴シ タ， 一ー ヨリ 三 姓 市場 ヨリモ 大豆 八十 車內 三井ノ 取扱 約 五十 車ノ 
輸出 ヲ見タ リ 小麥モ 向 ケ約七 百 石 ヲ積出 セリ 

三 姓 ハ低濕 ナル 沼地-一- グ圍 マ〆〆 ヲ以テ 穀物 ノ來集 ハ 氷結 ノ後 一一 始 マ〆 一車 ノ載旦 里 一二 石 一一 過キ 
ニー 石 ハ 他 地方 ノー  石 六 斗餘一 一當ル ) 

穀物 ノ 取引 從事 者、 ノ 雜貨舖 一ー シ テ 內七 八戶ハ 油房ヲ 兼ヌ燒 鍋無シ 冬期 間 一日 三 四 石 ツツ買 集メテ 
小賣ス 輸入 穀物、 ノ店 (三 家 アリ 永聚店 最大 ナリ) 一一 依賴シ ク賣ル ロ錢ハ 賣手ヨ V 二分 買手 ヨリー 分ナ 
ジ  • 

此地ノ 斗 ハ 大ー ーシ 7- 賓州 ノー  石 ハ 此地一 一- ブ六斗 二 升 一一 當， 

運賃 三鮏 ヨリ哈 爾賓一 一至 ル 汽船 運賃 本年 最高 一布 度 二十 五哥 最低 十五 哥ナ リシ 巴彥# ヨリ 民 船 

一ー ヨリ 穀物 一石 ノ 運賃 ハ. 二三 吊 文ナリ 

一一、 特産物 ノ 集散 


三姓ヲ 中心 トシ 數百淸 里 一二 旦ル 山地雞 谷 及 河流 ハ 貴重 ナル 天産物， 一富 ム最モ 重 ナル モノ ハ 皮 類 一一 
シテ .就中 貂皮 ノ如キ ハ 從來吉 林省ノ 著名 ナ ，朝貢 品 タリ 市中 皮莊 二十 餘戶 アリ 山 西 人 ノ開ク 所 二 
シテ此 地-ー テ 買集メ 生皮 ノ儘奉 天 一一 送リ 同地 一ー テ 鞣シ タル 上 各地 一一 販運ス 其 他 皮 舖卜稱 スル モノ 
數戶 アリ 專 ラ廉價 ナル 皮 類 ヲ鞣シ 市中 ノ 需用 ヲ充タ ス 

皮 類 ノ來集 額、 ノ全ク 不定 一ー シテ 價格モ 品質 ノ高 下甚シ キニ ヨリ 平均 價格ヲ 表 ハス 能 ハス 今一 皮莊 
一一 付キテ 聞ケ ，所 ヲ示セ ハ 次 ノ如シ 

貂 皮  二 千 枚 乃至 三千 枚  二三 十 吊 文 乃至 百 餘吊文 
灰 鼠 皮  七 八 萬 枚 乃至 二十 萬 枚  二百 文 以上 一 吊 文 
水 獺 皮  百 枚 不足  二三 十 吊 文 乃至 百 吊 文 
ハオ 皮.  一千 枚 乃至 二 千 枚  二 吊 文 乃至 十四 五 吊 文 
其 他 狐 皮 狸 皮 海豹 皮 狼 皮 等 アリ 

此數年 平均 皮莊 一戶ノ 取扱 高 四 五 萬 吊 文 ナソト 云 フ稍多 キー ー過 クルカ 如シ 
皮 類 ノ外魚 骨、 砂金、 魚類、 鹿 角眞珠 、蘑姑 等 ノ來集 アレ トモ 多 カラス 

三、 輸入 貨物 ノ 集散  , 

從來ハ 皮貨ノ 取引 關係上 奉 天 ヲ重ナ ，仕 入 地 トセ， モ 現今、 ノ營 ロニ 7- 仕 入，， モ / 大部分 ヲ 6 メ 
阿 什 河 之-一次 •ダ 營口ニ テ 仕 入 ルル モノ ハ i 口 爾賓一 ー テ 卸シ 汽船 一一 依 ル モノ 多シ 今年 來關 税ヲ課 セラ 
ル， コト トナ リシ モ尙 陸路 一一 由 ル モノ 少シ 下流 佳木 斯富克 錦地 方へ 再輸出 セラ. ル 湯原縣 地方へ ハ 
少ナシ 市中 一年 平均 三十 萬 吊 文 ノ賣上 アル モノ ニ三 戶 二十 萬吊ノ モノ 五六 戶十萬 吊文ノ モノ 六 七 


戶 二三 萬 吊ノ モノ 十數戶 合計 二三 百 萬 吊 文 ノ賣上 額 アリ 市上 ニ テ 小 賣ス， モノ 多シ 
重ナ， 商品 次 ノ如シ (相場 ハ 市 帖ヲ單 位 トス) 


大尺布 
花 旗 布 
打 連 布 
套布 
淸水布 
燐寸 
石油 
白 糖 
紅 糖 
氷 糖 
綿花 
海 紙 


八 〇〇梱 廣大裕 百 四十 文 
五 〇〇梱 三 兎 三十 二 吊 
五 〇〇梱 眞龍 三十 四 吊 
、〇 〇〇梱 

四〇〇 梱 大裕六 吊 
五 〇〇箱 雜牌 二十 八 吊 文 
五 〇〇箱 美孚 二十 二 吊 文 
六 〇〇俵 奇白 五十 五 吊 
八 〇〇俵 廣包 四十 五 吊 文 


同 興宏百 六十 文 
二 甲 三十 吊 
眞馬 三十 三 吊 


雙馬 二十 九 吊 馬狗 三十 二 


格 興 五 吊 八 百 文 


洋扛粉 六十 五 吊 文 


三 〇〇俵 七十 五 吊 文 
五 〇〇俵 上海 モノ 
、〇 ◦〇塊 十三 吊 文 


斤 一 吊 五 百 文 


滿洲 土産 貨物 ノ 輸入額 左 ノ如シ 


燒 酎 
豆 油 
煙草 麻 


枷板站 、賓 州、 南天 門 色 彥州 
巴彥州 地方 ヨリ 
寧 古 塔 地方 ヨリ 


一〇〇 、〇 〇〇斤 
三〇〇 、〇 〇〇斤 
三〇〇 、〇 〇〇斤 


九 七 


吊 


九 八 


營ロ ヨリ 三 姓 マ- ブ花旗 布 一件 二 付キ 諸掛リ 運賃 及賣上 費用 次 ノ如シ 


汽車賃 
海關稅 
哈爾賓 積 込 費 
汽船 運賃 
三鮏一 ー テ 水揚賃 
買貨捐 一分一厘 
營業税 


(I  _ 懷 ^ デ 三 〇、 四 A 
佔價ノ 五分  一二 六、 〇 〇 

.  〇、 九 八 

一布 度 十二哥 半 計一留 
一布 度一哥 半 計 十二 哥 


營口 

ゲ銀貨六知呀十仙 


A -- 柿 離 S 神 ^- 件 


買價 一件 五 百 
吊 文 トシ テ 

同一 分 

賣 上代 價ノ九 厘賣 
既 五 百 吊 トシ テ 


四、  九〇 
〇、 五八 八 

五、  五〇 

五、 〇〇 

四、 五〇 


賣  錢  捐 

(利益、 ノ 三分 乃至 五分 トス) 

計  八 七、 九 五八 
備考 換算率/小 銀貨 三 吊 三百 露 貨四吊 九 百 文 トス 
冬期 阿 什 河 ヨリ 七 八日 ヲ要シ ー件 ノ 運賃 三 吊 五 百 文 乃至 四 吊 文ナリ 

第 十一  巴彥 州管內 

地積 此 地方 ハ 咸豐 年間 ノ呼蘭 河流 域 開放 ノ際 最初 二 貸 下 ヲ實行 セラ レ クル 地ナリ 最近 ノ巡警 局 
調査 表-一 據レ/ 旣墾地 二六〇 、〇 三一晌 未墾地 四、 九 六 九 K 內官 產一〇 、〇〇 〇晌民 產二五 五、 〇 〇〇晌 
ニ シク 森林 山澤ノ 開墾シ 難 キ地各 一、 二 〇 〇餘晌 ヲ 6 ム 
地積- 一對ス ，人 ロノ 割合 ハ 〇 、八 ーナ V- 
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其 他雜穀 ヲ合シ 約 一、 五〇〇 、〇 〇〇石 

小作 味 普通 二 石 四 斗 ナジ 四 六淸ノ 方法 こ トモ 少シ 此方 法で 二 小作人 谷 草 i 取 i セ 百 束 


ヲ 地主 一一 納ムグ 習慣 アリ 

地賈  二百 五十 吊 文 ヨリ 三百 吊 マ 7- ノ モノ 多シ 

輸出 數量 

巴彥 州管內 ノ生產 穀物 ノ 輸出 セラ ル ヘキ 數量ハ 
小  麥  二 七 五、 〇〇〇 


〇〇 


大  豆  二. 四 〇、 〇〇〇 

ナリ 巴彥 州巡警 局光緖 三十 四年ノ 調査 一一 據レハ 巴彥州 西集廠 興隆 鎭天增 泉 長 林 子等 ノ 市場 一一 上リ 
タグ 穀物 數量ハ 三十 萬 九 千 九十 五 石 ニ シク 內 輸出 セラ レシ モノ ニ十 萬 九 千 百 二 石 此外鄕 民 ノ自ラ 
哈爾賓 其他ノ 市場 一一 販運シ タ， モノ 及 客商ノ 村落 一ー テ 賀付ヶ 其 儘 輸送シ タル モノ 亦 此數ヲ 下 ラス 

ト アリ 

第 十二  巴彥州 

一、 穀物 ノ 集散 

來集區 域 巴 彥 州* 一一 集 マル 穀物 ハ 管 內及東 木 蘭縣北 餘慶縣 ノー  部/産出 セ， モノ ナリ叉 稀-一通 肯 


地方 ョジ來 ダモノ アリ 


輸出 數量 及經路 平年 大豆 七 八 萬 石 小 麥十萬 石 內外ノ 輸出 量 ァヅボ ロ 
ニ テ ー年間 一一 下 ノ如キ 數量ヲ 容易-一 買收シ 得 ヘシ ト云フ 
大  豆  八〇、 〇〇〇  小  麥  一 


ン氏ノ 調查一 一據レ ハ 此地 


石 


粟 

玉蜀黍 
高  粱 


二 〇、 〇〇〇 
三、 〇〇〇 
四 〇、 〇〇〇 

石 


大 

蕎 


麥 

麥 


一0>、〇〇〇 
九、 〇〇〇 
一、 〇〇〇 


計  二 七三、 〇〇〇 

此等 穀物 ハ 冬期 車 運-ー ヨソ哈 爾賓一 一 出ッ， モノ アレ トモ 小麥ハ 殆卜開 河 中 一一 輸出 セラ， 尤モ價 格 
ノ 如何 一ー ヨリ-グハ 輸出 セラ ルル コト アグ モ 小麥價 格、 ノ 結氷 後 ハ •多ク 下落 シ開河 卜共二 騰貴ス 声 ヲ 


以テ 資カ ヲ有 スル モノ ハ 此 時期 一一 於 テ 買 付 ヶ之ヲ 江 岸 ノ棧房 一一 貯藏シ 開 河卜共 一一 積 出 スヲ常 トス 
此 地ノ碼 頭/西南 二十 五 淸里ナ ，滴 達 嘴 子 及 東南 三十 五淸 里ナ〆 石頭 河 子 トス 前者-一/三 後者 二 
ハ ニノ 棧房 ァリ 何 レモ 晗爾賓 又、 ノ西 伯利亞 方面へ ノ 輸出港 ナレ トモ 滴 達 嘴 子ノ方 輸出 多シ 
取引 此地/ 黑龍江 省 一一 在 リタ モ 開墾 最 モ早キ 地方 一一 屬ス， ヲ以ク 取引-一 關ス， 觀念 發達シ 其 機 
關モ消 見， ヘキ モノ ァリ 市中 ノ商賣 槪ネ之 一一 從 事セサ ，ナク 錢舖ノ 如キモ 亦 重ナ， 取扱 商 ノー  タ 
リ 市中 一一、 ノ又 經紀四 五十人 ァリ ニ 戶ノ店 ァリ 定期取引 盛ンー ー行、 ノレ 啻 一一 輸出 穀物 ノ ミナ ラス 燒鍋 
及 油坊一 ー テ 消費 スル 高粱 及 大豆 モ 土着 商人 間 一ー テ 轉 々賣買 セラ ル 大 商人 一一 至 リーグ ハ ニ三 萬 石ノ大 
取引 ヲナシ 小 商 卜雖モ 亦 三百 石 五百石 ノ 定期 ヲ試 ミサ， モノ ナシ 空相場 ハ 嚴重一 一 禁制 セラ レ タレ 
トモ t 地方 一ー テ、 ノ尙密 一一 之 ヲ營ム モノ ァリ ト云フ 受渡 時期 ハ 他 地方 卜同シ ク 十一月 一日 モァレ ト 
モ最モ 多キハ 開 河渡シ ノ 契約 ナ リ亦以 テ 此地ノ 取引 力 河流 貿易 ヲ主 トス， コト ヲ證 スルー ー足 ル サ 
レ、 ノ此 地、 ノ此 地方 及 東部 一帶ノ 取引 中心 トナ リ岔林 河 又 ハ 索 羅章口 渡 シノ 穀物 モ此地 一ー テ 契約 セ 

ラ，， モノ アリ 

然レ トモ 輸出 一一 關シテ ハ 此地 商人 ノ 直接 從事ス ル モノ 少ク 多ク、 ノ客商 ノ營ム 所ナリ 冬期 大豆 ノ輸 
出モ 農家 自ラ 從事ス ，モノ 多シ集 市 ァリ 冬期 最多 キト キ ニ百 車內外 ノ來集 ァリ 

諸 卦リ及 運賃 此地 一ー テ 問屋 ノ手 ヲ經テ 取引ス レ、 ノ賣手 一分 買手 二分 ノロ 錢 ヲ要シ 若シ經 紀ノ手 
ヲ經レ ハ 百 石 一一 付キ賣 買手 各 四 吊 文 ヲ仕拂 フ經紀 ノ手數 料 -- >■> 一定 セス 麻袋 縫 賃百石 一一 付 キ五吊 文 
一ーシ テ棧房 倉敷料 ハ 半年以 內ヲ ー期 トシ 百 石 一一 付キ因 十 吊 文ナリ 

滴 達 嘴 子 マテ 冬期 一石 七 八 百 文. 乃至 一 吊 文 夏期 一 吊 七 八 百 文 乃至 二 吊 文ナリ 石頭 河 子 ハ 稍高シ 滴 


一〇二 

達 嘴 子 ヨリ哈 爾賓一 一至， 汽船 運賃 ハ 普通 一布 度  >1 付 キニ哥 時 トシ テ ー哥八 位ナ， コト アリ 西 伯 利 
亞 地方 一一 至 ル 運賃、 ノ新 甸卜 大差 ナシ 石頭 河 子 ヨリス ル モノ モ滴達 嘴子卜 大差 ナシ 冬期晗 爾賓一 一至 
ル 馬 車賃 一石 二 吊 文 乃至 三 吊 文 トス 

二、 輸入 貨物 ノ 集散 _ 

仕 入 先 ハ 營ロヲ 主 トス 夏期 哈爾賓 ヨリ 汽船 一一 積載 シ 輸入ス ，モノ 多シ巡 警局ノ 統計表 二 據， 一一 光 
緖三 十四 年中 巴 彥州一 一 輸入 セラ レシ 數量左 ノ如シ 
大尺布  三、 七 一五梱 

最モ賣 行 多キハ 廣 大和 (一尺 百 四十 四 文) 及久大 (百 五十 文)- ーシテ 大商舖 一年 ノ賣上 各 二三 百 件 同 興 
宏 (百 七十 四 文) 仁大裕 ，百 十 文) 各 五十 件內外 トス 
花 旗 布  五 七三 梱 

三 頭馬狗 (一疋 三十 一 吊 四百 文) 最モ 多ク大 鹿 甲 (三十 三 吊 四百 文) 雙魚 (二十 六 吊 五 百 文) 二 甲 (二十 八 吊 
五 百 文) 之 二 次ク 
打 連 布  四〇七 梱 

砲車 (一疋 三十 三 吊 五 百 文) 立 馬 (三十 二 吊 五 百 文) 多 ク眞龍 (三十 四 吊) 少シ 
套布  <  ニニ 梱 

瑞興 (一件 三百 七十 六 吊) 鼎 茂 (二百 七十 四 吊 文) 共  一一 : W 行 同シ 
坎布二 一八 梱 

京對靑  二〇梱  —— 


羽紬 

K  段 
薄 

綿 糸 
棉 花 


、〇 五〇疋 

一二 一疋 
八二梱 
八 七、 一 〇〇斤 


錦 州 產長絨 (昨年 一斤 一 吊 六 七 百 文 本年 S 收ノ爲 メー ー 吊 文 i レ") 及 上海 產 雲— 年 一 吊 五六 
百 文 本年 一 吊 八 百 六十 文) 


砂糖 類 


、九 六 一 包 


奇白糖 (百 斤 六十 四 吊) 貢 氷 糖 (八 - + 吊) 春 氷 糖 (七十 六 吊) 洋扛粉 (六十 六 吊) 紅 糖 (四十 八 吊) 


.茶 葉 
竹 紙 
錫 箔 
白礬 
葦 席 
花 生 
域 

瓷器 

鐵塊 

燐寸 


一 を 言 

•二、 八 四〇梱 
二八 五 箱 
五 五 個 
三 二五梱 
二〇、 〇〇〇 斤 
一六、 三 五 〇 斤 
二 六〇個 
五 五、 〇〇〇 斤 
大商舖 家 一年 


大箱 二〇箱 


群羅 (三十 吊) 


〇三 


一〇四 

石油  同  一〇箱  美孚 (三十 吊) 

海 紙  同  四〇〇 塊  (十五 吊) 

川 連 紙  同  - 

粉 連 紙  同  三〇梱 S 社 A3£ s 
金 m  . 同  一 0 0 箱 f 遽妇 师倾む 

市中 一年 賣上百 萬 吊文ノ モノ ー 戶 三十 萬 吊文內 外十戶 二十 萬 吊 文 內外ノ モノ 四 五 戶十萬 吊 文內外 
ノモノ 五六戶 二 三 萬 吊文ノ モノ 十餘戶 アリ 市上 賣上總 計 約 六 百 萬 ノ吊文 一一 達ス 
此地ハ 卸賣少 カラス 通 肯又ハ 大通縣 地方 ヨ V 購入 ノ爲 一一 來ル モノ アリ 

. 第 十三  西集廠 

一、 穀物 ノ 集散 

此地ハ 巴彥 州ヲ距 ，三十 五 淸里〇 過 キス 集散 關係 取引 狀況頗 ，巴 彥州卜 類似 ス此 地ノ 穀物 ノ巴彥 
州 一一 出ッグ モノ 少ナ カス 集散 額 ハ 平年 大豆 一二 萬 石小麥 二三 萬 石 ナリ此 地 ノ碼頭 ハ 南 三十 五淸里 
ナル 大楡樹 トス ニ 戶ノ棧 房 アリ (附近 農家 ノ開 キタ ル モノー ー- グ單一 一倉 入ヲ營 ムノミ 自ラ賣 K  - 一足 事 
セス) 冬期 貯積シ 開 河 後 輸出 スル モノ 多ク車 運 ハ 農夫 自ラ從 事 スル モノ 多シ 

此地 商人モ 亦 多 ク客商 ノ來ル ヲ 待ツテ 取引 ス價 格 -- >' 巴 彥州ー ー比シ 常 一一 二三 百 文 方 低廉 ナリ街 上 一一 
經紀十 人 アリ 

冬期 大楡樹 マテ ー石 一 吊 文 內外哈 爾賓- 一至 ル ニ日 程 一ー シテニ 吊 文 乃至 三 吊 文ナリ 

一一、 輸入 貨物 


光緖 三十 四 年中 一年 ノ 輸入額 左 ノ如シ 
大尺布  一、 二 〇〇梱 
洋布  四〇〇 包 


棉 

絲 


花 

貨 


鐵貨 
砂 糖 


二 五、 〇〇〇 斤 

七 五〇包 


棉 糸 
藥材 


三 六 d o c 斤 
六 箱 
四〇梱 

五 〇 〇〇斤 


葦 蓆 
茶 葉 
瓷 器 
生 牛皮 


二 〇〇梱 
四〇纂 
一二 〇 個 
二、 〇〇〇 枚 


三〇箱 

六 〇〇包 
二 五〇包 
五 箱 


仕 入 先 ハ 哈爾賓 傅 家 甸多シ 夏期 


冬期 車 運 


ル モノ 多シ 


石油 

紙貨 

線香 

洋蠟 

汽船 叉 ハ 民 船 一ー ク大楡 樹一 一揚 ク粗貨 

第 十四  蘭 西 縣管內 

地積 巡 警局ノ 調査 一一 據レ 、ノ 耕地 面積 一八 一、 一 五二晌 ナリ此 地方 ノ 開墾 開始、 ノ同治 年間-一 在 レ ト 
乇雙廟 子 以北 ノ 地方 ハ ニ三 十 年來ノ 開墾 一一 係， モノ 多シ 
地積-一 對ス〆 人 ロノ 割合/一  晌ーー 付キ〇 、七 八 人ナリ 

地味 濠 河 以東、 ノ呼 蘭卜 大差 ナキモ 以西 雙廟 子-一至 ル マテ ハ 窪地 多 ク雙廟 子 附近 ハ 呼 蘭-一 比 シク 
劣 レリ 北 一一 進 ムニ 從ヒ更 二 劣 レ トモ 地 稍 高 クシ ク 大雨 一一 際シテ モ汜濫 セサ ，地方 アリ 雙廟 子ノ西 
六 七十 淸里ヲ 出ツレ ハ 地質 曹達 ヲ含ミ 穀物 ヲ產 セス 

收穫量 本年 ハ 大豆/開花 當時 旱魃  >1 シク 秋期 一一 入 リク 雨量 多-一過 キシ爲 メー晌 ノ收穫 二三 石 二 

一〇五 


一〇六 

過 キス 稀 二 四 五 石 ノ收穫 アリシ 地方 モア リ小麥 ハ 四 五 石ナリ 高粱 粟 ハ 寒 氣早ク 降霜 アリシ ヲ以テ 
充分 實ル 能、 ノス ー， ー ノ收穫 五六 石 一ー シク 四 石 一一 過 キサ ル 地方 モア リ大麥 ハ 十 石內外 ヲ收穫 セソ 
平年 小 麥四石 大豆 五六 石 高粱 粟 七 八 石ナリ 

斗 量 ハ 呼 蘭 卜均シ キモ 小麥' ノ三 十六 七 斤 大豆、 ノ 本年 ハ 僅 カー ニニ 十二 三 斤 ナリ晗 爾賓ニ テ ー布 度 二 
三 哥ノ差 アリ 

作付 步合小 麥三割 乃至 四 割 大豆 一割 乃至 二割 高粱 粟 各 二割 强- ーシテ 大麥ノ 植付 モ亦少 カラス 平年 
ノ 生産額 ヲ 算出 スレ、 ノ左 ノ如シ  r 


小 

大 

粟 

高 


麥 

豆 


作付 步合 
三 i 
一 •五 


作付面積 

六 三、 〇〇 6 
二 七、 〇〇〇 
三 九、 六〇〇 


粱 


晌收穫 量 

石 

四 6 
五 •五 
七 •五 
七 •五 


總收穫 量 
二 四 〇、 〇〇〇 
一四 八、 五 〇〇 
二 九 七、 〇〇〇 
二 九 七、 〇〇〇 


上 地 一 石 五斗 下地 一石 二 斗ナリ 北部 地 


二* 二  三 九、 六〇〇 
合計  約 一、 〇〇〇 、〇 〇〇石 
小作料 礞 河 以東 ノ 地； 多 クハニ 石ナレ トモ 雙廟子 附近 
方 ハ 對 半淸ノ 方法 一一 據， モノ 多シ 

地主 大地 主 ノー  千 nl«J ヲ有 スル モノ アリ 雙廟 子ノ北 三十 五淸 里-一 各 幾百晌 ヲ有ス パ 地主 三戶 アリ 
地名 ヲ三 大家 卜稱ス 雙廟子 附近、 ノーニ 百晌ヲ 最大 ナル モノ トス  • 

地價 東部 地方 百 七 八十 吊 文 雙廟子 百 五十 吊 文 北方 B 二 三十 吊 文 


第 十五 雙廟子 

一、  穀物 ノ 集散 

蘭 西琢ハ 附近 一一 哈爾賓 及 呼 蘭ノ大 市場 ヲ有 スル ヲ以 -ブ來 集 區域ハ 雙廟子 以北 靑岡 拜泉ノ 新開地 方 
ヲ主 トス 此等 地方モ 直接 大 市場 一一 出ツ， モノ 多 キヲ以 テ 此地 商人 力 市中 ノ消費 以外 一一 取扱 フ數量 
ハ 小 麥二萬 石 大豆 一 萬 石 內外- 一過 キス 輸出 先 ハ 哈 爾賓對 靑山ヲ 主 トス 齊 々哈爾 一一 輸送 セラ ル グ ， モ 
ノ、 ノ多ク 農家 自身 ノ營ム 所-一 係〆 

哈爾 賓へノ 輸送 ハ 冬期 大車  一一 7- 出ッル モノ 多シ晗 爾賓 一一 至〆 一一 二道 アリー ハ 對靑山 停車場 一一 至リ 
鐵道ノ 北 ~ 路 一 一 添 フテ 至， モノー  ハ 呼 蘭 ヲ經テ 達ス， モノ ニ シク 同 シク 百 五十 淸里內 外ナリ 冬期 ノ 

輸送/大豆 ヲ主 トス 

小 麥大麥 ハ 夏期 河 運 一一 由， モノ 多シ 雙廟 子ョソ 河岸 マテ 八 淸里哈 爾賓二 至， 約 三百 淸里ー ーシテ 三 
日 ヲ要ス 

集 市ナシ 冬期 最モ多 キト キ百車 十月 以後 正月 マテ 四 ヶ月 平均 十 餘車ノ 來集ヲ 見，- 一過 キス 
夏期 哈爾賓 一一 至， 運賃 ハ 小麥 一石 一一 付キ城 內ョリ 河岸 マテ 六 百 文 哈爾賓 マテ ー 吊 四 五 百 文 一ー シテ 
大麥ハ ニ割 方 廉ナリ 冬期 車 運 一一 由， モノ ハ ニ 吊 文內外 一ー シーア 夏期 水運 二 由 ル モノ ト大 差ナシ 

二、  輸入 貨物 ノ 集散 

仕 入 先 ハ 呼 蘭最モ 多シ 冬期 車 運 一一 由 ル モノ 多ヶレ トモ 河 運ヲ有 ス， 卜 農夫 一一 對スル 貸付 上 ノ關係 
ヨリ 夏期 輸入 セラ，， モノ 少 カラス 

最モ大 ナル 商店 四 五戶ノ 平均 賣上高 十數萬 吊 文 一一 過 キス 市中 賣上總 計 一年 二百 萬 吊 文內 外ナリ 

一 〇 七 


一〇八 

重 ナル 輸入 貨物 左 ノ如シ 

大尺布  二、 〇 〇〇梱 乃至 三、 〇 〇〇梱 

同與宏 (一尺 百 七十 文) 廣大和 (百 五十二 文) 雲 錦 (百 五十二 文) 

花 旗 布  四 〇〇梱 乃至 五 〇〇梱 

一 一甲 (三十 吊) 鹿 甲 (三十 二 吊) 最 モ多ク 飛 馬 (三十 三 吊) 壽星三 十六 吊) 之-一次 ク 
打 連 布  五 〇〇梱 乃至 六 〇〇梱 
馬狗 (三十 二 吊) 

套 布  一、 〇 〇〇梱 

鼎 茂 (二百 六十 吊 文)  . 

價格ハ 呼 蘭 一一 依 リク 支配 セラ ル 呼 蘭-一 比 シ槪ネ 五六 分 方高シ 

木材、 ノ通肯 河 上流 ヨリ烟 草 麻、 ノ吉林 ヨリ 面 城 ハ 齊々 哈爾 ヨリ 輸入 セラ 火 

呼 II ヨ リノ 運賃 ハ 冬期 車 運 一件 二 吊 文 夏期 水運 四 吊 文ナリ 

第 十六  靑岡 縣管內 

地積 此 地方/光 緖 二十 一二 年通肯 地方 卜 同時 二 貸下ヶ ラレ シモ 開墾 ノ進 行晚ク 縣衙ノ 統計 一一. 據 
レ ハ 熟 地 計 四 一、 八 三 六， 一一 ーシテ 未墾地 九 七、 六 九 五， ー アリ 以上 熟 地ノ內 二萬晌 ハ 從來呼 蘭 地方 二 屬 
セ シモノ ヲ此 地方 立 縣卜共 二 編入 セラ レシ モノ ナリ 北方 恒升堡 (六大 屯) 地方、 ノ從 來學田 ノ設ケ アリ 
九 千餘晌 ノ旣墾 地 アリ タリ 蘭 西縣界 ヲ距ル ニ十 淸里 マ Jr / 二三 十 年前ノ 開墾 一一 係リ以 北靑 .岡縣 マ 
ー グハ 4 a キモ七 八 年ヲ過 キス 


地積 一一 對ス ，人 ロノ 割合 一晌一 一 付 キ〇九 五 人ナリ 

地味 蘭 西縣ー ー比シ 良好 ナリ 管內 丘陵 波浪 ノ如ク 連ナリ 丘上 ハ 地味 良好 ナレ トモ 丘 麓 ハ 往々 窪地 
アリ テ 耕種 一一 便ナ ラス 開墾 ハ 先ッ 丘上 ョリ始 マリッッ アリ 黑土 ノ深サ 四 五 尺 一一 達ス， 地方 アリ 冬 

期 凍結 一 丈 一一 達ス 

收穫量 本年 ノ收穫 量/ 靑岡縣 附近 ハ 小 麥四五 石 大豆 二三 石 高粱 粟 共- 一 五六 石 以北 小麥三 四石大 
豆 二 石 乃至 四 石 粟 五 石 乃至 七 石 高粱 三 石 乃至 六 石 ニ シク 不等 ナリ 昨年 ハ 小 麥四五 石 大豆 五六 石 粟 
高粱 六 七 石 ノ收穫 一ー シテ此 二三 年 不作 續キ ナリ ト云フ 

作付 步合 新開地 多 キヲ以 テ 粟及糜 子米ノ 栽培 多ク六 七 割ヲ占 ム小麥 大豆 冬 一割 高粱 一二 割位ノ 
割合 ナリ 玉蜀黍 ハ 植付 少ク ー家 一二 _ 一 一過 キス 

小作料 ハ 靑同縣 附近 一ー テ ハ 多キハ ニ 石 少キハ ー石 二 斗 ナン トモ 此方 法 二 據〆 モノ 少ク四 六 淸ノ方 
法-一 據， モ / 多シ 自作農 少シ 
地價  百 吊文內 外ナリ 

地主 新地 貸 下 主 ハ 吉 林、 奉天兩 省ノ モノ 多ク 大ナ， ハ 三千 晌 乃至 五千晌 ヲ有ス ，モノ アブ 

第 十七 柞樹崗 

一、 穀物 ノ 集散 

穀物、 ノ雙廟 子 及 哈爾賓 一一 S ッ 多ク、 ノ 農夫 自ラ 販運ス ，モノー ーシテ 此地ノ 商人 及 客 商 ノ買付 輸出 ス 
火 モノ ハー 萬 石- 一足 ラス 北 圑林子 一ー ハ 出 r ス齊 々哈爾 地方 一ー ハ 糜子米 粟 小麥ノ 運送 セラ，〆 モノ 
アレ トモ 是亦 農夫 自ラ 從事ス ，モノ ナリ東 二十 淸里一 一通 肯河 アレ トモ 利用ス へ カラス 

一〇九 


二 0 

斗 ハ 呼 蘭-一 比 シー 石 一一 付 キー 斗 大ナリ 

一一、 輸入 貨物 ノ 集散 

仕 入 先 ハ 呼 蘭 及 蘭 西 縣多シ ー年 ノ賣上 高 五六 十 萬 吊 文 一一 過 キス 重ナ， 商品 價格左 ノ如シ 
大尺布 同興宏 (百 七十 文) 廣大合 (百 四十 文) 

打 連 布 眞 龍 (三十 五 吊 文) 並 品 (三十 三 吊 文) 

花 旗 布 大鹿甲 (二十 八 九 吊 文) 二 甲 三十 七 吊 文) 並 品 (二十 五六 吊 文) 二甲ノ 賣行最 モ多シ 
套 布 鼎？ I 百 七 八十 吊 S 

第 十八 拜泉 縣管內 

地積 從來 北大 荒卜稱 セラ レシ 大原 野ナ リシ カ光緖 三十 年 通肯ノ 開放 卜共二 此 地方 ノ 貸下ヲ 開始 
シ六 十一 萬餘， _  ノ 多 キー ー達 セリ 開墾 ノ 開始、 ノ三 十二 年ナ リシ モ 同年 ハ 馬 賊跳粱 ノ爲メ 農民 逃散シ 
翌年 一一 至リ始 メタ 定住 ノ 農民 ヲ見 タリ 昨年 ハ 開墾 最モ 進行シ 約 二 萬 四千晌 ノ 開墾 ヲ見夕 ，力 今年 
ハ 食料 馬糧 騰費 ノ爲メ 昨年 一一 比 シー グ少ク 且 昨年 開墾 セル 土地 モ 資力 缺乏 ノ爲ノ 放棄 セル モノ 少力 
ラス 開墾 ハ 三 道 溝 子 附近 一一 始マリ 現今 ハ 北 六十 淸里ナ ，大泡 子 附近-一進 ミッッ アリ 
土地-一 對スル 人 ロノ 割合 ハー 晌一！ 付キ〇 、五 五人ナ 

地味 到 ル 處 上層 黒土  ノ厚サ 三 四 尺 一ー シテ 地味 甚夕 肥沃 通肯 地方 二 比シテ 遜色 ナシ殊 一一 北 一一 偏ス 
ル 程 地味沃 饒ナリ 冬期 凍結 七尺內 外-一 及フ 

收穫量 地味 膏脛 一ー シク 新開 ナ， ヲ以ー プ 作物 ノ 發生頗 ル 良好 ナリ 本年 ハ 五六 分 作 一ー シク 大豆 三 四 
石 粟 四 五 石高 梁 三 四 石 糜子米 五六 石麋子 二三 石-一過 キス 唯 小麥/ 五六 石 大麥ハ 八 九 石 ノ收穫 アリ 


タリ 若シ豐 作 ナラ/小 麥 大豆 高粱 各 七 八 石 粟 八 九 石 ヨリ 十 石-一 上 ル 
(總 論ノ 開墾 事情 ハ 拜泉縣 及靑岡 縣下ノ 事情 ヲ主 トシ タルモ ノナ ル ヲ以テ 再 記 セス) 

作付 步合 開墾 後三年 以上 經過 セル 土地-一 付 キタ 見 レ ハ 作付 步合ハ 他 地方 卜大 差ナク 小麥モ ニ割 
乃至 三 割ヲ占 ムレ ト新 舊地ヲ 平均 シク 論スレ ハ 粟 及 麋子米 一ー テ 五六 割 ヲ占メ 大豆 高粱 小麥各 一割 
內外 ナリ此 地方 一ー テ ハ 馬糧 トシ Jr 粟 ヲ用フ パ コト 多 vy 麋子米 ハ 燒酎ノ 原料 トナ リ又齊 々哈爾 二 輸 
送シ テ 蒙古 人トノ 交易 品 トナ ル 

小作料 穀納ノ モノ 少ク四 六淸叉 ハ 三 七淸ノ モノ 多シ是 レ 新開地 方 ハ 天然 ノ 影響 ヲ被ム ，コト 大 
ナル ヲ以テ ナリト 云フ三 七淸、 ノニ 荒即チ 開墾 第二 年目ノ 分配 法夕， コト アリ 地味 劣等 ナ〆 土地 二 
對ス， 方法 タル コト アリ 

地主  大地 主 ハー 千晌 ヲ有ス ，モノ アリ 農夫 ハ 槪ネ自 ラ 若干 ノ  土地 ヲ有シ 小作 ス， モノ 少シ 
地價  百 吊 文 內外ニ シク 典價 五十 吊文內 外ナリ 

第 十九  三 道 溝 子 

一、 穀物 ノ 集散 

穀物 ノ輸 出/未 夕殆卜 見， 二 足 ラス 輸出 先キモ 雙廟子 一一 限 ラル 齊 々哈爾 ニモ 少量 ノ小 麥、 糜子 米、 大 
豆 輸送 セラ ル 通肯一 一至， 九十 淸里ナ レ トモ 此 地* 一  出 ツ， コト ナシ 蓋シ通 肯ヨリ 哈爾賓 一一 至 ル ト此 
地 ヨリ晗 爾賓 一一 至グノ 距離 共 二 四百 五十 淸里- 1 シク 此 一帶ノ 相塲/ 皆 哈爾賓 一ー ヨリ 左右 セラ ルル 
ヲ以テ 雨地ノ 相場” 殆卜相 同 シキ カ 故ナリ 斗/ 通 肯卜同 シク 靑岡縣 一一 比 シー 割 方 小ナソ 

こ、 輸入 貨物 ノ 集散 


仕 入 先 ハ 蘭 西 縣多シ ー年 ノ賣 上高靑 岡縣卜 大差 ナシ 
花 旗 布 二  甲 (三十 一二 吊 文) 

大尺布 同興宏 (百 八 九十 文)  廣 大和 (百 四 五十 文) 

打 連 布 眞 龍 (四十 二 吊 文) 

套布鼎 茂 (三 吊 二 三百 文) 

以上 ハ 市帖- ーテノ 相場 ナソ 
雙廟子 ヨリ 冬期 運賃 一件 六 吊 文ナリ 

第二 十  海 倫 府管內 

通肯 地方 ノ 開墾 ハ光緖 二十 年 前後 一一 始マレ ソ 、清朝 當初ノ 計晝ハ 旗 人ヲ以 テ 土地 所有者 トシ 民人 ハ 
一晌二 付 キ六斗 又/一石 ノ 小作料 ヲ 仕拂ヒ 小作人 夕， ヲ得， ノ ミナ リシ カ 其 後年 月 ヲ經ル ーー 從ヒ 
土地 ノ私賣 行 ハレ 流 弊 次第 二 多ク紛 斜極マ ル 所ヲ知 ラナ リシ ヲ以テ 遂一 一光 緖 三十 年鉅欵 ヲ投シ テ 
全部 土地 ヲ旗人 ヨリ 回收シ ー般 1 1 貸 下 ヶ漸ク 整理 ノ緖一 一就 キタ リ光緖 十三 年將 軍恭 it ノ 奏請 二 據 
レ ハ 約 百方 晌 アリ ト然ル ニ 光 緒 二十 三 四 年 旗 人へ 貸 下 ノ當時 僅 11 四十 餘萬晌 ，一過 キス 依 7- 光 緒 二 
十八 年 慶祺將 軍 ノ時更 一一 丈 量 ヲ命シ ニ 十 餘萬晌 ノ增加 ヲ見光 緒 三十 年 變法丈 量 ノ際ハ 約 九十 八 萬 
_ ア V 此內靑 岡縣一 一屬ス ，モノ 旣墾 未墾 ヲ合シ 十二 萬晌 ヲ除キ 八十 六 萬 晌ア ソ更一 一昨年 末 ヨリ 土 
地 淸丈局 ヲ設ヶ 第二次 ノ 土地 淸丈一 一 從事シ ッツ アリ 
右ノ內 現今 開墾 セラ レ タ， 地積 ハ 約 五十 七 萬 晌ナリ 

土地 區劃ハ 井 ヲ單位 トシ 合計 三百 三十 七 井 アジ、 正 藍、 廂黃 、乾、 恭、 寬 、信、 敏 、惠 、水 師營 、正 藍、 廂藍 、正 紅、 箱 紅、 正 


白、 廂白 、坤、 北、 墨 ノ字號 ヲ冠シ 墨、 北 ヲ除キ 各 字號二 屬ス， 井 ハ 南 ヨリ 起算シ 南北 ノ 長短 ニ ョヅ 井數一 
ナ ラス 墨、 北 ハ 通肯 北部 一一 在 リ此制 一一 據ラス 數年前 ヨリ 改メテ 社 トナシ タ， モ名稱 今 尙殘レ リ 開墾 
、ノ 通肯ノ 東西南^; 十分 ノ八九 一ー シテ唯 北方 ハ 十分 ノ ニ三 一一 過 キス 通 北 地方 ハ 未 夕貸下 セス 
一井 ハ ー千 六 百 二十 晌ナ リシ モ 最初 ノ丈量 力甚夕 不精 確ナ リシ ハ 次ノ 例ヲ以 テ 見〆 ヘシ 


左  一一 * ク， ハ 土地 臺帳ノ  ー 部 ヲ寫シ タ， モノ ナリ 


原  放 
公  田 
浮 多 地 
不可 開墾地 
原  戶 
劈  戶 
毛 荒 共 


寬字四 井 
i 、 六〇〇 

一一  cf 

九 こ# 

ニニち I 

一四 戶 

戶 


敏字三 井 

一、 六〇〇 

二〇 


恭字 一井 
一、 六〇〇 

二〇 

三 六 五、 


井名ヲ 逸ス 

一、 六〇〇 


〇 


〇三 


五八 


四 八、 八 七  二 七 二、 一一 五 五 ニー 六 


同  占 

一、 六〇〇 
二〇 
九 二 四 

一三 九、 三 五八 


1 〇 


八 


五 

六 


IZH 


四 


二、 六 八 三、 四 五八 二、 一〇八 、七  二、 二 五 七、 三 五 一、 九 三 九  二、 六 八 三、 三 五八 


原 放 ハ 光緖 二十 三 四 年 貸 下ノ 地積 ナリ 

公田 ハー 井二 付キ ニ十 _ ヲ井內 各戶ニ テ 共同 二 耕作シ 其 收穫ヲ 政府 一一 納メタ ル モノ ナリ 三十 
年 章 程 改正 卜共二 此 制度 ヲ廢止 セリ 


浮 多 地 ムニ 十八 年 淸丈二 際シ 增加シ タル 地積 ナ 


不可 開墾地 ハ 窪地 沙地 等ノ 開墾シ 難キ 土地 ナリ 
原戶ハ 最初 一一 貸下ヶ ラレ タル 戶 數ナリ 
劈戶ハ 淸丈 當時ノ 所有者 戶數 ナリ 
毛 荒 共 ハ 總 面積 合計 ノ意 ナリ 
昨年 末 新設 淸丈局 ノ淸丈 章 程 次 ノ如シ 

通肯 地方 貸 下 當時ノ 丈 量 - >' 甚夕亂 雜ニシ テ ー井 ハー 千 六 百 二 十晌ノ 制 ナル モ事實 -1 於 テ ニ千餘 

_ 二 上 レ ル モノ 少 カラス 三十 年 ニ ハ 先 ツ貸下 一一 從事シ 淸丈ノ 暇 ナカ リシ ヲ以テ 本年 ヨリ 新 一一 第 

二次 ノ淸丈 ヲ行フ 

一、  浮 多 地 ニ シク 旣墾ノ モノ ハ 等級 ヲ分 タス 實際 地積 一一 照シ貸 下 料 トシ テ ー晌二 付 キ六両 ヲ徵ン 
當年 m リ租稅 ヲ課ス 

二、  浮多ノ 未墾地 ハ 實際 地積 ノ七割 一一 對シ貸 下 料 ヲ徵ス 上等 地 ハー 晌二付 キ四両 二錢ー ーシテ 、恭 、寬 
信、 敏 、惠 、水 師營、 廂藍 旗、 正 藍 旗、 廂 紅旗、 廂 白旗、 並 坤字正 井 及 左翼 津貼地 ヨリ 各夾荒 及 乾 字 頭 井 ヨリ 
五井- 一至 ル 地方 ヲ含ム  • 

三、  中等 地 ハー 晌一一 付 キ三両 一ー シテ 之-一 屬スル 地方 ハ 乾 字 六 七 八 井 及扎喀 河北 ヨリ 墨 字 十 井坎字 
各 旗 十 井 等ノ處 トス 

四、  下等 地/一  晌一一 付 キニ両 | 錢 ヲ徵ス 之 一一 屬スル 地方 ハ 祿馬山 以東 正 紅旗 十六 井竝二 北 字 段 七 
十二 井 及官荒 等ノ處 トス 

五、  沿 河 地方 ハ旣 墾地ナ レ、 ノ 原韻ノ 地積 中 六 割 一一 對シ貸 下 料六両 ヲ徵シ 未墾地 ナレハ 七 割 一一 對シ 


1: ■二 付キニ 両一錢 ヲ徵ス 

丄ハ 、地租 ハ 旣墾地 ハ 淸丈當 年 未墾地、 ノ淸 丈ノ年 ヨリ 起算 シテ六 年 目 ヨリ 徵收ス 地租 ハ 大租 小租合 
計一晌 一一 付 キ六百 六十 文 トス 

七 ff 下 料 徵收ノ 際 ハ 手 數料 トシ テ ー両 一一 付 キー 錢 五分 ヲ 徵收シ 尙補平 銀 (庫平 卜市 平トノ 重量 ノ 
差ヲ 補フ) 三分 三 厘、 補色 銀 (純分 ノ差ヲ 補フ) 一分 五 厘、 耗羨銀 (改鑄 目 减リ) 一分 ヲ徵 收ス 
地眛 地味 ノ膏脛 ナ〆 コト ハ 淸丈章 程， 一 上 地 ノ部一 一入ン ル モノ 大部分 ナ， ヲ以テ 證ス ヘシ 加フ， 
一一 開墾 最モ 古キモ 十 年 ヲ出テ サル ヲ以 r 作物 ノ 生長 最モ 盛ナリ 肥料、 ノ全ク 施サ ス黑土 ノ厚サ 平均 
四 尺 アリ 管内 波 狀形ノ 丘陵 多キモ 傾斜 寬ナ， ヲ以テ 耕種 一一 不便 ナシ 

收穫量  / 平年 小麥 五六 石 大豆 七 八 石 粟 十 石 高粱 七 八 石-ー シテ品 質 良好 大豆 四十 三 斤小麥 四十 二 
斤 ナリ 本年、 ノ 大豆 四十 一二 斤小麥 四十 斤 アリ 本年/六 七月 ノ頃 降雨 四十 日 二 及 ヒ全ク 太陽 ヲ見ス 
八月 初旬 一ー ハ 旣一一 降霜 アリ 例年 一一 比シ早 キコ ト十數 日 刈入 前 ニ テ 粟 高粱 ハ 被害 甚シク 全體一 一於ク 
四 分 作ナリ ト云フ 小麥/ 五 石 平均 大豆 ハ 六 七 石ノ 地方 モア リ .又 二三 石ノ 地方 モア リ粟 五六 石 高粱 
五石ヲ 最上 トシ ーニ 石ノ 地方 モ アリ 昨年 ハ 豐作一 ー シク 通肯 地方 小麥 五六 石 大豆 八 九 石 粟 ハ 十石ヨ 
リ 十二 石 一一 達 セル 地方 アリ 高粱モ 七 八 石 ノ收穫 アリ タリ 麻 子、 ノ 昨年 七 八 石 今年 ハ 五 石 一一 過 キス 
作付 步合 小 麥三割 大豆 一割 五分 乃至 二割 ヲ占ム 農家 一ー ヨリ 小麥卜 大豆 ノ 作付 相 等 シキ モノ アリ 
粟 ハ ニ割 乃至 三 割 高粱 一割 乃至 二割 ナリ 大麥 麻子ノ 植付 >  亦少 カラス 
管內 生産額 ヲ 算出ス レ/ 左 ノ如シ 

作付 步合  作付面積  一晌ノ 收穫量  總收穫 量 

二 五 


小 

大 

粟 

高 

其 


麥 

豆 


梁 

他 


三 

二 

二、 五 
1 、五 
一、 〇 


七 一、 〇〇 a 
一四、 〇〇〇 

四 二、 五〇〇 
八 五、 五〇〇 
五 七、 〇〇〇 


五、 五 
七、 五 
〇 、〇 
七、 五 
七 


石 


九 四 Q 五〇〇 

八 五 五、 〇〇〇 
、四 二 五、 〇〇〇 
六 四 一、 二五〇 
三 九九、 〇〇〇 


計 


約 四、 三 〇〇、 〇〇〇 


小作料 此 地方 モ穀 納少ク 四 六 淸多シ 

開墾 第一 年 ハー 九 淸二年 ニ ハ ニ八 淸、 三年 ニニ ニ 七淸 、四 年 
多シ 


四 六淸ト ナス ノ習償 モ アリ 自作 ノ方 


地主 大地 主卜稱 スル. モノ ニ 千餘， ー ヲ有ス 五六 百晌ノ モノ 少カラ ス 土地 臺帳各 劈 戶ノ有 スル 耕地 
(毛 荒 中ヨソ 不可 開墾地 ヲ除 キタ， モノ ズー 戶 平均 一百晌 ナリ 之ヲ以 テ 全部 ノ平均 數トハ 爲シ 難キ 
モ亦 大地 主少 カラ サル ヲ知， 二足， ヘシ 

地價 熱 地 一  , 一 百 五十 吊 文 以下 百 二 三十 吊 文典 價卅吊 乃至 五十 吊 文 未墾地 卅吊 乃至 四十 吊 文ナリ 


第二 十一  通 

一、 穀物 ノ 集散 


肓 


管內ノ 耕地 ハ 五六 十萬晌 一一 上 レ ト 市街 ハ 北 一一 偏 スル ヲ以テ 其 集散 範圍ハ 東西： 0 淸里 南北 六 七十 淸 


、、>  »n 


里 一一 過 キス 此地ョ リノ 輸出 ハ 昨年 ョリ始 マソ 今年 ハ 大豆 二三 萬 石小麥 五六 萬石ヲ 買收シ 得 
云 フ集市 ハ 南 街 二 在 リ現時 多 キト キ百車 二 上 ル 取引 商人 ハ燒 鍋、 布 局 及 棧房ニ シク 客 商ノ買 付ヲ依 


賴ス， モノー ー  ハ 三分 ノロ 錢ヲ 徵ス經 紀ナシ 定期取引 行 ハル 本年 八月 二十 一月  一 0:; 渡 シ 大豆 一二 萬 
石ノ 契約 アリ タリ 斗 ハ 呼 蘭 一一 比 シー 石 一一 付キ 五六 升 方 大ナリ 

運賃 ハ 晗爾賓 マテ 小麥 大豆 結氷 前 一石 九 吊 文 結氷 後 六 七 吊 文 大麥五 吊 文內外 ナジ (市， 帖ヲ 標準 トス 

一一、 輸入 貨物 ノ 集散 

此地ノ 雜貨舖 ハ 此地一 一ー グ布局 ヨリ 卸 ヲ受ヶ 小 賣ス， モノ 及 呼 蘭北團 林 子 及 巴 彥州一 ー テ 仕 入， ル モ 
ノ多ク 時 トシ 7- 巴彥州 方面 ヨ リノ 客 商ノ手 ヨリ 賀取ル コト アリ 營ロ ヨリ 直輸入 スル モノ ハ 布局ノ 
外 ハ 燒鍋ノ 兼業 セル モノー ニ 家 二 過 キス 

昨年 ノ 輸入額 三百 萬 吊 文 本年 ハ 四 萬 吊 文 一一 上リ尙 年々 增加ノ 傾向 アリ 商務 總會ノ 調査 一一 據， 二 重 
ナ， 輸入 貨物 數量次 ノ如シ 
大尺布  一、 五 〇〇梱 

世 昌變百 九十 文) 最モ 多ク廣 大和 W 六十 文) 同 興 宏亦少 ナカ ラス 
花 旗 布  一、 二〇 C 梱 

馬狗 (三十 六 吊) 最 モ多ク 鹿 甲 (三十 八 吊 文) 二 甲 (三十 四 吊 文) 之- 一次 ク 

打 連 布  一、 〇 〇〇梱 

眞龍 (四 一 吊： 最モ多 ク立馬 (三十 九 吊 乃至 三十 九 吊 五 百文乏 •一次 ク 
套 布  一、 〇〇 〇梱 

鼎 茂 (一# 三百 十五 吊 文) 瑞興 (三百 十八 吊 文) 

紅 糖  八 〇〇包 


.廣包 (五十 七 吊) 輕皮 (五十 九 吊) 

白 糖  五〇 C 包 

奇白糖 (八十 三 gl 吊 文) 洋杠粉 (八十 五 吊 文) 

氷 糖  一 〇〇 包  廣包 (九十 吊 文) 

棉 花  五〇 、〇〇 〇 斤  一斤 二 吊 七 百 文 
面 城  八 〇〇盒 
白 礬  六 〇〇包 
海 紙  四、 〇〇〇 塊 
金箔  二〇〇 箱 
茶 葉  三〇纂 

花 生  一 〇、 0 〇〇斤  '、  :  ,  : ; 

煙草 麻、 ノ四五 百淸里 ナル 東 山地 方ヨ リ來い トモ 上等品 ハ 吉林 地方 ヨリ 輸入 セラ ル 木材 モ東 山地 方 
ヨリ 出 ツ長サ 三 丈 末 ロー  尺 五 寸內外 ノ九太 三十 吊 文長サ 七 尺 五 寸ノ幅 一尺八寸 ノ板材 二 吊 文內外 
ナリ 

運賃 ハ 晗爾賓 ヨリ 冬期 六 吊 文 北 II 林 子 ヨリ 三 四 吊文內 外ナリ 夏期 運送 ハ 甚夕 少シ 

第二 十二 餘慶街 

地積 巡 警局ノ 調査 表. 一一 據レハ ー六 八、 九四丄 C  , ー アリ 貸 下 ハ 咸豊同 治 年間 一一 在 レ トモ 開墾、 ン 稍晚ク 
槪ネ三 四十 年來ノ 耕地 ナツ 


地積 一一 對ス， 人 ロノ 割合 ハー 晌ーー 付 キ〇、 六 五 人ナリ 

地味 綏化巴 彥州卜 大差 ナク黑 土 ノ深サ 平均 三尺 ヲ有ス 唯 東北 頭 道 岗三道 山 岡 地方 ハ 地味 肥沃 ナレ 
トモ 水質 惡シク 色 鐵銹ノ 如 ク頗 K 健康 一一 害 アリ 婦女 兒童ノ 如キハ 夭死 セ サレ ハ 必ス 畸形 トナ〆 ヲ 
以テ 住民 少ナシ 

收穫量 好 年 一ー ハ 大豆 六 石 小 麥五石 粟 八 九 石 高粱 七 八 石 麻 子 七 八 石 ニ シテ 大麥ハ 八 石 ノ收穫 .アリ 
本年 ハ 六 七 分 作-ー シテ小 麥四五 石 大豆 四 石 粟 高粱 共 一一 六 七 石 大麥ハ 九 石 麻 子 五六 石ナリ 昨年 ハ 小 
麥 二 石 大豆 六 石 粟 五六 石 大麥四 五石ナ リシ 

作付 步合 小麥 二割 五分 大豆 二割 粟 二割 五分 乃至 三 割 高粱 一割 乃至 一割 五分 大麥 五分 玉蜀黍 五分 
乃至 一割 ノ 割合 ナリ 

平年 收穫 量ヲ 平均 六 石 トス レ ハ 百 萬 石 ノ收穫 アリ 
地主  大ナ， モノ ニ三 千晌 ヲ有ス 自作 多シ 

小作料 小作料、 ノ穀 物ナレ ハ. 二 石ヲ上 トス 然レ トモ 上 地 四 六 淸 下地 三 七淸ノ モノ 多シ 
地價 二百 吊 乃至 二百 五十 吊典價 五六 十 吊 文ナリ 

第二 十三 餘慶街 

一、 穀物 ノ 集散 

此也 方モ亦 農夫 自ラ販 運 スル モ / 多ク 昨年 此地 商人 及 客 商 ノ買付 セ シモノ 大豆 三 萬 石 大小 麥一萬 
二三 千 石 一一 過 キス 今年 ハ 各 二 萬 石內外 ナル ヘシ 仕向 地 ハ 哈爾 賓多シ 大部分、 ノ 冬期 車 運 一一 由 レ トモ 
叉 好運 一一 由， モ / アリ 碇泊 地 ハ 西北 十五 淸里ナ ，朝 陽 宫叉ハ 南 大河 沿 一ー シテ 平日 十八 九 艘ノ民 船 


一二 〇 

碇泊 シ餘慶 街 及 附近 村落 ノ 穀物 ノ積出 サル ル モノ  I 年 約 二百 艘 アリ ー艘 ノ積截 量/九十 石 ナリ集 
市、 ノ街ノ 西 端 一一 在リ 現在 ハ 十二 三 車 ニ シー 7* 大豆 ヲ多シ トス 冬期 最盛ノ 時/六 七十 車 ノ來集 ヲ見レ 
取引 一一 從事 スル 商人； 布 櫃油坊 雜貨舖 及大車 店ナリ 客 商 ハ 多ク大 車 店， 一宿 泊シテ 買 付， 一 從事ス D 
錢/ 三分 ナリ 斗 -- »' 北 [1 林 子卜相 同シ靑 苗ノ時 先物 買賣ヲ 行フモ ノ少 カラス 

哈 爾賓マ テ 冬期 三日 程 | 石ノ 運賃 五六 吊 文 夏期 順風 十數日 ヲ要シ 運賃/冬期 卜 大差 ナシ水 淺キ處 
1 尺-一過 キス 

二、 輸入 貨物 ノ 集散 

仕 入 先/ 營ロヲ 主 トス 寬城子 哈爾賓 北 II 林 子 呼 蘭 ヨリ來 ル モノ アレ トモ 多 カラス 商務 會ノ 調 * 一一 
據ル- 一光 緖三 十四 年度 ノ 輸入 數量左 ノ如シ 
大尺布  一、 二 五四梱 

得 記 (百 八十 文) 世昌德 (同 價) 多ク 同興宏 (百 八十 四 文) 廣 大和 (百 六十 文) 少シ 
花 旗 布  ニニ I 梱 

馬 狗三頭 (三十 八 吊) 二 甲 (三十 四 吊) 

打 連 布  ニニ 六梱 
眞龍 (四十 吊) 眞馬 (三十 九 吊) 

套布  M ハ三梱  • 

鼎 茂 (三百 十 吊) 

花 素羽紬  九 三四疋 


坎布 

棉花 


三〇梱 
四 九、 一〇 〇 斤 


錦 州義州 產多シ (一斤 二 吊 四 五 百 文) 


糖貨 
面 域 


、一四 二 包 

、〇 〇〇斤 


齊 々晗 爾產 (百 斤 二十 四 五 吊 文) 


葦 蓆 


一四 六 棚 


直 隸產二 棚 十七 八 枚 一枚 四 吊餘) 


茶 葉 
京 海 紙 
餳 箔 
白  S 
花 生 
鐵鍋 
瓷 器 


四三簍 
二、 八 三 八 塊 
一六 五 箱 
四 五 個 
四、 六 〇〇斤 
一、 二 〇〇口 
一一 六 件 


此賣上 總額約 二百 萬 吊 文ナ卩 

相塲ハ 北團 林子ノ 支配 ヲ受ケ 同地-一 比シ約 一 割 方高價 ナ 


晗爾賓 ヨリ 冬期 車 運 


ル 運賃 一件 三 吊文內 外ナリ 


方 

フ 


第二 十四 綏化 府管內 

地積 巡 警局ノ 調查一 一據， 一一 約 二〇八 、〇 〇 〇 _ ナリ然 ，二 知府 衙門ノ 地理 統計表 ニ ハ ニ 三 六、 〇〇 
〇晌ト アリ 尙此外 蘭 西 縣ヨリ 新 タニ 編入 シタ， 地 約二〇 、〇 〇〇晌 アリ ト云フ 人 ロノ 比例 ヨリ 見， 
-1 A D 約 二 六〇、 〇〇〇 人) 尙少 キー ー過 クルカ 如キ モ暫ク 知府 衙門ノ 統計表 一一 據グ ニ三 六 〇 〇〇晌 卜 

ス 

開 ® ノ 開始 ハ 咸豊同 治 年間 一一 在ント モ 全部 ノ開 11 ヲ見夕 ，ハ 十 年 前ノ寧 一一 屬ス 

地味  土質 ハ 通肯 地方 卜同シ キモ 開墾 年次 早 キヲ以 テ 稍 瘦薄ナ リ然レ トモ 呼 蘭 地方 一一 比シテ ハ 優 
レリ 黑土 淺キ處 一二 尺 深 キ處四 尺 一一 達ス 

收獲量 開墾 當時 ヨリ 光 緖十年 前後 マテ ハ 大豆 七 八 石 高粱 粟 各 十 石 ノ收獲 アリ ' >• モ近來 ハ 好 年 六 
七 石 一一 過 キス 小 麥五石 粟 高粱 各 八 石ナリ 今年 ハ 夏期 除草 ノ際 雨量 多 キー ー過 キ收 穫惡シ 北 ® I 林子附 
近小麥 平均 五 石 大豆 三 四 石 粟 七 石 高粱 五 石 大麥六 七 石 麻 子 四 五 石 玉蜀黍 六 石 ナル モ 東部 地方 ハ 小 
麥 二三 石 大豆 二 石未滿 高粱 粟 各 三 四 石 一一 過 キス 上集廠 地方 ハ 小麥五 石 大豆 四 石 粟 七 八 石 高粱 二三 
石ナリ 昨年 ハ 北 團林子 地方-ー テ ハ 小麥 二三 石 大豆 五六 石 ヨリ 七 八 石 一一 上 リシ 地方 モア リ粟 五六 石 
高粱 五 石 大麥四 五 石 麻 子 七 八 石 玉蜀黍 八 九 石 ノ收穫 アリ 

作付 歩合 小麥三 大豆 一、 五 粟 三、 五 高粱 一， 五雜〇 、五ノ 割合 ナリ 粟ノ 作付 比較的 多キ； 土地 一一 對スル 
住民 ノ 割合 多キニ 因 ル ヘシ 從來 罌粟 ノ 栽培 行 ハレ タレ トモ 禁止 以後 斷絕 セリ 

罌粟 栽培 地 ハ 毎年 肥料 ヲ施シ 甚夕 肥沃 ナ， 爲メ 栽培 禁止 後 ハ 小 麥ヲ種 植セシ カ 成長 高 キー ー過 キ四 
尺 以上 二 達シ風 ノ爲メ ニ 吹キ倒 テ： i 却ツテ 收穫 ヲ損シ タリ (罌 •粟 ノ栽 培地 ハ 每年 j 晌ノ施 E 及 ®: 穫 


-1 要ス， 費用 百 吊 文 乃至 二百 吊 文 ヲ要ス 收穫滴 花 ハ 手藝 細ナ， ヲ要 ス， ヲ以テ 婦女 ヲ M 入， 其饗 
應 # 二 餐用ヲ 要 スー nln] ョ リノ 收穫三 四百 両 十ニ シー 7" 當時 一両 ノ價格 一 吊 文 乃至 一 吊 五 百 文 

ナリ) 


平年 生産額 ヲ 差出ス レ、 ノ次 ノ如シ 


合 

其 

筒 

粟 

大 

小 

メ 

> 

計 

他 

粱 

豆 

麥 

4 

約 

〇 

3l 

$ 

c5 石 

作 

付 

步 

合 

五、 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

. ■■毳 

A 

〇 

〇 

五 

四、 

〇 

〇 

八 

— ; • 

ハ 

〇 

〇 

五 

四、 

〇 

〇 

七 

〇 

A 

〇 

作 

付 

地 

積 

8 

七 

£ 

七 

2 

四 
五 石 

晌 

ノ 

i 收 
穫 

旦 

里 

七 

〇 

X 

〇 

〇 

二 

丄 

五 

$ 

〇, 

〇 

•圓一 烏 

九 

5E 

〇 

〇 

—  rnr 

〇 

五、 

〇 

〇 

八 

ハ 

〇 

〇, 

總 

收 

棲 

量 

小作料 穀納 二石ノ モノ 最モ多 ク四六 淸少シ 東部 ハ 小作 セ シムル モノ 多ク八 割 ヲ越ユ レ トモ 南方 
ハ 自作 多シ 

地價 槪ネ ニ百 餘吊 文ナリ 北 SI 林 子 附近 ハ 三百 吊 文 乃至 四百 吊 文ナリ 罌粟 栽培 地 ハ 從前六 百 吊 文 
ナリシ カ 現在 ハ 半價 一一 下落 セソ 

第二 十五  北 圑林子 

一、 穀物 ノ 集散 

來集區 域 ハ & 內及 餘慶縣 海倫府 ノー  帶ーー 亘ン トモ 地方 ノ激物 ハ 呼 蘭晗 爾賓一 一直 接 輸送 セラ〆 ルモ 


ノ少 カラ サル ヲ以テ 市上 ニ テ 賣買 セラ ルル 數量； サマ .ーグ 多 カラス 市上ノ 消費 ヲ合シ 三十 五 萬 石 乃 
至 四十 萬 石 ノ間二 在リ 

輸出 數量 及經路 小麥、 ノ 昨年 十五 萬石ノ 輸出 アリシ カ 今年 ハ 收穫 良好 ナリシ ヲ以テ ニ十 萬 石 ラ 越 
ュへシ 大豆/昨年 十二 三 萬石ノ 輸出 アリ 今年、 ノ收穫 惡キモ 北方 新開地 方/植付 增加シ タルト 大豆 
價格 騰貴 セル ヲ以テ 穀粒 ノ儘 輸出 セラ ルル モノ 多 キト 昨年 ハ 客 商 / 此地一 I  , グ賀收 一一 從事 スル モノ 
五六 家 一一 過 キサ リシ ーー 今年 ハ 十 數家一 一 上 レ ル ヲ以ク 其 輸出 額/ 此數ヲ 下 ル コト ナカ V ヘシ 


. ■— A 

商 

大 

大 

本 

年 

淸 

曆 

正 

月 

a 

粱 

麥 

豆 

四 

七 

七 

五 

_  ,• 

ハ 

七 

— 石 

V 

m 

月 

マ 

テ 

ノ 

輸 

出 

量 

左 

雜 

小 

小 

ノ 

如 

シ 

ル E3 

種 

米 

麥 

四 

五: 

四 

七、 

七 

七 

四 

ハ 

〇 

〇石 

輸出 先 ハ 晗爾賓 一ー シ-グ 呼 蘭-一 出 ツル モノ 少シ 冬期 車 運 一) 由 ル モノ 多ヶレ トモ 市場 在荷 ノ發 S 濟卜 

ナラサ ，前 一一 道路 泥濘 トナ レ - >' 河運ヲ 利用 スル コト アリ 今年 春 期 大豆 二 萬 四 五千石 小麥 五千石 ヲ 
河 運 一ー ヨリ 輸出 セリ 

取引 集 市 ハ 東西 兩街- 一 在 リー 日 交替-一 開ク 昨今 I 日 上 市 車輔百 五十 車 冬期 最モ 多キ トキ 三 四百 
車 -.' 一達 スル コト アリ 此地ノ 穀物 取引 商 ハ 燒鍋ノ 外 店 及 布 局 一ー シク 客 商、 ノ之一 一宿 泊シ其 手 ヲ通シ テ 
賀收ス ロ錢、 ノ 三分 ノ定 トス 店 及 布 局ノ重 ナル モノ 左 ノ如シ 
店 會_ 昌店 會源衡 永發成 同 和 成 源 和 厚 福 和 源 
布 局 福增永 恒增昇 東勝發 廣源厚 慶和長 永 和 東 


經紀 アレ トモ 主 トシ テ 銀 市 一一 關係— 物 取引 一一 從事 J モノ 少シ 定期取引 ニ ハ 七月 ノ  •交一 一大 豆 十 
二 吊小麥 十八 吊 ニー k (十一月 一日 渡 i 約 三 萬石ノ 契約 ア リ タリ 相場、 i トシ ーグ 哈爾賓 相場 ノ 支配 
ヲ受ク 呼 蘭トノ 相場 ハ 同地 間ノ 運賃— 文 內外ノ 開キこ ノヲ常 トニ トモ 此 地方 ノ 需要 如何 ニョ 
リニー 吊 文ノ開 キー ー過 キサ, コト ア i 肯產 'ノ 管 內產 二比シ 品質 優 リー 石 一一 付 キ小麥 、ノ七 八 百 文 

乃至 一 吊 文 大豆 ハ 四 五 百 文 方 高 價ナリ 

諸 掛及 運賃 麻 ® 包 裝積込 費 等 一切 一ー テ 百 石 一ー ツキ 十二 吊 五 百 文 ヲ要ス 冬期晗 爾賓一 一至， 二 B 四 

一； 一石 四 吊 文 內外ナ 4 來轉— ナ：ノ  I 呼 蘭 i  — 廠二 類似 セ： 
ノナ リシ カ近來 商人、 ノ之 一一 託送 ス〆 コト ヲ 喜、 ノス 其手數 料 百 石 一一 付 キ十 吊文ヲ 納付 シテ自 ラ 雇 車 

ス， モノ 多シ 夏期 河 運 一一 由 X 運賃、 ノ 

河岸 マテ 北 三十 淸里  二 吊 文 

(繋船 地 ハ 孫 家 船 口 及 張 家 船 ロ トス 兩地ノ 距離 ハ 四五淸 里ナリ ) 

哈爾賓 マテ  三 吊 文 

水淺 三尺 一ー シテ百 石 以上 ヲ 積載ス ，能 ハス 早キ モー 週間 晚ヶレ ハ ニ三 週間 ヲ要ス 

二-輸入 貨物 ノ 集散 

仕 入 先、 i ロヲ主 トス 店員 ヲ派 遺シテ 仕 入 二 從事セ シメ 居 レノ モノ 十 餘家ア "寬城 子 之-一次 ク 共-一 
哈爾賓 マテ 鐵道一 一由〆 冬期 車 運シテ 輸入 セラ ニ モノ 多キモ 夏期 河 運 二 由 リ呼蘭 二 荷揚シ 車運シ 
テ至ン ノモ ノ亦少 カラス 市上 零 賣ノ外 雙河鎭 雙寵鎭 十 間 房等ノ 市場 一一 卸賣 セラ， 一年 輸入額 約 一千 

二三 百 萬 吊 文 一ー シ r 重ナ， 商品 左 ノ如シ 

,  一二 五 


*  二  h av. 

大尺布  八、 〇 〇〇梱 

久大 (lm 六十 文) 雲 巾 (百 六十 文) ノ 中等 品賣行 多ク 同興宏 (百 八十 文) 世 日 _ 德 (百 七十 五 文) 廣大® 百 五十 文) 
等 ハ賣 行少シ 
花 旗 布  一、 七 〇〇梱 

馬 狗三頭 (三十 一 吊 文) 二 甲 (三十 吊 文) ノ 中等 品ノ賣 行多シ 
打 連 布  一、 〇 〇〇梱 

元 馬 (三十 四 吊 五 百 文) 最モ多 ク眞龍 (三十 五 吊文乏 一一 次ク 
套 布  一、 七 〇〇捆 
鼎 茂 (二百 八十 吊 文) 

淸水布  三 〇〇捆 

坎 布  三 〇〇捆  . 

豊裕三 十六 吊 文) 

綿 花 一二 〇〇、 〇〇〇 斤 

印度 產 (一 吊 九 百 文) 多ク廣 寧產三 吊 文) 少シ 
紅 糖  三、 〇〇〇 包 

廣包紅 糖 (五十 吊) ノ外近 來獨逸 製 (八十 吊) ノ 輸入 稍 多シ 但シ廣 包ノニ 割內外 一一 過 キス 
白 糖  一 〇 〇〇包 

奇白糖 (六十 五 吊 文) 洋扛粉 (同 價) 


海 紙 
葦  蓆 
燐寸 


五、 C 〇〇塊 

一、 二 〇〇梱 
一〇 、〇 〇〇箱 


十五 吊 文 


三十 二 吊 文 

棉布 B ハ 白 布ノ儘 輸入 セラ レ 此地ノ 染房一 一 7- 染上ヶ 小賣セ ラルー 疋ノ染 手間賃 ハ 左 ノ免シ 

佛靑  正 藍  魚 藍  表  毛 藍 


吊 


大尺布 
花 旗 布 
諸掛及 運賃 
大尺布 
花 旗 布 
打 連 布 
套布 
雜貨 
冬期 卜 夏期 


五 

六 


一一 


二 


六  四  二 
二〇  一 五  一〇 

營ロヨ リ北團 林子一 一至 ル 春秋 期ノ 運賃 及 諸 掛/大 約 左 ノ如シ 
一捆  小 銀貨  六 元 
.同  同  十二 元 
同  同  九 元 
同  同  五 元 
一件  同  六 元內外 
哈爾賓 ヨリ !«: 地 一一 至， 運賃 ノ開キ 丈ヶノ 高低 ァ 


晗爾賓 間/運賃 左 ノ如シ 
夏期  六 七日 
冬 期  二三 日 


一件 七 八 吊 文 
同  二三 吊 文 


第二 十六  上集廠 


一七 


,  一二 八 

此 地方 ノ 穀物、 ノ 農夫 自 ラ北團 林 子又ヽ ノ哈 爾賓- 一版 運 スル モノ 多ク 此地ノ 商人 及 客 商 ノ買付 輸出 ス 
ル モノ ハー 萬 石？ 越 エス 此 地方 ニ テ ハ 商人 ノ 農夫-一 對シ靑 苗ノ時 ヨリ 契約 スル モノ 少カ ラス 相場 
ハ 北圃 林子ノ 支配 マ 受クレ トモ 巴 彥州ノ 相場 モ亦 影響ス 

運賃； 冬期 北團林 子 マテ ー 百 四十 淸里 一石 二 付キ 最高 一 吊 八 百 文 最低 一 吊 六 百 文ナリ 

第二 十七 呼 蘭 府管內 

地積 商務 總會ノ 調查ー ー據レ ハ 上 地 四 〇、 五 五〇晌 中 地 一一 四、 五 五〇晌 下地 九 一 、 三 九 六 •一計 二 四 六、 
四 九 六， ー アリ 此外 開墾シ 得 ヘキ 未墾地 トシ テ、 ノ呼蘭 河南 岸 二 約 一萬晌 アリ 從來晾 網 地卜名 ッヶテ 
» 留セ ラレ シモ 近年 贷下 ノ計畫 アリ 此 地方 一ー テ ハー 晌ハ .或 ハ ニ 千 八 百 八十 弓 卜稱シ 或 ハ 七 千 二百 
弓 卜稱ス  •  • 

土地 一一 對スル 人 ロノ 割合 ハー， 一二 付 キ〇、 八 五 人ナリ 

此 地方 ノ 開墾 ハ 呼 蘭 河流 域 二 在 リク 最モ古 ク雍正 十三 年 二 七三 五 年) 奉 天開戶 八旗ヲ 移住 セ シメ 官 
牛ヲ 貸與シ テ開懇 - 一從ハ シメ 其收穫 ノー  部 ヲ徵シ テ 官倉一 一蓄へ 軍糧一 一 供 セリ 其 後乾隆 中葉 二 至リ 
民人 ノ 侵入 防 クへ カラ サルー ー至 リテ ，開放 セ シコ ト ー般 事情 一一 述フル カ如シ 光緖 十三 年ノ 調査 二 係 
K 呼 蘭 河流 域 ノ旣墾 地 左 ノ如シ  . 

呼 蘭 城 A 界賦地 副 都 統直屬 (魅 減 I 一 _)  一一 三 M A ま 晌 
呼 蘭 城 七段賦 地 同知ノ 管轄 (賴齡 I 化 4 課 及)  ニニ 四、 〇 二五晌 
緩 化廳城 五段 賦地 通判ノ 管轄 (職 減 心 藤 課)  こ 0 七、 五 〇 九 3 • 

北 團林子 武營代 墾京旗 聖地 旗官協 領ノ 管轄 (傾 植⑴終 ) I ハ、 一八 五晌 


計 

光緖 二十 八年ノ 調査- 一據 レ、 ノ次 ノ如シ 
呼 蘭 八 旗 界升科 徵租地 
巴彥 蘇々 升 科 徵租地 


七 七三、 五 七六晌 


三八八、七六〇晌 


三〇 三、 四 


晌 


同 


學 田地 


綏化廳 津河等 五段 升 科 徵租地 
北 圑林子 京旗界 二十 八 年分 額徵地 


三、 四 〇四晌 
三 二〇、 二 六九晌 
一九、 〇 五一 晌 
、〇三 五 A 九六晌 


計 

地味 地味 ハ 綏化府 巴彥州 一一 比シテ 劣 レリ 且ッ 開墾 年次 古 キヲ以 テ 地力 漸ク 缺乏シ 
ヲ施ス モノ 稍多シ 呼 蘭 河 及 松 花 江 一一 濱ス X 地方 ハ 耕種シ 難キ 窪地 少ナ カラス 地積 表 


ッ アリ 肥料 
上 地 少ナキ 


ヲ以 -グ 知〆 ヘシ 

收穫量 本年 ハ 呼 蘭 附近 及 東方 巴 彥州界 ハ 收穫惡 シク 呼 蘭 北方 綵化府 二 界スル 地方 ハ 七 八 分作ナ 
リ 平均 小 麥四五 石 大豆 三 石 粟 七 八 石 高粱 六 石ナリ 

昨年/小 麥 二三 石 (地方-ー ヨリ 五六 石ノ モノ アリ) 大豆 五六 石 粟 高粱 共 一一 七 八 石 ノ收穫 アリ 
作 # 步合 小麥 二割 五分 强 大豆 二割 弱 粟 二割 高粱 二割 大麥 一割 弱 其 他 一割 弱ナリ 


右二 據リ 平年 ノ收 穫量ヲ 算出ス ，一一 左 ノ如シ 


小 


麥 


作付 步合 
二割 五分 强 


作付 地積 

六 五、 〇〇〇 


向 ノ收穫 量  總忟穫 量 


石 


石 


3J 


二 六 〇、 〇〇〇 

一二 九 


三〇 


大 

粟 

高 

大 

其 


1 1 


合 


粱 

麥 

他 

計 


二割 弱 
二割 
二割 
l f I 弱 

一割 弱 


四 五、 〇〇〇 
五〇 、〇 ◦〇 
五〇、 〇〇〇 
二 〇、 〇〇〇 
二 〇、 〇〇〇 


五 
七 

六 

七 

六 


ニニ 五、 〇〇〇 
三 五 〇、 〇〇〇 
三〇 〇、 〇〇〇 
一四 〇 、〇 〇〇 
一二 〇、 〇〇〇 
、四 〇〇 、〇 〇 0 


小作料 穀納 二石ノ モノ 多シ綏 化府- 1 接 スル 地方 一ー テ. ハ 四 六淸ノ モノ 多シ 

地價 村落 二 r ハ 平均 二百 吊 文 ナル モ 市街 隣接地 方 ハ 三百 吊 文 乃至 四百 吊 文ナリ 毎年 肥料 ヲ施 
野菜、 西瓜 等ヲ 栽培 スル ヲ以テ ナ リ典價 八十 吊 文 乃至 百 吊文ナ V. 

第二 十八  呼  蘭 

一、 穀物 ノ 集散 

來集區 域 及數量 呼 蘭 ハ 呼 蘭 通肯兩 河流 域 交通 ノ要樞 一一 當ル ヲ以テ 榖物ノ 來集區 域 ハ 全 流域 一一 
レリ 今 其 區域及 集散 數量ヲ 列擧ス レ、 ノ次ノ 如シ 

小  麥 


大 


呼蘭府 
綏化府 
餘 慶 縣 (f  |  " a 

海 •倫府 


石 


二〇〇 、〇 〇〇 
二 五 〇、 〇〇〇 
一七 〇、 〇〇〇 
七 五 〇、 〇〇〇 


石 


一六 〇、 〇〇〇 
一六 〇、 〇〇〇 
五〇、 〇〇〇 
六 〇〇、 〇〇〇 


亘 


巴 彥州 (n  i  I  3  一〇〇 、〇 O  ◦  一五〇 、〇 O  ◦ 

計  一、 四 七 〇、 〇〇〇  一、 一二 〇、 〇〇〇 
呼 蘭 河 通 肯河以 西、 ノ 地方、 ノ 耕地 モ狹少 ニ シテ 且ッ此 地方 一一 來集 スル モノ 少シ此 外 高粱 粟 麻 子等 ヲ 
合計シ 平年 約 二百 七 八十 萬 石 卜見積 ル コト ヲ得 

從來ハ 呼 蘭 ハ 此 流域 ノ最モ 重ナ， 集散 市場 ナリ シガ 近年 此地 ヲ距〆 四十 淸里ナ ，哈 爾賓ノ 勃興 以 
來多ク ハ 通過 シク 直 一一 哈爾賓 市場 一一 至 リ此地 一ー ク 取引 セラ ルル ハ 結氷 前後 哈爾 賓トノ 交通 一時 斷 
絕セ， 時 力 又、 ノ晗 爾賓 相場 力 此地ノ 相場 一一 比ン 輸送 實費以 內二 低廉 ナル カ 或/農夫 自身 ノ 都合 上 
賣急ク 場合-一 限 レリ 尤モ 本年 ハ 哈爾賓 商人 ノ此 地方 一一 出張 シク 買 付 ケー ー從事 スル モノ 多 キー ー ヨリ 
此地 一一 7- 取引 セラ，， モノ 稍增加 スル 見込 アリ 

市中 ノ消費 ハ 磨坊ノ 製粉 高小麥 一年 十 萬 石內外 大豆 ハ 油 坊一 一ー ブ打油 セラ ルル モノ 五 萬 石 乃至 十 萬 
石-ー シ テ 輸出 量 ハ 昨年 小麥 大豆 各 二十 萬石ナ リシ 今年 ハ 小麥ハ 增收ナ リシ ヲ以ク 輸出 量モ 亦稍增 
加ス へク 大豆 ハ 不作 ナ, モ 穀粒 ノ儘 輸出 セラ ルル モノ 多 キト 買 付 商人 入リ込 ミタ， 一ー ヨリ 共 一ー ニ 
十五 萬 石 一一 上， へク此 外大麥 高粱 麻 子等 雜穀ノ 取引高 約 十 萬 石 アル ヲ以テ 合計 七 八十 萬石ノ 取引 
アル ヘシ 今年 淸曆 九月 七日 以後 ーヶ月 間 ノ來集 車數ハ 左 ノ如シ 


九月 七  日 


八 

九 


H 

日 


大豆 
三 I 
八〇 
三〇 


小麥 
二 五" 
四〇 
一 五 


大麥 


車 


一〇 

三〇 

四 


三 一 


十三 日 
十四日 
十五 日 
十六 日 
十七 日 
十 A 日 
十九 日 
二十日 
廿 一日 
廿 二日 
廿 三日 
廿 四日 
廿 五日 
廿 六日 
廿 七日 


三 五 
二 七 
三 二 
三 二 
五〇 
四 五 
五 五 
八〇 
五 

二 〇 


六〇 
七〇 
四〇 
四 五 


一一 五 

二八 

三 四 

五 二 
四〇 
五〇 

三 五 
五〇 

四 
一 五 
七 
四〇 
四〇 
五〇 
三 五 


〇 

七 


〇 

二 

五 

五 

五 

五 

五 

〇 


平 

均 

石 

平 

均 

八 

七 

丄 

五 

四 

二 

一 

十 

月 

— I 

•■丨 丨  m 

十 

日 

廿 

九 

日 

廿 

人 

日 

争 

トー 
シ車 
テ 七 

四 

五 

〇石 

〇 

〇石 

H 

車 

數 

約 

日 

H 

H 

日 

日 

日 

日 

五 

車 

〇 

〇 

五 

〇 

〇 

〇 

五 

七 

〇 

〇 

五 

〇 

二 

〇 

二 

— •丨 • 

〇 

_ ■.丨 為 

〇 

八 

五 

四 

五 

車 

〇 

〇 

云 

〇 

五 

五 

〇 

五 

〇 

四 

〇 

〇 

五 

五 

〇 

五 

〇 

五 

五 

_■  麵 

〇 

〇 

石 

五 

車 

〇 

五 

三 

五 

五 

四 

〇 

四 

〇 

五 

五 

五 

五 

■I  _ 

■  1  • 

• 

五 

五 

穀物 ノ脫粒 調製 ハ 大豆 ヲ先 トシ 小麥、 ノ之一 一次 クヲ以 ーブ此 時期 ハ 大豆 ノ出廻 リ多シ 
輸出 經路 呼 蘭 ハ 呼 蘭 河 一ー ヨリ 松 花 江 一一 連 ナリ河 運ノ便 ヲ有ス 吃水 三呎ノ 汽船 及 一二 百 石 積ノ民 
船ヲ 出入 セ シメ 得 又 民 船 一ー テ 河口 白沙 炖卜稱 スル 地點二 至 リ松花 江 汽船 二 積 込ムヲ 得而シ テ 河 運 
ノ 利用 セラ ルル ハ 多ク哈 爾賓ト ノ間百 四 五十 淸里- ー シク 下航シ 7- 西 伯利亞 地方 一一 仕向 ヶラル ルモ 
ノ/甚 夕少シ 

ニ ニ 三 


一三 四 

河 運 一一 由， ノ 輸出 セラ〆〆 數量ハ 全 輸出 額ノ 三分 ノー  ヲ超エ ス 

陸路 ハ 從來哈 爾賓ュ 出 タス/ミナ リシ カ 昨年 冬期 松 江 花 結氷 前後 交通 杜絕ノ 際對靑 山驛一 ー テ 積 込 
ミ ヲ試ミ テ ヨリ ■漸次 增加シ 現在 ハ 結氷 中 卜雖モ 同驛送 リノ モノ 多ク哈 爾賓ヲ 凌駕 スルー ー至 ソ三井 
ハ 此地一 一倉 庫ヲ 建設 セリ 
今 兩地ノ 優劣 ヲ對照 スルー ー 


距  離 
道路 ノ 難易 


行 


¥• 


a 


賃 


哈爾賓 
六十 淸里 

結氷 セル 松 花 江 ヲ渡ル ーー 江 岸 
約 五六 尺 ノ高ナ アリ 
來集車 多 キヲ以 ク 荷下シ 手間 
取リ 早クモ 往復 一日 半 ヲ要シ 
宿泊 セ サ， へ カラス 

一石 平均 一 吊 五六 百 文 


對靑山 
四十 淸里 

途中 二箇處  >一 丘陵 ア 


日 一ー テ 歸， ヲ得 


二百 文 方廉ナ 


且ツ浦 鹽向ノ 運賃； 兩地 同率 ナ ダ ヲ以 テ對靑 山ノ方 有利 ナル カ如シ 唯 哈爾賓 行キハ 返荷ヲ 得， ノ 
望、、、 アグ ヲ以テ 車馬 ノ餘 裕ア〆 モノ ハ 之  一 7 赴クモ アリ 現在 i 口 爾賓行 卜對靑 山 行キハ 四 卜六ノ 割合 
ナリ.  . 

此外 哈爾賓 東方 ノー  驛馬字 溝 一ー モ出ッ ル モノ アレ トモ 其 額 多 カラス 距離 約 八十 淸里- 1、 ゾテ晗 爾賓 
運賃 一一 比 シー 石 一一 付キ ニ三 百 文高シ 


取引 集 市 ハ 老爺 廟前一 一 開 力，， モ多ク ハ 北 SZ 附近 ノ此地 穀物 商ノ 所有 廣場一 ー テ 取 弓 セラ， 穀物 
取引 一一 從 事ス〆 モノ ハ 店、 布櫃 、燒 鍋、 油 坊ニシ テ 糧店ノ ミ ヲ營ム モノ、 ノ小 資本ノ モノ ナ リ經紀 ナシ各 
取引 店 ノ外櫃 間 一一 取引 ヲ決 定ス 從ツテ ー定 ノ 時期 一ー ハ 市內 ヲ通シ タ， 一定 ノ 相場 建 テラ， 客商モ 
1ft 等ノ商 舖內- 一宿 泊シ其 手 ヲ經テ 買 付 セナ， へ カラス 定期 賣買行 ハレ 相場モ 現物 先物 二樣一 一 建 テ 
ラル 十一月 初 一日 渡シノ 契約 多シ 

.. 此地ノ 相場 ハ 主 トシ テ 哈爾賓 一一 由リテ 支配 セラ， レ トモ 此地 商人 ハ 長 春 ヨリ 同地 ノ 相場 ヲ 打電 セ 
シメ ッッ アル ヲ以テ 長 春ノ氣 配强キ トキ ハ 此地一 一 影響 シ却ツ テ 哈爾賓 價格以 上 一一 釣 上 クル コト ア 
: リ但シ 長 春 トノ間 一一 取引 ノ結ハ ，グ コト ナシ 

.諸掛 ，及 運賃 商 舖ノ手 ヲ經テ 買 付 クレハ ロ錢 二分 ノ外 過斗錢 卜稱シ 桝量 •リ賃 百 石 二 付 キ四吊 文 
ヲ 仕拂/ サ&へ カラス 麻袋 縫賃モ 買手 持 ーーシ テ 百 石 七 吊 文ナリ 

呼 蘭 一ー ハ 公議 車廠 卜稱シ 輸送 組合 一一 類似 セ， モノ アリ 凡 ソ此市 ヨリ 他 一一 輸送 セント セ、 ノ車 廠ノ手 
ヲ經ナ ，へ カラス 夏期 民船ノ 雇入モ 亦 車廠一 ー テ 從事ス 民 船 百餘隻 アリ 大形 三百 石 小形 百石ヲ 積載 
スへシ 運賃 ハ 五日 目每一 一定 ム但シ 降雪 降雨 等 一一 際シテ ハ 隨時 改正 ス手數 料 トシ テ ー石 一一 付 キ百文 

ヲ 徵收ス 

夏期 ノ 運賃  城 內ヨリ 碼頭一 一至， 馬 車賃 

大豆、 高粱、 粟 (精 ケタ ル モノ) 小麥  一石 
大麥、 騫麥  同 
豆 油、 麻 油  .百 斤 


四百 文 
三百 文 
二百 文 

ニニ 五 


秦 


一三 六 

麥粉 、豆 素麵  百 斤  百 五十 文 
豆粕  百 枚  三 吊 文 
雜貨  一件 百 二十 斤  百 五十 文 
河水 淺キ 時 -- >' 下流 五六 淸里ナ \ 蘭 旗 屯 及 二十 淸里 ナル 老牛周 一一 於 テ 荷積 ヲ行フ コト アリ 蘭 旗屯ナ 
レ ハ 五十 文老牛 周ナレ ハ 百 五十 文 乃至 二百 文 方高シ 
民 船 一ー テ 哈爾賓 二 輸送 スルー ー ハ 以上 ノ賃錢 ヲ籠メ テ 
大豆、 小麥等  一 吊 四百 文 
大麥、 薇 麥等  一 吊 二百 文 

此間ヲ 航行 スル 汽船 二隻 アリ ー隻 ハ 呼 蘭航業 公司 一一 屬シ 船號ヲ 先登 卜稱ス ー隻、 ノ吉林 松 江 郵船 公 
Tr 一一 屬シ 船號ヲ 公濟卜 ft ス空船 二 ^ 半 滿載三 呪 ノ 吃水 ヲ有ス 客船 ナレ トモ 穀物 ヲ積載 セル 民船ノ 
曳船 ヲナス | 航行 五六 百石ヲ 限度 トシ 六 時間 ヲ要ス 運賃、 ノ車廠 規定 ノモ ノト 同 シク 大豆 小麥 等、 ノ 
呼 蘭 ニ テ 陸上 運搬費 ヲ籠メ ー 吊 四百 文ナリ 
冬期 結氷 前後 對靑山 行キ馬 車賃 左 ノ如シ 

大豆、 高粱、 粟、 小麥 一石  二 吊 文  大豆、 蕎麥 一石  一 吊 五 百 文 


豆 

豆 

粕 

油 

麻 

油 

百 

枚 

斤 

十 

文 

八 

百 

文 

雜 

貨 

件 

麥 

粉 

素 

麵 

百 

斤 

八 

百 

文 

ハ 

百 

文 

結氷 後哈 爾賓 行小麥 大豆 ノ馬 車賃 ハ 高キモ | 吊 七 百 文ヲ上 ラス 安キ モー 吊 五 百 文ヲ下 ラス 平均 一 
吊 五 百 文 ー ーシテ 對靑山 行キハ ーニ 百 文 方 廉ナリ 


i 、 輸入 貨物 ノ 集散 

仕 入 先、 ノ營 ロヲ主 トス 小 商 舖ノ長 春 一ー ーグ買 付 クル モノ 全 輸入額 一一 對シク ニ割 內外ヲ 占 ム哈 爾賓ヨ 
リ/ 若干 ノ露國 製品 即チ 煙草 菓子 ノ 輸入 アル ノミ 銷路ハ 廣ク呼 蘭 河通肯 河流 域一帶 一二 旦レ トモ 大 
市場 ノ 商人 ハ 直接 仕 入 一一 從事 スル モノ 多 キヲ以 テ 本 市場  一一 7- ハ 小 賣多ク 卸賣、 ノ殆ン ト見ル ーー 足 ラ 

ス  、 

商務 總會ノ 統計 一一 據レ 、ノー  年ノ 輸入額 五 百 餘萬吊 文ナレ トモ 此數、 ノ 甚夕少 キー ー過 ク又 同地 税務 局 
員 ノ言一 一據レ ハ 雜貨 輸入税 二十 萬 吊 アリ ト云フ I 分税 ナル ヲ以テ 總額二 千 萬 吊 文 トナ レ トモ 此數 
モ亦多 キー ー過グ 市中 ノ雜 貨商ノ 取引高 ヲ見〆 一一 


一、 五〇 〇、〇〇〇 吊 文 
七— 八 〇〇 、〇〇 〇吊文 
三丨 四〇〇 、〇〇 〇 吊 文 
二— 三〇〇 、〇〇 〇吊文 


一戶 (永 和 福) 
五六 戶 
十數戶 
十數戶 


合計 約 千 五 0* 萬 吊文卜 見/大差 ナカ， ヘシ 
永 和 福 一年 ノ賣上 數量左 ノ如シ 
大尺布  一、 〇 〇〇捆 

楊子 江 地方-一 7- 土產 棉花 ヲ用 ヒテ 織 リタ ル モノー ーシ テ 普通 土 布 卜稱ス 輸入 棉布 一一 比シ 堅牢 ナリ 
北滿 一一-グハ 農夫/四時 ノ 衣服 皆 之ヲ用 フー 梱ハ 四十 疋 一疋 ハ 布疋 (裁 尺 二 比' ゾ五尺 一一 付 キニ寸 短 
シ) 幅 一尺 四寸 乃至 一尺 七 寸長サ 六十 二三 尺ノ モノ 多 キモ世 昌德ハ 百 一二 尺 久大ハ 百 四十 尺 アリ 

ニニ 七 


ニニ 八 

賣價ハ ー尺 ヲ單位 トス 

最モ賣 行 多キハ .同 興宏 (百 七十 文) 同 興隆 (百 六十 文) 一ー シク 廣 大和 (百 五十 文 r 夏期 需要 多シ 近年 日本 
製 模造 大尺 布ノ 輸入 アリ 藍 魚 大尺布 卜稱シ 稍賣行 アリ 
花 旗 布  二 〇〇梱 

英名 i/I . 丨チン グ邦名 生 金 巾 又 ハ 粗布 卜稱ス 輸入 棉布ノ 大部分 ヲ 占 ム米國 製多シ 三 頭 馬狗二 疋三 
十一 吊 文) 鹿 甲 (三十 二 吊 文) ノ ニ種 ヲ重ナ ，モノ トス 日本 品 二 甲 ハ 賣行 多キ モ油氣 アリ テ 染色 一一 適 
セスト ノ評 アリ 夏期 白布ノ 儘用ヒ ラ，， モノ 多シ淸 國武昌 製雙馬 (二 十八 吊 文 二 品質 輸入品-一 比 
シ劣レ ル モ價 格廉ナ ，ヲ以 テ 漸次 需要 ヲ增 加シ ツツ アリ 大尺 布- i 比シ弱 クシ テ/保存 期限 ハ 半 一一 
過 キス 多ク 商人 ノ 衣服 トシ テ用ヒ ラ〆. 一捆 二十 疋 一 疋ハ裁 尺 一ー テ 幅 二 尺 七 寸長ナ 百 八 尺 乃至 百 
十 尺 アヮ- 賣價ハ •一疋 ヲ單位 トス 
打 連 布  一 〇〇捆 

英名 卜稱ス 我 雲 齋織ナ リ米國 品 多 ク眞寵 (一疋 三十 五六 吊 文) 最モ賣 行 アリ 四英哥 (三十 三 四 
吊 文) 之 一一 次ク 淸國品 トシ テ ハ 立 馬 アリ 價格稍 廉ナリ 

花 旗 布 一一 貨シ 地質 堅牢 ナル ヲ以テ 農夫 モ亦之 ヲ用フ 綿 入ノ表 卜爲ス ヲ以テ 秋 ヨリ 正月 一ー カヶ需 
要 多 v/ j 捆 十五 疋ー ーシテ ー疋 ハ 裁 尺 一ー テ 幅 二 尺 六 寸長サ 百 四 尺ナリ 賣價ハ ー疋 ヲ以ク 單位 トス 

套布  五 〇〇梱 

大 尺布ト  シク 南 淸產ナ リ袴ノ 材料-一 用 ヒラル ー捆百 一疋 ニ シテ ー疋 ハ 布 尺 幅 一尺 一寸 長サニ 
十， 尺 アブ 鼎 茂 (一 捆 二百 八十 吊 文) 最モ賣 行 多 ク廣成 (词 價乏 一一 次ク 


淸水布  六〇捆 

同 シク 南 淸產ナ リ北滿 一ー テ、 ノ賣行 多 カラス ー件 四十 二疋 一疋 ハ 布 尺 幅 一尺 三寸 長サ ニ十 尺 ナリ 
大裕 及裕德 (六 吊 八 百 文賣行 アリ 
棉 糸  三〇梱 

棉糸ノ 賣行モ 亦少シ 藍 魚 二 小梱 十九 吊 五 & S 紅 人 竹 (十六 吊 文) アリ 

市中 一一 機 房 二十 餘戶 アリー 戶十數 臺ノ機 臺ヲ有 ノ大尺 布幅ノ モノ ヲ織リ 市中 一一 賣〆 モ ノア 
尺 布 二 比シ廉 一ー シテ ー尺 七十 文 乃至 百 文 一一 過 キサ ル モ地薄 クシ テ弱ゾ 
白 糖  四〇俵 

奇白糖 (五十六 七 吊 文) 大白 (六十 五六 吊 文) 洋扛 粉五溫 (六十 五六 吊 文) 

紅 糖  一 〇〇俵 

輕皮 (四十 八 九 吊 文) 廣包 (四十 八 吊 文) 

氷 糖  六 〇 俵 

米 國氷糖 (八十 六 吊 文) 貢 氷 糖 (七十 七 八 吊 文) 

綿 花二〇 〇， 〇〇〇 斤 

錦 州 產長銶 (上等 二 吊 二三 百 文 下等 一 吊 四 五 百 文) 多ク 上海 モノ 少シ  . 

海 紙  二、 〇〇〇 塊 

正號 (十四 五 吊 文) 副號 (十二 三 吊 文) 

食 鹽  一二 〇、 〇〇〇 斤 

ニニ 九 


大 


一四 〇 

燐寸  一 0 〇箱 

群 仙 (三十 吊 文) 

十月 ヨリ 十二月 マテ、 ノ賣行 最モ多 クー 日 平均 一千 吊 文 以上-一 及ヒ 正月 ハ 殆卜 休止 姿ナリ 夏期 ハー 
日 ノ賣上 數百吊 文 ノ賣上 一一 過 キス 

從來ハ 客商ノ 販運シ テ 此地ノ 問屋 一一 至 リ其手 ヲ經ク 賣ル モノ 多 カリ シカ 現 時 ハ 商 舖自ラ 仕 入 一一 赴 
クモ ノ增加 セ， 爲メ 殆卜跡 ヲ絕テ リ客商 力 此地ニ テ 賣捌ク 時 ハ必ス 問屋 ノ手 ヲ經广 習慣 一ー シテ若 
シ私- 1 取引 セ ハ 罰金 ヲ課 セラ ル 

食鹽 特許 商 ハ 市中 一一 十數戶 アリ 官ノ拂 下價格 一斤 二百 文 一ー シク 尙 I 斤 六 文ノ税 ヲ課ス 賣價モ 此以 
上 二 上 ル ヲ許サ ス但シ 拂下 ノ際ノ 斤量、 ノー  斤ヲ 十八 両トシ 賣出シ ハ 十六 両トシ 其 差ヲ以 テ 販賣者 
ノ 利益 トス 

諸掛及 運賃 問屋 口錢ハ 花 旗 布 打 連 布 其 他 ノ外國 貨物 ハ ニ分 大尺布 其 他 ノ淸國 貨物 ハ 三分 ナリ此 
外 落地 站 (倉庫 料ノ 性質 ナリニ 件 一一 付 キ五百 文ヲ 請求 セラ ル 夏期晗 爾賓 ヨリ 汽船 積 ミー 布 度 五哥積 
込 水揚共 一一 荷主 ノ負擔 トス 民 船 ニ テ ー件 一 吊餘 文ナリ  . 

夏期 水運 一一 由 ル モノ ハ 哈爾賓 税關ニ ーグ 課稅 セラ， ル ヲ以テ (花 旗 布 一梱五 両大尺 布一梱 三両) 對靑山 
驛ニテ 積下シ 馬車-ー テ 此地一 一 運送ス ，モノ 增加 セリ 税關ハ 近々 同驛 ，一 監視所 ヲ設 ケント ノ議 アリ 
卜 云フ對 靑山晗 爾賓間 ハ 夏期 道路 泥濘 ニシテ 僮 一一 小 車 ヲ通シ 得， ノミサ レ ハ哈爾 賓ヨリ 直接 北 ffil 
林 子 地方 一一 赴ク 貨物 モ呼蘭 ニ テ 積換ユ ラ〆， ヲ常ト セリ 哈爾賓 ヨリ 對靑山 ヲ經テ 呼 蘭 一一 至 ルー 件 
ノ 運賃 五 吊 文內外 トス 


冬期 哈爾賓 ヨリ 呼 蘭へ 直行 一件 一 吊 四百 文 乃至 一 吊 六 百 文ナリ 

呼 蘭 s  -1 述ニ カ如ク 夏期、 is  ノ 接觸點 V ナ i 靑山經 由 貨物 ノ積替 地" ナ is 上 最モ重 
要ノ 地位 ヲ占メ 交通 機 關發達 セ， ヲ以テ 冬期 哈爾賓 ヨリ 呼蘭ヲ 通過 シ r 北行ス ，貨物 ノ 運賃 モ呼 
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七、 

現在 交通 用 一一 用ヒ得 ヘキ 車輛 一二 百 車 ヨリ 冬期 五六 百 車-一 上， 

運賃 ハ 單一一 距離 ノ 長短 一一 因 ラス 道路 ノ 良否 返荷ノ 有無 及 交通 機關ノ 設備 一一 因 リク 支配 セラ，， コ 
卜多シ 海倫府 マテ ノ 運賃 ハ 殺 化 府トノ 比例 上甚夕 高率 ナル モ海偷 府下 ノ 穀物 ハ 地方 ヨリ 直接 出ッ 
レ モノ 多 キヲ以 テ返 荷ヲ得 C 卜少ク 叉 返荷ヲ 周旋 ス， 問屋 ナク 未夕 交通路 トシ 7- 運送 專門 業者 


一四 二 

テ 有ス〆 ノ地位 一一 達 セナ ル ヲ以テ ナリ此 等 道路 ハ 之 ヲ背道 卜稱ス 

第二 十九 雙城堡 廳管內 

地積 嘉慶 十九 年 一一 貸下ヲ 開始 セリ 吉林通 志- 一據レ ハ 旗 地 ニー 八、 八 三 八晌民 地 七 六、 六 〇八， 一ニ ン 
テ 光緖 三十 四 年 丈量ノ 結果 浮 多 地 旗 地二〇 、〇 八 〇晌民 地 八、 二 一一 晌ヲ 增加シ タル ヲ以ク 旗 地總計 
二三 八、 九 一八晌 民 地 總計八 四、 八 一九 晌民地 總計三 二三、 七三 七晌ナ レ トモ 雙城廳 衙門ノ 調查一 一據レ 
ハ 旗 地 二三 九、 五 〇〇晌 民 地 八 四、 六 七六晌 旗 民 地 總計三 二 四、 一七 六晌ニ シテ 小差 アリ 暫ク 後者 一一 從 
フ此 地方  一一 r ハー， ー ヲ 三千 六 百 弓 卜云フ モノ アリ 又 七 千 二百 弓、 云フ モノ アリ 地積 一一 對スル A 口 
ノ 割合 ハー. _ 一 一 付 キー、 一人 ナリ 

地味 肥沃 ナル モ賓 州廳二 比シ稍 劣 レリ 黑土 平均 三尺 餘 アリ 冬期 凍結 三尺 餘一 一過 キス 旗 地 ハ 地勢 
平坦-ー シテ 最モ膏 脛 ナル 地ヲ擇 ヘリ 施肥 スル モノ 多 カラス 

收穫量 本年 ハ 六 分 作-ー シテ寬 城 子 附近 及 黑龍江 省 地方 一一 比シ劣 レリ 小麥 、，三 四 石 大豆 三 石內外 
粟 四 石 内外 高粱 五六 石 一ー シ テ 昨年/ 小麥 五六 石 大豆 七 八 石 粟 高粱 共， 一 不作 一ー シ テ 五六 石， 一過 キス 
平年 ノ收穫 量 小 麥四石 大豆 五 石 粟 高粱 各 六 石ナリ 

作付 歩合 此 地方 ハ 南 滿洲一 一 接近 セル ヲ以テ 小麥卜 大豆 ノ 作付/略 相 同 シク 雨 者 一ー テ 四 割 乃至 五 
割ヲ 占ム 高粱、 ノ粟二 比シ稍 多 シ此 兩者モ 同 シク 四 割 乃至 五 割ヲ占 ム 其他ノ 作物 一一, グ多キ ハ 玉蜀暴 . 
二 r 二割 ノ 作付 アル 地方 モア リ 

參考 吉長 日報 所載- i 據レハ 楡樹縣 本年度 ノ收穫 及 作付 歩合 次 ノ如シ 

作付 步合  一晌ノ 收穫量 


大 

粟 

高 


豆 


粱 


二、 〇 
二、 五 
二、 七 五 


三、  五 

四、  二 

五、  五 


此地方 ハ 粳米ヲ 栽培 スル モノ アリ 種子 六 斗 ヲ播キ 好 年 二十 石 ノ收穫 アリ 今年 ハ 十 石 未. 滿ナ リー •石 
ヲ 精白シ テ 三斗ヲ 得， 一一 過 キス 栽培 ニ ハ 甚夕 手エ ヲ要シ 除草 三回、 中 耕 三回、 間引 三回、 ロウ ー回 ヲ要 


ス 


管內 平年 ノ收 穫量ヲ 算出 スルー ー 左 ノ如シ 


ct i 


名 


小 

大 

高 

粟 

其 


麥 

豆 

粱 


合 


他 

計 


作付 反別 

七 五、 〇〇〇 
七 五、 〇〇〇 
七 五、 〇〇〇 
六 五、 G 〇〇 
三 五、 〇〇〇 
約 一、 七 〇〇、 〇〇〇 


一 nft ノ收穫 量 

石 

四 

五 

六 
六 
五 


總收穫 量 
三〇〇 、〇 〇〇 
三 七 五、 〇〇〇 
四-五 〇、 〇〇〇 
三 九 〇、 〇〇〇 
一七 五、 〇〇〇 


小作料  一晌 一一 付キ 平均 一石 八 斗 ナソ尙 租契ヲ 納ムル 慣習 アリ 

地價  二百 五十 吊 文內外 ナリ旗 地ノ賣 買ヲ許 ササ リシ 當時/ 民 地 二 比 シー 割 以上 廉 
東 淸鐵道 買 收當時 ハ 民 地 一， _ 四 十留ニ シク 旗 地 ハ 三十 五留ナ リキ 現 時/平均 セリ 

一四 三 


シ へフ 露國力 


一四 四 

第三 十 雙城堡 

一、 穀物 ノ 集散 

本 集區域 雙城堡 一一 來集ス ，穀物 ノ產地 ハ甚夕 廣濶ー ーシテ 管內及 五常 廳楡 樹縣新 城府 ヲ包 有ス區 
域內一 一 於ケ， 重 ナル 地名 ヲ擧 クレハ 

南方  ® s 樹、 八號 屯、 弓 棚 子、 大嶺共 二百 淸里 
西南  石頭 城 子、 五家 站、 共-一 百淸里 
西  長春嶺 、百 三十 淸 里、 韓家 店一帶 七十 淸虽 
北  北 江 沿一帶 三十 淸里 ヨリ 五十 淸里ノ 村落 
東  九 家 子一帶 五十 淸里 ヨリ 六十 淸里 

集散 數量 從來此 地方 所產ノ 大豆 ハ 雙城堡 市場 一ー テ 消 養 セ ラグ， 外 ハ 皆 車 運 一ー ヨリ寬 城 子-一 輸出 
セラい 夕 /* 力 昨年 來浦鹽 輸出 盛 ナルト 共 一一 此 市場 一一 取引 セラ レ 汽車 積 トシ 7- 輸出 セラ ルル モノ 增 
加シ又 寬城子 一一 出 ツル モ 、ノナ シ收穫 後 ノ來集 ハ多ク 附近 數十淸 里 一ー シ テ 遠距離 地方 ノモノ ハ 十二 
月 一一 入リ始 メタ 上市ス 

本年 ハ 外商 ハ 此地 一一 7- ノ 取引 ノミー ー甘ン セス 進ンテ 石頭 城 子 陶賴昭 等 各 小驛二 赴キ賀 收ヲ始 メタ 
ル ヲ以  一 7* 其 地 附近 ノモノ ハ 之 二 吸收 セラ ルル ノ新 現象 ヲ呈シ 雙 城 ® ノ 集散 範圍ハ 稍狹 メラ レ タル 
力如シ 

昨年 ノ來集 額、 ノ 

小 麥  三 〇〇、 〇〇〇 石 


大  豆  二五〇 、〇 〇〇石 

高  粱  一〇 QO 〇〇石 
大  麥  四 〇、 〇〇〇 石 

一ー シ テ其內 市中 磨坊一 一ー グ小麥 十 萬 石油 坊一ー テ 大豆 七 萬 石 高粱 七 八 萬石ヲ 消費 シ 殘餘ノ 輸出 量 左 
如シ  . • 

小  麥  二〇 〇、 〇〇〇 石  ’ 

大  豆  一八 〇、〇 〇〇石 
高  粱  三 〇、 〇〇〇 石 
大  麥  四 〇、 〇〇〇 石 
露曆 昨年 九月 以後 本年 三月 迄 七 ヶ月 間ノ 汽車 輸出 數量左 ノ如シ 
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粱 

五 
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九 
八 

5 
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四 

八 
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二 

四、 

五 

四 

七 

九 
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八 
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四、 
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〇 

度 

小 

麥 

各 

小 

麥 

包 

稞 

小 

粗 

粉 

種 

粉 

ノ 

種 

米 

麥 

麥 

七 

ハ 

〇 

四 

〇 

九 

十 

三 

七 

— • 

九 

四 

八 

_  ■  • 

A 

〇 

〇. 

四 五 


ノ 


四士 


計 


皴 

計 

麻 子 及 日 廻リ種 
計 


三 四、 一六 一一 
三〇 、九九 三 
六 九、 〇九三 
九、 九 一八 
九、 九 二 六 


??: 


粕 


三 八、 一〇〇 


粟 


八 


總  計  二、 八 三 八、 七 二 九 

本年 ハ小麥 大豆 共 一一 減 收ナレ トモ 此地二 於 ケル 外商 ノ賀付 盛 ナル カ 故 一一 昨年、 ノ寬城 子 叉 ハ 晗爾賓 
等 一一 出 7- タグ 地方 モ此地 二 輸送 スル モノ 增加シ タル ヲ' 以ーグ 其 來集額 ハ 昨年 以下 二 減 スル コト ナカ 
ルへ シ來 集、 ノ 十一月 十二月 最 モ多ク 正月 二月、 ン少シ 
淸曆 九月 十日 以降 ーヶ月 間 ノ來市 車數次 ノ如シ 


九月 十 


日 

日 


十二 日 
十三 日 
十四日 
十五 日 
十六 日 


大 豆 

二0  0 宙 

一二 〇 
七〇 
七 〇 

一〇〇 

一〇〇 

一〇〇 


小麥 

A C5 

五〇 

三〇 

五〇 

五〇 

五〇 

四〇 


大麥 


車 


五 


高粱— 其 他 

〇, 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


二〇 

二〇 

五〇 

七〇 

五〇 


6 二 五 
〇〇〇 八 
Ctt  〇  〇 


七 一 

i 石 五 車 


二 四 

— T 

■■ ■■秦 

〇  〇 

£ 

〇 

〇 

〇 


〇  〇 


四  ニニ 

〇八 〇六〇 
Om  〇  〇  〇 


一八  八 

〇〇〇 


〇〇五 

〇〇〇 


八 

〇 


七 四 

〇  〇 


一 五 〇 
一五〇 
二〇〇 
一〇〇 
五〇〇 
五〇〇 
四〇〇 
三〇〇 
一五〇 
一五〇 
二五〇 
四〇 
四〇〇 
三〇〇 


一〇〇 

一〇〇 

七 〇 


五〇 

一〇〇 

五〇 

五〇 

一〇 

五〇 
三〇 
四 Q 

七 C® 

三 五 OIT 


4 -七 0 

十八 日 
二十日 合計 
廿 五日 
廿六 m 合計 
廿八日 
廿 九日 

十月 一  日 

二  日 合計 
三 日 
四  日 
五日 
六  日 合 計 
七日 
A 日 
九日 

平均 一日 來車數 約 

平均 一日 來集 石數 


一四 八 

此 時期、 ノー  車 ノ載量 約 五 石此後 遠距離 ヨリ 出ツ ，モノ ハ 七 八 石宛ヲ 積載 ス 雨天 一ー ハ 來 集ナシ 
取引 集 市 ハ 南 街 同 治 衙門東 ノ廣場 一一 開 カル 穀物 取引- 一 從事ス ，重 ナ ，商人 ハ 店 行 一ー ンテ賣 H 共 
一一 其ノ手 ヲ經， モノ 多シ 

昨年 店 行ノ賈 附 ケタ， 穀類 數量及 買主 名 左 ノ如シ 


屋號 
興 順 店 
萬 通 店 
魁元慶 
福 順 魁 
春發店 
義 興 店 
天成 店 


數 量 
一  百 車 
一千 五 百 車 
三 百 車 
二百 車 
一一  百 車 
五 0* 車 
五 百 車 


買  主 
會  盛  東 

ナタンソン 


會 

同 

同 


盛 


東 


會盛 東、 ナタンソン 


ナタンソン、 ヘイト マン 

從來ハ 晗爾賓 商人 ノ此 市場-ー テ 穀物 ノ買出 シー ー從事 スル モノ 少カ ラサ リシ カ 多ク淸 國人ヲ 派遣シ 
タル モノ ニ シク 外商 ノ 直接 此 市場 一一 來リテ 取引 セシ/ 昨年 來ノ事 一一 屬ス邦 商 トシ r ハ 三 井 洋行 出 
張 員 ノ出穀 期間 中 居住シ テ賀付 一一 從事ス ，モノ アリ 露國 商人 ハ 時々 來市シ テ ー時 一一 數百 車ノ K 付 
ヲ爲シ 著 シク 市價ヲ 昂騰 セ シム ;^ コ ト アリ 此地ノ 相場、 ノ從來 一一 一長 春 市場 一ー ヨリテ 支配 セラ レ 近 
年 -- "' 主 トシ r 哈爾賓 一ー ヨリ 7- 支配 セラ ル, モ 長春ノ 影響 モ亦少 カラス 然レ トモ 單一 一 其氣配 ヲ受ク 
少ノ ミー ー  >グ 實際 取引 ハ 晗 爾賓ヲ 中心 トス 長 春 相場 力 時 トシ テ 馬車 輸送費 ヲ控涂 シク 尙 有利 ナル コ 


トナ キニ非 サレ トモ 多ク 人氣ノ 如何 二 原因 スル モノー ー  シク 變動測 リ知グ へ カ ラナ〆 ヲ以ー ア兩地 商 
人 ハ 此危險 ヲ胃シ テ 投機 ヲ試 ミル モノ ナシ 昨年 偶 一家 ノ 之力爲 一一 失敗 セル モノ アリ ト云フ 
此地ノ 相場、 ノ哈爾 賓價格 一一 比スレ ハ 稍 高位 一一 在〆 ヲ常 トス 是 レ 此 地力 外商 ノ K 付 上 哈爾賓 一一 比シ 
有利 ニ シク 而カモ 浦鹽 向ケノ 汽車賃 率、 ノ哈 爾賓 ヨリス ル モノ ト 同率 ナル ニ 因 ル 

哈爾賓 ハ 取引 ノ中 心ナレ トモ 外商 ノ 取引 ノ 相手方 タパ 淸商ハ 地方 ヨリ H 付 ケ又ハ 地方 商人 ノ爲メ 
一一 代理 取引 ヲナ スモ ノー ー  シグ 其來集 穀物、 ノ旣一 一 契約 濟 ミノ モノ ナリサ レ ハ 直接 地方 商人 ヨリ n 付 
ケン トス〆 モ哈 爾賓ニ テ ハ 現物 ヲ得ル 能 ハス 而シ テ 直接 內地 一一 買 付 一一 赴 カン トス， モ黑龍 江 省 地 
方 一ー テ ハ 市價 石 ヲ單位 トシ 官帖 一一 r 表 ハフ、 ヲ以テ 言語 慣習， 一通 曉セナ ，外人 ハ. 容易 一一 入 リ込ミ 
難キ 事情 ア， 一一 反' i/ 此 地ノ淸 商 --* > 夙 一一 外商 トノ 穀物 貿易 二 經驗 ヲ有シ 貨車 渡 ' y 布 度 建 一一  一 7" 露貨ノ 
價格 ヲ按シ テ 取引 スル ヲ 得へ クー 時 二 纒マ リタ ル 數百車 數量ヲ 集ムル コト 難 カラス 品質 亦 良好 ナ 
リ而シ テ 東淸鐵 道、 ノ 南部 線 貨物 吸收ノ 目的-ー テ 此地及 以南 各驛ヨ リ浦鹽 マテ ノ 賃率ヲ 哈爾賓 ヨリ 
卜 同率 トナ シタ ル ヲ以テ 此地ノ 相場 ハ 却ック 哈爾 賓ヨソ 普通 一布 度 一一 付 キー ニ哥 方高シ (調査 當時 
ノ賃率 ハー 布 度 二十 五哥ニ シ プ 尙 近々 ノ減率 スル ノ議 アリ ト云 フ) 

此地 ノー  石” 我 一石 五斗 三 升 ニ シク 寬城子 ノ九斗 二. 升 一一 當ル  . 

諸 掛リ及 運賃 城內一 ー テ prt 貝 付-一/二分 ノ 店口錢 .及稅 金 ヲ支拂 ヒ更二 停車場 二. テ 汽車 積 トス， マ ク 
ノ諸 掛リハ 左 ノ如シ 

麻袋 縫 其 他  行 石 一一 付キ七 八 吊 文 
停車場 マテ ノ 運賃  一石 一一 付キ 三百 文 

一四 九 


一五〇 


積 込 費 二 車 分)  十 吊 文 
此外 停車場-ー テ 積 込ヲ速 ナラ シムル 爲メ ーー  露人ノ 看貫 ヲ掌ル モノー ー  贿賂ヲ 與フ， ヲ常 トス 
寬城子 マテ 四百 八十 淸里 五日 行程 トス 運賃 ハ 冬期 平均 四 吊 五 百 文 乃至 五 吊 文ナソ 道路 ノ 良否 馬糧 
惯格ノ 高低 一ー ヨリ 四 吊 文 乃至 六 吊 文 ノ變動 アリ 若シ返 荷 アレ ハ 五六 百 文 方 廉ナリ 

二、 輸入 貨物 ノ來集  . 

仕 入 先 ハ 營 n ヲ主 トシ 小 商 ハ 長 春 一一 赴クモ アリ 
光. 緖三 十四 年 市中 商賈ノ 取引高 左 ノ如シ 


洪 順 
福 興 
福 義 
泰  玉 


隆 

公 

徳 

# 


洪 興 順 
和 順 興 
洪 興 棧 
大興泉 
永 昌  盛 
大 興 湧 
萬 順 成 


六 〇〇、 〇〇〇 
四 〇〇、 〇 〇〇 
三 〇〇、 〇〇〇 
二 五 〇、 〇〇〇 
ニー 〇、 〇〇〇 
二 〇〇、 〇〇〇 
二〇 〇、 〇〇〇 
i 八〇、 〇〇〇 
一 五〇、 〇〇〇 
M ハ 七、 〇〇〇 
一三 〇、 〇〇〇 


慶和 
天發 
順  昌 

同 成 


源 

祥 

德 

1 


吊 


同 順 成 
恒發成 
洪順成 


福 順 
乾 順 
大 興 
永  興 


興 

西 

長 

成 


五〇 〇、 〇〇〇 
四 〇〇、 〇〇〇 
三 〇〇、 〇〇〇 
二 五 〇、 〇〇〇 
二 四 〇、 〇〇〇 
一九 〇、 〇〇〇 
i 九 〇、 〇〇〇 
一四 〇、 〇〇〇 
一 五〇、 〇〇〇 
一四 〇， 〇〇〇 
一 〇〇、 〇〇〇 


永 興 復 
鴻 興 泉 
福恒升 
復 興  昌 
萬 和 成 
東發利 
興 德彩 
萬 通 店 
春發店 
興  順  店 
永昌 盛布櫃 
春德店 
福 元 店 
恒升店 
廣成店 
天 盛 店 
長 升 店 
東昌店 


i 一  〇、 〇〇〇 
一二 〇、 〇〇〇 
一 一〇、 〇〇〇 
九 五、 〇〇〇 
二 六〇、 〇〇〇 
二三 0 、〇 〇〇 
八〇、 〇〇〇 
五 七〇、 〇〇〇 
ニニ 〇、 〇〇〇 
一四 〇、 〇〇〇 
一四 〇、 〇〇〇 
三〇〇 、〇 〇 〇 
一 五、 〇〇〇 
九、 〇〇〇 
八、 〇〇〇 

三、  〇〇〇 
五、 〇〇〇 

四、  〇〇〇 


裕 興 成 
東 復興 
廣 興 泉 
鴻 興 堂 
廣順泰 
聚 發 藏 
大成 店 
義興店 
鴻興店 
慶和 成布櫃 
福成徳 
長 興 德 
廣 合 店 
運 通 店 
萬 成 店 
廣慶店 
聚姓店 
寶 源 興 


一四 〇、 〇〇〇 
一一 〇、 〇〇〇 
一 一 〇、 〇〇〇 
八 二、 〇〇〇 
二 五 〇、 〇〇〇 
ニニ 〇、 〇〇〇 
七 八〇、 〇〇〇 
六 五 Q 〇〇〇 
一八 〇、 〇〇〇 
一五〇 、〇〇 〇 
一二 〇、 〇〇〇 
二 〇、 〇〇〇 

五、  〇〇〇 
九、 〇〇〇 
八、 〇〇〇 
七、 〇〇〇 

六、  一〇〇 
四、 〇〇〇 

一 五一 


五 二 


公和 店 
福 德 店 
萬德店 
合  計 
重 ナル 商品 左 ノ如シ 


五 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

同 

一 ♦暑 4 

禺 

表 

店 

店 

—  • 

五六 〇 


五五〇 

〇、 六 六 六、 二 I 〇 


品 

大尺 
花 旗 


名 

布 

布 


商  牌 

同興宏 、廣 大和、 裕大 森、 通 魁廣 、天寶 玉 
大鹿 甲、 跑馬、 二 甲、 藍 大線 


輸入 數量 

五、  C 〇〇梱 

六、  〇 〇〇梱 


跑馬三 十五 吊 五 百 文) 冬期 賣 行最モ 多 シニ甲 (二 十四 吊 四百 文) 藍 大線三 十四 吊 七 八 百文乏 一一 次ク 


打 連 

淸水 

套 

綿 

白 

紅 

氷 

連 

燐 


布 

布 

布 

花 

糖 

糖 

糖 

紙 

寸 


眞龍 、雜牌 
裕德 、正 和、 裕興 
鼎 茂、 天 和 
錦 州、 義州產 
大白、 奇 白、 洋扛粉 
輕 皮、 廣包 
春 氷、 獨逸製 
紅 仙 鶴 


四 〇 〇〇梱 

五 〇〇梱 
一、 五 〇〇梱 
三 〇〇、 〇〇〇 斤 
四、 〇〇 〇 俵 
三、 〇〇〇 俵 
二、 〇〇〇 俵 
一、 二 〇〇俵 
五 〇〇箱 


石 

洋 

棉 

海 

花 

鹽 


0 

蠟 

糸 

紙 

生 


美 孚鐵錨 
二 五 船 印 
藍 魚 人擔茶 
義 和、 義當 
江南產 


三、 〇〇〇 箱 
二、 〇〇〇 箱 
五 〇〇梱 
二〇 、〇 〇 〇塊 
四 〇〇件 
四、 〇〇 〇、 〇〇〇 斤 


客 商 此地一 ー テ 貨物 ヲ賣渡 サント セ、 ノ必ス 店 又 ハ 布 櫃ノ手 ヲ經サ ルへ カラス ロ錢 三分 ノ 規定 ナリ 
運賃 大尺 布一梱 停車場 ョソ 市場 マテ ノ運搬 費 ハ 當業者 ノ 計算 一一 據ル次 ノ如シ 

九十 四 吊 文 (一 貨車 百 四十 梱積 ミ卸シ 賃三留 一 留四吊 四十 哥替 トシ テ) 


貨車 卸シ 

停車昜 ョ リノ 馬 車賃 


三百 文 


寬城子 ョリ此 地 一一 至 ルー 件 三 吊文內 外ナリ 


第三 十 


傅 家 句 


傅 家甸、 ノ哈 爾賓ノ 東北 松 花 江 一一 濱ス， 支那 市街 ニ シテ 租借地 外 一一 在 レ トモ (租借地/ 鐵道 線路 ノ北 
二 亘レ リ) 淸國人 ハ 道 外 卜稱シ 之 一一 對シ 埠頭 區ヲ 道裡 卜稱 セリ (新 市街、 ノ秦家 崗卜稱 ス) 其 成立 ハ- 恰モ 
大連一 一 於ぅ ル 小 崗子ノ 成立 ノ如ク 哈爾賓 ノ經營 一一 伴ヒ 課税. 及 生活 ノ關係 上 自然 一一 發達シ タル 苦力 
宿泊所 タグ ーー 過 キス 然ルー ー 近年 東 淸鐵道 力滿洲 貿易 一一 利用 セラ レ 鐵道 陸路 及 河流 ノ交 接點 タル 哈 
爾賓力 交通 ノ 中心 點 トシ テ 重要 ノ 地位 ヲ占ム ル* 一  及 ヒテ 此力從 事 者 モ亦同 樣ノ關 係 上 此地二 居住 
スル ヲ喜ヒ 漸次 發達シ 終-一 今日 ノ如ク 地方 的 市場 トシ テ 全 ク哈爾 賓ヨリ 分離 獨立シ 松 花 江 及 呼 蘭 

i 五三 


河流 域 地方 二 對シ ー部 ノ 集散 ヲ掌， -1 至 レリ 
營 業商贾 左 ノ如シ (三十 四 年 十二月 調) 


木 

錢 

菓 

土 

牛 

局 

藥 

靴 

麵 

油 

酒 

估 

雜 

糧 

銀 

營 

臘 

m- 

衣 

貨 

錢 

業 

類 

舖 

行 

行 

店 

店 

店 

行 

行 

舖 

坊 

局 

行 

行 

行 

行 

別 

ハ 

八 

五 

〇 

-JL. 

八 

二 

二 

五 

七 

三 

七 

二 

八 

二 

家 

數 

.四 

九 

八 

i 

〇 

四 

ハ 

八 

〇 

七 

> ■し 

四 

_JL. 

七 

四 

九 

〇 

四 

七 

四 

人 

數 

成 刻 旅 屠 蔴羅照 鐘 洋醬城 飯 磁書錫 阮鮮荼 
字 字  袋  像 表 糖  器  啦菓 

舖舖 店行舖 舖館舖 房 園 鍋 館 舖舖舖 舖店莊 


二 五 


四  二〇 五一 一  五一七一一一四二二 

ノ入 九〇五一〇二九八八〇七六四八四七一 


五 

五 


五六 


豆腐 房 
操  塘 
剃 頭舖 
計 


一六 
I 三 
九 


ハ 〇 


一二 〇 
M 六 
五 九 

四、 〇〇〇 


以上 ハ濱 江廳ノ 商籍- 一記 載 セラ レ タルモ ノー ーシ テ 此外小 商人 行商人 不定期 營 業者 及 正業 ニア 
サ〆 モノ 尙千 數百戶 アリ 

傅家甸 ノ 貿易 額、 ノ濱 江廳ノ 調査 一一 據レハ 六 千 二百 餘萬両 -1 シク 甚夕 誇大 一一 失ス 哈爾賓 日報 一一 據レ 
ハ 七 百 五十 萬留ト アレ トモ 此數量 亦 多 キー ー過 ク但シ 之ヲ以 テ 同地 通過 貨物 數量卜 見 レ/大差 ナカ 
ル ヘシ 其 內容ヲ 擧レハ 左 ノ如シ 


穀 

織 

衣 


物 

物 

B 


飮 食  品 


煙 

卜- - il cl 

隹 

亲 

油 


ザル 品 
草 
酎 
貨 


留 

五、 ◦  〇 〇、 〇〇〇 
三 〇〇、 〇〇〇 
三 〇.〇、 〇〇〇 
三 0- 〇、〇〇〇 
二 五 ◦、〇 〇〇 
二 〇〇、 〇〇〇 
一 五 〇、 〇〇〇 
一 五 〇、 〇〇〇 
一 五 〇、 〇〇〇 


ラ 


金銀 寶石類 


〇〇、 〇〇〇 


』 咬 

煉 


茏 


未 製 原料 品 


其 


他 


一 〇〇、 〇〇〇 
一〇〇 、〇 〇〇 
四 〇〇、 〇〇〇 


合  計  七、 五 〇〇、 〇〇〇 

傅家甸 稅捐 局員 ノ言二 據レハ 合計 七 八 萬 吊 ノ收入 アリ ト云 フー 分税 トシ テ 約 一千 五 百 萬 吊 文ナ， 
モ 此數モ 稍 多 キー ー失 スル カ 如シ何 トナ レ ハ 輸入品 ノ如キ ハ 集散 關係一 一 述へ夕 ，如 ク 地方 市場 ニ テ 
ハ 重ナ， 商人 ハ 直接 營ロ ヨリ 稍 小 ナル モノー  ー 在 リーグ ハ 長 春ヨリ 仕 入〆， モノ 多ク此 地 一ー ーブ仕 入， 
■ル モノ 沿 江 地方 ノ ー部分 一一 過 キス 叉 穀物 取引 モ來集 榖物ハ 旣一一 買付濟 ミノ モノ 多ク 哈爾賓 商人 力 
出張シ テ 買付ク ，モノ アレ トモ 甚夕多 カラス 且ツ其 積 込 ハ 璋頭ニ テ 行 ハ，， モノ 多キ ヲ以 7- 傅 家 
甸ハ 穀物 貿易 二 於 テン 哈爾賓 ノ從屬 的 地位 一一 在 リ然レ トモ 交通 業者 ヨリ 見 ル 時. ハ 傅 家甸ハ 哈爾賓 
二 比シ遙 カー ー 便宜 ノ 地位 一一 在リ晗 爾賓ノ 穀物 積 込 地 ハ 前 一一 述へ夕 ，如 ク江岸 一一 沿ヒタ ル 引込線 二. 
シク 線路 一一 沿フテ 四十 餘戶ノ 積 置 場 アリ 之 二 至 ルー ー ハ 大車ハ 普通 道路 ノ 通行 ヲ許 ナス 或〆 一定 ノ 
道筋 一一 限 ラ， 而シク 來集 車輔ハ ー日 多 キト キー 千 車 一 一 上， コト ア， ヲ以 -グ 進行 及 荷卸シ ーー 甚夕時 
間 ヲ要シ 往 々空 シク 半日 以上 ヲ費 ヤス コト アリ 加 フル ーー 鐵道 線路 ヲ橫 切， 二 冬期 ハ 地盤 凍結 ノ爲 
メ 馬匹 滑 倒ス火 コト アリ 又露國 市街 ハ 小 盜多ク 車上 ノ物ヲ 掠 去， コト アリサ レ、 ノ呼蘭 ヨリ 哈爾賓 
行キヲ 契約 スルー ー 埠頭 區行キ ハ 特二 一石 一一 付キ百 文 內外ノ 增錢ヲ 要求 ス， ヲ常 トス 
而カモ 璋頭區 -1 赴クモ ノ多キ 所以、 ノ前二 述へ夕 ，如 ク重 ナル 穀物 商 力 哈爾賓 二 在リ 埠頭 ノ積込 地- 

i 七 


一 五八 

ヲ有 スルー ー反シ 傅家甸 一ー ハ 穀物 問屋 卜稱ス ヘキ モ s ハ 玉 興 店 外一戶 r ル ノミ又 引込線 アル モ 製粉 
所 等 露商ノ 私有 二 係リ ー般-一 使用 ス， 能 ハナ， 二 因 ル 且ッ 近年 「積 込 地 トシ 7- 對靑山 驛ノ發 達 スル 
アレ ハ 將來 一一 於 テ モ 穀物 市場 トシ テ ハ 能ク 現在 ノ 地位 以上- 一發達 スル コト 困難 ナルへ キカ 
傅家甸 -1 於 テ モ埠 頭區二 於 テ 穀物 ノ賣買 二 對シ吉 林 省 規定 ノ 税金 ヲ課 セラ ル 埠頭 區ー ー於ク ハ尙此 
外 東淸鐵 道行 政 部 一一 對シ十 布 度 二 付 キー 哥ノ營 業税ヲ 納ム， モ此 等、 ノ皆賣 手 一一- ア 負擔シ 價格ノ 上 
一一 計算 セラ， 

埠頭 區ーー 於， 淸商 穀物 問屋 ノ重ナ ，モノ ハ 會勝 東、 義昌 信、 外 四 五軒 一ー シテ 他、 一一 稍 小ナ， モノ 六 七 軒 
アリ 多ク 關裡 商人 ニ シク 從來小 麥寳買 二 從事シ 大豆 一一 關スル 智識 深 カラ サル ヲ以テ 取引 比較的 容 
易ナリ ト云フ (露國 人相 手ノ 雜貨舖 ヲ開ヶ V モノ、 ン山東 商人 多シ) 代賣 口錢/ 三分 ノ規 定ナレ トモ 事 
實/ 二分 ナリ 


下篇 


般 事情 


第二 章  槪記 
第一  戸口 及 面積  . 

東 三省 ノ戶 口 及 面積、 ノ未夕 精細 ノ 調査 ヲ了ス ルー ー至 ラス 各 書記 載 スル 所 甚夕區 々一ー シク 其 何 レカ 
正 it ナル ヲ知 ラス 今 其最モ 信 一一 近キ モノー ー據ル ー ー大 約 左 ノ如シ 


吉林 省. 


> 數  五六 六、 九 五六 


黑 

IX- 


，面積 

置〆 戶 m 


方 a 里 


九 〇〇、 〇〇〇 


戶 


省 


，面積 


奉 天 省. 


一二三、 〇九〇 
一、 五 〇 〇、 〇〇〇 
:戶數 一、 六〇二 、〇五 五 

八 〇〇、 〇〇〇 


，面積 


人口 
(約 我 
人口 
約 我 
人口 
約 我 


人 


四、 ニニ ニ、 二 九 二 (光緖 三十 四 年吉林 民政 司 調) 


方里 

八、 四 〇〇) 


人 


、四 五 五、 六 五 七 (光緖 三十 四 年 黑龍江 民政 司 調) 


三 G、 六 〇〇) 


人 


〇 、一 五 五、 六 八 C  (光緖 舟 三 四 年間 奉 天 諮議 局 籌辦處 調査) 


方里 

(一六、 三 〇〇) 


(備考) 面積 ハ 最近 奉 天測 繪學堂 卒業 測量 隊ノ 調査 一一 係 ル モノー ーシテ 我方 里、 ン 七淸 里ヲ以 テ 我 
一里 トシ . 7- 算出 セリ 

前表 一一 據ルー ー 東 三省 ノ全 戶數 二百 三十 八 萬 二 千 百 一、 全人 口 千 五 百 八十 三 萬 三千 六 •百 二十 九 一ー シテ 
今 試 一一 各省 ノ戶 口數ヲ 百分比 例ス〆 一 一吉 林 省 ハ 戶數 二三、 八 人ロ ニ 六、 七 黑龍江 省/ 戶數 八、 九 人口 九、 
二 奉 天 省 ハ 戶數六 七、 三人 口 六 四、 ーヲ A メ奉天 省 ハ 戶口共 一一 優數 一ー シタ吉 林 省ノ約 二倍 半 黑龍江 省 

一 五 九 


一六 〇 

ノ約 七倍ヲ 6 ム 

又 東 三省 ノ 全面 積ヲ 三百 二十 萬 方淸里 (約 我 六 萬 五 千 三百 方里) トス， レ ハ 恰モ 本邦 全面 積/二倍 四步 
强一一 當リ吉 林 省、 ノ我 本州 四國及 九州 ヲ合 セタ， モノ-一  黑 龍 江 省 ハ 本邦 ノ ー倍 一分 强一一 奉 天 省 ハ 我 
本州 及 四 國ヲ 合セタ K モノ ニ 略 相等シ 更 n 東 三省 二 於 ケルー 方淸 里ノ戶 口 數ヲ見 ルー ー吉 林 省 ハ 戶 
數〇、 六 三人 口 四、 七！ 黑龍江 省 ハ 戶數〇 、一四 人口 〇 、九 七 奉 天 省 ハ 戶數二 、二 五 人口  M 一、 六 九 ニ シ テ 之 
ヲ我戶 口最モ 稠密 ナダ 本州 及最モ 稀薄 ナ， 北海道 卜對照 スル ニ 本州、 ノ方 五町 九 間 (即チ ー方 淸里) 二 
戶數 二〇、 八 一人 口一〇 二、 〇七ニ シテ奉 天 省ノ戶 ロニ 八 九 倍、 >  北海道 ノ稀 薄ヲ以 テシ テ尙且 ツ戶數 
五、 六 七 人口 二三、 七 四 一ー シタ亦 同省 ノ戶 n' 一一 加 倍 セル ヲ見 r 

東 三省 ノ 耕地 面積 二 就 ィテハ 奉 天 省 一一 較 ャ確實 ナル 調 查ア /^ ノ外吉 黑兩省 ハ 未 夕調查 ヲ了ス ，一一 
至 ラス 隨ーグ 其 推定 面積 モ甚 夕區 々一ー シーア 殆卜據 ル 所ヲ知 ラサ レ トモ 光緖 三十 四 年度 ノ 統計 及信據 
ス ヘキ 書類 ヲ 綜合 スルー ー大 約 左 ノ如シ 

士口林 省  三百 二十 五萬晌 (別項 耕地 面積 參 照) 

黑龍江 省  二百 二十 萬晌 (同  上) 

奉 天 省  四千 七十 五 萬 八 千 九 百 三十 七歃 (十 畝ヲ ー晌ス レ ハ 四百 七 萬 五 千 八 百 九十 餘晌) 
(備考) 奉 天省ノ 耕地 面積 ハ 光緖 三十 三 四 年 奉 天 諮議 局籌 辦處ノ 調査 一一 係， モノー ーシテ 比較的 
精確 ナ， モノ トス 

之ヲ 各省 ノ人 ロト 對照ス ，一一 一晌一 一 付 吉林省 約 一、 三 一人 黑龍江 省 約〇、 六 六 人 奉 天 省 一一、 四 九 人 一ー シ 
テ 奉 天 省、 ン吉林 省ノ約 二倍 弱 一一 黑龍 江ノ約 三倍 八 分 弱  一 i 當リ之 ヲ吉黑 兩省一 一 比 スル-一 一人 一一 對ス 


，耕地 ノ 割合 甚夕 懸隔 セル ヲ見ル ヘシ 

第二 商業 機關  ' 

商業 機關 トシ : r ハ 南滿 地方 卜同シ ク 近時 到， 處 ノ市鎭 一一 商家 ノ團體 タル 商務 會ア リタ 宛 モ我國 一一 
於 ヶル 商業 會議 所ノ 業務 ヲ執リ 唯ー ノ 商業 機 關一ー シーア 又 商家 相互 ノ 社交的 機關 タリ 
商務 會ハ 從來ノ 公議 會ノ後 身 一ー シ テ光緖 二十 九 年 商 部奏定 ノ商會 簡明 章 程 一 一遵 ヒテ 組隞セ ラレ タ 
ル モノ トス 該章 程ノ 要義 ハ 內弊ヲ 剔除シ 外情ヲ 考察 シ以ク 商務 ノ 振興 ヲ謀 ，モノー ー  シク 各省 ノ首 
都 二 商務 總會 ヲ置キ 其 他 ノ市鎭 一一 商務 分 會ヲ設 ヶタ 總會二 屬セシ メ互一 一氣脈 ヲ通シ 商業 ノ 統ー ヲ 
圖レ リ各會 一一 總理及 協理各 一名 ヲ置キ 巨商 若クハ 有 カナ， 紳士 中 ヨリ公 選シ 總會一 ー アリ テ ハ 其當 
選者 ノ 姓名 ヲ具シ テ-商 部 一一 届出 r 分會一 ー アリ テ ハ 地方 官憲 一一 屆出テ 共 一一 當該 官憲 ノ 認可 ヲ得， モ 

ノト ス 

商務會 ノ 主旨 トス ル 所 ハ 主 トシ- グ 地方 官憲 卜商 民間 ノ 意思 ヲ 疎通ス ，コト 商業 一一 關ス， 紛爭ヲ 中 
裁處分 スル コト 等 一ー シテ其 他 各種 貨物 相場 ノー  定斗 量ノ 標定 稅捐ノ 代收等 一一 從事シ 其 勢力 盛 一ー シ 
ー グ隱然 地方 官憲 ヲ掣肘 セ， モノ アリ 然レ トモ 地方 ノ分會 ハ 偶々 其 章程ノ 井 然夕， モノ アレ トモ 執 
，所 ノ 事務、 ノ多ク ハ 税捐 ノ代收 商家 紛爭ノ 仲裁 等 一ー シテ殊 二 黑龍江 省 一一 於 テ 其 設立 久ナシ カラ サ 
ル 地方 一ー アリ テ ハ 未夕總 協理ヲ 設ヶサ ，モノ 多ク會 員 中 ヨリ 董士 數名ヲ 公選シ 若クハ 會員 全部 値 
年 或 ハ 値 月 卜稱シ テ ーヶ 年若ク ハ ーヶ月 輪番 一一 執務 ス， モノ アリ 會務亦 極 メタ 閑散 一ー シ テ 未夕會 
所ノ 設備 ナキ モノ アリ 今一 例 トシ テ 吉林一 一 於 ヶル 吉林 商務 總會 章程ノ 要領 ヲ擧 クレハ 左 ノ如シ 
一本 會ノ 目的 ハ 商業 者間ノ 聯絡 ヲ取リ 智識 ヲ啓 發シ 商業 上ノ 調査 ヲ爲シ & 廳ノ 諮詢  一一 K シ行 規ヲ 


一六 二 

改良シ 紛爭ヲ 調停 和解 シー 般 商業 ノ發達 ヲ期ス ，一ー アリ 
一本 會ハ會 員ノ選 擧ヲ以 テ 總理 、協理 各 一名 會計 係、 文書 係、 議事 係、 調査 係、 公 證 係、 各 二 名 庶務 係、 審理 係 
各 三 名ヲ置 ク但シ 事務員 ハ 別-一之 ヲ設 ，ク 
一 會員一 ー ハ 定數 ナク各 商店 全部 ノ入會 ヲ期ス 

一本 # - 一對シ 寄附 金 ヲ爲シ タル モノ ヲ會友 トシ ーケ年 三百 両以上 ノ税捐 ヲ納ム ル モノ ハ 同業組合 
ノ公選 ヲ經テ 會員 トス 

一一 商店 ニ シク 每年會 費 三百 両以 上ヲ 納入 スル モノ ハ 三選 擧權 ヲ有シ ニ百 両以 上ノ モノ ハ ニ選擧 
權 ヲ有シ ニ百 両以 下ノ モノ/一 選擧權 ヲ有ス 

一本 會ノ M 費 ハ 會員 納入 ノ會 費ヲ以 テ 之 二 充ツ 經費ノ 支出 一ー ハ總協 理及會 計係ノ 署名 ヲ要ス 
一年 度 末 一一 於 テ 收支 決算 書ヲ 調製シ 會員 中ョジ 選擧シ タル 檢查員 二 名ヲシ テ 帳簿 ヲ檢セ シメ 錯誤 
ナキヲ 俟ツテ ー般 一一 廣吿ス 

一本 會ノ 資金 又 ハ 積立金 ヲ以テ 生 產業一 一 放資シ 叉、 ノ 會社ノ 募債 一一 應スル コト アグ ヘシ 
一 會議、 ノ 通常 會 、臨時 會、 總會ノ 三種 トス 

一 經費ハ 餘裕 ヲ生ス ，トキ ハ 商務 學堂ヲ 設立 スル コト アル ヘシ 

第三 金融 

今回 踏查 セル 吉黑兩 省 地方 ノ 金融、 ノ奉 天省卜 異ナリ 現銀ノ 缺乏最 モ甚 シク 通貨 ノ八 割、 ン銅 錢ヲ本 
位 トス， 帖子 (一 覽拂 手形 トモ 稱ス ヘキ モノ) 一ー シ-グ 而カモ 濫發ノ 結果 銅價 益々 下落 ス〆 卜共- 一物 價 
愈々 高値 トナ リ兩省 ヲ通シ ク 金融 甚夕 好調 ナラ ス殊- 一市 帖 (後項 一一 詳 ナジ) 回 收中ノ 地方 一一 於 テ ー層 


甚シ ク北滿 有數 ノ大 市場 夕， 北 HI 林 子 ノ如キ ハ， 調査 當時最 モ慘儋 タル 財界 ノ動搖 ヲ受ケ .其 餘波未 
ダ敛マ ラサ' ル ヲ見 タリ 

斯 ノ如ク 各地 ノ金 融槪シ テ 逼迫 セル ーー 拘ラス 金利/比較的 低率-ー シク 殆 卜南滿 各地 卜異 ナラ ス吉 
林 永 衡官帖 風、 齊 々哈爾 、廣信 公司、 官銀分 號等ノ 貸付金 利 ハ 月 一分 乃至 一分 二 厘 一ー シ テ 只 商家 相互 ノ 
貸借 金利 較ヤ 貴ク 大抵 月 一分 五 厘 乃至 二分 五厘ノ 間-ー アル モ此等 銀行 ハ 其 性質 上 市場 ノ 金融 ヲ救 
濟 助成 セ サ， へ カラ サル 位置 一一 在リテ 而カモ 確實 ナル 保 證若ク ハ擔保 ヲ有シ 商家 ノ 相互 貸借 ハ 交 
情ア， モノ  ノー  時 信用 融通 ヲ爲 スモ ノー ー シク 前者 一一 比シ 自然 金利 ノ高 率ナ， ハ 免 レサ， 所 ナルへ 
シ然レ トモ 是トテ 市場 ノ 金融 一一 對比ス ，トキ ハ 寧 -P 甚夕 低率 ナル ノ感 アリ-又 個人 貸借 一一 於 テ ニ分 
乃至 三分 地方 農夫 力 地主 若ク、 ノ 所在地 ノ富商 豪農 ヨリ 借 入 ル， モノー ー  シク ニ分 五 厘 乃至 四 分ノ高 
分ヲ 仕拂フ モノ アレ トモ 是亦 南滿 地方 二 於 ケル ト殆卜 同 樣ノ狀 態-ー シーア 要ス， 一一 北滿ノ 金利 ハ 槪 
シ テ 南滿卜 大差 ナキ モノ  ノ如シ 

第 四 金融 機關 

吉黑兩 省ノ 金融 機關ハ 未夕 甚夕 幼稚/域 ヲ脫 セス 其 稍 正式 ノ 銀行業 ヲ營ム モノ ヲ吉 林ノ永 衡官帖 
局齊 々哈爾 ノ廣信 公司 及官 銀分號 トス 永 衡官帖 局 及 廣信公 司 ハ殆卜 全省ノ 本金庫 トシ テ 最モ 勢力 
アリ 其發行 スル 所ノ 兌換券 ハ純 然夕， 紙幣 ノ 性質 ヲ 具備 セ サルー ー拘ハ ラス 廣ク 流通シ 殊一 一廣 信 公 
司、 ノ黑龍 江 省 中 到 ル 處ノ 重要 都市 一一 分 八 ム司 ヲ有シ 其 勢力 甚夕 旺盛 ナヅ 只官號 分號ハ 奉天官 銀號ノ 
分號 一ー シ テ 確固夕 ，基礎 ヲ有 セ， 一一 係 ラス 廣信公 司ノ 勢力 扶殖 後一 一 創設 セラ レ 而カモ 該公司 ハ 黑 
寵 江省一 一 於ケ广 本金庫 事務 ヲ 取扱 ヒ居 レ， ヲ以テ 宫銀 分號ノ 勢力 甚夕 振、 ノス 其 他 銀行 類似 ノ 業務 

一六 三 


ヲ 取扱フ モノ 賓州 一一 慶源泰 銀行 アレ トモ 地方 ノ小 金融 機關 タル-一過 キス 

其 外 金融 機關ノ 機能 ヲ有ス ル 當舖 、滙莊 、錢舖 等多ク 各市 鎭一 一存 在 スン トモ 當舖力 金融 機關 トシ テ 稍 
有 カナ， 地位 ヲ 占ム\  ノ外 滙莊ハ 南滿ノ 要地 一一 於ケ， 力如キ 手廣キ 業務 ヲ 取扱 ハス 錢舖モ 亦多ク 
、ノ 貨幣 ノ 両替-一 從事ス ，ノ 、、、一ー シテ 金融界 二 何等 ノ 勢カ ヲ有 セス 今 左 一一 今回 經由 地方 二 關 係ア〆 
モ ノノ ミー ー就 キタ 之ヲ 記述 スへシ 

二) 永 衡官帖 局 光緖 二十 三年 吉林將 軍長 順 ノ發案 一ー ヨリ當 時 民間 商店 ノ 手形 發行ヲ 禁止シ 且ッ銅 
價 騰貴 ノ爲メ 鑄造ヲ 中止シ タ ，銅貨 ノ 不足 ヲ 補ヒ以 テ 財政 ノ 鞏固 ヲ圖， ノ 目‘ 的 ニ ヨリ 開辨 セラ レ 
タルモ ノー ーシテ 新 二 商家 帖子一 一代 ハ， へャ 兌換券 ヲ發行 シー 旦之ヲ 商家 一一 貸付 ヶタ ル 後 始メテ 市 
塲- 一流 通 セリ 

貸付、 ノ偶 家屋 其 他 ノ動產 ヲ擔保 トス ル コト アレ トモ 多クハ 信用 貸 一ー シク 殷實ナ ，二三 商家 ノ連帶 
保證 ヲ要シ 貸付金 額 ハ 全 資產ノ 六 七 割ヲ 限度 トス 貸付 期間 ハ 六 ヶ月 以內一 ーシテ 利率 ハ 原 月 七厘 ヲ 
普通 トセ シモ 現今 月 一分 ヲ 通例 トシ 利息、 ノ廣信 公司 官銀分 號卜同 シク 貸付 ノ際 之ヲ 割引 ス 
發行兗 換券一 一對ス ，正貨 準備 ハ 別 一一 法定 積立金 ノ 規定 ナキモ 每期ノ 決算 一一 於 テ 三分 ヲ當 局宫衙 一一 
納メ ニ分 ヲ局內 ノ經費 一 一充 テ 殘餘ノ 五分 ヲ以テ 積立金 トシ 之ヲ以 テ 正貨 ヲ 購入 シー グ 準備金 一 一充 テ 
居 レ トモ 發行 兌換券 ハ 正貨 準備金 二 伴 ハス シク 頗 >ノ 濫發二 陷レル モノ  ノ如シ 聞ク所 一一 據レハ 光緖 
二十 三年 ヨリ 同 二十 六 年 迄 ノ發行 高 ハ 僮 一一 八 九 萬 吊 一一 過 キサ リシ モ同 二十 八 年-ー ハ 十七 萬 吊 二十 
九 年 一ー ハ 百 萬 吊 三十 三年 一ー ハ 俄-一 增進シ テ ニ 千 萬 吊 一一 達セソ ト云フ 最近 ノ 決算、 ノ未夕 之ヲ卷 一ー セ 
スト 雖モ 今光緖 三十 三年 一一 於 ヶル 利益 金ノ 決算 ヲ見， 一一 左 ノ如シ 


利息 總收入 

材料 購ん竝 二 家屋 建築費 
差 引 純益 

內 


一、 〇 七三、 〇三 八、 四 九 八 

六 四、 九 七三、 〇〇〇 
一 〇 〇 八、 〇六 五、 四 九 八 


當局 官憲 二 納入 
局  費 
積立金 


三〇二 、四 一九、 六 四 九 
二〇一 、六 一三、 一〇〇 
五〇 四、 〇三 二、 七 四 九 

水 衡官帖 局 ハ 近頃 吉林省 度 支 司ノ命 i ー  ョリ永 衡官 銀錢號 卜改稱 シ內一 一 銀櫃及 錢櫃ノ 兩課ヲ 分設シ 
銀櫃ハ 從 前官 錢局一 一-グ 管理 セシ 業務 ヲ掌リ 錢櫃ハ 官帖局 ニ テ 取扱 ヒシ 業務 ヲ接 辨ス, 筈ナ リ而シ 
テ 該號力 今後 吉林 省ノ 官設 銀行 トシ テ 同省 財政 ノ樞軸 トナ リ經 濟界ノ 任務 ヲ遺 慽ナク 遂行 スルー ー 
ハ 到底 舊來ノ 法則 ヲ 墨守 シ得へ キー ー アラ サレ ハ 大 一一 其 組織 ヲ 改良 シ調查 股 (股 ハ 係 ナリ) 經租 股、 滙兌 
票 股 (爲替 係) ヲ 新設シ 調査 係、 A 省內一 一 於 ケル 通貨 ノ流 通狀態 、外 國 貨幣 ノ變動 及 輸出入 貨物 ノ數額 等 
ヲモ 逐日 調査 セ シメ 經租 係、 ノ 貸付 及 其擔保 トシ ク 提供 セラ レ タル 不動 產ノ 管理 等ノ 事務 ヲ掌 リ爲 
替係ハ 天津、 上海、 哈爾賓 其 他 重要 ナル 各市 場ト ノ爲替 業務 ヲ取 扱フモ ノト ス尙吉 林 省 二、 ノ 目下 永衡 
官帖ノ 外- 一他號 銀行 ノ帖子 アリ 均 シク 濫發ノ 結果 各市 上 恐慌 ノ 原因 トナ ル 患尠 カラ サル ヲ以テ 官 
銀 錢號ハ 漸次 之 力 回收二 努ム， 卜 同時 一一 之 二 引換へ 得へ キ龍票 銀 票 (龍 票 ハ 銀貨 ヲ銀票 二兀寶 ，銀ヲ 
本位 トス， 兌換券) ヲ 發行シ 巡 撫ョリ 各府州 廳縣一 一通 飭シテ 地租 及 各種 ノ税 捐ノ 納入 ニ ハ 必ス 之ヲ 
使用 セ シムル コト トナシ 叉 補助 貨幣 トシ， 7* 1角(十仙)ノ銀貨及當二十文三仙)當五十文(五仙)等ノ銅貨 

H ハ 五 


一六 六 

ヲ 鑄造シ 在來ノ 銅錢ヲ 驅逐ス ル ト共一 一着々 幣制 ノ統一 完全 ヲ圖， ノ計 畫ナソ ト傳フ 
永衡官 .帖局 ハ 踏査 後間 モナ ク 永衡官 銀錢號 トシ 7- 組織 ヲ變更 セラ レ タリ 
•(二) 廣信八 ム司 光緖 三十 一年 前 黑龍江 省 巡 撫程德 全ノ勸 誘 一一 基キ 全省ノ 金融 ヲ圓滑 一ー シ 商事 ノ 振興 
ヲ計ル ノ目的 一ー テ 官民 合同シ 資本金 五十 萬 両五千 株 二分 チー ー千 株ヲ官 一ー テ 三千 株ヲ 民間  一一 r 引受 
ヶ 有限責任 ノ 株式 會社 トシ テ 組織 セラ レ タルモ ノー ーシテ 哈爾賓 、呼 蘭、 巴彥 蘇々、 北團林 子、 通 肯等二 支 
店ヲ有 ス專ラ 紙幣 ヲ發 行シ テ廣ク 放資シ 叉 有利 ノ 事業 卜認メ ラル， モノー ー對シ テ ハ ー般 一一 貸出ヲ 
行 フ而シ テ 官業 二 屬スル モノ ハ 無利息 二 7- 融通 セ シモノ 多 クシ r 是等 不生産的 ノ 事業 一一 消費 シ回 
收ノ 見込 ナキ モノ 頗， 巨額 二 上リ 而ヵモ 省ノ財 政 困難 ノ爲メ 之 力 彌縫策 トシ テ 正貨 準備 ノ 如何 ヲ 
顧 ミス 兌換券 ヲ發行 シー 昨年 末ノ 決算 時-一 於 テ ハ 其 發行總 額 三千 萬 吊 (約 六 百 七十 萬留) 一一 達シ 之-一 
對スル 正貨 準備金 ハ 僅 一一 銀 七十 萬両 銀貨 三十 萬 元露貨 五萬留 一一 過 キス 公司 ノ信 用大- 一 墜落シ 初メ 
二 吊 五 百 文ヲ以 テ 銀 一両 一一 一 吊 五 百 文ヲ以 テ 露 貨一留 一一 公定 セラ レ タル 相場モ 次第 一一 下落シ 最近 
二 至リ テ ハー 留ー ー對シ テ 五 吊 二三 百文ノ 相場 ヲ見ル ニ 至リ屢 々同 公司 ノ 危機 ヲ傳へ シモ 今尙黑 11 
江省ノ 本金庫 トシ テ 勢カ ヲ維 持シ 其發行 一一 係 ル 兌換券 モ殆卜 該省ノ 大部分 竝- 一吉 林 省 ノー  部-二 B 
リテ 能ク 流通 セリ 今 本年 二月 九日 一一 於 ヶル 收支 ノ狀況 ヲ見ル ーー 下 ノ如シ (廣信 公司 組織 滿蒙 交界地 
方經濟 調査 資料 齊々 晗爾 金融 參 照) 

一 歌 支. ノ澈 

二八、 ニー 七 雨 

一、 九 六 五、 四四〇 
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留ハ 
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四 


吊〆 


(看 銀 ■奉 天 官銀號 ノ分號 -ーシ テ光緖 三十 三年 ノ 開設 二係リ 兌換券 ノ發 行ヲ主 トシ 兼 テ 貸付 
: Q- 一爲替 ヲ取 极ヒ又 地方 二依リ テ、 ノ 當舖ノ 業務-一 從 ヘリ 發行 兌換券、 ノ原小 銀貨 ヲ 本位 トセ〆 十 角 
(一元) ノー  種ナ リシ モ 目下 一角、 二 角、 五角、 十 角、 竝一 一大 銀貨 ヲ 本位 トセ， 一元、 二 元、 五 元、 十 元、 五十 元等ア 
リ又 銅貨 ヲ 本位 トセ, 十 枚 (一仙 銅貨 十 枚) 二十 枚、 三十 枚、 五十 枚等ア U 立 日 淺ク且 ツ廣信 公司 
勢力 範圍內 _ 一  在〆 ヲ f 其 勢力？？  S 今 呼 蘭、 北圑林 子、 巴蠢 々等 i 店 ヲ有ス 今 該分號 

一六 七 


ノ 


一六 八 

假 章程ノ 要領 ヲ擧ク レ、 ノ左 ノ如シ 

一 本官 銀號ハ 黑龍江 省 二 設立シ 奉 天官銀 號ノ分 號ト ナス 成績 ノ擧 カル ヲ待 チ 7- 更二 之ヲ 廣張ス へ 

シ 

一本 號ハ 總督巡 撫ヨソ 支出 セル 銀 三十 萬 両ヲ以 テ 資本金 トナ ス若シ 此上ノ 支出 ヲ受 ケタ ル トキ ハ 
之ヲ 保護 資本 トシ 之 一一 對シテ 四 分ノ利 ヲ附ス 

一本 號ハ 紙幣 ヲ 流通 セ シメ 黑龍江 省內一 一 於 ケル 地租 厘稅ノ 納付 八 ム金ノ 收支及 市場 ノ 通用 二 充 テ 現 
金卜異 ナル コト ナシ 

一本 號ハ 預金 貸付 竝-一 手形割引 等ヲ爲 スモ 目下 市況 不振 ナル ヲ以テ 當 分ノ內 貸付 ヲ 爲サス 市面ノ 
活況 ヲ呈 スルー ー至 テ 巡撫ノ 許可 ヲ受 ケ之ヲ 開始ス ヘシ 

一分 號及奉 天 總號ノ 取扱-一 係 ル 爲替ハ 本號一 一 於- ブ之ヲ 代辨ス ヘシ 其餘ノ 本省 及 外 省 ノ爲替 ハ 營業 
ヲ 擴張シ 分號 開設 ノ上一 ー テ 之ヲ 取扱 フへシ 

I 本號/ 官憲 ノ 資本-一 係リ其 保護 ヲ受 クル モノ ナレハ 若シ 市場 ノ 金融 逼迫 ノ際一 ー ハ 度 支 司 ヨリ特 
二 特別 資金 ヲ支 出シテ 救濟 セラ ル ヘシ 而シテ 本號、 ，之-一 對シテ 定期 償還 二 任ス ヘシ 
一本 號ーー ハ 督撫ノ 任命 一一 係 ル 總辦 一名 ヲ置 キー 切 ヲ 監理シ 隨時 巡撫一 一 禀明ノ 上 利弊ヲ 興革ス 總商 
一名/ 總辦ノ 節制 ヲ受ケ 號內ノ 出納 及 營業竝 -1 幣制 ヲ司リ 使用人 ノ 取締 及 其 勤惰 ヲ監督 ス又督 
撫ヨリ 監査役 一名 ヲ 選任 シク 金錢 帳簿 ノ 利弊ヲ 監查ス 
I 總辦ノ 下-一書 記 一名 ヲ置キ 文書 ヲ司ラ シム 

一 總商ノ 下 二 副 商、 手代 及 見習 ヲ置ク 凡， ブ確實 ナル 商店 ノ 身元 保證ヲ 要シ 不正 ノ行爲 アレ j 之ヲ賠 


« セ シム 

一 總辦及 役員 ハ 督 撫ヨリ 選任シ 書記 以下 ハ 總 辦之ヲ 任兔シ 手代 以下 ハ 總商之 ヲ任兔 ス 
i 本號ノ 帳簿 及金錢 文書 類 ハ 督撫ヨ リ隨時 特別 檢查官 ヲ派シ テ 之ヲ 檢査ス 

一 紙幣 引換 ハ 即時 之 ヲ行ヒ 制限 ヲ加フ へ カラ ナル モ若シ 營利的 一一 之 ヲ行フ モノ アレ ハ 相 當ノ處 分 
方法 ヲ取， ヘシ 

一 帳簿 係 ハ 出納 ヲ司 リ每 月末 表 ヲ作リ テ 書記 一一 交付シ 書記 ハ 每 月末 報 吿書ヲ 調製 スル モノ トス 若 
シ疑ア ，場合 一ー ハ 總瓣二 禀請 シク 帳簿 檢査 ヲ行フ 
一 金 錢係ハ 現 銀 引換 及 紙幣 振 出 等ヲ司 リ必ス ニ名ノ 手ヲ經 >ブ 之ヲ 計算シ 其 封 皮-一 取扱 者ノ 氏名 ヲ 
明記シ 夜 一一 至 リク 執事 一一 引渡 ス 帳簿 係 及 金 錢係等 一一、 ノ總商 ヨリ 各 監視 人 一名 ヲ派シ テ 之ヲ 監視 

セ シム 

一 銀両賣 買/凡 r 實量二 依 テ 計算 交易シ 平餘 (秤 リ出シ タル 餘 利) ヲ取， コト ヲ得ス 
一 金庫/毎日 正午 一回 之 ヲ開キ 總辦及 金庫 係竝ー ー總 商、 副 商 等立會 ヒ之ヲ 檢查ス 

一本 號發行 紙幣 ノ 多寡 ハ總辦 及總商 協議 ノ上 市場 ノ狀況 一一 照シ 7- 之 ヲ定メ 督撫一 一 上申 ス 紙幣 發行 
ニ ハ 印 三 個 ヲ要シ 總辦及 監査役 竝一一 總商各 別 一 一 i 個宛ヲ 所持 シ立 會ヒ 捺印 ノ上 之ヲ 發行ス 其號 
數及 捺印 等モ 重要 事 ナル ヲ以ク 重任 一名 ヲ定ム ヘキ モノ トス 
一年 末 決算 ノ利 益/其 純利 益ノ ニ割 五分 ヲ 積立金 トシ ニ割 五分 ヲ賞與 金 トシ 五 割 ヲ剩餘 利益 金卜 

ス 

一 資本金 ハ 金庫-一 貯藏シ 將來 穀物 或 ハ 貨物 買 入 其 他 特別 業務 ノ爲メ 運用 セン トス， 場合 •ー  ハ 奉 天 

一六 九 


官銀號 ノ章程 一一 從ヒ 四厘ノ 利息 ヲ其 筋ノ 官憲 一一 納付 スル モノ トス 
一 何人 一一 拘ハ ラス 若シ 本號ノ 紙幣 ヲ僞 造シタ ，モノ アル 時 ハ 戶部 奏定ノ 紙幣 僞造ノ 律 例 一一 照シテ 
之 ヲ處罸 スル モノ トス 

一本 號ハ大 銀 元 紙幣 及 小 銀 元 紙幣 ヲ發 行ス現 銀 及 現 銀 元 卜異ナ ，コト ナン 又此 紙幣 ヲ以テ 各地へ 
官 銀両ノ 爲替ヲ 取組 ム コト ヲ 得但シ 銀両ノ 相場 ハ 時卜 土地 トー ー應シ 時價- 一依 リテ 定ム， モノ ト 

ス 

一、 本號一 一 預金シ タグ モノ 三 ヶ月 以上 二 至 レ ハ 三 ヶ月 後 ヨリ 四厘ノ 利息 ヲ附ス 各 分莊二 預金シ タ〆 
モノ ハ 利息 ヲ附 セスト 雖モ 預金 三 ヶ月 以上 一一 及ヒ タル トキ ハ 其 分 莊ヲ經 テ 齊 々哈爾 一一 爲替ヲ 取 
組ム 場合 一一 爲替 料ヲ要 セス 

(四) 慶源泰 銀行 吉林省 賓州ー ー在リ 昨年 十二月 ノ 創設 一一 係リ 資本金 六十 萬 吊 (約 我 十四 萬圓) 一 株ヲー 
萬 吊 トシ 之ヲ 六十 株， 一分 7- リ專ラ 兌換券 ノ 發行ヲ 目的 トシ 吉 林官帖 (永 衡 官帖) 一一 準シ 何時-ー テ モ該 
官帖卜 兌換 ノ 義務 ヲ有ス ，モノ トス 兌換券 ノ發行 期間 ハ 三ヶ年 一ー シク ーヶ年 ノ發行 限度 ヲ 四十 萬 
吊 文 トシ 當初發 行 ノ年ヨ リ算シ 滿五 ヶ年以 內ーー 全部 回收ス ヘキ モノ トス 昨年 十二月 以來 本年 十月 
二 至， 間ノ發 行 高 三十 萬 吊 一一 達 セリ 

營業 課目 ハ 預金 貸付 及 爲替ナ レ トモ 殆卜 貸付 一方 ノ 業務 ノミニ シク 月利 一分 乃至 一分 二 厘 最長 期 
限 六 ヶ月 トス 預金 及 爲替ノ 其 名目 ア， 一一 過 キス 又 副業 トシ ク宫鹽 ノ販賣 一一 從事 セリ (賓州 金融 機關 
參 照) 

(玉) 當舖 當舖ハ 滿洲 、到， 處ノ 都市 邑鎭 殆卜其 設備 ナキハ ナク ー般人 民-一 取 リク ハ 地方 唯ー ノ 金融 


機 關ナリ 當舖ハ 官許 ヲ得テ 始メ- グ營 業ス， コト ヲ得ル 所謂 特許 商 一ー シ テ 其 認可 ヲ得ル ニ ハ 多額ノ 
納金 及 諸 費 ヲ要シ 且ツ 年々 納付 ス， 所ノ 税金 少 ヵラス シク 小 資本 者 ノ營ミ 得 ヘキ 事業 一ー アラブ レ 
ハ 當舖營 業 商 ハ 皆 其 地 屈指 ノ 巨商-ー シテ 槪ネ燒 鍋、 糢棧若 ク、 ノ布疋 雑貨店 等ヲ兼 業シ之 ヲ專業 トス 
〆 モノ 少ナシ 其 資本金 ハ 大約三 萬 元 內外ヲ 普通 トシ ー家 ー ヶ年ノ 質 受總高 二 萬 元 乃至 十 萬 元 一一 達 

セリ  . 

當舖ノ 業務 ハ 宛モ我 國ノ質 業- ーシテ 資本 ノ大 小一 一依 リ當、 質、 典、 押等ノ 名目 アリ 就中 最モ有 カナ〆 モ 
ノヲ當 トシ 本 資料 中 一一 載 スル 所ノ モノ ハ 皆當 一一 屬スル モノ トス 

當舖 ノ受 入質 物 ハ 殆卜 衣類 首 飾 及 銅 錫 鐵等ノ 器具-一 限 ラレ 穀類 等 ハ 之 ヲ受入 レナ， ヲ常 トス 質 利 
及 質 期限 ノ 制定、 ノ 地方-ー ヨリ テ ー定 セ サレ トモ 吉林省 二 在 リタ ハ 雙 城堡ノ 月利 二分 ノ外 多クハ 三 
分 ニ シテ黑 龍 江 省 二 在 リテハ 廣信 當廣信 公司 ノ 開業 二 係， モノ) 及官銀 號當ノ 月利 二分 ノ外 商家 當 
舖ハ吉 林 省 卜同シ ク皆 三分 ナリ然 レ トモ 玆二 特殊 ノー  例 アリ 即チ賓 州 及 其 附近 ノ當舖 ニ シテ此 地 
方 ハ. 舊 十月 ノー  ヶ月 一一 限 リ質受 者 一一 對シ其 質 入 期間 ヲ通シ ニ分 一ー テ 計算 セリ 是レ 前任 賓州廳 同 知 
力 穀類 ノ收獲 期夕， 當月ハ 冬 * 窮民 ノ綿衣 ヲ受出 スー ー殊一 一好 都合 ナ， ヲ 思料ン 其 便宜 ヲ與 フ， 爲 
メ 當舖卜 商議シ テ 決行 セ シメ タ， モノ-ー シテー ハ 衆 民 一一 體恤ノ 意ヲ示 スモ ノナ ル モ當舖 モ亦 凡ーグ 
雑穀 業ヲ 兼業ス ，モノ ナレ、 ノ 穀類 ノ買入 時期 タグ 當月、 ノ 資金 ヲ要ス ル コト 多ク 相互 ノ 便宜 多キ爲 
メ今二 至， 迄繼續 セラ レ 居 ル モノ トス 此ノ 如キ 例、 ノ吉林 省 中他ノ 地方 二 於 テ モ 現行 セラ，〆 モノ 
ア” ノト 聞ヶ トモ 未夕 踏査 ヲ經ナ レ/之 ヲ明 II ス， コト 能 ハス 

質 期限 ハ 兩省 ヲ通シ ニ十 M ヶ月 ヲ 通例 トス レ トモ 唯夕 G 彥州ノ ミ 商家 當舖 、ノニ 十八 ヶ月 卜爲セ 3 

一七 一 


一七 二 

期 滿ツレ ハ 利 上ヶシ テ 更二 一 期間 ヲ 延長 スル コト ヲ得レ トモ 斯ノ 如キハ 殆卜絕 無ニ シテ皆 流質 セ 
シムル ヲ常 トシ 當舖ハ 是 等質 流品ヲ 自家 ノ 兼業 トセ ル 古 衣舖二 移シテ 公 賣スル モノ トス 又 質受時 
ノ 利息 ハ 五日以 內ハ當 月分ノ 利息 ヲ徵セ サル ヲ 普通 トス 

質 物 二 對シ ーブハ 當舖ハ 失火 及盜難 一一 對シテ ノミ 幾分 ノ 賠償 二 任シ鼠 咬 虫 傷-一 對シク 、ノ 天命 トシ テ 
全然 其 責任 ヲ負ハ ス之ヲ 質 扎中一 一明 記 スル コト 南滿 各地 卜異 ラス 

(六) 滙莊 滙莊ハ ーニ 票莊 卜稱ス 南滿 地方 二 於 ヶル 票莊/ 多クハ 其 資本 豐富一 ー シー ブ爲替 両替 ノ外廣 
ク 多額 ノ貸付 一一 從事シ 叉 錢舖ノ 後援者 トシ テ 有カ ナル 地位 ヲ占ム ル モ北滿 二 在 リテハ 殆卜 爲替ノ 
ミヲ 取扱 ヒ多ク ハ 山 西 地方 一一 本店 ヲ有ス ル モ ノノ 出張員 力 商家 二 寄寓シ テ 之ヲ 取扱 フ モノー ーシテ 
別 二 門 戶ヲ張 ル モノ ナシ 但シ豐 富 ナル 資本 ヲ有 スル コト ハ 南滿 地方 一一 異ラス シク 多額 ノ爲 替ヲ托 
スル モ 何等 ノ 不安 ナキモ 營ロノ 如キ對 外 市場 トハ 土地 餘ソニ 遠隔 ニ シク 直接 取引 關係 ヲ有ス 火モ 
ノ 少ナク 雙城堡 、阿 什 河、 呼 蘭 等ノ大 市場 ヲ除ケ ハ 殆卜 滙莊ー ー托シ テ 爲替ヲ 取 紐 ム程ノ 必要 ヲ見サ ル 
ヲ以テ 多クハ 兌換券 若クハ 現 銀 ノ儘隨 時 携行ス グヲ常 トシ 偶 直 隸省ノ 商人 力該 省樂亭 方面 1 一爲替 
ヲ 取組 ムモ ノア ルー ー過 キス シテ其 營業狀 .態 甚夕 閑散 ナリ 爲替 料金 竝一一 其 建 方 ハ 地方 一一 依リ テ異リ 
或 ハ 營口向 送金 爲替ハ 同地 過 爐銀二 對スル 振 出 地 ノ爲替 相場 ヲ定ム ，モノ. アリ 或 ハ 反對 一一 振 出 地 
ノ 金額 一一 對シテ 過爐銀 相場 ヲ定ム ル モノ アリ 或 ハ 土地 ノ 遠近 一一 係 ラス シテ .單二 送金額 一一 對スル ー 
定 ノ手數 料金 ヲ定ム ル モノ アレ トモ 今一 例 トシ テ ニ三 ノ 市場 送金 爲替二 就 キク 之 ヲ見ル ニ 阿 什 河 
ヨリ營 口向ノ 相場 ハ 營口過 爐銀ヲ 標準 トシ 過爐銀 一両 二 付 四 吊 八 百 文 (阿 什 河 現 銀九錢 j 分 四 厘强) 
巴彥州 ヨリ 營口向 ハ 巴 彥州現 銀 千両-一 付 過爐銀 千〇五 十両-ー シク 賓州及 呼 蘭 ヨリハ 各地 向 トモ 送 


金額 ノ ー分 ヲ手數 料 トシ テ 收メ居 レリ 

滙莊ノ 業務 前述 ノ如ク ナ，， ヲ以テ 滙莊ハ 多ク 貨幣 ノ 両替 ヲ 兼業 トシ 市場 一一 於 ケル 貨幣 相場 ノ昂落 
ヲ利 .用シ 投機的 ノ賣 買ヲ爲 スモ ノ少 カラス 

(七) 錢舖 一、 二 錢莊又 錢局卜 稱ス其 主 業 トス ル 所 ハ 貨幣 両替 業ナレ トモ 巴 彥州一 一 在 テ ハ 錢舖ニ シ テ 
寧 口 雜穀ノ 賣買ヲ 主眼 トセ〆 モノ アリ 三 姓 二 在 リク ハ 錢票即 チ 兌換券 二 類似 セ， 一覽拂 手形 ヲ發 
行シ帘 場 一一 流通 セ シム〆 モノ アリ テ ー定 セス 南満 各市 二 於 ケル 錢舖ハ 両替 業 ヨリモ 寧 口 預金 貸 出 
ヲ 本業 トス， モノ アリ 又 蓋 平 一一 於ケ ，抹銀 ノ如キ 奉 夫 一一 於ケ， 過 碼錢ノ 如 キ吉林 長 春 一一 於ケ〆 抹 
銀 ノ如キ 商人 卜 商人 トノ 取引 ノ 中間 一一 立 チ- グ 帳簿 上 ノ 振替 決算 ヲ爲ス 仲介者 ノ 地位 一一 立 ツモ ノア 
ブ 樞要ナ ，金融 機關ノ ーー ー屬ス レ トモ 北滿二 在リテ ハ 全ク之 一一 反 シ北團 林 子 一一 於ケ， 四 家 ノ錢舖 
力 少額 ノ 貸付 1 一從 事ス， ノ外 貸付 ヲ 取扱 フ モノ ナク 前記 巴彥州 、三 姓 ノ錢舖 ヲ除ケ ハ 凡 テ 両替 専業 
ノモ ノノ'、、 一ー  シテ大 資本 ヲ有ス ，モノ ナク 市場 一一 於ケ， 勢力 甚夕 薄弱 ナリ 

第五  通貨 

吉黑雨 省 一一 共通 ス， 貨幣 一二 兀寶 銀、 銀貨、 銅貨、 制錢 アリ 又兩省 各官帖 アリ 黑龍江 省 二 黑 龍江官 銀分號 
ノ兗換 券 アリー 地方 一一 限リテ 流通 ス， 所 ノ市帖 アソ沙 金 アリ 外國 貨幣 アリ テ 通貨 ノ複雜 ナル 南滿 
地方 ノ上一 一出ツ 

北滿ハ 南 滿卜異 リ現銀 ノ缺乏 最モ甚 シク 元 寶銀ハ 銀 市上 ノ栢場 アレ トモ 實際 市場 一一 受授 セラ，， 
コト 殆卜稀 一ー シ テ 小 銀貨 モ亦 通貨 中ノ 百分ノ 五一 一 上 ラス 硬貨 ノ較ヤ 多キモ ノヲ銅 字即チ 銅貨 トス 
而シテ 銅貨 若クハ 銀貨 ヲ 本位 トセ， 官帖市 帖等ノ 兌換券 ハ 兩省ヲ 通 シク 實一一 百分ノ 八十 以上 ヲ 6 

一七 三 


一七 四 

ん' <  モ ノノ 如シ 今回 經由地 方ノ 通貨 ヲ 綜合 スル- 一吉 林 省 二 於 r ハ 永衝 官帖最 モ多ク 通貨 ノ百 分ノ 
七十 ヲ占メ 黑龍江 省， 一於タ ハ 廣信 公司 帖 (卜魁 帖又江 省 官帖) 百 分ノ六 ナ官銀 分號帖 百分ノ 十五 ヲ占 
ム外一 一市 帖ナ， モノ アリ テ 兩省一 一流 通シ殊 一一 黑龍江 省餘慶 街、 通肯 、靑岡 縣等ノ 市 鎭竝一 一 其 附近 ノ邑 
鎭ニ アリ テ 信用 流通 スル モノ 尤 モ多ク 巴彥州 、呼 蘭、 蘭西縣 、北團 林 子等 モ原盛 一一 流通 セ シモ 廣信 公司 
帖ノ 發行以 來己二 回收 セラ レ 通肯 、上 集廠 、餘慶 街 地方 モ亦 漸次 之 力 回 收ヲ計 リッッ アレ トモ 今尙全 
部ノ 回收ヲ 了， 一一 至 ラス 

兩省ノ 本位貨幣 トモ 稱ス ヘキ モノ、 ノ制錢 ニ シー グ恰モ 我 國ノ寬 永 通寶一 一類 似 セル 孔錢ナ リ雨省 一一 流 
通ス， モノ ハ 通常 京錢 又中錢 卜稱ス ，モノー ー シク 五個ヲ ー成 文 即チ十 文 一一 五十 個ヲ以 テ 十 成文 即 
チー 百 文 一一 五 百 個ヲ以 テ ー千 文即 チー 吊-一計 算ス 最モ此 計算、 ノ實際 ノ受授 一一 當リテ ハ 幾分 ノ 減額 
アグ コト 各地 方 相同シ 而シテ 凡 テ ノ物價 ハ 皆 銅 錢建一 ーシテ 取引 貨物 ノ金錢 受拂一 ー ハ 銅錢ヲ 標準 卜 
スル 帖子若 ク、 ノ銅錢 相場 二據ル 硬貨 ヲ以テ 計算 セラ ルル モノ ナリ今 左 一一 項 ヲ分チ 各 貨幣 一一 就 キク 
之ヲ 記述 セン トス 

一) 元寶銀 所謂 馬蹄 銀-ー シク ー錠 (一個) ノ 標準 量 ハ 五十 三両五 錢ナレ トモ 鑄造ノ 具合 ニ ヨリ 秤 量 一一 
多少 ノ相異 アル ヲ兔レ サ , ヲ以 ーグ 必ス其 表面 一一 鑄 造 年月日 竝二鑄 造者ノ 商號ヲ 印刻 スルト 共 一一 其 
秤量ヲ 記載 セリ 信用 アル 商 號鑄造 ノ元寶 銀、 ノ 表記 ノ 量目 一一 據リ直 チー ー受授 セラ ルレ トモ 他 地方 ノ 
モノ 若クハ 信用 二 疑 アル モノ ハ 秤 量 後受授 セラ，〆 ヲ常 トス 是レ 各地 其 秤ヲ異 一ー セ， 卜 定量 ヲ減 
セル ノ 恐ア， ヲ以 テナ リ元 寶銀ノ 純銀 含有量 ハ 地方 一一 依 リク 同 シカ ラス 吉林 元寶九 七、 八吉 林庫寶 
九 八、 五 長 春 元寶九 六、 五齊 々哈爾 元 寶九八 、〇山 西元寶 九九、 四 五露淸 銀行 (齊 々哈 雨) 元 寶九八 、五一 ー シク 


隨テ其 相場 一一 多少 ノ栢 異ア， ヲ免レ ス 

元寶銀 一両 ノ 相場 ハ 時卜 場所 トー ー依 リテ異 ル コト 勿論 ナレ トモ 吉林省 一一 於 テ、 ノ大紛 五 吊 乃至 六 品 
黑龍江 省 一一 於 テ ハ 大約六 吊 乃至 六 吊 五 百 文ナ， 力如シ 但シ 前者 ハ吉林 官帖ヲ 後者 ハ 江省官 帖ヲ標 
準 トス ル モノ トス 元寶銀 相場 ハ 必ス 各地 一一 建 テラル ル モ多ク ハ 標準 相場 一ー シース 實際 元寳銀 一一 兌換 
セン コト/ 甚夕 困難 ナリ 

(二) 銀貨 銀貨 ハ 之 ヲ洋元 又洋錢 卜稱シ 大洋 錢及小 洋錢二 別 チ 大洋 錢ハ 大洋 元 又 ハ 龍 元 卜稱シ 小洋 
錢ハ 又小洋 元卜稱 スー 元 銀貨 ハ 即チ 大洋 錢一ー シク 半 元 (五角 即チ 五十 仙) 以下 ハ 小洋錢 トス 各種 貨幣 
ノ 定量 ハー 元 ハ 七 錢 二分 (庫平 即チ宫 秤 一一 據ル 重量 以下 之 一一 傚フ) 半 元 ニニ 錢六分 二 角 ハー 錢四分 四 
厘 一角 ハ 七 分 二 厘 半角 ハ 三分 六 厘 ニ シク 其 含 銀 量 一元 ハ 百分ノ 九十 半 元 ハ 八十 六 二 角 以下、 ノ 八十 

ニ トス 

吉林省 舊鑄ノ 銀貨 ハ 銀 質 粗悪 一ー シテ外 省 二 於 7- ハ 其價格 低廉 ナル ーー 反シ 省內一 一 在 リタ ハ 他 省 鑄 造 
ノ 銀貨 ヨリ モ 高値 ヲ保 タシ メ以 -グ其 流出 ヲ防 クノ 政策 ヲ執 リタ ル コト アリシ モ今/ 全ク 其 ® 格-一 
等差 ナク 外省ノ 銀貨 卜同樣 一一 流通 セリ 

大洋 錢ハ其 銀 質 小 洋錢二 比シテ 良好 ナル 爲メ ー度 之ヲ 收メ シモノ ハ 之 ヲ貯藏 シク 再ヒ外 一一 出 ササ 
ル 有樣- 一 r 之卜兌 換セン トセ ハ 勢ヒ 若干 ノ打步 ヲ附セ サルへ カラス 隨 テ 市場 二 大洋 錢小洋 錢二樣 
ノ 相場 ヲ有ス ，コト 南満 地方 卜同シ キ 地方 アレ トモ 前述 ノ如ク 死 藏スグ モノ 多ク 市場 一一 流通 スル 
大洋 錢ハ殆 卜之ヲ 見 サル 有樣ニ ーブ 其 相場 ノ如 キモ 元寶銀 相場 卜同シ ク. 單二 空相場 タル. 二 止 マ， モ 
ノ多シ 

一七 五 


一七 六 

小洋錢 一元 ノ 相場 ハ 吉林省 一一 在リテ ハ 大約三 吊 二三 百 文黑龍 江 省-ー アリ テ ハ 三 吊 五 百 文 乃至 四 吊 
文ナリ 

(三)  銅貨 銅貨 ハ 之 ヲ銅字 卜稱シ 當 十文當 二十 文 ノ ニ種 アリ 我國ノ ーニ 錢 銅貨 一一 酷似シ 紅 銅 及黃銅 
ノ ニ種 アリ 原 卜吉林 機器 局 ノ鑄造 一一 係 ル モノ 周ク 同省 一一 流通 セ シモ 光緖 二十 六 年 其 鑄造ヲ 廢止シ 
タル 以來奉 天 銀 元 局 一一 依賴シ 毎年 二 千 百 六十 萬個ヲ 輸入シ ツツ アリシ カ 戶部鑄 造ノモ ノ播布 セラ 
ル〆 ャ 亦之ヲ 併用 シ黑龍 江 省 流通 ノ 銅貨 モ亦殆 卜皆奉 天 銀一兀 局 及戶部 鑄造ノ 銅貨 ナリ吉 林 省-ー ア 
リテハ 大抵 當十文 三十 三 個 ヲー吊 文 二 黑龍江 省 一ー アリ-グハ 大抵 三十 一個 ヲ ー 吊 文 一一 算セリ 

銅貨 一元 ノ 相場 ハ 吉林省 二 於 7- ハ ニ 吊 五 百 文 乃至 二 吊 八 百 文 位 一ー シク 黑龍江 省 1 1 於 7- ハ 多クハ 三 
吊 二百 文ヲ 通例 トセ リ 

(四)  銅錢 吉黑兩 省 一一 流通 スル 銅錢ハ 京 錢叉 中錢 卜稱ス ，所 ノ孔 錢ニシ テ 宛モ 我國 ノー  厘錢一 一類 似 
シ 形較ヤ 小ナリ 銅錢ヲ 大別シ テ 制錢 私錢ノ ニ種 トス 制錢、 ノ 政府 ノ制鑄 一一 係， モノ-ー シク 私錢ハ 個 
人 ノ私鑄 一一 係 ル モノ ナリ元 來私錢 ノ鑄造 ハ 政府 ノ嚴禁 セル 所ナ， モ 流通 セル 銅 錢ノ殆 卜半ハ 私錢 
一ー シース 制錢卜 混用シ 相互 ノ. 受授一 ーモ 何等 ノ故 障ア， ヲ見 ス然レ トモ 銅錢ハ 近時 年 ヲ逐テ 消滅 シ市 
場 二流 通ス， •モノ 極メテ 少額 一ー シク 南滿 各地 一一 比シ殊 一一 其 顯著ナ ，ヲ覺 ユ三姓 地方 及 地方 村落-一 
於 テ 零碎 ナル 物品 ノ賣買 及端錢 トシ r 使用 ス， 處アレ トモ 槪シテ 其 受授ヲ 喜 ハス 今回 踏査 セ， 三 
姓 以外 ノ市鎭 一一 於-ブ ハ 全然 之ヲ 使用 セ サル ヲ見 タリ 

近時 銀貨ノ 缺乏ハ 著 シク 銅貨 ノ 下落 ヲ來シ 加 之 銅錢ヲ 本位 トス， 帖子ノ 濫發ハ 益 其 價値ヲ 墜落シ 
市場 ノ商情 二 影響 セ， モノ 少 カラス 而シ ，ブ 通貨 ノ八分 ヲ帖子 一一， グ 6 ムル吉 林 黑龍兩 省-一 在 リク ハ 


之ヲ 比較的 現 銀 一. 一 豐富ナ ，奉 天 省ノ 銅貨 一一 比ス， - 一遙一 一 差異 アリ 黑龍江 省 一一 於 テ 殊一一 著 シキ ヲ見 
ル 即チ 銀貨 一元 ハ 奉 天 省 一ー テ ハ 東 錢約千 一二 百 個 多キモ 千 四百 個 ヲ出テ サ.， 二 吉林省  一一， 7* ハ 千 五 
六 百 個黑龍 江省ニ テ ハ 千 八 百 個 m リニ 千 個 一一 達ス以 テ 南北 銅價ノ 差異 ノ甚シ キヲ知 ルー ー足， ヘシ 
(五) 官帖 及官銀 分號帖 官帖二 二種 アリー ハ 吉林永 衡局ョ リ發行 セ， モノー  ハ齊 々哈爾 廣信公 司ョ 
リ發行 セ， モノ ニ シク 各發 行地ノ 全 省 一二 旦リテ 廣ク 流通 セリ 官帖、 ン稍 紙幣 ノ 性質 ヲ 帶フグ 所ノ兌 
換券ニ シース 永 衡官帖 一ー ハ ー、二、 三、 五、 十、 五十、 百 吊 ノ七種 アリ 準備金 トシ テ 發 行高ノ 三分 ノーヲ 準備 ス 
ル ノ 豫定ナ リシ モ 近年 準備金 ノ 如何 ヲ顧 ミス シ -K 濫發 セシ 結果 當初 銀貨 一元 一一 對ス， 兌換 銅錢率 
ハ ニ 吊 三百 文ノ定 メナ リン モ 漸次 下落 シ-ア ニ 吊 五 百 文 ヨリ 遂 1 1 今日 ノ三吊 二三 百 文 一一 及ヒ シモ 尙 
全 省 ヲ通シ ク 流通 貨幣 ノ百 分ノ七 十ヲ占 ム廣信 公司 帖ハ永 衡官帖 卜殆卜 同樣ノ 形式 ヲ備 フグ 兌換 
券 ニ シ テ 亦 一、 二、 三、 五、 十、 五十、 百 吊ノ七 種 アリ 其 流通 範圍 甚夕 廣大ニ シテ殆 卜全省 ヲ通シ 又 吉黑兩 省 
交界 地方 ハ 吉林省 ノー  部 一二 旦リテ 流通 セリ 唯 夕吉林 省內一 一流 通 スル モノ ハ 其 本位 トス， 銅 價吉林 
省 一一 劣 レ ; ^ ヲ以テ 永 衡官帖 一一 比シ ー割 乃至 一割 五分 ヲ 割引 セラ，， モ永衡 官帖ー ー比シ 反 テ 多額 ノ 
流通 ヲ見ル 廣信公 司帖モ 亦 永衡宫 帖卜同 シク 江 省 財政 紊 亂 ノ爲 メ濫發 一一 濫發ヲ 重 ネ隨， グ其 信用 大 
一一 失墜 シク 當初露 貨一留 一一 對シ三 吊 五 百 文ノ定 メナ ソシ モノ 漸次 下落シ テ 昨今 五 吊 二三 百 文ノ相 
場 ヲ唱フ ，一一 至 レリ 

宫銀分 號帖ハ 黑龍江 省 ノー  部 二流 通ス ，ノ ミー ー シーア 全 省 通貨 ノ 百分ノ 十五 一一 上 ラス 其發行 兌換券 
ハ 銀貨 ヲ 本位 トス〆 モノ ト銅 錢ヲ 本位 トス， モノ トノ ニ種 アリ テ 小 銀貨 ヲ 本位 トス， モノー ーー  角、 
二 角、 五角、 十角ノ 四種大 銀貨 ヲ 本位 トス， モノ ニ ー元、 二 元、 五 元、 十 元、 五十 元 ノ五種 銅錢ヲ 本位 トス ル 


一七 八. 

モノ ニ 十 枚 (一仙 銅貨 十 枚) 二十 枚、 三十 枚、 五十 枚 等 アリ 銀貨 券/之 ヲ龍元 票若ク ハ 銀 元 票 卜稱シ 銅鐵 
券 ハ 之ヲ銅 枚 M 卜稱ス 目下 多ク 流通 スル モノ、 ン銅枚 票 一ー シ r 銀 元 票 ハ 比較的 少額 ナリ 
(丄 ハ) 一& 帖 商家 發行 ノ帖子 ニ シー ブ原卜 到 ル處- 一流 通 セ シモ 漸次 回收 セラ レ 現今 比較的 多ク 存在 ス〆 
地方 ヲ黑 龍 江 省 トス 市 帖ノ發 行 ハ. 商家 ノ 任意 一一 出 ツル モノ ト 商務 會ノ認 許 ヲ得ル モノ ト官 憲ノ認 
可 ヲ得ル モノ ト アリ テ 三 姓 賓州ノ 如キ、 ノ 官許 一ー ヨリ 發行 セ， モ黑龍 江 省 一ー アリク 、ノ 多クハ 商家 ノ 
任意 一一 出 テ 殊- 一新 開墾地-一 在リテ ヽノ 市場 ノ發展 ヲ謀ル 爲メ 官憲 ノ之 ヲ獻許 スル モノ 多 ク又有 カナ 
ル 部落 ノ ^ 鍋 油 坊等/ 殆卜 布疋類 ヲ蒹營 ス， ヲ以テ 穀類 布疋類 ノ賣買 一一 對シ 自家 發行ノ 帖子ヲ 流 
通 セ シム， モノ アリ 是等ノ 商家 ハ 動 モス レ、 ン濫發 一一 陷リ又 巧獪ナ ，無 資ノ奸 商 力 徒 ラー ー門 戶ノ盛 
ヲ張リ ，ブー 時ヲ 糊塗 スル モノ 少 力- - 7 スー 朝市 場 ノ變一 一 動ヵ サレ 其 取 付 一一 遇 フヤ直 チー ー 破綻 ヲ呈ス 
ル モノ アリ 甚夕信 據スへ ヵ ラナ， モノ アル ーー 拘ハ ラス 四闾ノ 商 民、 ノ殆卜 何等 ノ危 懼ナ クシ テ 之ヲ 
流通シ 其 流通 區域ヲ 見- グ直 チー ー 其 市場 ノ 商業 範圍ヲ 推定 スルー ー難 ヵラ ナル モノ アリ 
m 帖ハ 其省ノ 官帖ヲ 本位 トシ ー ブ發行 セル モノ ナレ〆 官帖卜 同 樣ノ價 値 ヲ有ス ヘキ 箸 ナル モ 近時 濫 
發一 一因 リタ 其 信用 墜落 セ， モノ 多ク甚 シキ ハ 官 帖トノ 差額 三 四 割 一一 達 セ シモノ アリシ モ回 收中ノ 
地方/目下 僅 一一 七 分 內外 ノ打步 アル ーー 過 キサ， 迄 信用 ヲ回 復シ 村邑ニ シク 直接 官帖ノ 影響 ナキ地 
方/今 尙官帖 卜同價 ニク 流通 セリ 

(七) 沙金 公然 又/秘密 二 採取 シタ〆 モノ ヲ金 店- 二 買却シ 其 代金 ヲ以テ 物品 ヲ 購買シ タルモ ノ遂- 一 
普通 貨幣 卜同シ ク 市場-一 流通 スルー ー至 リシ モノー ー  シク 今 尙三姓 地方 一一 少額 ノ流 通ヲ 見， 

八) 外國 貨幣 踏査 地方-一 於ヶ， 外國 貨幣/露 貨ノ ミー ー シク 笔帖 (紙幣) M 錢 (銀貨 * 銅 字 (銅貨) アリ 最モ 


多キハ 羞帖 トス 各市 鎭 トモ 比較的 多クノ 流通 ヲ見レ トモ 就中 小麥 大豆 類ノ 取引 旺盛 ナ， 雙城堡 、呼 
蘭、 巴彥州 、北 ！ 1] 林 子等 ノ 地方 一ー ク 穀類 賣買用 トシ ク 輸出入 セラ ルル モノ 最モ 多シ 

第二 章 阿 什 河  明治 四十 二 年 十月 中旬 調 
ィ  沿革 

阿 什 河 ハ 阿 勒楚喀 ノ俗稱 ニ シク 阿 勒楚喀 ハ 水ヲ以 ク名ツ ク通志 一ー ハ 金 ノ始龃 居ヲ阿 勒楚喀 水/側 
二 定 ムト爲 セリ 原 卜按出 虎 i 一作， 其 音 稍 相似 夕， ヨリ轉 音 セ， モノ ニ シテ俗 一一 阿 什 河卜稱 セラ， 
，ハ 又按出 虎ノ訛 音 ナリ雍 正 四 年始 メテ駐 防 兵 ヲ置キ 七 年 改メク 阿 勒楚喀 城 ヲ建テ 乾 隆九年 副 都 
統ヲ 增設シ テ 各旗戶 ヲ 管理 セリ 副 都統衙 門 ハ 近ク 裁撤 セラ ル， 筈ナ X モ今尙 旗 人-一 對ス， 行政 ヲ 
掌リ ー般 行政 ハ 賓 州廳ノ 管轄 一一 屬ス 、城 南 五 淸里一 一 金 ノ顯祖 建 都ノ故 城 アリ 俗 一一 白 城 卜稱ス 今尙頹 
廢セル 土 城ヲ存 セリ 周圍 四十 淸里 城內一 ー ハ 農戶 散在 シ 全部 田園 一一 變シ 土中 ヨリ 古 鏡 古錢等 ノ發掘 
セラ ルル モノ 少カ ラス 以テ 當時ノ 狀態ヲ 窺 フー ー足 ル ヘキ モノ アリ 

口  位置 

阿 什 河 ハ 吉林三 姓間ノ 通路 一一 當リ東 淸鐵道 阿 什 河 驛ヲ距 ル 五 淸里阿 什 河 ヲ距ル 三淸里 一一 在リ四 面 
平野 ヲ控へ 東北 百 三十 淸里 一ー シク 賓州一 i 西北 九十 淸里ー ーシ テ. 哈爾賓 -1 西南 百 二十 淸里ニ シ テ 雙城 
堡二又 四百 八十 淸里ニ シク 省 城 吉林二 通ス 

、ノ  戶口及 面積 

阿 什 河 市街 ノ 精確 ナパ 戶 n 敷、 ノ之ヲ 知 ル コト 能/ サ， モ戶數 約 三千 人口 約 二 萬 アリ 此地巡 警總局 
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管區內 - 一 於ヶ， 戶口 數竝二 耕地 面積 ヲ擧 クン ハ 左 ノ如シ 

戶數  二 〇、 〇〇七  人  ロ  ー〇 一、 一二 〇 
耕地 面積  一 〇〇、 三 〇〇 

右ノ 耕地 面積 ハ 旗 民兩地 ヲ含ム モ民地 ハ 北方 蜚克圖 附近 ナ， 賓州巡 警總局 管轄 地界  >1 若干 ヲ見， 
ノミー ーシ ーグ 其 十 中 ノ九ハ 旗 地 一一 屬 スト 云フ 

こ  官  衙 

阿 什 河 ハ 賓州廳 二 屬シ 官衙 トシ テ 巡警總 局、 官運 局、 硝礦 分局、 戒煙 分局 等 アリ 巡 警總局 ハ 市內ヲ 東西 
ノニ 分局 一一 管 內ヲ八 分局 一一 分 チ廣袤 四百 淸里總 テ 十分 局ヲ 統轄 シ各局 一一 巡警三 四十 名ヲ 配置シ テ 
地方 ノ 安寧 ヲ謀レ リ 

副 都 統衙 門、 ノ近ク 裁撤セ ラル ル 筈ナ， モ今尙 旗 人 一一 對ス， 行政 ヲ掌レ リ 

交涉 局、 ノ露 人-一 對ス， 交涉 事務 ヲ掌， 爲メ數 年 前 始メテ 設置 セラ レ タ〆 モノー ーシ テ哈爾 賓交涉 局 
一一 隸屬ス 事務 閑散 事件 ヲ見ル ヘキ モノ ナシ 

ホ  ー般 狀況 

現在 ノ城基 ハ 同 治 七 年 副都統 海英ノ 重 修セシ 所 一ー シテ 土ヲ築 キテ牆 卜爲ス 高 一 丈 四 門 ヲ有ス 東ヲ 
保安 西 ヲ鎭靜 南ヲ承 化北ヲ 平易 卜日フ 

市街 ハ 城廓 內一 一在リ 東西 約 六 町 南北 約 十二 三 町 アリ 東西南北 ノ 十字街 ヲ商區 卜爲シ 就中 南 北大 街 
ヲ最モ 繁盛 トス 宏莊 ナル 商 舖軒ヲ 並へ 北 滿有數 ノ商埠 タルー ー 背 カス 此地ハ 原卜 北滿洲 一一 於 ヶル 最 
大 市場 トシ- グ最モ 樞要ノ 地位 ヲ 占メ齊 々哈爾 ノ如キ 遠隔 ナ， 地モ几 テ. :. Jfc 地 二 需要 ヲ仰キ 商務 旺盛 


耽 引區 域甚夕 廣大 ナル モノ アナ' シキ 同 治ノ亂 兵燹 一一-罹 プ又舊 時 ノ態二 復セ ス然レ トモ 尙賓 州、 拉抹 
五城 廳、 巴彥州 地方 卜 密接 ノ關係 ヲ有シ 三 姓 及 浦鹽斯 德トハ 魚類 及 海草、 營 ロト ハ 布疋 雜貨ノ 取引 關 
係 ヲ有シ 今 尙北滿 有數ノ 市場 タリ 日露 戰役後 商 情 一一 一頓 挫 ヲ來シ タ， 上 最近 此地卜 密接 ノ關 係ア 
，營口 遇 爐銀ノ 騰貴 ハ 銅錢ノ 下落 ヲ來シ 銅錢ヲ 標準 トス ル 此 地方 ノ賣 買價格 高値 卜爲リ 而ヵモ 本 
年 農作物 ノ 不況 ハ 農戶ノ 購買カ ヲ 減少 シク 布 疋雜貨 類 ノ銷售 停滯シ 商 情 甚夕振 ハサ ル ヲ見ル 
然レ トモ 近年 哈爾賓 一一 於ヶダ 大豆 小 麥類ノ 買 付 激增シ タル 爲メ 此地ノ 商況 一ー モ活 氣ヲ與 フル モノ 
少ヵ ラス シテ現 一 一英 商 新泰興 洋行 外 一家 アリ r 專ラ 汽車 輸送 業務 一一 從事シ 昨年- 一 於ヶパ 新 泰興ノ 
取扱 一一 係， モノ 五百餘 車-一達 シ 輸送 狀態 漸次 起 色 アリ 又 原 卜寧古 塔 副 都 統ノ ー子 富 憲臣ナ ，者 資 
本 金 二十 餘萬吊 文 (約 六萬餘 元) ヲ投シ テ 痕棧恒 發裕ノ 院內一 一新 式 製粉所 ヲ興ス ノ計畫 ヲ爲シ 現 一一 露 
人 技師 一名 外數名 ヲ聘シ テ 間口 約 十二 間 奥行 八 間ノ四 層樓ヲ 新築シ ツツ アリー 日 * 夜) ノ 製粉 豫定 
額 約 七十 石 一ー シ r 敢-グ 大規模 一一 非 ラサル モ又淸 商 企業 ノー  班ヲ 見， 一一 足 ル モノ アリ 
其 他 工業 ノ大 ナル モノ 阿 什 河驛附 屬地內 一一 露國 製粉 會社及 精糖 會社ノ ニ アリ 前者 ハ 現 二 盛 一一 製粉 
一一 從事シ ー日 百 五十石 乃至 二百 石ノ 小麥ヲ 製粉シ テ哈 爾賓 、浦鹽 一一 輸出シ 後者 ハ 波 蘭ヮル シヤウ 某 
商ノ 企業 一一 係 リ未夕 開業 スルー ー至 ラナ ル モ近ク 機械 ノ運 轉ヲ 開始 スル 筈 ナリト 云フ其 詳細、 ン 別項 
二 之ヲ 記述 スへシ 

へ  阿 什 河 精糖 株式 會社 

資本金 百 萬 留之ヲ ー千 株 二分 チー 株ヲ ー千 留 トス 資本金 中 九十 五 萬留/ 露國波 蘭人 ヨリ 殘餘ノ 五 
萬留、 ノ滿洲  一一 : r 募集 スル モノー ーシテ 拂込、 ノ 定款 發 表/日 ヨリ 六 ヶ月 內一 一半 額 五 百 萬 留ヲ餘 リ五百 


一八 二 

萬留ハ 業務 施行 後 ニケ 年內一 一 拂込マ シムル 筈 ナヲ 

工場 及 會社諸 建物 ノ 敷地、 ノ十八 「デシ ヤー チン」 ニ デシ ヤー チン、 ノ我 一町 一反 步) 內 工場 ノ 建坪 ハ 六 百 
方「サーデユン」(ーサーデェン、ン我曲尺七尺)，ーシテ機械二臺ヲ据付ケソ內一臺ハニ百五十馬カヲ有シ 
粉糖ノ 製造-一 使用シ 他 ノー  臺ハ 馬力 稍 ヤ少一 ー シク 精白糖 ノ 製造 二 使用 セラ，， 筈ナソ 
使用 勞働者 ノ員數 ハ 淸國人 三百 名 ヲニ班 二分 チ 各 交代 一一 作業 二 從事セ ，シムル 豫定- ーシテ 其 生產數 
量 ハ ー期 即 チー 百日 間-ニー 十五 萬 布 度 (一布 度 ハ 我 四 貫 三百 六十 八 匁) ノ豫 算ナリ エ場長 技師 アン ト 
ン 、クヰ ケン チェ ゥ キチ、 ラ チン スキ ー氏 監督 ノ下二 本年 十一月 ヨリ 開業 主 トシ ク淸國 人 向 粉 糖ノ製 
造-一 從ヒ 市場 ノ狀況 輸入 精白糖 ノ缺 乏ヲ感 スル 場合 一ー ハ 精白糖 ヲ 併造ス K ノ計 畫ナリ 
精糖 ノ原料 ハ 甜菜ニ シテ現 一一 鐵道 附屬地 內一 一於ケ X 其 植付 面積 約 一千 「デシ ャー チン」 アリ 種子 ハ 獨 
逸 ヨリ 輸入シ タ， モノ ニ シテ 其ノ 植付 ハ 會社ノ 直營二 係， モノ ト淸國 人 農家 一一 勸植セ シムル モノ 
ト アリ テ 民有 二 屬ス ，モノ ハー 布 度- 一 付 約 八 九哥一 ー テ 買 入， ル ノ 約定 ナリ聞 ク甜菜 ハ 始メ黑 省 各 
地 二 試作 シク， 結果 此地ノ 成績 最モ 良好 ナル ーー 徵ン エ場 所在地 卜定 メタ， モノ-ー  シテ 含有 糖分 十 
四 乃至 十九 「パ ー セント」 アリ 精糖 ノ 前途 極メク 有望 ナ〆 モノ  ノ如シ 


卜 


Is 苦 


商店 ノ重 ナル モノ ハ 粮棧六 家 布 疋局四 家 當舖二 家 藥舖四 家雜貨 店十餘 家-ー シテ 關裡 商人 多ク此 地 
ノ樞軸 ヲ握レ リ  ' 

商店 中最モ 大ナ， ハ 會昌號 賽本金 三十 萬 吊) ニ シテ 和順號 (資本金 二十 萬 吊) 豐升泰 (同上) 全 川號 •« 本 .# 
十五 萬 吊) 等 之-一次 ク今 重ナ， 商店 ヲ擧 クレハ 左ノ 如、 > 


商號 
鴻昌店 
大有店 
恒盛店 
恒發裕 
恒  興 店 
興 順 東 
全川號 
豐 升泰 
會 昌  號 
和順號 
吉盛隆 
巨 豐 泰 
德慶號 
義昌德 
復 興 成 
德順永 
永 德 堂 


營業別 
粮棧 、雜貨 
同  上 
同  上 
粮棧 、雜貨 、火 磨 
粮棧 、雑貨 
同  上 
雜貨 、油坊 、磨 坊 


同 


h 


雜貨 、當舖 
同  上 
油坊、 磨 坊 
雜貨 、油 坊、 磨 坊 
油坊 、磨 坊、 

同  上 


同 

染 

藥 


上 

房 

舖 


資本 主 原籍 
關 裡 
本 地 
同上 
同上 
同上 
關裡 
同上 
本 地 
關裡 
同上 
同上 
本 地 


本 地 
關裡 

同上 
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廣源 永雜貨  本 地 
世  一堂  藥舖  同上 

チ 商業 機關 

商務 分會 アリ 公議 會ノ後 身 ニ シー 7* 光緖 三十 三年 (明治 四十 年) 其 組織. ヲ變 更シ タルモ ノー ー 係 ル 總理一 
名 董員十 名 アリ 大小 ノ商舗 三百 五十 餘家會 員 二 列 セリ 董員、 ノ 各月 輪番-一 會務ヲ 處理シ 別 一一 專務ノ 
書記 ヲ 使用 セス 商務 二 關ス K 事件 アル 每一 一會議 スル ノミー ー シク 別 一二 爭業 トシ 7- 見 K ヘキ モノ ナシ 
而シ テ. 會ノ 雜費竝 一一 巡 警費ヲ 代收ス ル コト 各地 卜異ナ ラス 其 ー ヶ年ノ 徵收額 | 等 店 (一家 アリ) 年 二 
千 吊 二等 店 (三 家 アリ) 五 百 五十 吊 其 他 最低 三 吊 文 一一 至リ ー定 セス 

リ  金融 

(一) 金融 機關 金融 機關 トシ- ス擧ク ヘキ モノ 僅 二 和 順當、 會昌當 二 家 ノ當舖 及 二 家ノ滙 莊ア， ノミ然 
レ トモ 滙莊、 ン單一 一 極 メーブ 少額 ノ爲替 賣買一 一從事 スル ノ ミー ーシテ ー般 金融 上 二 便宜 ヲ與 フル コト 尠 
少ナリ 

當舖ノ 利息/月 三分 ノ 規定 ニ シ テ ニ十 四 ヶ月 ヲ滿期 トシ 期-一 滿ツレ ハ 其 利息 ヲ淸 算シ更 一一 之ヲ繼 
續ス， コト ヲ得， モノ トス 商家 相互 ノ貸 借、 ノ甚夕 多 カラ サレ トモ 此場 合一 ー ハ ニ 家若ク ハ 三 家ノ保 
證人 ヲ介シ T 借 入 ルル ヲ常 トス 月利 二分 五 厘 以下 一ー シク 期限 ハ 六 ヶ月 ヲ超ユ ル コト 稀ナリ 
三) 通貨 流通 貨幣/重 一 一吉 林 永 衡官帖 局 ノ發行 一一 係 ル 帖子 (兌換 紙幣 一一 類似 ス， 手形) 一ー シク 十中ノ 
八 分ヲ 6  メ元寶 銀 及 小 銀貨 ハ 極メテ 少額 ナ， モ 銅貨 ハ 近年 銅錢即 チ制錢 (穴 アキ 錢) ノ缺乏 ニ ヨリ 零 
碎ナル 物品 ノ賣買 及剩錢 トシ テ 使用 セラ ルル 額少 カラス 其他黑 fr 江 省廣信 公司 發行 ノ帖子 アレ ト 


モ流通 高 少ナク 寧 TI 露國 紙幣 
(三) 爲替及 両替 爲替 業務 ヲ 
直 隸省樂 亭ノ三 箇所 ナレ トモ 
替ハ 最モ 僮少一 ーシ 7- 就中 較ャ 
係〆 力 故ナリ 

哈爾 賓へノ 現送、 ノ其都 度此地 
業務 トス， 鑣局一 一依 賴ス广 コ 
於ヶ , 營口 向爲替 相場 ヲ聞ク 
..營 口 過爐銀 一両 
貨幣 ノ 両替 ハ 雜貨 店若ク ハ 粮 
舖即チ 普通 錢座 卜稱ス ，モノ 
多少 ノ變動 アリ テ ー定 セ サレ 


ノ 流通 高 該帖子 一一 比シ較 ヤ多キ ヲ見ル 

取极フ モノ 和 順號、 功 成 玉 ノニ家 アリ 爲替 取組 先 ハ 多ク哈 爾賓、 營口及 
大抵 哈爾 賓營 ロー ー  現送シ 滙莊ノ 手 ヲ經グ モノ 少ナ ク殊 一一 哈爾 賓向爲 
多キ ヲ樂亭 トス 盖シ 樂亭向 爲替ノ 多キ、 ノ此地 商家 ノ多數 力 關裡帮 一一 

ニク 露貨一 一 兌換 シク 自ラ 携帶ス ，ヲ常 トス レ トモ 又 時 一一 陸上 保險ヲ 
ト アリ 鑣局ノ 手 數料ハ 普通 百留 一一 付 一角 (十 仙) トス 而シ T 調査 當時二 
二 左 ノ如シ 


元寶銀 
小 銀貨 


両 

元 


銅 


貨 


同 


露國 紙幣 


留 


此地  四 吊 八 百 文 

棧等 ノ商舖 一ー テ モ之ヲ 取扱 フモ ノ數家 アレ トモ 少額 ノ 両替、 ノ r si 錢 
一一 依リテ 取扱 ハル， ヲ常 トシ 其數 二十 餘 アリ 各種 貨幣 ノ相 場、- 日々 
トモ ー例 トシ テ 調査 當時ー ー於ヶ ，両替 相場 ヲ擧 クレハ 左 ノ如シ 

五 吊 二百 五十 文 
三 吊 三百 文 
二 吊 五 百 文 
四 吊 三百 四十 文 


同 

同 


銀貨 

銅貨 


同 

同 


同 

四 吊 二百 文 


一八 五 


八 六 


廣信 公司 帖 


八 五四掛  即チ百 吊 ハ 吉 林官帖 八十 五 吊 四百 文 

ヌ  度量衡 


一尺 (裁 尺) 
一尺 (木 尺) 
一斗 
百 斤 
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草 (粟 程) 


同 

我 

同 

ル 物 

一石 

同 

同 

同 

百. 斤 
一斗 
百 斤 
百 把 


一尺 二寸 
一尺 八 分 
一斗 五 升 五合 
八十 七 斤 半 


價 


二十 吊 
十二 吊 
十一 吊 
二十 吊 
一十 六 吊 
八 百 文 
三 吊 六 百 文 
七 吊 


小 

大 

包 

豆 

麥 

薪 

稼 


麥 

麥 


石 


三十 吊 


同 


十 吊 

米 (玉蜀黍 筒  十 吊 
粕  (一片 二十 斤 モノ)  一 吊 
粉  百 斤  十三 吊 

一 _ 六 七 百 斤 十五 
一 茸 吊 乃至 二十 吊 

權 (高粱 程) •白 把  四 吊 


阿 什 河 賓州間 (百 


淸 里) 沿 途槪况 


阿 什 河街ノ 東門 ヲ出 >グ 十淸里 一ー シ テ ソ^一 叫 ¥ ^ I 夕丄劉 會達？ ) 船 ロ アリ 阿 什河ノ 渡船 地 ナリ河 幅 十 
二三 間 渡船 アル モ 冬期、 ノ水 深漸ク 膝ヲ浸 スー ー過 キサ レ ハ 夏期 水量 多キ時 二 用ヒ ラ， ル ノ ミ郭戶 (河 


什 可 ヨリ 十五 淸 里) 附近 迄 一帶ノ 平原 地 ナル モ 地味 不良 一ー シ テ沿途 荒地少 カラ サル ヲ見ル 5T 戶ハ此 
附 a£ 一帶ノ 總稱一 ー シク 小 屯 各所 一一 點在ス 此ヲ過 キー 小 丘陵 ヲ越ユ レ ハ 料甸子 (三十 淸里) 一ー シ- ア戶數 
約 百 巡 警總局 第 十八 分局 第二 區駐 在シ其 他 禁煙 分局 官鹽局 アリ 商家 ノ大ナ ，モノ ハ 永源燒 鍋 ノー 
ノミ 規模4宏 宛然 城 ® ヲ爲シ 雜 貨店ヲ 兼業シ 廣ク此 地 附近 ノ 穀類 ヲ 收買シ 又 雜貨ヲ 供給 セリ 料甸 
子 ヨリ茏 房 河 (四十 五淸 里戶數 五六 十) 一一 至， 間 二 三 ノ小阜 ヲ過ク 系 房 河 ハ 料 甸子一 一 及 ハサ〆 モ店 (旅 
店) 二 家 アリ 阿賓 街道 上 ノー  小 邑鎭ナ リ原卜 福源燒 鍋 アリシ モ今/ 閉店 シク 只 宏大 ナ， 家屋 ノ存ス 
，ヲ見 ル ノミ 

芄房河 ョリ大 煙 筒 (五十 淸里 戶數約 二十 S 旗 (五十 五淸里 戶數約 四十) ヲ過ク ダ 迄 十 淸里間 ハ 波 狀形ノ 
丘陵 地帶一 ー シク 荒 地 各所 一一 點在ス レ トモ 高粱、 粟、 大豆、 小 麥等ノ 好 ク耕植 セラ，， ヲ見， 白旗 ヲ過ク 
レ ハ 極メテ 緩 カナ， 大 丘陵 地-ー シク 十五 淸里 ヲ經蜚 克圖二 至ツテ 盡ク 

蜚克圖 

原 卜吉林 三 姓 間 一一 於ケ， 驛站一 ーンテ 戶數約 三百 阿 什 河 ヲ距， 七十 淸里 哈爾 賓ヲ距 ，九十 淸里一 一 在 
リ巡警 分局 1 警百名 アリ) 統税 分局 禁煙 分局、 一 初等 小學堂 (生徒 約 四十 名) アリ 商家 ノ重ナ ，モノ 四 家 其 
商號及 資本金 等ヲ擧 クン ハ 左 ノ如シ 


商號 
源 盛 長 
恒發慶 
廣 興 成 


營業別 
雜貨 店、 油坊 、磨 坊 

同  上 

词  上 


資本金 
一 萬 五 千 吊 
五 萬 吊 
一  萬 吊 


使用人 數 
二十 人 
三十 五 人 

十 玉 A 


資本 主 原籍 
榆樹縣 
吉 林 

同 

\ヒ 


一八 八 

永 發 順  燒鍋、 當舖 、雜貨 、油 坊 、磨 坊  十五 萬 吊  七十 A 阿 什 河 
其 他店 五家 アリ 賓州阿 什 河 街道 上-一 於ケ〆 第ー ノ邑鎭 一ー シ テ 商況 遙カー ー 料 甸子ノ 上 一一 出ッ 四周 ノ 
地味 極メテ 良好 ニ シク ー, 一地 ノ收穫 平年 大豆 六 七 石小麥 五六 石 一一 達シ 小麥ハ 多ク 北方 五十 淸里松 
花 江 岸 ナパ 鳥兒河 碼頭一 一大 豆、 ノ阿什 河 一一 豆粕； 阿 什 河 及 鳥兒河 一一 輸出 セラ レ 燒酎及 豆 油 ハ 凡 テ 此 
地方 一ー テ 消費 セラ， 而シ 7- 輸入 雜貨ハ 凡ク之 ヲ阿什 河 一一 仰 クヲ常 トス 通過 當時 一一 於 ケル 諸 物價左 
ノ如シ  - ' 
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同 
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•吊 
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_  • 
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七 

吊 

(備考) 小 銀貨 一元 ハ 三 吊 三百 文 露貨！ 留ハ四 吊 三百 文- 一當ル 
蜚克圖 ヲ出ツ レ ハ數條 ノ小崗 西方 一一 連亘 シ 東方 又 近ク小 阜ヲ控 H 道路 ハ 西 崗ノ東 麓 ヲ過キ 八淸里 
ニ シテ 太平 寺 (戶數 約 十) 一一 達ス 巡警第 十分 局 分遣 所 アリ 巡警 二十 名 駐在 セリ 附近 一帶ハ 濕地ニ シテ 
楊柳 ノ茂生 スル モノ 甚夕 多シ楊 家 店 (蜚 克圖 ヨリ 十五 淸里戶 數約 十) 附近 二、 ノ！ 部 低 窪ノ地 アリ 7- 夏 


時 £水 ス X モ 冬期 ノ 通行 一ー バ何- 等ノ障 碍ナ シ岔道 アリ 東方 二 龍 山 一一 達ス楊 家 店 ヨリ ハ 東方 一一 小 丘 
ヲ控ユ ，モ 西方 一帶 展開シ 遙ーー 小阜ヲ 認ム， ノ 、、、十 淸里ー ーシテ 滿家店 (二十 五 淸里戶 數約八 九十) ア 
ヲ巡警 第 十分 局 i 警 二十 五名 アリ) 小學 堂、®- 一  附設 宣講所 、統税 分局 等 アリ 商家 ノ最モ 大ナ， モノ ヲ 
、 71C 原昇燒 鍋卜爲 ス雜 貨店ヲ 兼業 セリ 店四戶 小雜貨 店數戶 アリ 

滿家店 ヨソ墙 山 (五十 淸里 戶數約 二三 十) 一一 至, 間、 ノ波狀 形ノ小 丘少カ ラサ ; V モ 全部 耕耘 セラ レ 地味 
佳良 ナリ賓 州 一一 近ツ クー ー隨ヒ 小麥ノ 植付 漸ク增 加 ス， ヲ見 ，小 阜連 P: シテ 興隆 崗卜 成， 緩 一ー シテ 
十五 淸里ノ 幅員 ヲ有ス 之 ヲ下レ ハ 更一 一八 里崗 アリ 幅員 五六 淸里 二崗共 一一 一面 ノ 耕地 一ー シー r 殆卜全 
部 小麥ヲ 植付 ラル， ヲ見ル 八里崗 ノ盡ク ，所 ノ 盆地 ヲ賓州 卜爲ス 

蜚 克圖賓 州間ノ 形勢 ハ 阿 什 河蜚克 圖間卜 異ナリ 東方 一帶 連山 小阜 相迫リ 西方 ハ槪シ テ パ 丘 多キモ 
東山ノ 樹木 鬱蒼 夕， 一一 反シ 西方 ハ 全部 開墾 セ. ラル ル ヲ見〆 

賓州阿 什 河間ノ 距離 ハ 普通 百 三十 淸里卜 稱スレ トモ 蜚 克圖賓 州間ノ 六十 淸里ハ 少ク トモ 七十 淸里 
アリ- 7* 實際ノ 距離、 ン百 四十 淸里一 一 上， モノ  ノ如シ 然レ トモ 道路 平坦 一ー シク 車ヲ行 リ易ク 冬期 パ : r 
ノ 急行 程、 ノ 尙之ヲ ー日 程 一一 算スト 云フ此 街道 槪シテ 村落 少ナ ク人烟 稀薄 ナリ 

第三 ¢1  1 M M  明治 四十 二 年 十月 中旬 調 

% 

ィ、 沿革 

唐 虞 三代 二 在リテ ハ 虞 ハ 息愼 卜爲シ 夏 ヨリ 周 一一 至 リ肅愼 亦 稷愼卜 日 フ兩漢 及晋ニ ハ 挹婁卜 爲シ北 

魏一ー ハ 勿 吉惰一 一、 ノ安車 骨銶鞮 唐 ハー 初 メ安車 骨秣褐 卜爲シ 後渤 海上 京屬境 卜爲ス 即チ遼 ノ女眞 部 金 

一八 九 


一九 〇 

ノ 上京 會寧府 元 ノ合蘭 府境明 ノ費克 圖岳希 阿 實等衛 タリ 淸朝ノ 初  一一/森林 榛 莽全ク 未開 ノ地 ナブ 
シカ 同 治 元年 (四十 八 年 前) 始メテ 全 境ノ 荒地ヲ 開放シ 光 緖七年 葦子 溝 ヲトシ 土城ヲ 修築シ 同 A 年撫 
民 同 知 ヲ設ヶ ク 地方 ノ旗 民事 務ヲ 管理 セ シメ 光緖 二十 八 年改メ 7- 直隸廳 卜爲シ 管內- 一長 壽縣 ヲ附 
設セ リ賓 州廳/ 近 ク府二 昇格 セラ〆 へ ク奏定 セラ レ タグ モ今 尙廳ノ 事務 ヲ 取扱 ヒ居 レリ 

口  位置 及 形勢 

賓州/ 阿 什 河 ヲ距グ 百 三十 淸里 哈爾賓 ヲ距， 百 九十 淸里一 一 在 リ而シ -ブ 正北 四十 淸里- ー シク 鳥兒河 
碼頭一 一通シ 東北 六十 淸里一 ーシテ 枷 板站 一一 八十 五 淸里ー ーシテ 新 甸碼頭 一一 達ス 

賓州ハ 三鮏吉 林間 ノ驛道 上 一一 在 リタ 原 卜第七 驛ヲ置 カンタル 地 一ー シク 今尙ホ 阿 什 河 三 姓 間ノ 商業 
路トシ 7- 交通 少 カラス 群 丘 四周 ノ 盆地 一一 在 リク 頗ダ 形勝 ノ地ヲ 占ム 

、ノ  境界 及 面積 

賓 州廳、 ノ東ハ 方正 縣ーー 南 ハ 五常 廳ーー 西/ 雙城廳 一一 界シ 北/ 松 花 江ヲ夾 ミ 7- 黑龍江 省 所 屬ノ呼 蘭府、 
巴 彥州 、木 蘭 縣等卜 境 ヲ接ス 

近年 廳衙門 ノ實測 一一 據レ、 ノ 廳內ノ 全面 積、 ノ四萬 八 千 餘方淸 里 一ー シク 東瑪铤 河 一一 至， 二百 六十 淸里 
南 黃浞河 一一 至， 百 四十 淸里西 趙家葳 子 二 至， 百 七十 淸里北 松 花 江-一至， 四十 五淸里 ノ廣袤 ヲ有ス 
管內 耕地 面積、 ノ熟地 三十 三 萬 六 千 八 百 三十 八晌二 畝 二步- 1 シー ブ其內 阿 什 河 巡 警總局 管內- ー アル モ 
ノ十萬 三百晌 ナリ  • 
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阿 什 河 巡警總 局管內 

戶數  二 萬〇七  人口  十 萬 千 百 二十 

ホー 般狀況 

賓 #1 現在 ノ城基 ハ 光 緒 七 年 通 判 王 紹元ノ 監修-一 係 リ土ヲ 築キテ 牆 卜爲シ 外濛 ヲ設ク 周圍約 七淸里 


一九二 

濠 ノ深サ 六 七 尺 アリ 四 門 ヲ有ス 市街 ハ 城廓 內 一一 在 リク 戶數約 千 五 百 人口 約 一 萬 アリ 街 二 東西， 約 十 
町 南北 約 六 町 東西南北 ノ 十字街 アレ トモ 南北 街 ハ 小 舖若ク ハ 住家 錯在シ 商區ハ 東西 街 ノー  條ノミ 
街路 廣濶 平坦 一ー シク 能ク 整ヒ商 舖軒ヲ 並へ テ 對立ス 店舖ノ 構造 ハ 阿 什河卜 大差 ナキ モ街ノ 建設 新 
タナ， 爲メ 外面 ノ體裁 人目 ヲ惹 キー 見 商勢ノ 旺盛 ヲ感觸 セ シムル モノ アリ 

此地 四周 ノ地味 ハ 極メテ 豐沃一 ー シース 農産物 ノ產出 多 キー ー拘ハ ラス 其 集散 區域ハ 比較的 狹小 一ー ンテ 
阿 什 河 及 新甸ノ ニ 市場 ヲ最モ 樞要ナ \ 取引 地 トス レ トモ 而 カモ尙 農家 ノ 直接 該地一 一 搬送 ス， モノ 
多 クシ テ 此地一 一入， モノ ハ 近隣 農家 ノ 入費 一一 充ツ， 爲メ其 都度 各自 若干 ノ粮 石ヲ 運搬 販賣ス 火 モ 
ノ ヵ若ク ハ 此地 商家 ノ批買 即チ收 穫前一 一先 約シタ ル モノー ー  係 リ隨テ 其 集散 額 多 キー ー 上 ラス 
布疋雜 貨類モ 亦 銷售區 域 ノ狹少 ナルト 逐年 人 ロノ 增加卜 共 二 物價ハ 高値 卜爲 リ而 ヵモ 農家 ノ購 SA 
力减 退シテ 商 勢 振. ハサ レ トモ 燒酎豆 油 等 ノエ 產物 割合 一一 豐富ナ ダト 慶源泰 銀行 通 惠錢局 アリ テ 金 
融潤澤 ナル 爲メ 市場 二 逼迫 ノ 色ヲ呈 セス  - 
新設 事業 トシ テ ハー ノ蠶桑 公司 アレ トモ 未夕 成績 ノ見， ヘキ モノ ナン 

へ  官衙 及學堂 

現任 同 知 李 司 馬 農 安 縣ョソ 此地一 一 轉任シ テョ リ習藝 所 ヲ興シ 農事 試 驗所ヲ 創 メ蠶桑 公司、 慶源泰 銀 
行ヲ 後援 設立シ 、殊一 一 地方自治 制 二重 キヲ置 キ各村 一一 十 家長 百 家長 千家 長 ヲ設ヶ 十 家長 ハ 十 家ヲ取 
締リ百 家長 ハ 十 名ノ十 家長 ヲ千 家長 ハ 十 名ノ百 家長 ヲ監 督シ 正業 ナキ 者ノ他 地方 ョリ轉 住 寄食ス 
ル モノ アレ、 ン 寄寓 セ シム， 者 ノ當主 一一 其 身元 ヲ保證 セ シメ テ 正業 一一 就 カシム， ノ 方法 ヲ講シ 若シ 
保證 者ナキ トキ、 ノ瞥內 一一 居住 スル ヲ許 ナス 又 各 村 ノ壯丁 中ョソ 豫メ副 巡警ヲ 選出 シー ブ 臨時 ノ急變 


一一 備フル 等 他 地方 二 稀 一一 見 ル ノ 制度 ヲ布キ 其 成績 頗ル 佳良 一ー シク 由來胡 賊ノ 跋扈 猖獗ナ リシ 當地 
方 モ今ハ 全ク 屛息シ 四 鄕隨ク 安寧 ヲ保ツ -1 至 レリ ト 云フ以 テ 其 新政 ノー  班ヲ 推知 ス ヘシ 
(一) 官廳 賓州撫 民 直隸廳 (同 知 兼 理事 銜 一員 賓州廳 長官 タリ) 賓 州直隸 廳司獄 (巡 檢 一員) 賓州直 隸廳捕 
盜營 (外 委 一員 馬 步兵 五十 名ヲ 管帶ス ) 地方 審判 廳 (推 事 長 檢察長 各 一員 專ラ民 刑事 ノ 訴訟 ヲ掌ル ) 

(二 1 警總局 管 內ノ廣 袤 大ナ， 爲メ賓 州 及 阿 什 河 一一 二箇所 ノ巡 警總局 ヲ有シ 前者 ハ 十一 局ヲ 後者 
ハ 九局ヲ 管轄 シー 局ヲ更 一一 二分 所 乃至 六 分 所 一一 分 チー 分 所 約 二十 名ノ 巡警ヲ 配置 シク 地方 ノ 安寧 
ヲ謀レ リ 

(三) 學堂 師範 學室 一生 徒 七十 名兩等 小學堂 一生 徒 百 五十 名 ヲ有ス 

h  官設 事業 

(一)  習藝所 我國 監獄 二 於 7- 囚徒 一 一 H 藝ヲ 習得 セ シメ 以-グ 他日 ノ資 卜爲 サシ ム， 二 倣ヒシ モノー ーシ 
テ 南 滿洲鐵 道 沿線 ノ都 市- ーァ リク ハ ニ三 年 前 ョリ已 一一 其 創設 ァ見タ ダ モ北 滿洲一 一 於 テ/近時 漸ク 
其 開辦ヲ 見， 二 至 リシ モノー ー シーア 賓州ノ 如キモ 本年 春季 始メテ 開始 セラ レ 現今 裁縫 科、 印刷 科、 製蠟 
科、 織布 科ノ四 科-一分 ク リ收容 定員 百 四十 名 ナル モ 目下 囚徒 七十 名 ヲ收容 セリ 

(二)  農業 試驗所 地味 尙上地 一一 屬ス， モ 開墾 日久シ ク 地力 漸ク減 退シ收 穫年ヲ .逐 テ 幾分 ノ 差異 ヲ生 
スル ノ 現象 ア*ン トモ 農家 ノ 施肥 方法 ヲ知 ラナ， モノ 少カ ラス 同試驗 所、 ノ ー般 農務 一一 關ス， 農民 ノ 
智識 ヲ啓 發シ粗 笼ナ， 農法 / 改善 ヲ圖ル ヲ 目的 トス レ トモ 創業 日淺ク 未夕 何等 ノ端緖 ヲモ 開 カサ 
ル 有 樣ナリ 

チ 蠶桑 公司 


一九 四 

賓 州管內 柞樹少 カラス 蠶業- 一 適 當ノ地 ナル モ 土民 未夕 放蠶ノ 法ヲ知 ラス 今日 マテ 有利 ノ事 業ヲ閑 
却シ居 タリ シヲ 利 源開發 ノー  端 トシ テ 李 同 知 ノ勸誘 一一 基キ 本年 三月 殆メク 開辦 セラ レ タル モノ-一 
シテ， 官商 合同 ノ 株式 紐 織 一一 成リ 資本金 五 萬 吊 文 (約 一 萬 一千 圓乏ヲ ー千 株-一分 チー 株ヲ 五十 吊文卜 
ス 株主 百餘名 アリ 

公司 ノ 業務 ハ 柞蠶ヲ 放 養シ其 得 タル 繭/ 自 ラ之ヲ 紡績 織布シ 市場 一一 販賣シ テ. 以夕 賓州ノ 特産物 ヲ 
他 一一 紹介 ス， 卜共二 公私 ノ 利益 ヲ計ル ーー アリ 7- 称 蠶ノ放 養 區域ヲ 分 場 及 民 場ノニ ト爲シ 分 場 ハ-公 
司 ヨリ 直營シ 民 場、 ノ 株主 中ノ 有志 者 ヲ 後援 シヲ 之 力 經營一 一任 セ シム 

本年 春 期 三分 場 五 民 場 二 試 放 シク， 地積 ハ 合計 二十 八晌地 (一 晌地ハ 約 我 二 千 坪) 此柞 樹株數 十二 萬 
餘株 之- 一對 スル 種 繭 十五 萬 餘顆蠶 種 四百 八 十両 二両/ 我 十 匁 弱)- ーシテ 全 收繭額 七十 八 萬顆- 一達シ 
試辦ノ 成績 稍 良好 ナリシ ヲ以テ 秋期 ハ 更二分 場 三 民 場 三十 ーヲ 增加シ 其 放 養區域 モ隨テ 擴大 セラ 
レ r 地積 五十八， _地柞 樹株數 二十 四 萬 九 千 八 百 株 之 一一 對スル 種 繭 三十 九 萬 六 千 顆ヲ下 セ シモ 旱天 
ノ爲メ 多クハ 枯死 シク 上簇ス ル モノ 少ナ ク頗ル 失敗 一一 歸シ タリ ト云フ 今 本年 春季 各 試養區 - 一於ヶ 
ル 成績 ヲ見ル ニ 左 ノ如シ 

放養區  區  域  地積  祚 樹株數 
三 道 海里 渾  第一 分 場  九  三 九、 五〇〇 
三岔河  第二 分 場  一〇  四  一 〇 〇〇 


種  繭  蠶種收 繭 額 
五 二、 七 0 0,1 丨三八 八、 五〇 C 

四 八、 〇〇〇  二五〇 ニー 八、 三 〇〇 


元 寶 


育 


# 

山 


第三 分 場 
第一 民 場 


二 

二 


八、  〇〇〇 

九、  〇〇〇 


四、 〇〇〇 


I  三 一、 〇〇〇 
〇〇  I  〇 八、 〇〇〇 


三 道 海里 渾 
土  頂 子 
高  麗  帽 
大溝口 
計 


第二 民 場 
第三 民 場 
第 四民 場 
第五 民 場 
八 


四、 〇〇〇 
九、 五〇〇 

四、  五〇〇 

五、  〇〇〇 


八 


三、 〇〇〇 
一 五、 〇〇〇 
六、 〇〇〇 
三、 〇〇〇 
五一、 七 〇 C 


三〇 


四八〇 


ニニ、 二〇〇 
六、 〇〇〇 
六、 〇〇〇 
七 八〇、 C 〇〇 
纊師即 チ 養 蠶敎師 


一二 〇 、五 〇〇 

養 蠶法ハ 土人 ノ之ヲ 了知 スル モノ ナ キヲ以 テ 紡績 職 エト 共 一一 凡 7- 奉 天府 下ヨ 

ヲ 招徠シ 各 分 民 場 一一 纊師 一名 ヲ 配置 シヲ ー 切 ノ 監督 指揮 一一 任 セリ 現今 公司 ハ 繭ノ 儘若ク ハ 纊糸卜 
シー グハ 市場 一一 銷售 セス 全部 絹紬 トシ 7- 販賣ス ，方針-ー シク 精練 方法 ノ如 キモ稍 精巧-一 近キヲ 見， 
製品 ノ捌 ロハ 殆卜皆 哈爾 賓ナリ 目下 紡績 及 織布 二 從事ス ，者 十 名 一人 ーヶ月 ノ 給料 三十 吊 文內外 
(約 七圓但 食事 ハ 公司 持) 一ー シク 明年 尙十名 ヲ增加 スル ノ計 晝ナリ 

公司 ノ 業務 ハ 試 辦日久 シカ ラス シ テ未夕 成績 ノ見ル ヘキ モノ ナキモ 本年 ノ養 蠶、 ノ凡テ 自然 ノ山炸 
一一 蠶兒ヲ 放 チタ， モノー ー シク 奉 天府 下  一 一 於ケ ，力 如ク 放蠶用 トシ テ 手 入 レラ レタ， 柞樹ノ 比 一ー ア 
ラサ レ、 ノ其 結果 二相 異ア， ハ 寧 -P 當然ニ シク 今後 新 ター ー 植付 ラレ タル 柞樹ノ 放蠶シ 得 ヘキ 時期 一一 
到達 ス ，一一 至 ラ/其 成績 ノ見， ヘキ モノ アル 蓋シ 今日 ノ比 一ー アラ サル ヘシ 

.  リ 商店 

重ナ， 商店 トシ 7- 數フ ヘキ モノ ハ 慶源泰 銀行、 蠶桑 公司 ノ外燒 鍋 三 家 當舖四 家 一ー シ テ 凡 テ'  雜貨油 坊 
磨 房等ヲ 兼業 セリ 商人 ハ 多クハ 吉 林、 關裡及 山 東 一一 籍 ヲ有ス ，モノー ー  シー ブ 就中 關裡即 チ 直隸省 山海 
關 裡ナ， 樂亭昌 黍 地方 ノモノ 最多 シ 商店 資本 ノ 最大 ナ， ヲ德 昌恒ノ ニ十 五 萬 吊 トシ 之 一一 次クモ ノ 

一九 五 


九 六 


ヲ慶 升益ノ ニ十 萬 吊 トス 今 重 ナル 商店 ヲ擧 クレハ 左 


如シ 


商 

慶 

德 

全 

福 

德 

德 

萬 


升 

昌 

興 

源 

升 


益 

恒 

恒 

興 

乾 


源 恒 
裕長 


營業別 
當舖 、雜貨 、油 坊 、磨坊 
燒鍋 、當舖 、雜貨 、油坊 、磨坊 
同  上 
燒鍋 、雜貨 、油 坊 、磨 坊 
當舖 、雜貨 、油 坊、 磨坊 
雜貨 、油 坊 、磨坊 


資本 額 
二十 萬 吊 
一十 五 萬 吊 
十五 萬 吊 
十二 萬 吊 
八 萬 吊 
八 萬 吊 
十 萬 吊 


資本 主 原籍 


吉 

吉 

關 

本 

吉 

本 

本 


林 

林 

裡 

地 

林 

地 

地 


ス 


雑貨 

(備考) 資本 主 ノ本地 人 多キハ 多ク、 ノ山東 ヨリ 轉籍 セ， モ 

ヌ  商業 機關 

商務 分會 アリ 街ノ 中央 關帝 廟內一 一 在 ジ總理 一名 董士 十名ヲ 選擧シ 董士 ハ每日 輪番 一一 執務 シ總理 ハ 
緊要 事件 一ー アラサ .レ ハ 職 ヲ執ル コト ナシ 現今 全 興恒ノ 執事 人 總理一 一當レ リ 

事務 閑散-ー シク 會期亦 一定 セス 臨時 要務 アル 每 一一 會議ス 會ノ 事業 トシ テ ハ 昨年 市場 ノ現 銀竝 一一 吉 
林 官帖- 1 缺乏ヲ 生 シク 金融 逼迫 ヲ吿 ケタ ル 時 董員等 合資 シク 通 惠錢局 ナル モノ ヲ 公議 會內 一一 設ケ 
帖子ヲ 發行シ ー グー 時 融通 ノ便ヲ 計 リシ コト アグ モ 目下 回收中 一ー シク 市場 一一 現存 スル モノ 僅少 ナリ 

ル 金融 

(一) 金融 機 關最モ 有カ ナル モノ ヲ慶 源泰 銀行 トス 當舖之 二 次 キ通惠 錢局亦 市場 ノ 金融 ヲ 補助 セリ 


ヘイ) 慶源泰 銀行 此地風 卜省城 一一 遠 サカリ K. r 吉 林官帖 \ 流入少 クシ- K 貨幣 潤澤ナ ラス 現 二 贩 », 錢 
局 ノ發行 一一 係〆 帖子 アリ テ 幾分 現銀ノ 缺乏ヲ 補足 セ， モ尙 市場 ノ錢法 ヲ圓滑 ナラ シム， 一一 足 ラサ 
ル ヲ以- ブ 帖子ヲ 發行シ テ 金融 ノ 調和 ヲ計リ 兼 テ 商業 ノ發 達ヲ 助長 セ シム， ノ 趣旨 一一 基キ 昨年 十二 


月 創設 セラ レ タ ，モノー ーシテ 資本金 六十 萬 吊 (約 我 十四 萬圓) 一株ヲ 
資本金 ハ 全部 拂込濟 一ー シテ其 出資者 ノ 商號竝 一一 出資額 左 ノ如シ 


萬 吊 文 トシ 之ヲ 六十 株 一一 分ッ 


x 德 泰 永 
福 源 興 


X 大 有. 店 
德源恒 
目下 孫 建 蘭總理 


三十 萬 吊 
四 萬 吊 
三 萬 吊 
一一 萬 吊 


全 興 恒 
X 永 增 盛 
X # 興  笸 


五 萬 吊 
四 萬 吊 
二 萬 吊 


謙裕堂 
X 義泰盛 
X 義泉泰 


五 萬 吊 
三 萬 吊 
二 萬 吊 


李 沛然 協理 


X 印 ハ 枷 板 站ノ商 舖ナリ 

當ル發 行 帖子ハ 五 吊 文 及 十 吊文ノ ニ種 〖ー シク 吉林官 帖即チ 永衡官 
帖一 一準シ 何時 ニ テ モ該官 帖卜兗 換ノ 義務 ヲ有ス ，モノ トス 帖子發 行 期限 ハ 三ヶ年 一ー シク ーヶ 年ノ 
發行額 限度 ヲ 四十 萬 吊 文 トシ 當初發 行ノ年 ヨリ 計算シ 滿五 ヶ年以 內-一 全部 回收ス ヘキ モノ トス 昨 
年 十二月 以來 本年 十月 一一 至， 發行高 三十 萬 吊 二 達 セリ 

營業 課目-一 預金、 貸付、 爲替ノ 三種 アリ 預金 ハ當座 預金  一一/利息 ヲ付 セス 三 ヶ月 以上 ノ 定期預金 一一 對 
シク/年 七厘 ノ 利息 ヲ付ス ，ノ 規定 ナ， モ 預金者 稀 一ー シク 殆卜 有名 無實 ノ觀ア 
貸付、 ノ皆 信用 貸-ー シー ブ確實 ナル ニ 家 以上 ノ保證 人 一一 責任 ヲ連帶 セ シム， モ ノト 
分ナレ トモ 金融 活潑 ナグ秋 冬季 一ー ハ ー分 二 厘 一ー シテ 最長 期限 ヲ六ヶ 月 トス 

爲替 取組 地 ハ 哈爾賓 、阿 什 河 及 長 春ノ三 箇所 一一 其 取引 店 ヲ有シ 千 吊 文 一一 付 一 吊 文 ノ手數 料ヲ收 メタ 

一九 七 


ス 利息、 ノ 普通 月 


之ヲ .又 扱へ トモ 普通 商家 自ラ 携行シ 銀行 ' 一依 賴ス， モノ ナレハ 爲替高 ハ 極メテ 僮少ナ y 銀行 ノ副 
業 トシ テ 目下 官鹽ノ 販賣ノ 外近ク 雜穀ノ 賣買ヲ 開始 スル 筈ナリ ト云フ 

(口  M 舖 四 家 アリ 普通 月利 三分 ノ規 定ナ， モ舊 十月 ノー  ヶ月 間 一一 限 リ質受 者 一一 對シテ ハ 質 入 期間 
ヲ虽シ j 母 月 二分 ノ 利息 ヲ按シ テ 收ム〆 モノ トス 此方 法 ハ 蜚克圖 ノ當舖 一ー アソ テ モ同樣 一ー シク 前述 
ノ如ク 窮民 體恤ノ 意 $1 出 クタ〆 モ當 舖モ亦 凡 r 雜穀 業ヲ兼 營ス， モノ ナレぐ 穀類 ノ買 入期タ ダ 當 
CT ハ 資金 ヲ要ス ，コト 多ク 相互 ノ 便宜 ア ，爲メ 今日 マテ 其 慣習 ヲ持 續シ來 リシ モノー ー  シク 是力爲 
メ稍雯 »1 一一  涉リシ モノ ハ 當月ヲ 擇ヒテ 受出ス モノ 多 ク其額 他 月 一一 數倍 スト 云フ 期限、 ノニ 十四 ヶ月 
ヲ滿期 トス ー ヶ年ノ 質 受高各 家 約 十 萬吊內 外ナリ 

( C 通 惠錢局 昨年 四月 銀錢缺 乏シ 金融 大 逼迫 ノ際 商務 會力應 急ノ策 トシ テ 會員 相謀ソ 資本金 四十 
萬 吊 文ヲ以 テ 株式 組織 ノ錢局 ヲ興シ タルモ ノー ーシテ 發行 帖子ノ 種類 ハ 五 百 文 及 二百 五十 文 ノー ー種 
アリー 時 發行額 四十 萬 吊 文 一一 上ソシ モ 慶源泰 銀行 ノ設 立以 來專 ラ回收 ヲ謀リ 目下 六 七 萬 吊 ヲ殘ス 
ノ  ミ 

(二) 通貨 流通 貨幣/ 帖子 九分 ヲ占メ 元寶銀 其他ノ 硬貨 ハ 銅貨 ヲ除 クノ 外之ヲ 市場-一見〆 コト 甚夕 
稀 ナリ. 帖子ノ 七 分 ハ 吉林 官帖ー ーシテ ニ分 ハ 慶源泰 銀行 帖 一分 ハ 通 惠錢局 帖ナ〆 力如シ 慶源泰 銀行 
帖ハ 普通 市帖 卜稱シ 通惠錢 局帖ハ 前 二者 一一 比 シク 形 小ナ， ヲ以テ 小 帖卜稱 セラ， 小帖/ 其 額面 ノ 
金額 多 カラ サル ヲ以テ 零 碎ナ， 物品 ノ賣 買若ク ハ剩錢 トシ- グ 銅貨 及東錢 (穴 アキ 錢) 一一 代用 セラ レ 流 
11 區域モ 枷 板站 、新 甸等ノ 地方 一一 及ヒ其 信用 周 キモ 市帖ハ 其發 行年 月久シ カ ラサ， 爲メ 流通 範圍亦 
未夕 四周 二三 十 淸里ヲ 出 テス 偶 枷 板站、 新 甸地方 一一 流出ス グ コト アグ モネ 信用 ヲ疑フ モノ 小 ソカ- フフ 


元 寶銀ハ 吉林省 城 ノ鑄造 一一 係 リ時一 一晗爾 賓露淸 銀行 ノ鑄 造-一依， モノ アン トモ 銀 質較ヤ 劣等-ー シ 
ク價格 亦 若干 ノ打 步ア ，ヲ常 トス 銅貨 ハ 近年 東錢- 一代 ハ リク 流通 額少カ ラサ， モ 小帖ノ 流通 ア， 
爲メ他 地方-一 比シ其 額 多 カラス 小 銀貨 ノ 流通 亦 極メテ 少ナシ 

(三) 両替 調 查當時 二 於ケ， 各種 貨幣 ノ相 場竝一 一本 年中 一一 於ケ， 最高 低 相場 ヲ聞 クー ー 左 ノ如シ 但シ 
此地ノ 相場 ハ 阿 什河ノ 相場 ヲ 標準 トス 


種 類 
元 寶 銀 
小 銀貨 
銅  貨 
露國 紙幣 
同  銀貨 
同  銅貨 
廣信 公司 帖 

一  尺 
一  尺 
一  斗 

百  斤 


單位 

一両 


調査 當時 相場 
五 吊 三百 文 


_ 本年 _中 _ 二— 於— ケル 相場 
最  高 

五 吊 四百 文 


留 


同 

同 


四 吊 三百 八十 文 
四 吊 二百 文 
同 


四 吊 七 百 文 
四 吊 二百 文 
同 


八 六 掛即チ 百 吊 ハ 永衡 官司帖 八十 六 吊 文 
才  度攀衡 


(裁 尺) 
(木 尺) 


我 曲尺 
同 
我 
同 


一尺 二寸 
一尺 七 分 
一斗 七 升 
八十 八 斤 


最 ®/ 

四 吊 八 百 文 


同 

元 

吊 

文 

三 

吊 

三 

百 

文 

吊 

文 

吊 

五 

百 

文 

吊 五 百 文 
吊 五 百 文 
四 吊 百 文 
四 吊 文 
同 


九九 


7 物  1 貝 


黃 

高 

小 

小 


豆 

豚 

$ 

奚 

薪 

木 

稼 


豆 

粱 

米 

豆 


藍  靛 
靑  麻 
柳子菸 


油 

肉 

卵 

大板 


一石 

同 

同 

同 

百 斤 
同 
同 
同 
一斤 
百 個 
百 個 


炭黑  百 斤 
措 (高 梁 S  百 把 


力勞 

木  エ «5 主 鄉) 一日 
裱糊匠 ( 11 )( 同) 同 
雜 使役 ( 同 ) 同 


三 

十 


吊 

吊 


二十 五 吊 
二十 四 吊 
四十 吊 
十五 六 吊 
二十 五六 吊 


一一 


二 吊 


五 百 文 


六 


吊 

五 吊 


三 吊 五 百 文 


一一 


吊 


銀 


吊 五 百 文 
吊 


吊 


5 〇 


小 

谷 

大 

包 

綿 

片 

燒 

牛 

奚 

白 

薪 

木 

谷 


麥 

子 

麥 

米 

麻 

子菸 

酎 

肉 


菜 

小 板 
炭 白 


一石 

同 

同 

同 

百 斤 
同 
同 
一斤 
一羽 
百 斤 
百 個 
百 斤 


草 (粟 桿) 千〒 


二十 八 吊 
十  吊 
一 吊 五 百 文 
十三 吊 
二十 餘吊 
四十 吊 
四十 吊 
五 百 文 
一 吊 二三 百 文 
一 吊 五 百 文 
二  吊 
四 吊 五 百 文 
十四 五 吊 


石  ェ « 主 縛) 一日 
農家 日 雇 (同) 同 


一 吊 四百 文 
吊 乃至 三 吊 


附 枷板站 及新甸 

枷阪站  明治 四十 二 年 十月 中句 調 

(一)  位置 及 沿革 枷板站 ハ 三 姓吉 林間 ノ國道 一一 當リ賓 州 ヲ距， 六十 淸里 鳥兒河 ヲ距， 百 三十 淸里新 
甸ヲ距 ル ニ十 五 淸里一 一 在 リ而シ テ 東 四百 淸里ー ーシテ 三 姓 一一 通シ西 二百 五十 淸里 -1 シク 哈爾賓 一一 達 

ス 

枷 板站、 ン乾隆 年間 ノ 開墾地 一ー シ テ 宛モ我 宿場 的 ノ邑鎭 ナリ原 卜色勒 佛特庫 站ヲ置 力 1/ 三 姓 ヨリ吉 
林 一一 至， 第 六 ノ驛站 一一 當リ站 房 一一 站丁地 二萬晌 ヲ附シ テ 衣食 ノ資 一一 供シ專 ラ 文書 ノ遞 送ヲ掌 ラシ 
メ居リ シモ 今/ 站房 ヲ撤シ テ 文 報 局 卜爲シ 站丁地 ハ 之ヲ民 地-一 編入 シク ー般 税目 ヲ附課 セリ 

(二)  一般 狀況 四周 丘陵 ヲ 負へ， 窪地 一一 在 リタ 東西 一一 通ス ，二 條ノ 街路 アリ 其 南 一一 偏 スル モノ ヲ大 
街 トシ t 一一 當， モノ ヲ ニ道 街 卜爲ス 東西 約 四 町 南北 約 三町ノ 幅員 ヲ有ス 戶數約 四百 人口 約 三千 ア 
リ 商家 ハ 重 一 一大 街 ニ アリ 店 舖ノ體 裁 遠 ク賓州 一一 及、 ノス 大 商家 一一 數フ ヘキ モノ 五六 家 アレ トモ 其 他 
、ノ數 家 ノ雜貨 店 ヲ除キ 皆 小 飯 食店ノ ミー ー シース 地方 的 小 集散地 タルー ー過 キス 此地ノ 繁榮、 ノ庚 子役 後 
ノ 現象, ーシテ 或、 ノ新 甸ノ開 璋以來 其 商 勢ヲ殺 カレ タリ ト云フ 者 アレ トモ 尙新甸 行 穀類 ノー  旦此地 
一一 隹集 セラ ル， モノ 少ガ ラス 露國 商人 及 露 人へ 賣込 商人 ノ此 地- 一 來リテ 取引 ヲ契 約ス， モノ 多ク 
該 地. ノ開璋 一ー ヨリ テ受 クル 所ノ 影響 ナキモ ノノ 如シ地 昧槪シ テ 肥沃 一ー シテ 小麥 ノ如キ 其 品質 ft 州 

產, 優 ル 

(三)  行政 賓 州廳ノ 管下 一一 屬シ巡 警第八 分局 アリ 巡警百 六十 名ヲ 配置 ス其他 巡 防 兵步隊 六十 名馬 隊 

二〇一 ： 


二〇二 


百 四十 名 アリ テ 四鄕ノ 安寧 ヲ謀 リ更〇 豫備兵 アリ テ 十 家每- 一二 名ノ 壯丁ヲ 選出 シー 名 ヲ正巡 トシ 
テ 村落 ノ 警備-一充 テ ー名 ヲ副巡 トシ r 急時ノ 召集 一一 應ス， ノ法ヲ 設ケ四 鄕甚夕 平 穩ナリ 
(四) 商店 銷售ノ 布 疋雜貨 類 ハー ニ 大家 ノ營 ロヨ” 直接 輸入 スル モノ アレ トモ 多クハ 之 ヲ阿什 河 二 
仰ク 商店 ノ大 ナル モノ 八 家 アリ 就中 德泰 永ヲ 第ー トシ ニ 合 號之一 一次 ク德泰 永 ハ 法 庫 門 新 甸等ノ 各 
地 一一 聯號 ヲ有シ 又 賓州二 於 ケル 慶源泰 銀行 ノ大 株主 一ー シク 其 取引 商店 少カ ラス 此地二 於ケ， ーケ 
年ノ 取引高 四十 萬 吊 文 一一 上 ル ト云フ 商店 ノ重 ナル モノ 當舖 一家 燒鍋二 家 油坊十 家磨坊 二十 餘家ア 


其 重 ナル モノ 左 ノ如シ 


商 


& L 
# 


營 


業 


別 


德 泰永 


義 

義 

萬 

二 


興 東 
泉泰 
發 永 
合 號 


泰增德 
德 聚 興 
慶和永 


當舖 、燒 鍋、# 貸、 油坊 、磨 坊 
燒 鍋、 雜貨 、油 房、 磨 房 
雜貨 、油 房、 磨 房 

同 

同 

同 

同 

雑貨、 寧 坊 


資本金 
二十 萬 吊 
五六 萬 吊 
七 八 萬 吊 
六 七 萬 吊 
十 萬 吊 
四 萬 吊 
三 萬 吊 
二 萬 吊 


組織 

一家 

合資 

同 

同 

同 

同 

词 

同 


資本 主 原籍 
法 庫 門 


山 

本 

本 

關 

本 

本 

う  r 


西 

地 

地 
1 2211 

地 

地 

mil 

一 そ 


(五) 金融 金融 機關 トシ テ ハ 德泰當 一家 ア， / 
受出質 物-一 對シテ ハ ニ分 一ー テ 計算 ス〆 コト 賓 


ミ 期限 二十 四 ヶ月 月利 三分 ナレ トモ 舊 十月- 1 限 ソ其 
州 卜同シ 


商家. 泪互ノ 貸借 ハ 甚夕稀 ナル モ時 一一 二三 ヶ月 ノ 短期 ヲ限リ 月 一分 乃至 一分 五 厘 ヲ按シ テ 貸借 ス， 
コト アリ 金融ぐ 寧 TI 緩漫ー ーシ テ圑 匪事變 ノ當時 一時 大 逼迫 ヲ吿 ヶタ， 外 今日 一一 至， マテ 極メ テ 圓 

滑 一一 行 ハレ 居 レリ 

通貨 ハ 廣信公 司帖 (卜 魁帖) 七 分 永 衡官帖 (吉林 官帖) 二分 ヲ 占メ殘 リー 分 ハ 通惠 錢局帖 ，小 銀貨 及 銅貨 等 
トス ト 魁 帖ノ最 モ多キ ハ 交通 上 二 因スレ トモ 又 吉林帖 ノ缺乏 一一 基ク モノ-ー  シ テ 近年 黑龍 江省ノ 各 
地 ヨリ該 帖子ノ 輸入 セラ〆， モノ 多ク爲 メー ー其價 格漸ク 低落 シク ー昨年-ー アリ テ ハ 僅 一一 九 五掛ナ 
リシ モノ 現今、 ノ 八六掛 トナ， 一一 至 リシ モ 尙能ク 流通 セリ 元 寶銀ハ 殆卜之 ヲ見ス 小 銀貨 ハ 極メテ 少 
額 一ー シー 7" 銅貨モ 亦 通 惠錢局 帖即チ 小 帖ア， 爲メ 比較的 流通 少ナ キヲ 見〆 調査 當時竝 一一 本年 中 一一 於 
ケ V 最高 K  te 場 ヲ聞ク ーー 左 ノ如シ 


A H ij 

種 

小  銀 

銅 

露 

卜 魁 
(六) 度量衡 


類 

貨 

貨 

貨 

帖 


單位 

一元 

一元 

一留 

八六掛 


調査 當時 相場 
三 吊 三百 文 
三  吊 
四 吊 三百 文 


本年 中-一 於ケャ 相場 


最  高 

三 吊 三百 文 

三  吊 
四 吊 三百 文 


最  购 
三 吊 二百 文 

三  吊 

四 吊 二百 文 


尺 (裁 尺) 我 曲尺  一尺 二寸 
斗 我  一斗 六 升 二 合  百 斤 


尺 (木 尺) 我 曲尺  一尺 九分 
我 九十 五 斤 


(七) 物價 
賓 


豆 


石 


二十 六 七 吊 


小 


麥 


石 


十七 八 吊 


一〇三 


三〇四 


普 

通 

雜 

役 

石 

磨 

油 

燒 

葵 

銀 

鷄 

豚 

麥 

m 

薪 

燒 

豆 

包 

綠 

高 

谷 

ェ 

坊 

坊 

鍋 

卵 

肉 

粉 

稭 

大 

板 

子 

ノ、 

長 

ハ 

尺 

谷 

巾 

四 

寸 

厚 

•  ■，纛 

寸 

內 

外 

大 

板 

子 

酎 

餅 

米 

豆 

粱 

子 

mmm 

受 

負 

使 

用 

人 

使 

用 

人 

使 

用 

人 

シ 

テ 

並 

a 

豆 

油 

碾 

子 

個 

付 

十 

十 

吊 

宕 

材 

ヲ 

含 

マ 

•  • 

— , 

百 

個 

— 

斤 

百 

斤 

百 

把 

百 

個 

百 

斤 

同 

同 

同 

同 

同 

八 

百 

文 

ヶ 

月 

班 

四 

人 

ヶ 

月 

班 

五 

人 

ヶ 

月 

五 

吊 

ハ 

百 

文 

五 

百 

文 

十 

吊 

五 

百 

文 

吊 

五 

ハ 

百 

文 

十 

J 一 

四 
十 

五 
吊 

吊 

七 

八 
吊 

+ 

吊 

十 

十 

二 

吊 

十 

四 
吊 

五 
百 
文 

十 

八 

吊 

五 

百 

文 

十 

七 

吊 

五 

百 

文 

■ ' -烏 

十 

五 

吊 

鷄 

白 

谷 

ノ 

モ 

ノ 

小 

板 

子 

長 

五 

尺 

巾 

い  • 

孑 

內 

外 

ノ 

乇 

/ 

薪 

木 

豆 

芝 

小 

米 

小 

十 

吊 

r 

菜 

草 

小 

板 

子 

炭 

油 

麻 

豆 

子 

米 

i  ' 

ス 

4 

+ 

吊 

i 

\  \ 

隻 

百 

斤 

千 

斤 

百 

個 

百 

斤 

同 

同 

. 

同 

同 

同: 

\ 

4  .< 

十 

•JU 

ハ 

吊 

五 

亩 

文 

十 

吊 

十 

-D  1 

i 

文 

吊 

十 

七 

八 
吊 

四 

吊 

•一め 

吊 

五 

百 

文 

+ 

五 

吊 

四 

十 

吊 

十 

_L 

ハ 

七 

吊 

十 

五 

吊 

十 

吊 

十 八 
五 吊 
吊 


農家 雜役  一日  一 吊 乃至 三 吊 
(備考) 食事 ハ 凡 r 雇主 持 トス 

新  旬  明治 四十 二 年 十月 中旬 調 
(一) 位置 及 沿革 新甸ハ 哈爾 賓ヲ距 X 水路 百 四十 三 露 里 枷 板 站ヲ距 ，二十 五淸里 ニァ， 松 花 江 右岸 
ノ 汽船 碇泊 地ナ リ原卜 農家 二三 ヲ有 ス， 微 々夕 ，一 寒村 一一 過 キス 周圍诏 澤多ク 所謂 甸子ノ 地ナリ 
シモ 露國卜 締結 セ， 愛 琿條約 二 基 キ光緖 二十 六年此 地-一 埠頭 ヲ設ク ，一一 及 逐年 商 戶相集 マリ 以テ 
今日 ノ狀態 一一 至 リシ モノー ーシテ 其新甸 卜稱ス ，モノ 蓋シ 土地 ノ狀勢 二 基因シ 世人 力 新站又 ハ 新 店 

卜稱 スル モノ ハ 誤 レリ 

(ニニ 般狀況 新甸ハ 枷 板 站卜共 一一 賓 州廳ノ 管轄 一一 屬シ戶 數約百 五十 ヲ有ス ，埠頭 一ー シク 市街 ハ 南 
北 一一 通 スル 長サ ニ三 町ノ狹 小ナ， 一 街ァ， ノミ 數家ノ 穀物 問屋 ヲ除キ 軒 ヲ並フ ，•モノ ハ 小舖ノ ミ 
ニ シク 多クハ 旅客 ヲ 相手 トス， 小 飲食店 ナリ 家屋 ノ 構造 ハ 多ク板 葺又ハ 茅葺ー ーシテ 其體 裁遠ク 枷 
板站二 及、 ノス 稍 他 地方 卜異ナ K 所ノ モノ/露 文ノ 看板 ヲ揭 ヶタ ル 沿岸 ノ 五六 街頭 店舖- ーシテ 汽船 
乘組員 及 船客 ヲ 相手 トシ テ 露 西 亞製ノ 煙草、 酒、 菓子 竝二 罐誥等 ヲ販賣 セリ 

松 花江ヲ 航行ス ，汽船 ハ 東淸 汽船 會社 定期船 ノ約 十日 每一 一一 往復 ス， 卜江省 郵船 會社 定期船 ノ約 
ーヶ月 每一 一一 往復 ス K 外 數隻ノ 社外 船 ハ 皆 此地一 一 寄 泊 ス， ヲ以テ 殆ント 日 トシ テ. 船影 ヲ止 メサ〆 

コ トナシ ト云フ 

此地ノ 輸出品 ハ 枷 板站 地方 ョリ 搬出 セラ，， 小 麥類ノ ミー ー シク 多ク露 人 一一 依 テ 哈爾賓 及 ブラ ゴェフ 
チェン スクニ 輸出 セラ〆 レ トモ ー ヶ年四 萬 石 一一 上 ラス 結氷 旬日 前 一一 至 レ ハ 小 舖ノ引 上〆 モノ 相續 

一: 〇 五 


，  二〇六 
キ 土着 ノ店舖 モ 使用人 全部 ヲ解 傭シ テ 閉店 スル ヲ以ク 冬期 間、 ノ僅二 一 雑貨店 ノ 半門ヲ 開 クノ ミ-一 
シク 頗， 蕭索ノ 光景 ヲ呈 スト 云フ想 フー ー新 甸ハ 市場 ヨリ モ挛 口 旅客/通過 地-ー シブ 數 年間 ノ 趨勢 
一ー ヨリ テ 考フ〆 一一 現在 以上 ノ發 達 --*'* 恐 ラク 容易 ナラ サ， 二 似 タリ 

(三)  官衙其 他 官衙 トシ テ 出口 江國 輸出税 闘) 航蓮 局、 電報局、 巡警 分局 等 アリ 但シ其 家屋、 A 多クハ 廢頹 
セ广茅屋ノミ交通機關トシテ/電報局(原卜露國ノ有ナリシモ利權回收ノー端トシク數年前買收シ 
タルモ ノ) アレ トモ 郵便局 ノ 設置 ナ ク凡ク ノ郵 書/幸便 一一 託シ r 汽船 若クハ * 板站ノ 郵政 代辦 所-一 
送， ノ 外ナク 其 不便 少カ ラス 

(四)  兵備 露 國步兵 十一 名 江 岸 警備 トシ テ 駐屯 スル ノ外淸 國巡防 兵 約 五六 十 名巡警 二十 名 アリ 

(五)  商店 ノ重 ナル モノ 八 家 アリ 枷 板站 一一 其 本店 ヲ有 スル モノ 多ク德 泰棧ヲ 第ー トシ 義泰棧 、德 源棧 
之-一次 ク德源 棧ハ德 泰棧卜 共 一一 枷 板站德 泰永ノ 分舖- 一係グ モノ ナリ其 商 號竝ー ー營業 別ヲ擧 クレハ 
左 ノ如シ 

德 .泰 棧  棧房  德源棧  棧房 
義泰棧  棧房、 油坊 、磨坊  裕昌棧  棧房 
天發棧  棧房 、雜貨 、油 坊 、磨 坊  興 泰棧  棧房 、油 坊 
永增棧  棧 房、 雜貨  義 和永棧 房、 雜貨 

(六)  金融 金融 機關 トシ r 何等 ノ備 設ナシ 商家 相互 時 一一 融通 貸借 スル コト モアレ トモ 多 クニ ニ四ヶ 
月ヲ 期限 トシ 十 ケ月ヲ 最長 期間 トス 月利 ハー 分內外 一ー シ r 金融 順調 デリ 

區貨、 ノト 魁 咕六分 吉林帖 三分 其他ノ 貨幣 一分 ヲ占ム 通惠錢 局帖ハ 零 碎ノ賣 買 及 端錢一 一 用 ヒラル〆. 


ノ  i  J 其 流通 額 極く K 少ナク 露 貨ハ露 人 ノ小麥 買 人 期 タニー ー四 六 七 ノ四ヶ 月間 S 流通 多キ 
—  i メ テ少ナ il 二 本年 中二 於ヶ ^ 種 年貨中 相^ ミ 


種類  單位 
小 銀貨  一元 
銅  貨  一元 
露  貨  一留 
卜  魁 

(七) 度量衡 枷板站 卜同シ 


調査 當時 相場 
三 吊 二百 文 
三 吊 

四 吊 四百 文 
八 六掛 


霞  高 

三 吊 三百 文 

變 動ナシ 
四 吊 七 百 文 


最  低 

三 吊 百 文 


四 吊 二百 文 


(八) 物 
黃 
大 

麥 

豆 

薪 


M 


豆 

麥 

粉 

油 


一石 

同 

百 斤 
同 

一 「ク 


パン 


二十 六 七 吊 
十二 吊 五 百 文 
十四 吊 
二十 八 吊 
」 九留 


小 

包 

豆 

燒 


麥 

米 

白 

穿 

廚 


一石  二十 七 吊 
同  十五 吊 

一片 二十 斤 モノ  ー  吊 

百 斤  .三十 八 吊 


. クーバ ン」 ハ 六尺 六寸 立方 ナ 


賓州枷 板站間 (六十 淸 里) 沿 途槪況 

賓 州城ノ 東門 ヲ出ク 四 淸里ー ーシ 7- 李 家 店 アリ 旅 店 三家卜 農家 五六 戶アル ノミ 之ヲ過 クレン 廟嶺 一一 
シテ緩 カナン ノ高阜 地 ナヲ 嶺ノ 盡クレ ノ所一 一 約 十 數戶ノ 農家 卜老 爺廟一 一 駐在 セレ ノ巡警 第 九 局 アリ賓 州 
ヲ臣  >  十二 淸里ナ リ此 高地 七 八 淸里間 ハ小阜 環集シ 廣濶ノ 地 ナル モ凡テ 能ク 耕作 セラ レ 道路 亦 極 

二〇七 


二〇八 


メテ 良好 ナリ 


賓州 ヨリ三 十淸里 ヲ過ク レ、 ノ 右方 一帶、 ノ濕潤 地 一ー シ テ 楊柳 茂生シ 荒地少 カラス 夏時 ハ汜 水シテ 耕 
作-一 堪 H ス此ヨ リニ 十五 淸里間 一般 一一 黑瞎子 溝卜稱 セラ ル， 地方、 ノ 低窪ノ 地 ニ シテ沼 澤多ク 地質 
良好 ナラ スン r 村落 ノ如キ モ數淸 里每二 點在シ ー部 落ノ戶 數僮一 一 五六 ノ モノ 多シ 地形 西方 -- >> 丘陵 
道路 一一 迫リ 東方 ハ 枷 板站一 一 近 クー ー隨テ 漸ク 展開 スー 小 丘 ヲ越ユ レ ハ 直 テ ーー 枷 板站一 一達 ス 
賓州 _ 板站 間/耕作物、 1 筒粱、 小麥、 粟、 大豆 ノ四 種ヲ主 トシ 就中 小麥及 高粱 最モ 多ヲ 6 ム 道路 平坦 冬 
期 ノ車行 ハ 甚夕 容易 ナ， モ 夏時 ハ 低 窪地 多キ爲 メ屢汜 水ス， 地方 少カ ラスン r 車 行甚夕 困難 ナソ 
卜云フ 

枷 板 站新甸 間 (二十 五淸 里) 沿 途槪況 

枷 板站 ヨリ 北行 三淸里 一ー シテ范 家窩棚 アリ 戶數約 二十 更一 一八 淸里ニ シク 楊 家 店 (户數 約 十) アリ 枷 板 
站楊家 店間ノ 十ー ニ 淸里ハ ー帶ノ 高地 一ー シー 7* 其盡ク ，所 一一 枷 板 河 アリ 東 ヨソ西 一一 流 ル 河 幅 約 四 間 
水深 二三 尺 水色 淸澄此 ヨリ 七 八 淸里間 ハ 低 窪地 一ー シテ楊 木 嶺子一 一至 リク 更二高 地 トナ リ其盡 クル 
所 ヲ新甸 卜爲ス 

枷 板 站新甸 間 ハ ー帶ノ 高地 一ー シク 殆卜荒 地 ヲ見ス 地味 賓州 地方 卜差 等ナ キモ 道路 凸凹 アリ テ 賓州 
枷 板間ノ 平坦 ナ， 一一 及 ハス 此間 東方 近ク群 丘 相 迫， モノ アレ トモ 半 ハ 開墾 セラ ルル ヲ見ル 

木 蘭 縣三姓 間 (三百 三淸 里) 沿 途槪況 

木蘭縣 

木 蘭縣ハ 土 名 索 羅章口 松 花江ノ 左岸 二 瀕シ新 甸ヲ距 , 水路 四十 淸里巴 彥州ノ 東 百 二十 淸里白 楊 木 


(五 站) ノ西 十八 淸里一 ー アリ 縣ハ 本年 六月 西方 八十 淸里ナ ，石 道 河 子 ヨリ 此地ー ー移廳 セラ レ タ， モノ 
ニ シテ 所管 地域 ハ 西 黃泥河 ヨリ 東 二道 河 一一 至， 百十淸 里' 南北 二十 淸里 乃至 六十 淸里 管內 耕地 面積 
約 六萬晌 全 戶數約 八 千 二百 人口 約 六 萬 ヲ有ス 

此地 昨年 迄 僅 一一 數戶ノ 農家 アリシ ーー 過 キス 木 蘭 縣移廳 後 新 ター ー 勃興、 ゾタ， 市鎭ー ーシ r 現在 戶數尙 
百 一一 充タサ レ トモ 巴彥州 、白 楊 木兩地 商人 ノ商 舖ヲ 建築シ ツツア ，モノ 少 カラス 其 構造 較ヤ 宏大 一一 
シテ雜 貨店向 穀類 間 屋向ノ モノ 多ク中 一一 燒鍋 ノ豫定 家屋 ー アリ 新 家屋 ハ 半 ハ 竣成シ タ， モノ 十 中 
ノ七八 一一 居 レ ソ未夕 市況 ノ 見， ヘキ モノ ナキモ 東淸 汽船 會社ノ 定期 繫 泊地 タル 此地ノ 將來ハ 其 商 
勢 漸次 盛况一 一向、 ノン コト 期シテ 待ツ ヘキ ナリ 

官衙ハ 木 蘭縣ノ 外巡警 第三 分局 1 警 三十 名) アグ ノミ巡 警總局 ハ 家屋 未 竣成 ノ爲メ 今 尙石道 河 子 一一 
在 リ學堂 ノ如キ モ未夕 設置 セラ，， - 一至 ラス 

此 地方 ハ 巴彥州 地方 一一 比シ黑 土 深 カラス 黃 土地 多 クシ テ 耕植一 一 適 良 ナラ スト 雖モ 尙一晌 地 一一 小麥 
五六 石 ノ收穫 アリ 現在 來集ス ，額 ハ 甚夕 少額 一ー シテ小 麥ノミ 時 一一 稍 ヤ大ナ ，取引 行 ハ，〆 コト ア 
K モ 穀類 問屋 ナキ爲 メ是ト テ 大 n ノ 取引 ナラ スシテ 多クハ 小ロ モ ノノ、、、 ナリ 

此 地方 最一 初ノ 開墾 ハ 咸豐 十三 年 一一 在 リシ モ右ハ ー 小部ノ 開放 一ー シク 全般 ノ 開墾 ヲ見夕 ，ハ 漸ク十 
七 八 年 前 一一 屬ス 耕植ノ 穀類 ハ 多 クハ蜀 玉 黍 及 粟 一ー シテ高 梁、 小麥 、大豆 之 一一 次ク 地方 農民 ノ 常食 ハ 玉 
蜀黍 最モ多 ク粟之 一一 次キ， 高粱 ハ 槪シテ 粟 ヨリ モ 少額 チ ソ高粱 ハ 寒ヲ 厭ヒ而 カモ 土質 輕鬆粘 質 二 乏 
シキ 爲メ 成育 不良* ーシテ 往時 人烟 稀薄 ノ時ハ 全然 高粱 ノ發 育ヲ 見， コト 能 ハサ リシ モ 近時 人口 增 
殖シ氣 候較ヤ 温暖 ヲ加フ ，一一 至 ソ漸ク 其 成育 ヲ見， 一一 至 レリ ト云フ 

二〇九 


木 蘭 系 ヨリ 十八 淸里シ テ 白 楊 木 アリ 三 M 吉林 街道 上ノ 第五 站一 一當 リシ ヲ以テ 俗 一一 五 站卜稱 スー 條 
ノ 街衢 ヲ 形式シ 戶數約 五 百 アリ 燒鍋二 家 油坊四 五家 布 疋雜貨 店 十數家 ヲ有ス 'ルー 邑 鎭ナリ 
白 楊 木 ヨリ 三 淸里ニ シク 頭 道 河 子 (戶數 約 十) 七 淸里ニ シテ ニ道 河 子 (戶數 約 五六) 二十 淸里ー ーシ 7- 孫 家 
店 (戶數 約 七 六) 二十 五 淸里ニ シ テ 轉心湖 (戶數 約 十五) アリ 小 池 アリ 轉心湖 卜云フ 巡 警分所 アリ 巡警十 
餘名駐屯セリ轉 * 湖ヨリ十五'淸里ニシ-グ » 噥河(戶數三四十逛警分所アリ)アヅ河幅三四間水深二三 
尺 一一 過 キサ， 細流 ナ， モ 北山 ヨリ 此河 一一 由 リーグ 木材 ヲ流ス モノ 少 カラス 河口 附近 一一 於 テ 之 ヲ薪材 

トシ 哈爾賓 方面 一一 販出 セリ 

木蘭縣 ヨリ Bi 曦河一 一至， 五十八 淸里 間、 ノ時一 一若 干 ノ荒地 ヲ見レ トモ 槪シ テ ー帶ノ 耕作地 一ー シテ主 
トシ テ 粟、 玉蜀錢 大豆 等ヲ 耕作シ 高粱 ノ植 付少シ 道路/松 花 江 ヲ距ル 五 淸里內 外-ー シク 遙一 一江 南ノ 
群 U ヲ望ミ 北方 三 四十 淸里- ー シラ 北大 山- 一達 スへク 展開 セル 原野 一ー シク 道路 甚夕平 诅ナリ 
噥噥、 可 ヨリ 十五 淸里ニ シク 三 道 河 子 アリ 此ヨ ヅ四站 (戶數 約 二十 巡警 分局 アリ) 一一 至 ル 十五 淸里 間、 ノ 
低 窪 也 多ク 夏時汜 水 ノ爲メ 荒廢二 委セ ラル ル ノ地少 ナカラ ス更二 四 站ヨリ 頭 道 溝 二道 溝 三 道溝ヲ 
過 クル 迄、 ノー  帶ノ 高地 一ー シク 大 溝三條 アリ 雜草 茂生シ 四站 附近 一一 耕地 ヲ見， ノ外 他、 ノ總ク 荒野 一一 
シテ巡警局ノ設備ナク昨年迄/馬賊ノ巢窟地トシテ有名ナリシ地方ニシーグ頗ル要害ノ地形ヲ占ム 
小 橋 子 (四 站ヨリ 三十 淸 里) ヲ經六 淸里一 ー シク 岔林河 アリ 河 幅 四 五 間 水深 二三 尺 北山 ヨリ 木材 ヲ押流 
ス， モノ 頗， 多ク皆 河 n 一一 於 テ薪材 トナシ 哈爾賓 一一 搬出 ス露人 ノ經營 一一 係， 機械 木 挽 工場 ーヶ所 
アリク 專ラ薪 材ノ製 出 一一 從事 セリ 岔林 河ヨラ 八淸里 太平 莊 附近 一一 至 レ ハ 地味 稍々 良好 一ー シ テ 能ク 
耕作 セラ レ 舊三站 (太平 莊ヨリ 十六 淸里) 三 站 (舊 三站ヨ リ五淸 里) 一一 近 クニ 隨ヒ 耕地 漸ク 多ク 人煙 亦密 


ヲ加フ 耕作物 ハ 多クハ 小麥 、大豆、 粟 及 玉蜀黍 ニ シク 高粱 極メテ 少ナク 三 道 河 子-ー テ ハ 其發育 全然 不 
可能 ナリ ト云フ 

三站ハ 大 通縣ノ 所在地 ニ シ テ 木 蘭 縣ヲ距 ，百 五十 三淸 里 *. 噥河 ヲ距， 九十 五 淸里二 在リ 巡警總 局、 
税務 局、 巡 防步隊 第一 營左哨 等 アリ 戶數 二百 五十 廣濶ナ ，一條 ノ 街路 アリ ク 商家 十數 戶軒ヲ 並へ 其 
構造 寧 口 白 楊 木ノ上 一一 出ツ油 坊四家 アリ 原 卜燒鍋 一家 アリシ モ廢業 シク 縣 廳ノ假 事務所 一 一充 テラ 
，三 站ハ 始メ 西方 五 淸里ノ 地 一一 在 リ戶數 百 ヲ有シ 官房 (公文書 遞 傳ノ爲 メ驛站 一一 官設 セラ レ メル モ 
ご アリ， グ此 附近 一一 於 ケルー 邑鎭 タリ シモ 光緖 二十 六 年 團匪動 亂當時 露 兵 二 蹂躪 セラ レ 家屋 亦 兵燹 
一一 S リク 僮 一一 十數 戶ヲ殘 シタ， 爲メ 現在 ノ三站 一一 移住シ タルモ ノー ーシテ 三 站即チ 大通縣 二 對シ今 
尙之 ヲ舊三 站卜稱 セリ 

三 站ヨリ 大通河 一一 至， 十二 淸里 間/能 ク 耕作 セラ レ 大通河 (河 幅 約 一間 半)- ークハ 秋期 鲑ノ 漁獲 セラ 
，ル コト アリ 此ョリ 趙家店 一一 至〆 十三 淸里間 二 m 靠山屯 (三 站 ヨリ 三十 淸里) 黃山嘴 子 (三十 三淸 里) 烏 
那渾河 (四十 七 淸 里) ノ各 村落 附近 一一 耕地 ヲ見ル ノ 外殆卜 全部 荒蕪地 ナリ烏 那渾河 ハ 河 幅 約 五六 間 秋 
期 車 行 一一 困難 ナラ ス祥順 山 (五十 淸里二 戶數約 二十 巡警分 所. アリ r 巡 警十餘 名 駐屯シ 旅 店 二 家小雜 
貨店 一家 アリ 西北 河 (六十 五淸 里戶數 二三 十) 裱河 (七十 五淸 里戶數 五六 十) ヲ過 キニ站 (九十 淸里) 一一 達ス 
二站/ 戶數 十五 六 巡 警分所 アリ 巡 警十名 駐屯 セリ 

三站ヨ リニ 站一 一至， 九十 淸里 間/ 祥順 山.® 河ノ 高地 一一 在， ノ外 一帶ノ 平野-ー シテ 道路 坦 々タリ 北 
方 二 北山、 鏵子 山ヲ望 ミ 道/東方 一一 進 ムニ 隨テ 北山々 豚卜菘 花 江 卜漸ク 相 近 ツキ 三 站ヨリ 黃山嘴 子 
附近 迄 ハ 江 ヨブ 十 淸里內 外 北山 ヨヲニ 十淸里 內外ノ 距離 ヲ保テ トモ 黃山嘴 子ヲ過 クル ヤ 道路 ハ 次 


第一 一江 一一 近 ツキ ニ站一 一至 レ ハ 江 ヨリ 五淸里 北山 ヨリ 十 淸里ノ 間隔 ヲ保ツ 地味 槪シテ 佳良 ナラス 黃 
土 多 クシ テ 黑土  ノ地モ 其深サ 尺 一 一充 タス 各 村落 附近 ノミ耕 サレ 他、 ノ荒蕪 二 委セ ラル ル モノ 少 ナカ 
ラス ー見 未開 放 地ノ 如キ 觀ア， モ皆 二三 十 年 前已一 一 開放 セラ レ タ， モノー ー係リ ー旦 開墾' ゾタ， 地 
モ其收 獲 一家 ノ經濟 ヲ支フ ，一一 足 ラナ， 爲メ數 年 ニ シ テ之ヲ 放擲シ 荒 蕪 一一 委スル ノ巳ム ヲ得ナ 火 
一一 至 リシ モノー ーシテ 江 岸 荒 漢夕， 蘆 荻若ク ハ 野草 ノ 茂生ス ，ヲ 見， ハ 槪ネ此 類ナリ 
作物、 ノ多ク ハ 玉蜀暴 、粟、 小 麥等一 ーシテ 高粱 ニニ 站 附近 一ー テ ハ 發育ス レ トモ ニ站 附近  一一、 ノ全ク 發育セ 
スニ站 ヨ リ頭站 二 至， 六十 淸里間 ハ 斷續 セ， 丘陵 地帶 一ー シク 低地 ハ 沼澤少 カラス 開墾地 稀- 一槪シ 
テ 荒野 ナリ 道路 ハ 大 古洞 河 (二 站ョリ 十二 淸里 戶數六 七) 附近 一ー テ ハ 江 ヲ距ル 五六 淸里 東ス， 二 隨テ 
漸ク相 近 ツキ 小 古洞 河 (三十 淸里戶 數四 五) 一一 至 リ其間 僅 ニー 淸里一 一過 キス 北山々 脉ノ支 派 目 睫ノ間 
一一 迫， 此ヨ リニ 道 一一 分岐 スー、 ノ舊來 ノ官道 一ー シー グー、 ノ里道 ナリ前 者 ハ 江 ヲ距， 二 淸里餘 後者、 ノ江 
岸 一一 ® V 名、 ン 官道ナ K モ雜草 茂生シ 浞澤 一ー シテ 殆卜 道路 ノ體 裁ヲ備 ヘス 然レ トモ 里 道 ハ 小 河橫ハ 
リ 行旅 者 ハ 渡船シ 得 ル モ車輔 ハ 渡河 ノ 設備ナ キ爲メ 冬期 結氷 中 ノ外ハ 皆 官道一 一依 レリ 上 七 里 清 (三 
十七 淸里戶 數三 四) 下 七 里 溝 (四十 二淸里 戶數三 四) 黃臺 (五十二 淸里 戶數三 四) ヲ經テ 頭站 ユ達ス 
頭站ハ 三 姓 ノ對岸 一一 在 リク 戶數四 五原卜 官房 アリシ モ已二 撤セ ラレ 江 省 湯原縣 稅務 分局 アリ テ 出 
入 貨物 二 課 稅 セリ 渡船 ハ 依 蘭府ノ 直轄 一ー シ テ 無賃- ー テ ー般人 民ノ 渡河 一一 便 セリ 

第 四 章  三  姓  •  明治 四十 二 年 十月 下旬 調 

ィ 、沿革 


三 姓、 ジー 名 依 蘭哈拉 卜稱ス 満洲 ノ國語 依蘭ハ 三ナリ 哈拉ハ 姓 ナリ聖 祖ノ時 三 姓ノ赫 哲貂皮 ヲ貢ス 
乃 チ其ノ 族長 ヲ編シ テ 三世 管佐領 卜爲ス 因- K 以 7- 城 一一 名ッ ク康熙 五十 四 年 三 姓城ヲ 建造シ 始メテ 
駐防兵 ヲ置キ 協 領ヲシ テ 之 ヲ治メ シメ 雍正十 年 副 都 銃 ヲ 增設シ テ 各 旗戶ヲ 管理 セ シム 現今 副 都 銃 
衙門、 ノ已一 一裁撤 セラ レ ー般 行政 ハ 依 蘭府ノ 管轄 一一 屬 セリ 此地、 ノ 明治 三十 八 年 締結 セル 日 淸條約 二 
據リ萬 國 通商 ノ爲メ ーー 開放 セラ レ タル 芾 場 ノーナ リ 

口  位置 及 形勢 

三 姓 ハ 松 花 江 及 吐 丹江ノ 會流點 一一 在リ テ 其 右岸 一一 位シ 哈爾賓 ヲ距ル 水路 三百 二十 露 里 二 在 リ而シ 
テ 三百 七十 六 露 里 一ー シテ 喇哈 蘇々 (臨 江 州 所在地 r 一三 百 二 露 里-ー シテ富 克錦薈 錦縣 所在地)- 一達 ス三 
姓 ハ 前 一一 松 丹 雨江ノ 咽喉 ヲ扼シ 後一 一巍 娥夕， 山脈 ヲ負 ヒテ 頗グ 形勝 ノ地ヲ A  メ 軍事上 最モ價 値 ァ 
，地位 一一 在， モノ  ノ如シ 

、ノ  面積 及戶口 

依 蘭 府ハ其 管轄 區域 廣大 ナル. モ到〆 處 山岳 重疊シ 僅 一一 松 花、 牡丹、 兩江ノ 流域 -- 平原 ヲ有ス ル ノミ ーー 
シテ 而カモ 三 姓ノ 下流 ナル 佳木 斯 附近 ノ荒地 ハ 開墾 セラ レ タルモ ノ少ナ ク管內 耕地 面積 總額 未夕 
六 萬 晌ヲ越 ヘス 最近 巡警 總局ノ 調査 一一 係， 管內戶 ロヲ聞 クー ー 左 ノ如シ 
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其 他外阈 人 •ノ 在留ス 〆 モノ 本邦 人 五家 (男 五名 女 二十 六 名) アリ 藥舖 一家 ヲ除キ 其 他 ハ 料理店 トス 露 
國人ハ ー家 ノ捧乳 所ア， ノ外松 花 江 守備 トシ テ 步 騎兵 約 百 五十 名 駐屯 セリ 

二  一般 狀況 

三 姓 市街 ハ 城 ノ內外 一一 跨 リ城內 ニ ハ 依蘭府 、巡 警總 局、 税捐 局、 電報局 等 ノ諸官 衙ア， ノ外多 クハ旗 人 
ノ 住家-ー シテ 城廓 廢頹シ 僅 一一 東西 二 門ヲ存 スル ノ ，ミ 商區ハ 西 門外 一一 連接シ 社 丹 江 一一 瀕シ西 端二淸 
里 一ー シテ松 花 江-一 臨ム 東西 約 六 町 南北 約 四 町 アリ 市/中央 一一 牌樓ア リーグ 十字街 ヲ成ス 最モ 繁盛 ノ 
區ヲ 東西 大街 (太平 街) トシ 道路 廣澗 人車 ノ來往 頻繁 ナル モ南 北大 街 ハ 街路 狹帛ー ーシ- グ商勢 亦 劣 レリ 
其 他 多 數ノ小 巷 アレ トモ 商家 ノ軒ヲ 並フ， モノ 殆卜 十字 大街一 一 劃 ラレ 巷 裡ノ 商家 一ー シク 大ナ， モ 
ノヲ粮 店 又 ハ 車馬 店 等 トス 牡丹 江 岸 一ー ハ 木材 堆積 シ 建築 材料 若クハ 薪材 トシ 7- 挽材 セラ レ 光景 甚 
壯ナリ 

三 姓碼頭 ハ 街 ヲ距， 約 五 淸里ー ーシ テ税關 アリ 戶數 十餘其 多クハ 旅 店 ナリ稅 關ハ專 ラ 松 花 江 一一 由リ 
テ 輸出 ス， 貨物 二 對 シ テ徵 稅シ ッッア リ而シ テ 露 國東淸 汽船 會社 及淸國 郵船 會社 定期船 ノ 外露國 

社外 船 ノ往來 頻繁 ナリ 


三 姓 ノ物產 ハ 獸皮ヲ 大宗 トシ 年産額 大約百 萬 吊 (約 二十 萬圓 r 一  上， 每年 秋季 « 夫ノ 南北 兩山一 一分 ヶ 
入， モノ ニ 千 人 一一 及 ヒ此等 獵夫ハ ニ人 若クハ 三 四 人ヲ ー組 トシ 各 其 繩張區 間 二 於 テ 狩獵- 1 從事ス 
狩獵法 ハ 專ラ罠 ヲ用ヰ ー人 ニ テ 普通 二三 百 ノ罠ヲ 受持チ 終始 輪番 •.一見 .® 〃  テ 獲物 ハ 之ヲ ー定 ノ場 
所 一一 蓄賡シ 舊 十二月 中旬 ヨリ 下句  一 一 懸ケテ 下山シ 兼- 7* 取引 アル 皮莊一 一 賣渡ス ，モノ トス'  獸皮 ノ最モ 
多キハ 灰 鼠 ニ シテ ?1 皮 之 一一 次キ 其他貂 皮、 狼 皮、 猪 猁皮等 アリ 皮莊 (二十 餘家) ハ 獵夫ノ 入 山 一一 當ソ籠 山 
中ノ 費用 トシ テ 百 吊 文 內外ヲ 前 貸 ' >• 獵夫入 山 ノ後受 入 レ タ， 生皮 一ー ヨリ テ 之ヲ淸 算ス， ヲ常 トス 
獸皮ハ 縫合 其他ノ 整理 ヲ了へ 夕， 後悉ク 之 ヲ奉天 一一 陸送シ 該地一 一 於 テ鞣サ ル， ヲ以 7- 正月 前後 ヲ 
除 キテハ 平時 皮 類 ノ殘存 スル モノ 極メテ 僮 少ナリ 

其 他 魚類 木材 眞珠# 金 等 ノ產物 アレ トモ 魚類 ハ 松 花 牡丹 兩江 ヨリ 獲得 スル 鲶 、鯉、 片花 (ダ チ) 耐 •鮭 等ノ 
冬季 哈爾賓 、阿 什 河 方面 一一 輸送 セラ レ 木材 ノ 牡丹 江上 流若ク ハ 德茂利 (松 花 江上 流 一ー シー グ三姓 ヨリ 水 
路 七十 五淸 里) ヨリ 採 伐 セラ レ 此 地-一一 於 r 建築 材料 若クハ 薪材 トシ テ 銷售 セラ〆， 外 眞珠ハ 帝室 ノ 
用度 一一 供 セラ， ル 爲メ烏 拉街總 管 衙門二 監理 セラ レー 切 私人 ノ 採取 ヲ 嚴禁シ 砂金 ハ 東北 兩溝 (東 溝 
ハ 三 姓 ヲ距〆 二百 淸里北 溝 ハ 六百淸 里)- 一産 出ス， モ 年産額 二 千両 (約 我 二百 貫目) 一一 上 ラス 純金 含有 
量 十分 ノ六 乃至 八 一ー シテ其 採取 額モ 逐年 減少 ス， ノ 傾向 アリ 

穀類 ハ 從來 之ヲ巴 彥州 南天 門等ノ 地方 一一 仰 キタ ル モ 現在 ハ 其 產出ス ，所 ヲ以 テ漸ク 需要 ヲ充 タス 
二 至 リシ 有樣ニ シク 偶小麥 大豆 等ノ 若干晗 爾賓及 「ブラ ゴ H シチエ ンスク 」 等 一一 輸出 セラ，， モ ノア 
，モ 未夕 穀類 市場 ヲ以テ 目 スル コト ヲ得ス 商家 ノ最モ 得意客 トス ル ハ a 夫 一ー シテ 漁夫 之 一一 次キ農 
家 ハ 寧 口 第三 位-ー アル ヲ見テ モ此地 商務 ノ 如何 ヲ 推定ス グー ー難 カ ラサ， ナリ 


本年 二月 依 蘭 知府ハ 三鮏城 東南 西ノ 旗界- 1 シー 7* 未夕 旗人ノ 開墾 セ サル モノ 數萬晌 ヲ擧 ケー 7* 殆卜無 
代 價同樣 一一 貸下ヶ 資金 ナキ 佃戶二 對シク / 晌ヲ按 シク 若干 ヲ貸與 スル ノ 便法-ー ヨ リ廣ク 農民 ヲ招 
徠セシ モ 地味 良好 ナラ サル 爲メ 貸下ヲ 願出ツ ，者 ナク 折角 ノ提 案モ不 成 効 二 終、, リタ， モノ  ノ如 
シ唯松 花 江 下流 佳木 斯 方面 ノ新 開墾地 ハ 將來大 一一 有望 ナル カ 如 キモ三 姓 市場 ノ繁 榮ヲ 助長 セン n 
卜 想フ- 一遠キ 未來ー ー屬ス ヘキ カ 

松 花江ノ 結氷 ハ 普通 十一月 十日 前後 開 河/ 三月 十五 日 前後 一ー シテ氷 ノ厚サ 三 四 尺 一一 達ス 而シテ 昨 
年 ハ 十一月 二十 一日 馬車 ノ 通行 ヲ 公許 セラ レ 本年 三月 十五 日 ヨリ 同 - t 九日 二 亘 リ全ク 解氷シ 終 レ 
リ ト云フ 飲料水 ハ 凡 テ 牡丹 江 水 ヲ用フ 水質 良好 ニ シク 其 儘 煮沸 シク 飮用 一一 供 セリ 

ホ官衙 

依蘭府  一般 行政 ヲ掌 リ知府 監理 ノ下一 一巡 警總 局ァ リタ 五分 局 二分 タル 依蘭府 一一 現在 臨 江輸哈 蘇 
々) 方正 (方正 泡) ノ ー州 一 縣ヲ管 スルー ー過 キサ A モ近ク 設置 セラ ル ヘキ 富 錦 (富 克 錦) 樺 川 (樺 皮 川) ノニ縣 
ヲ 幷治シ 更二緩 設ノ綏 遠 (烏 蘇 里 江) 勃 利 (勃 利 州) ノ ー州 一 縣ノ 管轄 ス ヘキ 地位 一一 在リ 現任 知府德 氏/ 
原卜長 春府一 一 長官 タリー 時 內外一 一 令名 アリ シモ 蒞任數 年 今 尙治政 ノ見ル へ キモ ノナ シ 
副 都 絲衙門 從來旗人-一對スル行政ヲ掌リシモ本年春撤廢セラル 

東北 路分巡 兵備 道衙門 本年 春 新設 セラ レ タ， モノ-ー シク 依 蘭 蜜 山 ノ兩府 及 臨 江 州 一帶ノ 邊務及 
依 蘭 等 ノ關稅 交渉 事務 ヲ 管理 ス 

へ  商 店 

重 ナル 商店、 ノ 當舖ヲ 第ー トシ 雜貨店 十 家 油坊八 家皮莊 二十 餘家等 トス 商賈、 ン山 東最モ 多 ク山西 及 


蘭裡 地方 ノモノ 亦 少カ ラス ー ケ年ノ 取引高 最 モ多キ モノ ヲニ三 十 萬 S- トス 今 其 重 ナル 商店 ヲ擧ク 

レ ハ 左 ノ如シ 


商  號 
永 春當 
集盛當 
永 盛當 
廣 德當 
西 廣德當 
益 增 長 
益 增絲房 
益 增西棧 
信  合成 
信 合 號 
德發魁 
復 興 永 
恒泰群 
永 聚 恒 
信成號 


營業別 
當舖 、雜貨 、油 坊 
當舖 、雑貨、 磨坊 

同 

當舖 、雜貨 、油 坊 、磨坊 

同 

雜貨 

同 

同 

雜貨 、粮棧 
雜貨 

同 

雜貨 、粮棧 
雜貨 

雜貨、 油坊 、磨 坊 
雜貨 


資本金 
八 萬 吊 
四 萬 吊 
六 萬 吊 
十五 萬 吊 
十五 萬 吊 
五 萬 吊 
五 萬 吊 
四 萬 吊 
五 萬 吊 
五 萬 吊 
四 萬 吊 
+ 萬 吊 
一一 萬 吊 
四 萬 吊 
三 萬 吊 


組織 

一家 

同 

合資 

一家 

同 

合資 

同 

同 

一家 

同 

同 

合資 


資本 主 原籍 


山 

山 


西 

西 


本 地 山 西 


本 

同 

山 

同 

同 

山 

同 

同 


地 


東 


東 


山 

阿 

山 


什 


河 

£ 

二 七 


卜 商業 機關 

商務 分會 アリ 目下 會員九 家 アリ 復興 執事 人 程 某 總理- 一廣 德當執 事 人 李 某 協理二 當ル 會ノ 業務 ハ 末 
夕 何等 ノ見， ヘキ モノ ナク帖 子 ノ發行 卜每月 巡警費 (約 三千 吊 文) 及 學堂費 (約 千 四百 吊 文) トヲ各 商家 
ヨリ 代收ス ，一一 過 キス 會員ハ 左 ノ如シ 

復興 永 廣德當 集盛當 永盛當 永春當 德發魁 恒泰祥 信成號 永聚恒 

チ 金融 

(一) 金融 機關 金融 機關 トシ ー グハ 四 家 ノ當舖 アグ ーー 過 キス 其 外 帖子ヲ 發行ス グ ニ十 餘ノ 商家 アリ テ 
金融 ヲ 補助 セリ 

(ィ) 當舖 凡 テ 雜 貨店ヲ 兼營シ 專業 スル モノ ナシ 商家 ノ第 一位 一一 居 ル 月利 三分 一ー シテ ニ十 四 ヶ月 ヲ 
以夕滿 期 トス ー家 ー ヶ年ノ 質 受總高 五 萬 吊 乃至 八 萬 吊ナリ 

(口) 帖子發 行商 家 帖 子ノ發 行； 光緖 二十 六 年 露 兵 撤兵 後 新 ター ー 多 數ノ駐 防 兵 ヲ設ク ，一一 及 ヒ其兵 
餉 ヲ要シ 而カモ 現 銀 現錢ノ 缺乏甚 シキ ーー 因 リ此地 ノ殷實 ナル 商舖 連署 シテ 副都統 衙門 一一 案 ヲ具シ 
帖子ヲ 發行シ テ 市面ヲ 維持 セン コト ヲ謀卩 相互 連 環 保 結 シ若シ ー家 一一 變ア， モ 全家 之 一一 代 ハ リ テ 
補償 ス， ノ條 件ノ下 一一 允許 セラ レ タルー ー 創 マ， 其 後光 緖二 十九 年 冬 商務 分 會ヲ添 加シ 市場 金融 ノ 
調和 頗， 佳良 ナリシ モ帖子 ノ發行 額 ハ 谷 家 其 資本金 額 ノー  半ヲ 限度 トセ ルー ー拘ハ ラス 近年 一一 至リ 
頻 リー ー濫發 セラ レ 商家 發行總 額 百 萬 吊ヲ下 ラス 商務 會帖又 二十 萬 吊-一達 ス〆 ノ有樣 ナル ヲ以テ 官 
憲ハ 將來 危機 ヲ生 セン コト ヲ慮リ 向後 五ケ 年間 一一 全部 ノ回收 ヲ終ハ ラ シム， 筈  一一 7- 一切 帖子 ノ發 
行 ヲ禁 スグト 同時 一一 專ラ回 收ヲ謀 リシ カ ハ 調査 當時一 一 在リテ 布 帖 (商家 發行ノ モノ) ハ 六十 七 萬 吊 商 


務會帖 ハ 六 萬 吊ヲ殘 スー ー過 キサ リシ モ之一 一代 ハ， ヘキ 吉林卜 魁 ノ兩官 帖及現 銀 ノ缺 乏甚シ ク市帖 
ノ兗換 標準 紙幣 ハ 吉林帖 ナダ ーー 拘ハ ラス 實際二 在 r 、 ノ尙八 吊 文 ノ打步 ヲ要ス ，有 樣一 一ー グ金融 甚夕 
調和 ヲ欠 ケリ 

(二)  通貨 流通 貨幣 ノ最モ 多キハ 市帖ー ーシテ 十 中 ノ八分 ヲ占メ ト 魁帖之 一一 次ク吉 林帖ハ 其 流通 額 卜 
魁帖ノ ニ分 ノー ー ー充 タス 元 寶銀及 砂金 ハ 之 ヲ見ル コト 殆卜稀 一一 小 銀貨 及 露 貨ノ如 キモ其 流通 甚夕 
僅少 一ー シ テ較ヤ 多額 二見 受ケ ラ，， モノ ヲ 銅貨 トス炖 地 ハ 賓州 地方 一一 反シ 未夕 毛錢 (穴 アキ 錢ー ーシ 
テ 制錢ョ リ小ナ ，モノ) ヲ零碎 ナル 賣買及 端錢一 一 使用 セ， モ多ク ハ 路上 ノ小 商人 一一 限 ラレ 其 額 多 力 

ラス 

市帖ニ ハ 十 吊 文、 五 吊 文、 三 吊 文、 二 吊 文、 一 吊 文、 七 百 五十 文、 五 百文ノ 七 種 商務 會發 行ノ モノー ー  ハ 十 吊 文 
五 吊 文、 三 吊 文、 一 吊 文/四 種 アリ- グ俱一 一善 ク 信用 流通 セラ レ 三 姓 市場 竝一 一周 圍數 十淸 里間ノ 村落 ョ 
リ江北 三 站及湯 原縣 地方-一 及ヒ 其範圍 狹小ナ ラス 

(三)  両替 及爲替 調査 當 ♦時 一一 於ケ〆 各種 貨幣 ノ 両替 相場 ヲ聞 クー ー 左 ノ如シ 


元寶銀 
砂  金 

同 

小 銀貨 
露  貨 
卜 魁帖 


一両 

東溝產  一錢 (十分 ノ ー両) 
北溝產 同 
一元 
一留 

百 弔  吉琳官 帖 


五 吊 七 八 百 文 
十六 吊 五 百 文 
十八 吊 

_ 三 吊 二百 文 
四 吊 九 百 文 
九十 吊 


二 九 


木 豆 豆麥谷 綠大元 


百 


•  _ 


_■■■ 裊 


ニニ 〇 

(備考) 両替 相場' ン 諸物價 相場 卜同 シク 吉林 官帖ヲ 基準 トシ 市 帖亦吉 林官帖 卜同價 格 ナル モ實際 
ノ 両替 一一 當リク ハ 官帖百 吊 1 1 付 八 吊 文 內外ノ 打 步ア， ヲ常 トス 
爲替 ハ多ク ハ 露貨二 兌換 シ若ク ハ 吉林官 帖卜魁 官帖ノ 儘 晗爾賓 若 ク、 ノ阿什 河. 二 隨帶シ テ 該地 ヨリ 
爲替ヲ 取組 ムヲ常 トス 


度量衡 


尺 

尺 

斗 

斤 


裁 尺 
木 尺 


我 曲尺 
同 
我 
同 


ヌ物價 


豆 

麥 

豆 

子 

粉 

油 

粕 

材 


石 


同 

同 

同 


斤 


IPI 


二十 六 七 吊 
三十 一二 吊 
百  吊 
十六 七 吊 
百 五十 文 
二百 八十 文 


同 (二十 斤 モノ) 九 百 文 

十二 .? 


一尺 二寸 
一尺 八 分 
二 斗 二 升 二 合 
九十 斤 宇 


小 

小 

高 

小 

燒 

蘇 

薪 


麥 

豆 

粱 

米 

酎 

油 


石 


同 

同 

同 


斤 


同 


四十 五六 吊 
四十  吊 
二十 四 五 吊 
三十 五六 吊 
四百 六十 文 
二百 八十 文 


車 一 吊 五 百 文 乃至 


吊 


(備考) 薪 一車 ハ 十二 本 一ー シテ 荷馬車 一輛 一一 五六 車 乃至 十車ヲ 積載ス ，コト ヲ得 木材 ハ# 木 ニ シ 
テ 徑 二尺ノ 九 木 一ー テ 長 七 尺五寸 モノ トス 

新甸巴 彥州間 (八十 五淸 里) 沿 途槪況 

新 甸ヨリ ft 板 河 一一 至〆 五 淸里間 ハー 帶一 一能 ク開 カレ タ， 耕地 ナ〆 モマー シヨ ーッ河 (新 甸ヨ リ八淸 
里) 附近 ハ 窪地 多ク 砂土 地 又 ハ 沼 澤地少 カラス 于家店 (十 淸 里) ヲ過キ 頭 道 溝 (十五 淸里 戶數四 五 £ 道 溝 
(二十 淸里 戶數四 五) アリ 共 一一 幅 十 數間ノ 地 隙 一ー シテ 冬季 ハ 車 ヲ遺リ 得 ル モ 夏季 ハ 不可能 ナリ除 家 店 
(三十 淸里 戶數約 十油坊 一家 アリ) 迄 ハ槪シ テ 平 诅ナル 耕地 多ク之 ヨリ 高地 トナ リ直チ ニ 三 道 溝 一一 接 
ス戶數 三 四 アリ 陳家窩 棚 (三十 五淸 里戶數 十) 片炮吳 家 メッ溝 小圑山 (四十 六淸里 戶數七 八)ヲ 
過キ 五十 淸里 一ー シテ西 猿 兒石一 一達ス 新 甸西猿 兒石間 ハ 槪シテ 平地 一ー シク 丘陵 地 トモ 見， ヘキ ハ 于 
家 店 三 道 溝 間 トス 道路 ノ 北方、 ノ 原卜崧 花 江 流域-ー シテ 地形 低 窪 荒蕪地 頗， 多キモ 南方 ハ 全部 能ク 
耕作 セラン 小麥 大豆 等ノ 植付 少カ ラサ， ヲ見〆 

海里 渾河ノ 細流 ハ 小圑山 ノ西邊 ヲ流シ 西 猿 兒石二 至 リク 松 花 江 一一 注 ク小圓 山 附近 ハ 海里 渾河ノ 泡 
子 (入江 各 沼地) 少 カラス 夏季 屢汜 水シ 來往 容易 ナラ スト 云 フ猿兒 石 ハ 東 一一 在， モノ ヲ東 猿兒石 薪甸 
ヨリ ニ十 淸 里) 西 一一 在， モノ ヲ西 獠兒石 (新 甸 ヨリ 五十 淸里) 其 中間 一一 在， モノ ヲ腰 猿兒石 (新 甸ヨリ 三 
十淸 里) 卜稱シ 共 一一 戶數 十一 一充 タテ. ル 部落 一ー シ 穀類ノ 輸出 碼頭 トシ ーグ知 ラ，, モノ ハ 所謂 西 猿兒石 
ナリ僮 一一 二三 ノ 漁家 トー ノ 義發棧 倉庫 (義 發棧ハ 小 11 山 第ー ノ S 棧ナ リ) アグ ニ 過 キサ， モ 輸出 ノ小 
麥 比較的 少カ ラス 汽船 ノ來 泊ス， モノ 多シ 新甸 方面 ヨリ 巴 彥州一 一到， モノ ハ 東猿兒 石ヨソ 渡江シ 
テ 石頭 河 子 一一 出ツ ，ヲ 順路 トスン トモ ニ 支水ノ 合流 點ーー 當リ江 幅 澗大渡 江 不便 一一 其 費 亦少カ ラサ 


ル 爲 メ道ヲ 西猿兒 石-一 取ヲ 漁船 ヲ傲 フタ 大蓮花 沿 一一 出 ツ\ モノ 少カ ラス 

西猿兒 石 ヨリ 江 ヲ下， コト 約 十 淸里一 ー シク 江 北大 蓮 花 沿 (戶數 十) 一一 達ス更 一一 十淸 里-ー シテ 南下 尚 T 
リ 東西 一一 橫ハレ ル 丘陵 ノ南麓 一一 在 リ戶數 約 百 五十 ヲ有ス ，大 村落 一ー シー グ油坊 一家 アリ 巡警 分所ア 
リク 巡警 三十 名 駐屯 セリ 丘ヲ橫 キリ 夏 家窩棚 (大蓮 花 沿 ヨリ ニ十 淸 里戶數 二十) 大房身 (三十 淸 里戶數 
二十) ヲ過 キ更二 五 淸里ニ シク 巴 彥州ノ 東南 門 一一 達ス江 岸 大蓮花 沿 ヨリ 巴彥州 一一 至， 三十 五 淸里間 
、ノー  帶ノ沃 野 一ー シ テ 善ク 開墾 セラ レ 僅 一 一大 蓮 花 沿 附近 一一 若干 ノ甸子 (荒蕪地) ヲ見， ノミ 道路 平坦 一一 
シテ車 行 容易 ナジ 

第五* li 早  巴彥州  明治 四十 二 年 十一月 上旬 調 
ィ 沿革 及 古蹟 

巴 彥州ハ 同 治 元年 ノ 開拓 二 係リ土 名巴彥 蘇々 光緖 元年 呼 蘭 理事 廳衙 門ヲ設 ヶ光緖 三十 一年 程將軍 
ノ 奏准ヲ 經改メ テ 州 治 卜爲シ 巴彥州 ヲ設ヶ ラル 

州內 古蹟 トシ- ブ傳 ヘラ， ル モノ 三 アリー ハ 少陵 山中 ノ少陵 洞-ー シ-グ 洞門 今 仍ホ石 扉ヲ用 ヒテ 嚴封 
セラ， 門 上 一ー ー龜裂 アリ 長サ 六寸許 リ傳へ 云フ昔 牧牛 者 アリ 棒ヲ用 ヒテ 之ヲ開 ク內ヨ リニ 條ノ大 
虫 出 ツ即チ 棒 ヲ捨ク ク驚キ 走 ル 以後 何人モ 未夕之 ヲ開ク モノ ナシト 叉少陵 山巔一 一石 棋盤一 坐 アリ 
光 緖二年 以前 ハ 其 上 一一 棋子 十六 枚 アリ 內殘蝕 スル モノ 過半 之ヲ推 セ、 ノ則チ 行 キ之ヲ 啓ヶハ 則 チ 動 
カス 今 棋盤ハ 存スレ トモ 棋子ハ ー枚 ノ殘 存ス， モノ ナシト 叉 州城ノ 東北 方 老石廠 一 一大 石 三 塊 アリ 
堆賡 シク® 形 ヲ爲 スー 人 之ヲ推 セ/則 チ動キ ニ人 之ヲ推 セ、 ノ則チ 動 カス 今 1 一  至リ 尙存ス 名ケテ 神 


仙槩 卜日フ 

口  位置 

巴彥 W ハ哈爾 賓ヲ距 ，二百 淸里東 六十 淸里ー ーシ -グ 木 蘭縣一 一達 シ西百 四十 淸里 一ー シ-グ 呼 蘭 二 通 ス北 
方遠ク 北山々 脈 ヲ望ミ 四周 廣澗 ナル 沃野 ノ中ー ーア リク 呼 蘭 三 姓 間 ノ國道 上 一一 位置シ 近 ク適達 嘴 子 
(二十 五淸 里) 及 石頭 河 子 (三十 五淸 里) ノニ碼 頭ヲ控 へ 交通 上 樞要ノ 地位 ヲ占ム 

ハ  境域 及 面積 

東 黃泥河 一一 至， 二十 五 淸里ニ シク 木 蘭縣一 一 西 漂 河 一一 至， 四十 二淸里 西北 浞河一 一至 ル 百 淸里ニ シテ 
呼 蘭府一 一 南 松 花 江-一至 K 三十 淸里 一ー シ-グ 吉林省 賓州廳 一一 北浞河 一一 至 ル 百 四十 淸里ー ーシテ 綏化府 一一 
東北大 ? I 子 一一 至 ル 百 三十 淸里 一ー シブ 餘 慶縣- 一 接界ス 
管 內ノ總 面積 ハ 未夕 精査 ヲ經 サ， モ其 耕地 面積 ヲ聞 クー ー左ノ 如シ 
二十 六 萬 五千晌 七献  (光緖 二十 四 年 巡警總 局 調) 

內 

已 墾 地  二十 六 萬 三十 一晌七 献 
未墾地  四千 九 百 六十 九晌 

外 二 站丁地 千 二百 nr31 アリ  、、 

一一  戶  口 

最近 巡 警總局 ノ調查 一一 係， 縣诚及 管內戶 口數左 ノ如シ 
州 城 

ニニ 三 


戶 


數 


千 二百 四十 二 
內 


人 


n 


ニニ 四 

六 千 七 百 三十 四 


太 

中 

元 

方 

草 


平 街 
興 街 
寶街 
正 街 
市街 


四 

四 

四 

七戶 

〇 

九 

$ 

八戶 

復 

德 

生 

化 

街 

街 

ハ 

九 

ハ 

〇人 

_  • 

六 五 
九 八 
六 八 


管內 (州 城ヲ 含ム) 

戶  數三萬 二 千 六 百 十 


內 


旗 

蒙 

漢 

回 

民 


籍 

古 

軍 

回 

籍 


戶 

九 七 


四 七 
一 五 九 
二〇 
三 二、 二八 八 


A 


七 六 五 
一八 三 
三 四 七 


吉慶街 

萬發街 


三 八 
五三 


、八 七 六 
八 八 
二八 一 


人口 二十 三 萬 六 千 八十 二 


男 十二 萬 二 千 七 百 二十 四 
女 十 一 萬 三千 三百 五十八 


人 


一、 二 六〇 
一三 六 
一、 七 八 一 
三 一七 
二三 二、 五八 八 


男 


七 四 七 
七三 
九 八 六 
一七 三 
〇 、七 四 五 


女 


五一 三 
六 三 
七 九 五 
一四 四 
一、 八 四 三 


ホ  管 內鄕鎭 

管內 村落 七 百 十五 屯 アリ 其內重 ナル 鄕 鎭ヲ擧 クレハ 左ノ 如シ 
市  鎭  一名 興隆 鎭城 ヲ距，  百 十淸里 


商家 


六十 四家ァ 


牛 


馬 


中古 太 五 長 天 西 


集 廠 
增 泉 
林 子 
家 營 
平 川 
山 子 
興 鎭 


城 

同 

同 

同 

同 

同 

同 


距， 


三十 五淸里 
三十 五淸里 
十二 淸里 
十二 淸里 
百 四十 淸里 
百 四十 淸里 
十五 淸里 


商家 

商家 

商家 

商家 

商家 


商家 


管內 家畜 數 (巴 彥州衙 門 最近 調査) 


四 萬 九 百 八十 三 頭 
內 


牝 

牡 

駒 


牝 

牡 

犢 


一 萬 九 千 七 百 七十 
一 萬 八 千 五 百 二十 八 
二 千 六 百 八十 五 
萬 七 百 九十 四 匹 
內 

四千 百 七十 六 
五 千 三百 三十 八 
千 二百 八十 


一頭 百 八十 吊 乃至 百 九十 吊 
同  百 六十 吊 乃至 百 七十 吊 
同  五十 吊 乃至 六十 吊 


同 

同 


匹  二百 吊內外 
百 四十 吊內外 


七十 五家 ァ 
三十 九家ァ 
十五 家ァ 
二家ア 
二家ア 


五家 ァ 


六十 吊 乃至 九十 吊 


ニニ 五 


豚 


羊 


ニニ 六 

千 百 九十 九隻  • 

內 

牝  四百 九十 四 
牡  四百 七十 七 
煞  二百 二十 八 
八 萬 隻 

卜、 一般 狀況 

巴彥州 S 、 ノ州 城內ー ー在リ 現在 ノ城 基 -- >■* 同 治 初年 ノ 築造 一一 係 リ周圍 二十 淸里 卜稱 セラ ル 城廓 ハ 已 一一 
廢頹シ 七 所ノ 城門 又 僅 一一 其 形ヲ存 スル* 一過 キス 戶數千 二百 人口 六 千 七 ^ ヲ有ス 

市街 ハ 城ノ 中央 一一 在リ テ 東西 一一 通スレ ノ ニ段ノ 十字街 ヲ商區 トシ 就中 東西 一一 通 スル 太平 街ヲ最 モ繁 
盛ノ區 卜爲ス 城 基 宏大 一ー シク 街ノ 周圍、 ノ 空地 少 カラス 住家 若クハ 田園 地ナリ 商店 ノ重ナ ，モノ、 ノ 
官銀分號及廣信分公司ノ外燒鍋四家ァリ又穀類ノ取引ーー從事スル粮房及錢舖四十餘家ーー上ル穀 ® 
ノ 取引 ハ 多ク、 ノ 先物 賣買ー ーシ テ 秋期 ヨリ 春 期 一二 旦リ 取引 セラ ル， モノ 甚夕盛 ナリ然 レ トモ 是レ定 
期 ノ賣買 (空 賣買卜 異ナリ 現 銀 ノ受授 ハ 手形 卜共ー ー嚴行 セリ) 一ー シク 現物 ノ賣買 比較的 少ナヶ レ ハ 其 
取引 ノ 頻繁 ナル 丈ケ 多額 ノ 集散 ナキモ 尙每年 此地二 來集 スル 穀類 ハ 小麥 十二 三 萬 石 大豆 七 八 萬 石 
一一 上リ 此地ノ 問屋 二 依 ラス シ ，ブ 直接 適 達 嘴 子 石頭 河 子 ノニ碼 頭 一一 吐出 セラ ルル モノ ヲ 計上 スルト 
キハ 優、.- 一大 豆 及 小麥ノ ミー ーシ r 尙 三十 萬 石 以上 一一 達 スル モノ  ノ如シ 蓋シ 巴彥 # ハ 建 置矛夕 五十 年 
-1 足 ラサ. ル 市鎭 ナル モ廣ク 東北 西 三面 ノ沃 野ヲ 控ュ ー面 松 花 江 一ー ニ碼頭 ヲ有シ 交通 上 至便 ノ 地位 


一隻  二十 吊內外 
同  同  上 
同  八 九 吊 
一隻 十二 三 吊內外 


一一 在リ テ 江 北 有數 S 大 市場 タル ヲ失/ サル ナブ 

本邦 人ノ 滯留ス >/ モノ ナク外 國人ノ 事業 トシ テ 見 ル ヘキ モノ ヲ 天主 敎 ノ布敎 トス 街ノ 西南 端  一一 M 
，宏大 ナ， 天主 堂ヲ 建築シ 佛國人 牧師 熱心 一一 敎務ノ 振興 ヲ謀 リッッ アリ 7- 信者 少カ ラス 耶蘇 福音 
堂 亦可ナ リノ 會堂ヲ 有 スル モ 家屋 ノ体 裁遠ク 天主 會堂一 一 及 ハス 淸國人 牧師 專ラ 布敎二 從事ス レ ト 
モ 求道者 ハ 天主 敎 信者 ノー  半 一一 達 セスト 云フ 

チ  官衙 及學堂 

一般 行政 ハ 知 州 之 ヲ掌リ 地方 ノ 保安 ハ 巡 警局ア リク 巡 防 兵 卜共一 一 專ラ之 二 當レリ 巡 警總局 ハ 管內 
ヲ凡テ 十 一 區域一 一分 チ. 市內ー ニ ー分 局 四鄕一 一九 分局 ヲ置キ 市內一 一 約 百 五十 名 四鄕一 一四 百 五十 餘名ノ 
巡警ヲ 配布ス 而シテ 巡 防 兵 ハ 市內一 一巡 防 右 路馬隊 第一 營左 右雨皓 官兵 八十 四 名 駐紮シ 巡 防 右路馬 
隊 第一 營中啃 官兵 四十 二 名 ハ 江 沿 適 達 嘴 子 二 巡 防 左 路馬隊 官兵百 名 ハ 興隆 鎭  >一 駐防 セリ 
州ノ 新政 トシ テ. ハ 僅 一一 昨年 創辦 セ， 習 藝所ノ 稍 見， ヘキ モノ ア， ノ ミー ーシテ 現今 裁縫 木 エノ ニ分 
科 アリ 囚人 六十 餘名ヲ 收容セ リ 

學堂ハ 市內- 一 * 等 小學堂 一、 幼女 學堂一 、四鄕 二 初等 外學堂 十八 處 アリ 

リ  商店 

商店 ノ重ナ ，モノ ヲ當舖 及燒鍋 トシ 就中 永 發興最 モ大ナ リ當舖 二 家 燒鍋四 家油坊 二十 餘家 雑貨店 
十餘家 アレ トモ 皆 兼業 一一 係， 今 其 重ナ， 商號 (凡ク 商務 會 員) ヲ擧 クレハ 左 ノ如シ  ， 

商  號營業 別  組織  資本 主 原籍 
永 發 興  當舖 、雜貨 、油 坊 、磨 坊  合資  山 西 本 地 

ニニ 七 


ニニ 八 

永 源 隆  雜貨 、油坊 、磨坊  同  山  西 
萬 順慶  燒 鍋、 雜貨 、油坊 、磨 燒  同  本 地關裡 
晋升泰  同  一家  本  地 
裕發源  雑貨、 油坊、 磨 坊  二 家  本  地 
聚發公  同  一家  本  地 
同 和隆同  同  關裡 
和 成 公  燒鍋、 雑貨、 油坊、 磨 坊  同  山  西 
雙發成  同  二 家  本 地關裡 
同盛廣  當舖、 雑貨、 油坊、 磨 坊  一家  吉  林 
源 豐  0  雑貨‘ 磨坊  同  奉  天 
義和隆  雜貨  同  本  地 

ヌ  商業 機關 

本年 改設 セ， 商務 分會 アリ 目下 會員 十二 家 アリ 董士 三名ヲ 常置シ 萬順慶 執事 張 某總理 一一 永 發興執 
事武某 晋升泰 執事 王 某 協理ー ー當レ リ 商會ノ 業務 ハ 多ク巡 警費ノ 代 收竝二 商家 紛爭ノ 仲裁 等 一ー シク 
又 市場 一一 使用 ス， 桝ノ 檢查一 一 從事シ 其 手數料 トシ- K  j 個 二 付 一 吊文ヲ 徵收シ 商 會經常 費/一部 ヲ 
補 ヘリ 檢查用 ノ糧種 ハ. 糜子米 (粟 ノー  種) ヲ以テ 標準 トス 

ル 金融 

(  3 金融 機關 & 銀 分 號廣信 公司 及當舖 アリ 又錢舖 二十 餘家 アレ トモ 雜觳 ノ賣買 若クハ 両替 一一 從事 


スル s ミ-ー シテ 金融 機 M タルー ー足 ラス 

(ィ 管 銀 分號 昨年 秋 開辦セ ラレ タル モノ-ー シテ專 ラ 紙幣 ノ發 行ヲ& 的 トシ 其方 法 トシ テ 貸付 及當 

舖ノ 業務 ヲ取扱 ヘリ 貸付 ハ 利息 一分 一ー シ 7- 最長 期限 ヲ六 ヶ月 トシ 確實 ナル 保證 A ア， 者 一一 限リ ，ア 

貸付 ヶ其貸 出 高已二 二三 十 萬 吊-一 上リ 紙幣 ノ發行 高 約 七 八十 萬 吊 一一 上 ル モノ  ノ如シ 

(口) 廣信公 司光緖 三十 一年 齊々 哈爾總 公司 ノ 創立 卜 同時 一一 開辦 セラ レ タ， モノー ーシ テ 專 ラ ® 付 一一 

從事セ シモ 昨年 五月以 來 貸付 ヲ 中止シ 現今 爲替 業務 竝ー ー雜穀 ノ賣買 一一 從事 セリ 但シ 爲替 取組 高 極 

メタ 僅少 一ー シク 雑穀 ノ賣買 亦 多 カラス 目下 甚夕 閑散 ノ狀態 一一 在リ 從來ノ 帖子發 行 高、 ノ約 二百 萬 吊 
一一 達 セリト 云フ 

(ハ) 當舖 一 B 銀 分 號力質 業ヲ 取扱 フノ外 當舖二 家 アリ テ 金融 ヲ 補助 セリ 商家 當舖ノ 質 利 - >' 月 三 子 二 
シク 官銀當 舖ノ質 利 二分 一一 比シ 高率 ナレハ 自然 質 入 者 ハ 官銀 當舖一 一 走 ル ノ有樣 ナル モ尙 農家 從來 
ノ 慣習 卜宫銀 當舖ノ 取扱 力官 臭ヲ帶 フル モノ アル ーー 反シ 商家 一一 於ヶ， 出入 却  一 7* 便利 ナル 爲 メ今尙 
命脈 ヲ保チ 居 レリ 質 入 年額 - >•* 各 家 五六 万 吊， 一 上 レ トモ 官銀 當舖ハ 本年 五月 開 辦ヨリ 十月 一一 至， 六 
ヶ月 ノ質受 入 高 五 萬 七 千 吊 二 達シ 漸次 商家 當舖ヲ 蠶食シ ッツ アリ 質受 期限、 ノ官 銀當舖 二十 四 ヶ月 
商家 當舖 二十 八 ヶ月 トス 

(二) 通貨 流通 貨幣 中 最モ多 キハ帖 子 ニ シ テ 十中ノ 九分 (廣信 公司 帖六 分官 銀號帖 三分) ヲ 6 メ元寶 銀 
其他ノ 硬貨 甚夕 僅少 ナリ元 寶銀ハ 吉林及 哈爾 賓露淸 銀行 ノ鑄造 一一 係， モノ 稀 一一 市場 一一 流通 ス少コ 
トアル ノミニ シテ小 銀貨 亦 其額少 ナク較 ヤ多キ モノ ヲ 銅貨 トス 

昨年 迄 十 餘家ノ 商家 ヨリ 帖子ヲ 發行シ 市場 ノ 金融 ヲ 補助 シ居 タリ シモ 官憲 ノ命- 一依 リ 本年 五月 節 

ニニ 九 


二三 〇 

ヲ期シ テ. 全部 ノ回收 ヲ了ハ リ目 下ーノ 商家 帖子 ヲ見ス 

(三) 爲替及 両替 爲替ハ 商家 自ラ哈 爾賓二 携帶ジ テ該地 ヨリ 各地へ 取組 ム者 多ク又 他 地方 ヨリ 雜穀 
賈 入ノ爲 メー ー來市 スル モノ モ自ラ 携帶シ 來 ，ヲ常 トシ 滙莊二 依リテ 爲替ヲ 取組 ムモ ノ極メ テ少ナ 
シ 現今滙 莊ノ 業務 二 從フモ ノ廣信 分 公司 及 同 升 廣ノニ 家 アリ 調査 當時廣 信 分 公司-一就 キテ 聞キ得 
夕 \ 爲替 相場 左 ノ如シ 

哈爾賓 向  千両 二 付  手數料  三 十両 
營  口  向  同  過爐銀  千 五 十両 
奉.  天 向  同  手數料  六 十両 
爲替手 數料ハ 爲替 金額 ノ 多少 一ー ヨソ 幾分 ノ相異 アリ 又當 地向ノ モノ ハ 右 相場 一一 比シ 若干 步安 ナリ 
相場、 ノ凡 テ両ヲ 本位 トス レ ト テ 實際一 一 於 ケル 受入 貨幣、 ノ多ク ハ 官帖 露貨小 銀貨 等 一ー シ テ 皆 當日ノ 
相場 一一 據リ 換算シ テ 取組 メトモ 當地一 一 於 ケル 拂渡 貨幣 ハー 切 同 公司 發行ノ 帖子ヲ 使用 セリ 
両替、 ノ多ク ハ錢舖 一一 依リ 取扱、 ノル レ トモ 大ロ  ノ兌 換、 ノ 四十 餘家ノ 雜穀及 両替 ノ 仲買  一 i 從事 スル 經 
記 ヲ介シ 商家 相互 二 取引 ヲ爲 スヲ常 トス 經記ハ 日々 各 商店 一一 至リ賣 買兩主 ノ間ヲ 奔走シ テ 其 兌換 
ノ步合 ヲ定メ 契約 スル モノー ーシテ 銀 市： 貨幣 相場) 建タサ ル 當地二 在 リテハ 両替 ノ相 場ハ哈 爾賓 相場 
ヲ 標準 トシ 當日賣 買ノ 多少 ニ ヨリ テ 其 相場 ヲ定 メラ ルル モノ トス 

經記 ノ賣買 手数料 ハ 元寶銀 (五十 三 両五錢 内外) 一個 一一 付 五 百 文 (約 我 十錢) ヲ公定 手數料 トシ 其 他ノ貨 
幣、 ノ右ー ー準シ テ 凡 テ 買主 ヨリ 之ヲ仕 拂ヲ常 トス 手數 料、 ノ 前述 ノ如ク ー定 セラ レア レ トモ 多額 ノ両 
替ヲ依 託 スル 場合 一一、 ノ豫メ 其 手 數料ノ 步合ヲ 商量シ 經記叉 同業者 ノ競爭 一一 驅ラレ テ 公定歩合 ヨ” 


削或ス ，コト 珍シ .カラス 經記ハ 凡 テ 身元 確 實ナ〆 モノ ナトレ モ 多額 ノ 穀類 及 貨幣 ノ賣買 一ー ハ 時 
商家 ヲシテ 之 レ ヲ保證 セ シムル コト アリ 今 調査 當時及 本年 中二 於ケ， 最高 低 相場 ヲ擧 クレハ 左 


如シ 

m 

元 

小 

銅 


寶 

銀 


類 

—^s 7 

§ 

貨 

貨 


露國 紙幣 
同  銀貨 
同  銅貨 
官銀號 銀 元 票 
吉 林官帖 


單位  調査 當時 相場 
一両  六 吊 二百 六十 文 
一元  三 吊 八 百 五十 丈 
同  三 吊 二百 文 
一留  五 吊 二百 文 
同  五 吊 百 文 
同  四 吊 八 百 文 
一元  三 吊 七 百 文 
百 吊 卜 魁帖百 十六 吊 


本年 中 一一 於 


最  高 

六 吊 四百 文 

四 吊 

三 吊 六 百 文 
五 吊 五 百 文 
五 吊 四百 文 
四 吊 八 百 文 

三 吊 八 百 文 
同上 百 十六 吊 


ル 相場 
最  低 

五 吊 八 百 文 


三 吊 四百 文 
三 吊 二百 文 
.  四 吊 六 百 文 
四 吊 五 百 文 
四 吊 四百 文 
三 吊 二百 文 
同上 百 十二 吊 


(莆 考) 相昜ハ 凡夕卜 魁帖即 チ廣信 公司 帖ヲ 標準 トス 官銀號 銀 元 票 ハ 其 信用 未夕 卜魁帖 一一 及 ハ 
且ッ常 一一 小 銀貨 ヨリ 劣等 ノ價値 ニ アリ 


才物價 


小 

包 

高 


麥 

米 

梁 米 


同 

■  ■  身 

石 

十 

一  • 

+ 

_  -  • 

吊 

—竄赢 

咼 

黃 

粱 

豆 

同 

石 

十 

_  ▲ 

■1  蠡 

■  11^ 

十 

司 


十八 吊 


大 


麥 


1PJ 


吊 

十五 吊 


一三 一 


ス 


左大 


百 


牛 鷄白薪 谷 木 燒豆米 谷 


子 


子 

米 

油 

酎 

炭 

草 


菜 


肉 


同 
一斗 
百 斤 
同 
同 

百 把 
(小 板子) 百 個 
百 斤 
一羽 
一斤 


十 吊 
三 吊 
三十 吊 
三十 六 吊 
三 吊 五 百 文 
七 吊 
八 九 吊 
二 吊 
六 七 百 文 
五 百 文 
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度量衡 


尺 

尺 

斗 

斤 


裁 尺 
木 尺 


我 曲尺 
同 
我 
同 


小 

蔴 

豆 

蘇 

秣 

薪 

麥 

燊 

豚 

羊 


一尺 二寸 
一尺 八 分 
一斗 六 升 五合 
九十 斤 半 


匕 乂 

子 

柏 

由 

比 臼 


二三 二 
斗 
石 


百 斤 
百 把 


粉 

肉 

肉 


(大 板子) 百 個 
一斤 


百 個 
一斤 
同 


力  勞 銀 


H 

官 


日 


司 


吊 五 百 文 
吊 七 百 文 


二 吊 百 文 
十三 四 吊 
一 吊 百 文 
四十 吊 
三 吊 
十六 七 吊 
百 五十 文 

三 吊 五 百 文 
乃至 五 吊 

四百 文 
一 吊 


石  エ受負 一ー シテ麵 雲 粉 挽 臼) 一個 二 吊 五 百 文 (石材 ヲ含 マス) 

油 房 使用人  ーヶ月 包染 二十 五 吊 打捧 二十 吊 看碟子 十五 吊 
磨坊 使用人 同  看碾子 十八 吊 

B3 ッ  f  同  料理店 二十 二 吊 乃至 四十 五 吊 普通人 十 吊內外 
雜  役  一日  八 九 百 文 
(備 S 食事、 ノ凡テ 雇主 持 トス 

巴 彥州呼 蘭 間 (百 四十 淸里) 沿 途槪況 

巴 彥州ノ 西 門 ヲ出テ 三 家 子 (三 淸里 戶數四 五) 吳家 大エ ントゥ (十 淸 里戶數 二三) ヲ過キ 依馬 山 (二十 淸 里) 
■アリ 土俗 野馬 山 卜稱ス 平野 中 一一 橫、 ノレル ー 小山 一ー シブ 岩石 ノ 露出 セ， 頂 部 ヲ除キ 他 ハ 盡ク 耕作 セ 
ラレ 居 レリ 少陵河 其 東 麓ヲ南 一一 流 ル 河 幅 約 四 間 架橋 セリ 清澄 掏ス， 二足 ル 依馬 山 ヨリ 十淸虽 一ー シ 
テチ ユ 1 S パン：ツ岗(三十淸里戶數四五)アリ更二五淸里ーーシテ西集廠(三十五淸里)ーー達ス此間一帶ノ平 
野 一ー シテ 地味 良好 能ク 耕作 セラ レ 偶々 若干/砂 土地 ヲ見ル モ此等 ノ地一 ー ハ 皆 柳條ヲ 植付 ヶタ リ道 
路平 滑車 行 容易 ナリ 

西集廠 

巴彥州 ヲ距, 三十 五 淸里呼 蘭巴彥 州間ノ 街道 上 一一 於ヶ， 第ー ノ邑鎭 ーーシ テ 戶數約 五 百 アリ 街ノ長 
約 三 町 許 宏大 ナ， 商家 十餘 ヲ數フ 巡警 分局 ノ調查 二 據レ、 ノ 普通 商家 七十 五家 アリ 其 重 ナル モノ ヲ 
四 家 ノ燒鍋 (天德 長、 永 源 順 外 二 家) トス 凡 テ 當舖 、油 坊 、磨 坊 、糢 棧ヲ 兼營シ 其 取引 少 カラス 
西 集廠、 ノ南 三十 五 淸里 一ー シテ大 楡樹碼 頭 ヲ控ユ 貨物 ノ 集散 上 至便 ナル 位置 ヲ占 ノ該碼 頭 ヨリ 哈爾 

二三 三 


二三 四 

賓一一 穀類 ノ 輸出 セラ ルル モノ 少 カラス 冬期 ハ 車運シ テ 晗爾賓 二 出 ツル モノ アレ トモ江 運 一一 比スレ 
ハ 尙 少額 ナリ 

穀類 ノ 取引、 ノ燒 鍋ノ外 油坊ニ テモ 之ヲ 取扱 フ多ク ハ 先物 賣買 一ー シテ 現物 ノ賣買 極メテ 少ナシ 先物 
賣買ハ 商 農 兩家豫 メ其取 引ヲ 契約 シ十 一月 若クハ 十二月 ヲ 現物 受渡 ノ 期日 トス ル モノ ニ シテ 調査 
當時二 在リ テ、 ノ 十一月 一日 渡ノ 相場 ノミ建 チ 居 レリ 其 取引 慣習/巴 彥州 卜異ナ ラス 
西集廠 ヨリ 十 淸里一 ー シク 大橋 (戶數 五六) 一一 達ス 細流 アリ テ 架橋 セリ 大楡樹 二 至， 分峽路 一ー シク 巴彥 
州 卜呼蘭 府トノ 境界線 トス 元 寶山岡 子 (二十 淸 里戶數 五六 十) 吳大六 井 (三十 淸里 戶數二 三十) ヲ過キ 集 山 
屯 (三十 五淸 里戶數 十) 一一 至 ル. 間 ハ 波 狀形ノ 丘陵 地帶 ナル モ 地味 良好- r  ‘> テ 些ノ荒 地 ヲ見ス 小麥 高粱 
ノ 畑地 最 モ多シ 高地 ノ盡 クル 所 二 沈 家窩棚 (四十 五淸 里) アリ 

沈 家 窩棚ハ 戶數約 三百 アソ燒 鍋 一家 當舖、 雜貨、 油坊ヲ 兼業シ 其 他 油坊四 五家 アリ •テ 巴 彥州呼 蘭街逍 
上 西 集廠一 一次 クノ邑 鎭ナリ 羅家窩 棚 (五十 三淸 里戶數 十) 西 沈 家窩棚 (六十 淸 里戶數 二十) S 羅家窩 棚 (六 
十五 淸里戶 數 二 ± 雙 井子 (七十 淸里 戶數三 四十) ヲ經テ 呼 蘭 二 達ス 

沈 家窩棚 ヨリ. 呼 蘭 二 至， 間 一帶ノ 平野 ニ シ テーノ 丘陵 ヲ見ス 地味 西集廠 附近 二 比ゾ 良好 ナラ ス呼 
蘭 二 近ツ クー ー 隨ヒ漸 ク療土 ヲ增ス 

呼 蘭 蘭 西 間 (九十 淸里) 沿 途槪況 

白 家 屯 (呼 蘭 ヨリ 八淸里 戶數 二十) 紅旗 屯 (十五 淸 里戶數 三十) ヲ經候 家窩棚 (二十 五淸 里戶數 十五) 二 至， 
間 ハ 廣漠 タル 耕 野 一ーシ テ 西方 遙一一 小阜ヲ 見〆 ノミ 楡樹屯 (三十 五 淸里戶 數 二十) ヲ過キ テ 盧家店 (四十 
五淸 里戶數 十) 二 達 ス小河 アリ 濠 河 卜云フ 呼蘭府 卜蘭西 縣トノ 境界線 ナリ 西方 近 ク群丘 ノ裡一 一圑山 


アリ.： q 中粮窟 ヲ存ス ，モノ 少カ ラス 元朝 時代 ノ城 趾ナ リト稱 セラ，， モ他一 一口 碑 ノ傳へ ラ A ル モ 


ナ シ 


腰 屯 (五十 淸里 戶數 五六) 馬家窩 棚： 五十 五淸 里戶數 五六) 李 家窩棚 (六十 五 淸里戶 敷 十) ヲ經テ タン リー泡 
(七十 五淸 里戶數 二十) ァリ宋 家 船 口 (七十 七淸 里戶數 二三) 一一 至 レノ ニ三 淸里間 ハー 面ノ沼 澤池ニ シク 全 
ク 耕作 セラ レス 宋家船 口、 ノ呼 蘭河ノ 渡船場 一ー シテ蘭 西縣ノ 直營一 一 係， モノ トス 呼 蘭 河 ハ 河 幅 約 三 
十？ 5 水 & 十六 七 間 水深 約 一 丈 アリ 小 丘 二 沿フテ 西南 一一 流， 丘 ヲ越工 劉 家窩棚 (八十 七淸 里戶數 十) ヲ 

經テ蘭 西 一一 入， 

呼 蘭 蘭 西間ノ 道路 ハ 槪シテ 不良 ナリ盧 家 店 迄、 ノ稍 可ナ， モ以北 ハ 之 二 反シ 凹凸 甚シ ク狹 隘ナ少 里 
m ニ シー グ， 5 T?'— リ彳泡 附近 一一 於 7- 殊- 一甚シ ク 夏時 ノ車行 ハ 頗〆 困難 ナ, ヘシ 地味 甚夕良 好 ナ ラス 


第 六 章 蘭西縣 


明治 四十 二 年 十一月 上旬 調 


イ 


沿革  , 

蘭 西縣ハ 光緖 二十 三年 迄. S 々夕， 一村 落 一ー シテニ 所ノ 道士 廟 (今 存セ ス) アリシ ニ 基キ .俗 一一 雙 廟子卜 
稱 セリ 同 年始 メ-グ 稍 街ノ體 裁ヲ爲 スー ー至 リ燒鍋 三 家 當舖四 家 アリ 帖子ヲ 發行シ テ 金融 ヲ 補助シ 漸 
次 繁盛 ヲ來シ ッッ アリシ モ .二十 六 年 [1 匪 ノ變一 一 遭 ヒテ 兵燹 一一 罹 リタ， モノ 多 ク燒鍋 一家 當舖 全部 
ノ倒 產ヲ見 市況 一時 頗， 沈 滯セソ 其 後 漸ク舊 二 復シ 三十 三年 蘭 西 縣ヲ此 地 一一 置 力，， 一一 及ヒ 今日 
ノ 繁盛 ヲ見， 一一 至 レリ 


口  位置 及 形勢 


二三 五 


二三 六 

蘭 西縣ハ 呼 蘭 ヲ距ル 九十 淸里靑 岡 縣ヲ距 ル 百 淸里綏 化 ヲ距ル 百 四十 淸里 一一 在 リ而シ テ 西南 六十 淸 
里 一ー シク 東淸鐵 道對靑 山驛及 宋驛 一一 通ス 東北 南ノ 三面、 ノ大 平野 ヲ控ユ 西方-一 小 丘プ負 フ而シ テ 十 
餘淸里 ニ シテ呼 蘭 河-一舟 楫ノ便 ヲ有シ 比較的 樞要ノ 地 ヲ占ム 

ハ  境界 及 面積 

蘭 西縣ノ 境界 ハ 未夕 確定 セラ レサ， モ大體 一一 於 テ 東 庫 倉 二 至 ル 三十 五 淸里ー ーシテ / 綏化府 二 南小楡 
樹一 一至， 四十 淸里東 盧家店 二 至， 四十 五 淸里ニ シ _ブ 呼蘭府 一一 西 候 家 窩棚二 至 ル 四十 五淸里 西北 二 
隆山二 至 ル 百 淸里ー ーシテ 安達 廳 一一 境 ヲ接シ 村落 七 百 七十 三 屯ヲ 包括ス 
面積 約 九 千 方 淸里其 耕地 面積 左 ノ如シ 
十八 萬 千 百 五十一 晌七四 二 

內 

東 鄕四萬 三千 三十 一 晌九六 二 
西 鄕三萬 四千 四百 三十 三晌 一九 九 
南 鄕四萬 三千 五 百 四十晌 
北 鄕六萬 百 四十 六晌 五八 一 
二  戶  口 

宣蘇 元年 (本年} 知 縣衙門 ノ調查 一一 係， 管內戶 口數左 ノ如シ 
戶 數  一 萬 七 千 九 百 五十二 


正 戶八千 九 百 八十丄 ハ  浮 戶八千 九 百 六十 六 

人  口  十三 萬 二 千 七 百 一二 

內 
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二三 七 


牛  八 チ 四百 九十 四 匹 

內 

牝  三千 八 百 六十 九  牡 
犢  千 三百 五 
羊  千 九 百 七十 五隻 

牝  五 百 九十 六  牝 
羔  二百 三十 一 

へ  一 般狀況 

蘭 西縣ハ 戶數約 四百 人口 約 三千 ヲ有ス 市街 ハ 南北 ノ大 街ノ ミニ シ テ長サ 約 五町 餘アソ 大街ノ 西側 
ハ 比較的 結構 大ナ， 商家 軒ヲ 並へ 街路 亦 整 ヒ約十 間每一 一 街燈 ヲ點シ 街 上 十 數間ヲ 隔ッル 毎-一巡 警 
ノ步啃 セ〆 アリ 縣ノ 所在地 トシ テ 首肯 セラ ル， 一一， 足. <然レ トモ 南北 大街ヲ 除ヶ、 ノ衙 門若ク ハ 住家 
ノミ ーー シ テ 各處二 點在シ 人家 稠密 ナラス 街 ノ西端 一一 天主 會堂 アリ 三 四 年 前 開設 セラ レ 本年 更一 一修 
繕ヲ 加へ タルモ ノー ーシテ 其 構造 甚夕 壯大 ナリ淸 國人ノ 牧師 專ラ 布敎二 從事ス 商店 ノ重 ナル モノ ハ 
二 家 ノ燒鍋 及 六 七 家 ノ雜貨 店 一ー シーア 此等ハ 皆 油坊ヲ 兼業シ 又 雜穀ノ 賣買二 從事 セリ 此地ノ 重要 產 
物 ハ 農 產物一 ーシテ 就中 小麥ヲ 大宗 トシ 大豆 之- 一次 ク 夏時 ハ 呼 蘭 河 一一 依 リ民船  一一 r 冬期 ハ 主 トシ テ 
對靑 山ヲ經 ，道路 一一 由 リ大車 一ー テ 哈爾賓 一一 出ツレ トモ ー ヶ年ノ 集散 額 小 麥約二 萬 石 大豆 約 一 萬 石 
一一 上 ラス 地方 的 小 集散地 ナリ 

卜  官衙 及學堂 


二三 八 


三千 三百 二十 


千 百 四十 八 


一般 行政 ハ 知 縣之ヲ 掌理 セ y 知縣衙 門 -- »' 光緖 三十 三年 秋 創設 セラ レ 昨年 十一月 更ーー 現處- 一 移廳セ 
ラレ タ， モノ ナリ 知縣 監督 ノ下一 一巡 警總局 アリ 市內二 二分 局 步巡約 二百 名四鄕 一一 八 分局 馬 巡 約 四 
百 名 ヲ置キ 奉 軍 巡 防 一 營馬隊 三百 名 卜共一 一地 方ノ 保安 二 任 セソ 又巡警 總局內 一一 巡 警敎鍊 所 ヲ設ヶ 
現在 生徒 三十 名 アリ 其 他捐税 局戒烟 所 等 アリ 

學堂ハ 城內ー ニ 咼等 小學堂 一所 初等 小 學堂二 所 四鄕一 一 數所ノ 初等 小學堂 アリ 其 經費ハ 管內ノ 耕地 一一 
對シ  ー _ 一一  付 四百 文 ヲ徵ス 〆 ノ 外更一 一 糧捐中 ヨリ 抽收シ 優 一一 其 經濟ヲ 支持シ 得 ル/ 狀態一 一 在リテ 
敎員ハ 漸次 黑龍江 省 城 師範 學堂ノ 出身者 ヲ 採用 ス， ノ方 針ナ， モ未夕 全 鄕 一一 及 ハス 

チ  商店 

商店 ノ重ナ ，モノ 燒鍋二 家 油坊七 家 布 疋雜貨 店 十餘家 一ー シテ 大小 凡 テ 七 八十 家內 中流 B 上-一 屬ス 
，モノ ニ三 十 家 アリ 大家、 ノ多ク 數業ヲ 蒹營シ 雜穀 賣買ノ 如キモ 燒 鍋油坊 雑貨店 一ー テ 之ヲ兼 ヌル モ 
ノト ス雜貨 ハ 重 一一 呼 蘭 ヨリ 仕 入， レ トモ 叉 寬城子 哈爾賓 二 仰ク モノ モ少 カラス 

資本金 ノ最 大ナ， モノ 十二 三 萬 吊 文 一ーシ テ ーヶ年 ノ賣上 高 多キモ ニ十 萬 吊 一一 上 ラサル カ 如シ其 重 
ナ， 商店 ノ營 業別竝 *1 資本 主ノ 原籍地 等ヲ聞 クニ 左 ノ如シ 

商  號  營  業  別  組織  資本 主 原籍 
萬 興 長  燒鍋 、雜貨 、油 坊 、磨坊  .一家  本  地 
萬 興 泉  同上  同  同 


大 興 隆 
永 興 誠 


雜貨 、油 坊、 磨 坊 

同 


同 

合資 


山 

本 


西 

地 


二三 九 


一四 〇 


德順長 
八 ム 興 長 


萬 順 公 
興  順  成 
同昌泰 


同 

同 


同 

同 


同 

同 


同  一家  關裡 
雑貨  合資  關裡 
同  一家  本  地 
ヌ  商業 機關 

商務 分會 アリ 昨年 新 タニ 組織 セラ レ 現在 會員 三十 名 ヲ有シ 總協理 各 一名 ヲ置 キ關 帝廟 內ヲ 會所卜 
定ムぃ トモ 有事 ノ時會 合集議 スル ノミー ーシテ 平時 ハ 何等 ノ 執務 事項 ナク 殆卜 有名 無 實ノ狀 態， 一 在 


火 金 


一口 阴 


(一) 金融 機關 未 ター ノ 金融 機 關ナシ 光緖 二十 六 年 II 匪 ノ變亂 迄 ハ 四家ノ 當舖ア V テ 三家ノ 燒鍋卜 
共 二 帖子ヲ 發行シ テ 金融 ヲ 補助 セ シモ 爾後 當舖ノ 再興 ヲ見ス 窮民 ノ呼 蘭-一 赴 キテ質 入 スル モ ノア 
レ トモ 新開 ノ地窮 困 者 比較的 少ナク 又 商家 ノ 融通 ヲ他一 一 仰 クコ トモ 稀 一ー シ テ 此場 合一 ー ハ 多ク呼 蘭 
官銀號 ヨリ 借 入，， ヲ常 トス 商家 相互 ノ 貸借 ハ 金利 低廉 一ー シテ月 一分 乃至 一分 三 厘ヲ 通例 トシ 六 
ヶ月 ヲ 最長 期限 卜爲 セト モ多ク ハー ニヶ 月 ニ ーグ淸 算ヲ了 スト 云フ 前述 ノ如ク 市場 ノ 金融 ハ 極メテ 
綏漫 一ー シテ銀 一一 對スル 銅錢ノ 相場 モ 昨年 卜 大差 ナク錢 法甚夕 良好 ナリ 

三) 通貨 流通 貨幣 ハ 重-一廣 信 公司 帖及官 銀 號帖ニ シテ 十中ノ 九分 (各 一半) ヲ 6 メ殘餘 ハ 小 銀貨、 銅貨 
一ー シテ 若干 露國 紙幣 ノ市 場-一流 通 スル モノ アレ トモ 極メテ 少額 ナリ元 寶銀ハ 殆卜之 ヲ見ス 小 銀貨 


亦 僮少一 ーシテ 硬貨 ノ而場 一一 流通 ス， モノ ハ 銅貨 ノ ミト 云 フモ 不可 ナキ有 樣ナリ 

官銀 號帖一 一二 種 アリー ハ 小 銀貨 ヲ 標準 トス， 銀 元 票 ー ハ 銅貨 ヲ 標準 トス， 銅 枚 票 ニ シテ 流通 多キ 
モノ ヲ 後者 トシ 前者/其 額未夕 多 カラス 官銀 號帖、 メ廣信 公司 帖ノ早 ク已一 一 各地 一一 流通 セ， 一一 反シ 
其 散布 遲カ リシ ヲ以 テ 信用 亦 同 公司 帖一一 及 ハス 當地- 1 アリ r モ 昨年 迄 其 流通 高頗〆 少額 ニ シク 今 
春 蘭 西 知 縣力廣 信 公司 帖卜同 樣ノ價 値ヲ以 テ 流通 セ シム， 樣 一般 商 民 二 論 示 シク ヨリ 漸ク其 勢力 
ヲ 增加シ 現在 殆卜 均等 ノ價 値ヲ 保ツ- 一至 リシ モ尙廣 信 公司 帖一 一比シ 若干 ノ開キ ヲ有シ 居 レ ソ 
(三) 爲替及 両替 爲替ハ 凡 テ 哈爾賓 若クハ 呼 蘭 一一 隨身 携帶シ -K 各地-一 取組 ムヲ常 トシ 未夕此 地 二 
爲替 業務 ヲ取 扱フモ / ナン 

両替 ハ 銀 市 一一 據〆 銀 市 ハ 呼蘭ノ 相場 ヲ參 酌シ 重ナ， 商家 相 集 マリ r 定ム， モノ-ー シク 呼 蘭 銀市ノ 
甚 シキ 昂落ナ キ限リ ハ 平常 五六 日 乃至 十日 每一 一定 メラ レ タ， 相場 二 據リテ 両替 ヲ行 ヘリ 今 調査 當 

時竝二 本年 中 一一 於 ケル 最高 低 相場 ヲ擧 クレハ 左 ノ如シ 

種  類  單位  調查當 時相 場  本年 中二 於 ケ レ， 相塲 


最 


高 


最 


低 


元寶銀 
小 銀貨 
官銀號 銀 元 票 
露  貨 


銅 


貨 


両 

元 

元 

留 

元 


六 吊 三百 文 
三 吊 八 百 文 


六 吊 三百 文 
三 吊 八 百 文 


六 吊 百 文 
三 吊 五 百 文 


三 吊 七 百 五十 文  三 吊 七 百 五十 文 三 吊 四百 文 


五 吊 百 文 
三 吊 二百 文 


五 吊 五 百 文 
三 吊 二百 文 


四 吊 七 百 文 
三 吊 二百 文 


才  度量衡 


一四 


テ 


二 四 二 


呼 蘭 卜同シ 


小 

大 

谷 


麥 

麥 
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麋子米 


麩 

蘇 

豆 

蘇 

牛 

白 

鷄 

薪 
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子 

子 

粕 

油 

肉 
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草 


大 

左 


H 

官 


ワ物價 


石 


同 

同 

同 

同 


石 
片( 
斤 


十八 斤' 


同 

百 斤 
一羽 
百 斤 
百 把 

力  勞 


三十 吊 
十三 吊 
十 吊 

二 吊 六 百 文 
一 吊 
十八 吊 
)一 .吊 
五 百 文 
八 百 文 
八 吊 

八 百 文 乃至 
一 吊 二百 文 

三 吊 

二 吊 八 九 百 文 


銀 


日 


吊 五 百 文 


元 

高 

小 

小 

0 

豆 

燒 

豚 

羊 

島 

奚 

木 

秣 


豆 

粱 

米 

豆 

麥 

油 

酎 

肉 

肉 

卵 

炭 

比 白 


一石 
同 
一斗 
同 
一石 
百 斤 
一斤 
同 
同 

百箇 
百 斤 
百 把 


二十 吊 
十三 吊 
二 吊 四百 文 
二 吊 五 百 文 
十 吊 
四十 吊 
四百 八十 文 
五 百 文 
八 百 文 
八 吊 
八 吊 
二 吊 


同 


同 


«• 役  ーヶ月  二十 吊 乃至 三十 吊 

蘭 西縣靑 岡縣間 (百淸 里) 沿 途槪況 

蘭 西 縣ヨリ チン ナン 屯 (八淸 里戶數 五六) 董家窩 棚 (十 淸 里戶數 五六) 郭家油 坊 (十八 淸 里戶數 二三) 趙家窪 
子 (二十 淸 里戶數 二三) ヲ經夕 孫 家窩棚 (三十 淸里戶 製 十) 一一 至リ 東西 二路二 分岐 ス東路 西路二 比シ約 
三十 淸里ノ a- © アリ 7- 普通 西路ヲ 取, ヲ常 トス 西路ヨ リスレ/三 大家 (三十 五淸 里巡警 分局 ヨリ) ア 
ブ三 大家 ハ 三家ノ 大地 主ノ 居住 セ， ヨリ 起 リシ 名稱ー ーシ テ 各 一二 淸里ヲ 隔-ブ テ 鼎立 セリ 三 家ノ所 
有 畑地 ハ 各 家 五六 百晌 ナリ 

三 大家 ヨリ圑 家 店 (四十 五淸 里戶數 五六) ヲ經テ 永 盛 燒鍋一 一達ス 永盛燒 鍋 :： 闌西縣 ヲ距， 五十 淸里戶 
數四 五一 一過 キサ， モ原卜 永 盛 燒鍋ノ 所在地 一ー シク 各 家 ノ體裁 附近-一見 サル 所 トス 此地ハ 蘭 西靑岡 
兩縣ノ 境界 點ナリ 

蘭 西 縣ヨリ 永 盛 燒鍋一 一至， 間 ハー 帶ノ 平野 •ー  シク ー晌地 大豆 三 四 石收穫 アル 地味 ナン トモ 村落 比 
較的少 カラ ナル ーー 反シ永 盛 燒鍋ヲ 過 クレハ 形勢 一變シ 極メテ 緩 カナ〆 波 狀形ノ 丘阜地 ヲ爲シ チ ヤヲ 
ホ— 17! ^ I 窩棚 (七十 五淸里 戶數四 五靑岡 縣巡警 第二 局 アリ) 蔡家窩 棚 (八十 一淸 里戶數 五六) 附近 ノ較ャ 能 
ク 耕作 セラ レ タダ外 前 四 家 店 (八十 四淸里 戶數三 四) 後 四 家 店 (八十 五淸 里戶數 五六) 附近 未開墾地 多ク 
殊一 1 後 四 家 店 ヨリ 石人崗 (九十 五淸 里戶數 十)- 一至， 約 十 淸里間 ハ 低 窪地 一ー シー ーシテ 雜草 茂生シ 全ク 
耕作 セラ レス 村落 亦 蘭 西 縣永盛 燒鍋間 一一 比 シク 少ナ ク殊一 一永 盛 燒鍋四 家 店 間 ノ如キ ハ 道路 上 一一 之 
ヲ見グ ノミ- 一. ンク 四周 眼界 一一 入グ モノ 數淸 里每一 一ー ニ 戶ノ窩 棚 (移住 民ノ假 小屋 一ー シク 未夕 部落 ヲ 
爲ナナ ，モノ) ノ點在 セ， アグ ノミ 

二 四 三 


二 四 四 

石 人崗- 一石 人廟 アリ 祀ル .所 ハ 普通 大人 大ノ 自然 石 人 一ー シテ半 ハ 土中 一一 埋沒 セリ 石 人 崗ノ稱 蓋シ石 
人發掘 後一 一 創 マル 崗ヲ過 キ五淸 里 ニ シク 靑岡縣 一一 達ス 

永 盛 燒鍋靑 岡 縣間ハ 永盛燒 鍋 附近 力 二三 十 年前ノ 開 ® 一一 係， ノ 外一帶 一一 二三 年 乃至 七 八 年 前/新 
開 地 ニ シク 地味 良好 蘭 西 附近 二 優， コト 數等 谷子ノ 植付 最モ 多ク小 麥之一 一次 キ大麥 大豆 高粱 等 之 
一一 順次 スレ トモ 高粱 ハ 寒氣ノ 爲メ其 成育 不充分 ナリ 

道路 ハ 凹凸 ナク車 ヲ行ヅ 易 キモ 交通 頻繁 ナラサ ぐ 爲 メ狹少 ナル 里 道 一ー シテ殊 二 永 盛 燒鍋以 北靑岡 
縣界二 入 レ ハ 殆卜 道路 ノ體 裁ヲ爲 ササ ル モノ アリ 

第 七 土 早  青 岡 縣  明治 四十 二 年 十二月 上旬 調 
ィ 沿革 

靑岡縣 ハ 舊名 祚樹 崗又祚 號靑剛 柳 原 卜崗上 柞樹多 カ リシ ヨリ 名 ヲ得夕 ，モノ ニシ テ 靑岡縣 ノ名亦 
靑剛 柳〗 一基 ツク 光緖 三十 年 ノ置縣 以前 ハ 戶數 僅-ニニ 四 ノー  寒村 一一 過 キサ リシ モ 昨年 一一 入リ 商家 ノ 
家屋 ヲ新 築ス ，モノ 漸ク 多ク以 テ 現在 ノ狀態 一一 至 レリ 

口  位置 及 境界 

靑岡縣 ハ 蘭 西縣ノ 正北 一一 當リ 安達 廳ヲ距 ，六十 淸里 蘭西踩 ヲ距， 百淸里 綏化府 ヲ距少 二百 四十 淸 
里 東方 雙龍城 ヲ距〆 七十 淸里 一一 在 リ雙龍 城 ハ ニ三 年 前 ョリ頓 一一 發達シ タル 邑鎭ニ シク 其 情況 雙廟 
子 ノ上一 一出ツ ト云フ 

靑岡縣 ハ 東 二十 淸里一 ーシテ 綏 化府界 (通肯 河) 一一 西 七十 淸里一 ーシテ 安達 廳界一 一 南 二 汁 五 清 里 一ー シク 蘭 


西縣界 (チャオ ホ ワイ 窩棚) 一一 北 百 十淸里 ーーシ テ拜 泉縣界 (畢拉 河) 一一 界 ヲ接シ 管 內凡テ 六十 四村ヲ 包括 


、ノ  戶  口 

昨年 末 知 縣衙門 ノ調杳 一一 據， 一一 縣城及 四 鄕ノ戶 口數左 ノ如シ 

管內總 戶數 四千 七 百 九十 A 總 人口  三 S 千 九 百 八十 九 1 一一  一 = 十二 

內 

縣 城  戶數 百 四十 九 ■叩 ^ A 计 ゴ 人  n 五 百 三十 九 姑 四百 5 竹 --t 
四鄕  同  四千 六 百 四十 九  同  三 萬 九 千 四百 五十紗  一 is 奸打一 

二  耕地 面積 

光 緒 三十 四 年 (昨年) 知縣 衙門ノ 調査 一一 據， 管內 耕地 面積 左 ノ如シ  . 
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十三 萬 九 千 五 百 二十 二晌 
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已墾地 


四 萬 千 八 百 三十 二晌 
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鄕  一 萬 五 千 百 三十 四晌 
鄕  一 萬 八 千 / \ 百 十六晌 
九 萬 七 千 六 百 九十晌 
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• 

五 

千 

七 
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五 

十 

莓 

匹 

約 

百 

四 

十 

九 

千 

百 

頭 

ハ 

十 

吊 

鄕 

八 

禺 

ハ 

千 

晌 

轎車  k 
一  井 泉  四百 三十 眼 

內 

縣 城 三十 五  四鄕 三百 九十 五 
へ  一 般狀況 

靑岡縣 ハ 現在戶 數約百 五十 アリ 置縣以 來已 一一 五六 年ヲ經 商家 ノ店舖 ヲ張ル モノー  昨年 ヨリ 漸ク多 
ヲ加 ヘシ モ 本年 一一 入リテ ハ 其數 昨年 二 及 ハス 市街 ハ 東西南北 ノ 十字街-一 劃 成 セラ レ 各 三 丁 許 東北 
二 街 ハ 稍 家屋 連接シ 商舖ノ 比較的 宏大 ナ， モノ 數家ヲ 見 レ トモ 他 ノニ街 ハ 家屋 井然 タラス シテ市 
況一般 -1 活潑ナ ラス 商 情遠ク 蘭 西縣二 及 ハス 

商業 ハ 重  一一 ® 周ノ 農民 一一 對ス， 布 疋雜貨 類 ノ賣買 一ー シテ 雜穀、 ノ 農家ノ 日用 費 一 一充 ツル 爲 メカ 若ク 
ハ 所有ノ 馬匹 少ナク 輸送力 薄弱 ナ ，モノ カ 若干 車 運 入 市 スル ノ 外多ク ハ 直 チ-一 蘭 西 呼蘭齊 々4 口爾 
等 一一 出ツ， ヲ以テ 其來集 額甚夕 少ナシ . 

布 疋類ノ 賣買ハ 蘭 西、 巴彥州 方面 卜同シ ク確 實ナ〆 農家 若クハ 保證ア ，農家-一 對シテ ハ 秋季 ノ收穫 
期 迄 其 仕 拂ヲ 延期 ス〆 コト アリシ モ年 ヲ逐テ 掛賣 代金 ノ未 收增加 ス， 爲メ 可成 之ヲ避 ク， ノ 傾向 
アリ 隨テ現 銀 ノ賣 買漸ク 多ヲ 加へ 居〆 モ其捌 ロハ 昨年 二 比シ大 一一 減少 セット 云 フ是レ ー ハ 商家 發 
行帖子 濫發ノ 爲不換 手形 卜爲 リタ ル モノ  ノ多 キー ー因 スレ トモ 現 銀賣買 ノ勵行 亦大一 一 影響 セ， モノ 
ノ如シ 要フ 、ルー ー 靑岡縣 ハ 其 建 it 久シ カ - 7 スシテ 開墾地 少ナ ク隨テ 貨物 ノ 集散 甚夕多 カラ サル モ管 
內ノ 未墾地 一ー シク 開拓 セラ ル， モノ 多キニ 至 ラ ハ 自然 二 發達ス ヘキ 運命 ヲ有ス ，モノ  ノ如シ 

二 四 七 


一四 八 


卜 


官衙 及學堂 


知 縣衙門 光緖 三十 年始 メ テ 建 置 セラ レ タルモ ノー ーシテ 現任 知 縣ヲ宗 桂 卜云フ 

巡 警總局 本年 四月 創設 セラ レ タル モノ ニ シー グ知 縣之ヲ 主宰 ス總局 ノ外二 四 局ヲ分 置シ總 局-一 步 
巡 二十 名 各 局 一一 馬 巡 約 四十 名ヲ 配置 セリ 現在 頭 局 II 局) 及第 三 局 ヲ縣城 一一 第二 局ヲ 千— ャ 1 T ホ^ r ^l 窩 
棚 一一 第 四 局 ヲ三屯 二 第五 局 ヲ六大 屯 一一 駐在 セ シム 巡警ノ 給料 ハ 步巡月 二十 吊 文 (約 四 元) 馬 巡 四十 吊 
文 (約 八 元) 一ー シテ 衣服 ヲ 官給 セラ ルル 外食 費 及 馬 料 ハ 凡 テ 右 給料 中 ヨリ 支 辨スル モノ トス 
學堂 初等 小學堂 一、 高等 小 學堂一 、生徒 各 三 四十 名 ヲ有ス 

チ  商店 

商人 ハ關裡 地方 ノ者 多ク 大小 商舖 八十 六 重 ナル モノ ニ 十 家 就中 最モ大 ナル モノ 八 家 アリ 皆 商務 會 
員 一一 屬セソ 資本金 大家 漸ク ニ三 萬 吊 二 過 キスー ケ年ノ 賣上高 四 五 萬 吊 一一 上 ラサル モノ  ノ如シ 今 其 


主ナ〆 商店 ヲ擧ク レ、 ノ左 ノ如シ 


商 

天 德 
增 壽 
洪 順 
天 聚 


號 

泉 

永 

公 

福 


義和永 
興 發隆 


營業別 
雜貨 、油坊 、磨 坊 
藥舖 、雑貨 
雜貨 

油坊 、磨坊 
雜貨 

同 


組織 


家 


資本 主 原籍 

本  地 


1IJ 

同 


n  - 
tua 


Bb 

mn 


家 


同 


雙 诚堡 

山  西 


興 源 茂  同  同  山  東 
德發和  藥舖 、蠛舖  同  本  地 

リ 商業 機關 

商務 分會 アリ 本年 漸ク 組織 セラ レ 現在 會員八 家 アリ 每月 輪番 一一 商務 ヲ見レ トモ 未 ター 定ノ 會所ア 
ク集會 アレ/月番 ノ 商家 二 會合ス 

ヌ  金融 

(一)  金融 機關 金融 機關 トシ テ ハー ノ當舖 ナク 唯德發 和、 天 聚和、 協和 慶ノ三 家 及 近 村ナ〆 天德 元 ^ 德 
長 ノニ家 ヨリ 帖子ヲ 發行シ テ 市. 場ノ 金融 ヲ補助 スルー ー過 キス 

帖子ハ モト 此地ノ 商家 五家 及 四 圍ノ燒 鍋、 油坊 、布 疋雜 貨店ノ 十二 三 家 ョリ發 行 セ シカ 漸ク 濫發二 陷 
リ 縣城ノ 五家 ヨリ 發行ノ モノ. 三 四 萬 吊 一一 過 キサ ル モ 尙不換 トナ リシ モノ 極 メー グ多ク 現在 殘存 スル 
モノ 僅 一一 五六 千 吊 文 一一 足 ラサ レ トモ 流通 甚夕 良好 ナラ ス不換 帖子ハ 全然 兌換 セラ レサ， 一ー アラサ 
レ トモ 商賈其 信用 ヲ疑ヒ 受領 セ サル モノー ー シク 縣城一 一在リ テ 信用 ナキモ ノノ 四鄕一 一 於 7- 流通 セラ 
，ル モノ 少 カラス 帖子 ノ發行 一一 關シ- グハ 何等 ノ制 度ナク 現-一 其不換 同樣ノ モノー ー對シ テ モ 官憲、 ノ 
之ヲ 傍觀シ 居 レ ル 有樣 ナル ヲ以テ 商務 會員ハ 近ク 衆議 シーア 之 レカ 善後策 ヲ講 スル 箬ニテ 勢 ヒ數家 
ノ倒 產者ヲ 見〆 ヘキ 形勢 アリ 調査 當時ニ アリ テ ハ 金融 一般 二 逼迫 セリ 

商家 相互 ノ 貸借 ハ 六 ヶ月 ヲ限リ 月 利 一分 乃至 二分 (普通 一分) ナレ トモ 其 貸借 甚夕 少ナク 用途 アル モ 
ノハ 多ク ハ齊々 哈爾叉 ハ 呼 蘭官銀 分號一 ー テ 借 入，， ヲ常 トス 

(二)  通貨 流通 貨幣 中最モ 多キヲ ト魁帖 (齊々 哈爾廣 信 八 ム司 發行ノ モノ ニ シ テ 普通 官帖 卜稱ス )ト シ 十 

二 四 九 


二五〇 

中ノ 八分ヲ 占メ官 銀行 帖 一分 市帖 (商家 帖) 小 銀貨 銅貨、 差 帖 (露國 紙幣) 等 一分 ノ 割合 ナリ 
官 銀行 帖ハ 各地 卜同シ ク銀元 票 及 銅 枚票ノ ニ種 アレ トモ 銅 枚 票 過半 ヲ占メ 銅貨 卜同樣 一一 三十 一枚 
ヲ以テ ー 吊 文 一一 兌換 セル モ銀 元帖ハ 其 信用 未夕 周ネ カラス シテト 魁帖二 比 シ其價 値 却 7- 劣 レリ 商 
家 帖子ハ 其 種類 一 吊、 二 吊、 三 吊、 五 吊、 十 吊， ノ五種 アリ 體裁ハ ■各地 發行ノ 商家 帖子二 類似 スレ トモ 紙質 
極メテ 粗 薄 ニ シテ受 授十數 回 二 及へ ハ 早ク已 •一  毁損シ 殆卜 手形 ノ體 裁ヲ備 ヘス 硬貨 ハ 重 二 銅貨 二 
シテ小 銀貨 アレ トモ 其 半 二 及 ハス 元 寶銀ハ 全ク之 ヲ見ス 羌帖 亦之ヲ 市場 一一 見， コト 甚夕 少ナシ 
(三) 爲替及 両替 爲替ハ 其 取扱 機關ナ キヲ以 テ ト 魁 帖又ハ 官銀號 帖ノ儘 現 銀 ヲ呼蘭 又 ハ 哈爾賓 二 携 
へ該地 ヨリ 取組 ムヲ常 トス 偶々 羌帖一 一 交換シ タル 後 前記 各地 一一 至 ル モノ アレ トモ 多額 ノ 兌換 ハ 頗 
，困難 ナレ、 ノ此 ノ如キ 場合、 ノ甚夕 稀ナリ 

両替 一ー ハー 定ノ銀 市ナク 呼蘭ノ 相場 二 準シ 商家 相互 二 其 両替 相場 ヲ定ム ル モノ トス 而シテ 調赍當 
時竝 一一 本年 中 一一 於 ケル 最高 低 相場 ヲ擧 クレハ 左 ノ如シ 
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(備考) 本年 銅貨 相場 ノ三吊 四百 文 一一 上騰 セシハ 舊八 月頃 硬貨 ノ缺乏 二 基因 ス市帖 ハモ 
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靑岡縣 M 一道 溝 間 (百 八十 淸里) 沿 途槪況 

靑岡縣 ヨリ 王 花 身 子 (三十 淸 里戶數 五) ヲ經テ 頭 屯 (五十 淸里戶 數六七 ) 一 一至， 間 ハ 廣 漢夕ぐ 平野 ニ シテ 
殆卜全 部 耕作 セラ，， モ頭屯 ヨリハ 緩 カナ， 波 丘 ヲ爲シ 丘上 砂土 地多ク 四周 荒野 一ー シク 耕地 甚夕 
稀 ナリニ 屯 5: 十五 淸里 戶數七 八) 三 屯 (七十 五淸 里戶數 二十 巡警 分局 アリ) 五 屯 (八十 五淸 里戶數 三十 四 
屯 ハ 三 屯卜五 屯トノ 中間 ヨリ 稍 東 二 偏シ 現在 直 通路 ハ 四屯ヲ 通過 セス) ヲ經ル 迄/勢 形相 同 シク 六 
屯 二 近 ツキ ー帶ノ 平野 卜爲リ 耕地 亦多シ 此間 村落 少ナク 道路 良好 ナリ 

六 屯 

六 屯 ハ 俗 H 六大屯 卜稱ス 共 二 恒 升堡ノ 別名 一ー シク 靑岡縣 ヲ距ル 九十 淸里一 一 在 リ此地 ハ 約 六十 年 前 
一一 形勢 セラ レ タ， 邑鎭一 ー シク 北團 林子齊 々哈爾 間 ノ舊官 道 上-一 在 リタ ー條 ノ 市街 ヲ爲シ 戶數 約： 6 
巡警 分局 税捐 分局 等ノ 小官 衙 アリ 商家 ノ重 ナル モノ 油坊三 家燒鍋 一家 (未開 業) 雑貨店 十數家 アリ テ 
此地 附近 一一 於ヶ  <  一 小 集散地 トス 原 卜 官設 ノ驛站 一ー シテ始 メ僮少 ナル 住家 アリシ ーー 過 キサ リシ モ 
二十 年 前 ヨリ 地方 人ノ 移住； ル モノ 漸ク 多ク以 テ 現在 ノ盛ヲ 致 セル モノ トス 昨年 迄 三家ノ 商戶ヨ 


リ 帖子ヲ 發行シ 金融 ヲ 補肋シ 居 リシ モ其 流通 街 裡ヲ出 ー グナ ，ヲ以 テ 本年-一至 リテ 全部 回收シ 終 レ 
リ 通貨 ハ ト魁帖 九分 銅貨 其 他 一分 ノ 割合 ナソ 

來集 穀類 ハ 多ク此 地 附近 ノモ ノー ーシテ 其多ク ハ 外城ノ 商人 一一 買 付 ラレ タ， モノ  ノ北團 林 子 呼蘭雙 
廟 子等 一一 出ッ， ヲ常 トス ル ヲ以テ 隨テ雜 貨布疋 類 ハ 多ク 前記 ノ 各所- 一 仰キテ 此地 一一 仰ク モノ 甚夕 
少ナシ 調査 當時 一一 於ケ X 三 四 ノ物價 及 通貨 両替 相場 左 ノ如シ 
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四百 五十 文 
三 吊 


銅 


貨 


元 


三 吊 二百 文 


元寶銀  一両  七 吊 

六 屯 ヨリ ニ十 淸里ー ーシテ 山灣屯 (戶數 五六) アリ 拜泉靑 岡 二縣ノ 境界 點ト ス更二 五 淸里一 ーシテ 利金 屯 
三十 五淸 里戶數 十) 十淸 里-ー シ テ ー里 七 (三十 五淸 里戶數 二三 十)- 一達 ス六屯 一里 七 間 ハ 四 望 茫漢 タル 
荒野 一ー シ テ 村落 ノ 附近 一一 若干 ノ 耕作地 ヲ見ル ーー 過 キス 

一里 七 ハ 又 一拉七 卜種ス 或、 ノ云 フー 里 七 ハ 其點 在ス广 小 部落 一里 七 合 ノ廣袤 一二 旦ル ヲ以 テ 此名ア 
リト ー里 七 地方 ハ 今 ヲ距， 十六 年 前 迄 僅 一一 驛站 官房 一一 附屬 セ， 站 丁地ノ ミナ リシ モ山 東等ノ 地方 
ヨリ 移住 ス， モノ 年ヲ逐 テ漸ク 多 ク殊一 一一 昨年 ノ 土地 貸 下以來 耕地 益々 多 ヲ加フ ，二 至リ 这 下當 

二 五三 


二 五 四 

昤 ノ代價 二 両一錢 (一 晌即チ 十 畝 一ー シク 約 我 二 千 三百 餘坪一 一當こ ナリシ モノ 今 ヤ百吊 文 (十四 両餘) ノ 
時 價ヲ唱 フル ニ 至 レリ 

此 地方 ハ 地味 極メ テ 良好 一ー シ-グ 黑土  ノ厚サ 三尺 一一 及 ヒ六屯 附近 一一 比シ テ更一 一 優良 ナリ 開墾 ノ初年 
ハ 直 チ-一 各 M 穀類 ヲ 成熟 セ シムル ヲ得ス 多ク糜 子 (粟 ノー  種) ヲ 植付 ク， ヲ常 トシ 其 收 獲五丄 ハ 石 乃至 
七 八 石 アリ 次 半 若クハ 三年 目 一一 高粱、 谷 子等 ヲ耕 植スレ トモ 高粱 ハ 寒氣激 シキ 爲メ 成育 充分 ナラ ス 
現在 植付 最モ 多キハ 谷 子 一ー シク 大豆 ハ 未 夕甚夕 少ナク 小麥ハ 漸ク 本年 一一 至リ 作付 步 合著 シク 增加 
セリト 云フ麋 子 ハ 多 ク齊々 哈爾一 一 輸送シ 谷 子、 ノ 自家用  一一 ? E ツル モノ 多ク雜 穀ノ呼 蘭雙廟 子等 ノ地 
二 出 ツル モノ 少ナク 通肯二 至， モノ 亦 稀ナリ 農家 ハ 重 一一 山 東 人 一ー シ テ千晌 以上 ノ  土地 ヲ有ス ル モ 
ノ數家 アリ 五六 百响ヲ 有 スル モノ 少 カラス 槪シテ 南方 二 比シ 大地 主 多 シ 

一里 七 ヨヅ十 淸里ニ シテ 畢拉河 (六 屯 ヨリ 四十 五淸 里戶數 五六) アリ 河 ハ 通 肯河二 注ク 細流 一ー シテ河 
幅 僮 一一 一二 間 一一 過 キス 河北 三十 淸里 間/ 從前ノ 隨缺地 一ー シク 正 藍、 正 紅、 正黃 .廂藍 、廂紅 •廂黃 等 ノ旗地 
アリ 三 道 溝-一至， 途上 二 廂黃 旗、 頭 佐 (五十 淸 里戶數 一二) 廂紅 旗頭 佐 (五十 淸 里戶數 二三) アリ 各 旗 二 頭 
二三 ノ 三佐 アリ テ ー佐 ハ ー井 地即チ 三十 六方 (一方、 ノ四 十五 晌) ヲ領ス 原 卜旗人 ノ專耕 一一 屬シ今 ハ 旗 
民 混 耕 セル モ 耕地 多 カラス 頭 道 溝 (六十 淸 里戶數 十) ヨリ ニ道 溝ヲ經 テ 三 道 溝 (九十 淸里) 一一 達ス 
一里 七ヨ ヅ廂黃 旗頭 佐 附近 迄 ハ 四 望 一帶ノ 平野 ナル モ廂 紅旗 頭 佐 附近 ヨリ 西方 小 丘 一一 添 ヒ叉頭 道 
溝 ヨリ ニ道 溝 一一 至 ル 間 ハ 通肯河 (河 幅 約 六 七 間) 二 添 ヒ南 ヨリ 北ス， 二 隨 テ 地味 益々 佳良 ナル モ畢拉 
河流 域 及 村落 附近 力 耕作 セラ ル， 外一帶 荒蕪地-ー シク 三 道 溝 附近 一一 至リ 漸次 耕作地 ヲ增ス 道路、 ノ 
幅 狹キモ 凹凸 ナク 車馬 ヲ行， 一一 困難 ナラス 村落 ハ 南方 二 比 シク 少ナク 四顧 多クハ ニ三 戶 乃至 十數 


戶ノ小 部落 點在ス K ヲ見， ノミ 

第 八 章  三 道 溝 (前 拜泉縣 所在地) 明治 四十 二 年 十一月 中旬 調 

附 拜泉縣 

ィ  位置 及 沿革 

三 道 溝 ハ 南 靑岡縣 及 東 通 肯ヲ距 ，共 一一 九十 淸里 西北 拜泉縣 ヲ距ル 六十 淸里二 在リ 
光緖 三十 一年 開放 ノ當時 此地二 拜泉縣 ヲ建置 セラ ルル 迄ハ微 々夕， 一 寒村 一一 過 キサ リシ モ 各地 ノ 
商 民漸ク 來集シ テ ー邑鎭 ヲ爲シ 逐年 繁盛 一一 趣クノ 勢 アリシ モ縣ノ 所在地 南 一一 偏 スル ノ故 ヲ以テ 昨 
年 十月 大泡子 一一 移廳 セラ ル， 一一 及ヒ頓 一一 蕭 條ヲ來 セリ 

口  一般 狀況 

三 道 溝 ハ 西南 一一 小 丘 ヲ負ヒ 前面 一帶ノ 平野 ヲ控ユ ，宿場 的 ノ邑鎭 一ー シ テ 戶數百 餘 アリ 市街 ハ 十字 
街 アレ トモ 南北 街 一一 商家 駢立シ テ 稍 街衢 ノ體 裁ヲ爲 スノ外 東西 街、 ノ 家屋 未夕 整備 セス 商舖 構造 稍 
靑岡縣 一一 劣 レリ 

開放 年久 シカ ラス 昨年 商舖 二三 家 民家 ヲ合シ 僮-一二 十戶一 一過 キサ リシ モノ 本年 一一 入 リ商舖 二十 家 
ヲ算シ 遂年 繁盛 一一 趨クノ 勢 アリ シモ ー度 縣治 ヲ移轉 セラ ルルー ー及ヒ 商家 / 開店 ヲ 準備 セ， モノモ 
家屋 ノ 修築 ヲ 中止 スル 有樣一 ーシテ 商 情爲一 一頓 挫ヲ蒙 ムリ シモ 將來一 一 於 ケル 三 道 溝 ハ 附近 村落 ノー 
小 集散地 トシ r 尙 幾分 ノ_ 發展 ヲ期シ 得へ キー ー 似 タリ' 

雑貨 -- »> 多 クハ此 地 商家 ノ 本店 所在地 タル 雙廟子 (蘭 西縣) 等 ヨリ 仕 入 レ 其 他 阿 什 河 ノ 本店 一一 仰ク モノ 

二 五 五 


二 五六 

アレ トモ 其 額 多 力-フス 通肯ハ 距離 遠隔 ナラ テ， モ商關 係 殆卜絕 無 一ー シク 雑穀 モ亦 多ク雙 廟子二 出 
ツ麻子 小 麥等ノ 若干 齊々 晗爾ー ー搬運 セラ ルル モノ アレ トモ 直 チー ー 呼 蘭 一一 出 ツル モノ ナン 警備 トシ 
テ 巡 防 營 アリ 巡 防 兵 約 百 名 駐屯 セリ 

ハ  商 店 

商人、 ノ重一 一 關裡ノ モノ-ー シ テ雙廟 子-一本 店 ヲ有ス ，モノ 十中ノ 七 ヲ占メ 其 他 ハ 多ク新 グー ー 此地二 
開店、 >  夕 , モノ-ー シク 總 テ ニ十 餘家尙 目 r 開設 準備中 ノ油坊 一家 アリ 資本 額 ハ 槪シテ 少ナク 萬發 
合 燒鍋ノ 約 八 萬吊ヲ 最大 トシ 其 他 ハ 約 一 萬 吊 內外ナ ，力 如シ 今重ナ ，商 舖ヲ擧 クレハ 左 ノ如シ 
徳 泰源  燒鍋 •雜貨  萬發合  燒鍋、 油坊 、磨坊 、雑貨 
芝 蘭 號  雜貨、 葉 子舖 、蠘舖  福 成 東  雜貨、 油坊 、磨坊 
天成 泰  雑貨 » 坊 、磨坊  同源 興  雑貨、 磨坊 
世德昌  雜貨 

二  金融 

(一)  金融 機關 金融 機 關ナク 七 家ノ商 舖ヨソ 帖子ヲ 發行シ テ 市場 ノ 金融 ヲ 調和 セル ーー 過 キス 

(二)  通貨 十 中 ノ五ハ 市 帖即チ 商家 發行ノ 帖子一 ーシテ ト 魁帖， 官 銀號、 帖各 二分 ヲ占メ 其 他 ハ 小 銀貨 及 
銅貨 トス 元 寶銀ハ 全ク之 ヲ見ス 市帖一 一一、 二、 三、 四、 五 吊 ノ五種 アリ 發行高 約 一 萬 吊 文 一ー シテ此 地 ハ 勿 
論 內外三 四十 淸里以 內ノ地 一一 廣ク 信用 流通 セリ 

(三)  両替 両替 相場 ハ 雙廟 子若ク ハ 通肯ノ 相場 ヲ參 酌シ 大抵 同一 相場 一ー テ 旬日 ヲ過ク ，コト 普通 ナ 
リ 相場 ハ 凡ーグ 市帖ヲ 標準 トシ 諸物價 亦市帖 一一 據ル 調査 當時 -1 於ヶ， 両替 相場 左 ノ如ン 


元寶銀 
小 銀貨 


両 

元 


約 六 吊 一二 百 文 
四 吊 六 百 文 


銅  貨  同  四 吊 
卜魁帖  百 吊  市 吊  百 二十 吊 
(備考) 元 寶銀ノ 相場 ハ 空 建値 ニ シテ官 銀號. 帖ハ小 銀貨 卜同 相場 ナ 


通肯 卜同シ 


小 

黃 

小 

糜 

蕃 

豆 

蘇 

麥 

谷 

毛 


子 


麥 

豆 

米 

米 

麥 

粕 

油 

粉 

草 

柴 


ホ  度量衡 


物 價 


一石 

同 

一斗 

同 

一石 

一片 (5 
百 斤 
一斤 
千， 斤 
百 把 


一一十 /\ ¥ 

十七 吊 五 百 文 
三 吊 

二 吊 八 百 文 
七 八 吊 
) 一 吊 三百 文 
四十 吊 
百 五十 文 
六 吊 五 百 文 
四 吊 


大 

包 

谷 

糜 

高 

豆 

燒 

絲 

木 

牛 


麥 

米 

子 

子 

粱 


一石 

同 

同 

同 

同 


油  百 斤 

a s ff 同 
稭  百 把 


炭 

肉 


百 斤 
一斤 


十二 吊 
十三 吊 
八 吊 五 百 文 
九 吊 
十四 吊 
四十 吊 
四十 吊 
三 吊 

三 吊 五 百 文 
一 吊 


一 五 七 


雜大 


鷄豚 


二 五八 

肉  一斤  七 百 文 
卵  百 個  十 吊 

卜勞銀 

エ  ー日  二 吊 
役  同  九 百 文 

附 拜泉縣 (未踏査) 

拜泉縣 ハ 三 道溝ノ 西北 六十 淸里胡 裕爾河 ノ南雙 陽河ノ 北岸 一一 瀕シ 巴拜泉 ヲ距ル ■遠 カラ サル 所 一一 在 
リ拜 泉縣ハ 巴拜良 ノ名 一一 基クモ ノー ーシ テ. 巴拜ハ 寶 貝ノ轉 音ナリ 建置久 シカ ラス シ テ 巡警總 局税捐 
局 等ノ大 /h & 衙ヲ 除ヶハ 民 戶未夕 僅 二 四十 戶一 一充 タス 今 最近 ノ 調査-一 係 ル 耕地 面積 戶口數 等ヲー 
表 トシ- グ左二 揭ク  » 

拜泉縣 耕地 面積、 戶口數 、井泉、 車輛 及 家畜 一覽 

一耕 地面 積  六十 三 萬 四千 四百 二十 七晌 九分 八 釐 

內 

熟  地  二 萬 三千 七 百 九十 七晌 二分 
荒  地  六十 一 萬 六 百 三十晌 七 分八釐 


井 

人 

戶 

泉 

n 

數 

水 

井 

百 

四 

十 

一 

眼 

一* §  • 
禺 

四 

千 

九 

人 

女 男 

• 

+ 

戶 

水 

泉 

萬 萬 

八 三 

百 千 

三百 

十九 

八十 

四 

十 

四 

處 

鷄  一羽  二 吊 


左  0  一日  二 吊 


車輛 
家 畜 


馬 


牡 


牛 


牡 


羊 


公 


五 百 四十輔 
九 千 百 六十 
內 

七 千 八 百 六十 六亂 
內 

三千 六 百 八十 三  牡 
千 百 六十 四 匹 


內 


五 百 八  牡 
百 三十 隻 


內 


四十 六  母 


三千 九 百 九十 九 


駒 


百 八十 阻 


六 百 三十 八 


賣 


十八 


八十 四 


三 道 溝 通肯周 (九十 淸里) 沿途 1 況 

三 道 溝 ヨリ 四 淸里許 リー ーシテ 南方 一一 分岐 路ア .ソ 北 [1 林 子 一一 至， 叉 通肯 一一 通ス， 南 道ノ分 岐路 トス 
北 道 一一 比シ 約五淸 里ヲ、 迁回ス レ トモ 夏時 ハ 北 道 上 一一 在， 沼澤 地力 交通 ヲ妨 碍ス， ヲ以テ 南 道ヲ取 
'ル ヲ常 トス 是ョ リー 淸里一 ー シク 通肯河 アリ 河 幅 八 九 間 南北 二 路共一 i 架橋 セリ 本年 春季 新 ター ー修 築 
セラ レ タ， モノー ー シク 其 以前 ハ行 人ノ 渡船 一一、 ノ威呼 卜稱ス ，刳舟 ヲ用ヒ 馬車 A 先ッ 貨物 ヲ對岸 二 


舟運 シタ〆 後 空車 トシ テ 通過 セ シメ タリ ト云フ 


一 五 九 


二 六 〇 

三 道 溝 ヨソ三 十淸里 一ーシ テ 水師營 アリ戶 數四 五ノ小 部落 數淸里 間 一一 點在ス 原 卜 協領ノ 所在地 ナリ 
シモ 早ク撤 セラ レ 今 其 形跡 ヲ存 セス 此 地方 ハ 八 旗兵ノ 駐屯地 ナリシ モ殆卜 耕作 セラ レス 開墾 ノ曙 
光 ヲ見シ ハ 多ク四 五 年 前 二 係 リ殊二 本年 一一 入リテ 開墾 セラ レ タルモ ノ少 カラス 地昧 佳良 一ー シテ三 
道 溝 附近 ノ 上-一 出ッ 

水 師營ヨ .ソ惠 字 十四 井 (三 道 溝 ヨリ 四十 五淸里 戶數四 五) アリ 寬字 十三 井 (六十 淸 里戶數 五六) ヲ經」 K ソ 
ヤン ホー泡 (七十 淸 里戶數 五六) 一一 達ス幅 約 二 町長 數町ノ 沼 澤地一 | シテ 冬季 ハ 全ク水 ヲ堪へ サル モ夏 
日 雨期 一一 際 シク、 ノー  面ノ 沼地 卜爲グ ヲ常 トス 夏季 車馬 / 南 道 ヲ取ル モノ 是アル カ爲 メナ リ リヤ ン 
ホ ー泡ヨ リ恭字 十三 井 (七十 五淸里 戶數四 五) 乾 字 十 井 (八十 淸里 戶數 五六) ヲ經テ 通肯二 達ス 
地形 ハ 寬字 十三 井 ヨリ以 東 通肯一 一至， 間 ハ 極メテ 緩 カナ， 波 丘 •アレ トモ 槪シテ 平坦 ナ〆 沃野 一ー シ 
テ 水 師營三 道 溝 間 二 荒蕪地 ア\ノ 外殆卜 全部 耕植 セラ レ 本年 ノ新墾 一一 係， モノ 少カ ラサ， ヲ見ル 
此 地方 ハ 光緖！ 一十三 四 年 新 ター ー 貸 下 ラレ タ， モノー ーシテ 地味 ノ 肥沃 ナ ，他 地方 二 多ク其 類 ヲ見ス 
盖シ 北滿洲 一一 於 ヶ \ 第ーノ 沃土 ナリ  * 

第 九 章 通肯  明治 四十 二 年 十一月 中句 調 
ィ  位置 

通肯ハ 東上 集 廠ヲ距 ，九十 淸里西 拜泉縣 ヲ距， 百 五十 淸里一 一 在 リ而シ テ 東南 百 六十 淸里一 ーシ テ餘 
慶街- 一通 シー ー. 百 四十 淸里ー ーシテ 北 II 林 子 二 達ス  . 

口  境界 及 面積 


海 偷府 (通 肯ズ 東 - >■* 克音 河ヲ以 テ 餘慶縣 一一 西 ハ 通肯 河ヲ以 テ 拜泉縣 一一 南 ハ 綏化府 一一 北 ハ 烏 雨 爾河ユ 
界 ヲ接ス 管內ノ 面積 ハ未夕 精査 ヲ經サ レ、 ノ確實 ナル 數字ヲ 知， コト ヲ得ナ レ トモ 淸丈局 テ 就 キ其 
ノ貸下 耕地 ヲ聞ク -! 合計 三： & 六十 井 アリー 井 ハ 千 七 百晌 ナ， モ實際 ノ廣袤 ハ 千 八 百， 一餘 アリ テ 之 
一一 據リ テ 計上 ス， モ尙 六十 四 萬餘晌 ヲ算シ 未夕 貸下ヶ ラレ サ〆 夾荒 (開墾地 ノ 中間 一一 夾メル 荒地ヲ 
加フレ 、ノ 始卜 九十 餘萬晌 二 上， モノ  ノ如シ 現今 已二 開墾 セラ ル， モノ 東西 南ノ 三部 ハ 約 十分 ノ八 
北部 ノ七 十二 井 ハ 約 十分. ノー ーー シテ熟 地大約 五十 七 萬晌二 上， モノ  ノ如シ 

、ノ  ー般 狀況 

通肯ハ 海 倫府ノ 所在地 ニ シテ 附近 一 帶ノ地 ハ 光緖 二十 三 四 年初 メー K 開放 セラ レ タルモ 移民 ノ趨勢 
甚夕遲 々トシ-ー ノ ー昨々 年 迄/人家 僅 一一 二三 十一 一過 キスー 昨年 ヨリ 漸ク來 住 者 ヲ增シ 商家 二十 ヲ數 
へ 昨年 一一 至 リ俄一 一 激增シ テ 現今 戶數約 一千 內 商家 大小 卧 百 五十 餘家 ヲ算 スル ノ盛ヲ 致 セリ 
通 肯ノ此 一二 年間 一一 於 ケル 長足 ノ發達 ハ 頗， 著 シキ モノー ーシテ 東西南北 各 約 十二 三 町' 4  ; 日：， 十字 
街 ハ 道路 能 ク整ヒ 路ノ兩 側 一ー ハ 楊樹 ヲ植ユ 街燈 コ點シ 商家 櫛比 - t リ 商家 ハ 中 一ー ハ宏壯 ナパ 店舖ヲ 
構 フル モノ アレ トモ 槪シテ % 屋少ナ ク板葺 若クハ 茅葺ノ 家屋 多 ク外觀 甚夕振 ハサ ル モ街 上ノ熟 鬧 
、ノ呼 蘭 北 II 林子卜 大差 ナク 街衢 ノ廣袤 東西 六淸里 南北 七淸 里卜稱 セラ レ 北 滿ノ邊 境 尙此大 市鎭ア 

〆 一一 驚 力〆〆 モノ アリ 

通肯ノ 繁盛、 ノ主 トシ テ 土地 iK 沃ーー シヲ 開墾 大一 一進 埗シ隨 テ 農家 ノ激增 セル ーー 因 レ トモ 嘗テ 此地ノ 
整頓 セ サル 以前 四鄕 人民 力 雜貨布 疋等ノ 必要品 ヲ盡ク 北 團林子 一一 仰キシ モノ 多クハ 轉シテ 此地 一一 
供給 ヲ受ク 〆 一一 至 リシ コト 亦 其 一因 一ー シブ 近時 北 團林子 市況 不振 ノ 要因 ハ 糙  >一 通 肯ノ發 達 一一 伴フ 


二 六 一一 


影響 一一 基クモ ノノ 如シ 

二  官 衙 

海偷 府衙門 アリ 現任 知府 ヲ王彭 卜云フ 地方 一般 ノ行 政事 務ヲ 掌， 光緖 二十 八 年始 メテ 廳ヲ置 カレ 
昨年 府二 昇格 セラ レ タグ モノー ーシテ 拜泉、 靑岡ノ ニ 縣之二 隸ス 巡警總 局、 淸丈 局アソ 前者 ハ 地方 ノ保 
安一 一任 シ 後者 ハ 土地 ノ 整理 ヲ掌ル モ未夕 管 內戶口 面積 等ノ 調査 ヲ了 スルー ー至 ラス 行政 事務 ノ甚夕 


見〆 


キモ ノナシ 


ホ  商店 

商店、 ノ北團 林 子、 哈爾賓 、雙城 堡ノ三 地 一一 本店 ヲ有ス ダ モノ 多ク 就中 北 圑林子 ヲ最モ 多 トス 晗爾賓 一一 
本店 ヲ有 スル モノ、 ノ多ク ハ 小 資本 者ノ 合資 一一 成， モノー ーシテ 資本 額 他 ノニ地 一一 及 ハス 資本 額 ハ 今 
其詳ヲ 知， コト 能 ハサ レ トモ 此地 第一流 ノ 商家 一一 屬ス， 隆盛 永 燒鍋ノ 現在 資本 額 ハ 三十 七 萬 吊 (開 
設資金十八萬吊ごーシテ布疋雑貨店ハ大約一萬吊乃至五六萬吊ノモノヲ中流トスルカ如シ今最近巡 
警 總局ノ 調査 二 係， 市中 ノ 大小 各種 店舖 數ヲ擧 クレハ 左 ノ如シ 


綢 緞舖 (吳服 反物) 

化  宥 
1 餚 

古衣舖 

書  舖 

醋醬舖 

蔭  f 
0  0 


二十 八 家 
七 家 
十二 家 
_: 家 

六 家 
三十 三 家 


粮  房 (兼 油坊) 
陶磁器 舖 
雜貨舖 
京貨舖 
藥 蠟 .舖 
燒  鍋 


十七 家 
八 家 
十三 家 
八 家 
十九 家 
六 家 


磨  坊 
肉  舖 
客  棧 (旅館) 

行 車 店 (車 店) 

染  房 
鮮貨舖 
木 匠舖 (大工) 

鐵  匠爐 (鐵 冶屋) 
錫  匠舖 (錫 器 匠) 
計 


二十 七 家 
十九 家 
二十 七 家 
十五 家 
九 家 
三 家 
二十 一家 
十九 家 
六 家 

四百 五十 九 家 


澡  塘 (浴場) 

錢  舖 
大 客棧 (車 客 旅館) 

雜 貨牀 (街頭 雑貨店) 
剃頭舖 
鏵 子爐 (鐵 H 所) 

皮  舖 
飯  館 (飲食店) 

醫  莊 (醫師 兼賣藥 § 


三 家 
六 家 
三十 六 家 
三十 三 家 
十七 家 
四 家 
十八 家 
四十 四 家 
四 家 


へ  商業 機關 

商務 分會 アリ 昨年 十一月 始メタ 設立 セラ レ タ， 一ー シテ 十二 家 ノ會員 ヨリ 成 ル 創立 日淺ク 未夕 業務 
ノ發展 セ， モノ ナキモ 總理ハ 日々 會ーー 在リテ 商務 ヲ辦 シ頗， 繁忙 ヲ極 ム此地 雜貨布 疋類ノ 相場、 ノ 
凡 テ會二 於 テ 八 ム議 一定 スル モノ-ー  シテ 五日 每一 一會同 議定シ 違フ モノ ヨリ/ 百吊ノ 過怠 金 ヲ徵シ 居 


レ リ 

卜  金融 

(一) 金融 機關 官銀分 號及廣 信 八 ム司ア ，外 重 ナル 商店 ヨリ 帖子ヲ 發行シ テ 金融 ヲ 調和 セリ 現在 ノ金 
融狀態 ハ 市 帖ノ回 收中一 ーシテ 稍亂 調子 ナル モ 比較的 靜穩 一ー シテ 市帖 、ノ 今後 ニケ 年間 一一 於 テ 淸理シ 

二 六 三 


一六 四 


得へ キ豫 定ナリ ト云フ 


官銀 分號ハ 昨年 十一月 廣信八 ム司 ハ. 同年 十二月 ノ 開設-一 係リ共 一一 离ラ 貸付. 一ー ノミ從 事シ 各自 家發行 
ノ 帖子ヲ 流通 セリ 貸付 利息 ハ 月 一分 一ー シテ六 ヶ月 ヲ 最長 期間 トス 其 貸付 高 ハ 精確 一一 之 ヲ知ル コト 
困難 ナレ トモ 商務 會總理 ノ言ー ー據ル -一官 銀 分號約 ニニ 十 萬 吊廣信 公司 約 八十 萬 吊 一一 達ス， モノ  ノ 
如シ 

貸付 方法、 v 多ク 家屋 ヲ擔保 トシ 更一 一確 實ナル ニ 商家 ノ保證 ヲ要ス 叉 時卜 .. ン-グ 、ノ大 街 一一 接 スル 部分 
ノ 土地 一一 限 リ特二 擔保ト ナス コト アレ トモ 槪シテ 地所、 ノ之ヲ 取 ラス 家屋 擔保ノ 貸付 ハ 時價ノ 十分 
ノ 五六 分 ヲ限リ 地所 ハ 更ーー 少額 ナリ 貨物 ハ 絕體 一一 擔保ト セス 

商店 ノ帖子 即チ市 帖ヲ發 行 スル モノ 三十 餘家 アリ テ 銅錢ヲ 本位 トシ 五 百 文、 一 吊 文、 二 吊 文. 三 吊 文、 四 
吊 文、 五 吊 文 ノ六種 アリ 現在 ノ 流通 高 約 七 萬 吊 文 其 流通 區域 周圍八 九十 淸里- 二 旦ル 市帖發 行商 家、 ノ 
原卜 四十 家 許 リア ソテー 時 其 發行高 二十 八 萬 吊-一達 シ市 帖ノ價 値大二 下落シ 本年 六月 頃 ハ 官帖百 
吊 文 二 對シ 四十 吊 文 ノ差ヲ 生 スルー ー至 リ 財界 ノ 前途 頗ル 憂フ ヘキ モノ アリシ ヲ以テ 官憲、 ノ俄一 一帖 
子ノ 發行ヲ 禁止 スルト 同時 一一 專ラ其 回收ヲ 計リ其 結果 漸ク 現在 ノ 高* 一 減少シ 官帖一 一對 スグ價 値 亦 
大一 一向 上 セ シモ 是力爲 メ倒產 者 五六 家 ヲ生ス ルー ー至 レリ 市 帖ノ發 行、 ノ 新開 ノ 各地 一一ぐ 必ス 之ヲ見 
サ X ナク其 地 ノ發達 一一 資スル 所甚夕 多大 ナル モノ アレ トモ 稍 モス レ、 ノ 自己 ノ 資本 ヲ省 ミス シク 濫 
發一一 陷リ叉 巧 獪ナ， 無 資ノ 者-ー シク 徒 二 門 戶ノ盛 ヲ張リ テ ー時 ヲ 糊塗 スル モノ 少 カラス ー度 回收 
一一 遭フテ 直 チ ニ 破 ^ ヲ呈 スル モノ アル 槪ネ此 類ナリ 

商家 相互 ノ 貸借 ハ 多クハ 短期間 ノ 貸借 一ー シテ ニ三 ヶ月 ヲ 普通 トシ ー年 一一 涉ル モノ ハ 甚夕稀 ナリ月 


利 一分 三 厘 乃至 一分 五 厘 トス 
(一一) 通貨 流通 貨幣 中最モ 多キ 
票-ー シク 銀 元 票 少ナシ 銅貨 ハ 
通ス. ル モノ 甚夕多 キモ 通貨 ノ 
(三) 両替 両替 相場 ハ 此 地未夕 
ムル モノ- ーシテ 大ナル 變動ナ 


、ノ帖 子 一ー シ テ 就中 卜 魁帖ハ 通貨 ノ六 分ヲ占 メ官銀 號帖ハ 多クハ 銅 枚 
各地 卜同シ ク 銀貨 ノ缺乏 一一 伴. 匕 益 輸入 セラ レ 此地ー ー於タ モ 市場 一一 流 
一分 位 二' ゾ 7- 小 銀貨 •策 帖等 一分 弱 其 他 ハ 凡 テ 市 帖ナリ トス 
銀 市 ノ機關 ナク唯 賣買ノ 多少 及齊 々哈爾 、呼 蘭等ノ 相場 ヲ參 酌シ テ定 
シ .両替 ハ 多ク/ 錢舖 卜稱ス ，両替 店 一ー テ 取引 セラ レ 其 相場 ハ 市帖ヲ 
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ハ 夏時 浸水 ノ爲メ 荒 藤 一一 委シテ 顧 ミラい サル モ高阜 地 ハ 全部 耕作 セラ レ 十五 淸里ー ーシテ 李 家油坊 
(月 數 五六 油坊 一家 アリ) 十七 淸里ニ シブ 崔功 (戶數 二三) アリ (眼 井、 通肯 アリ ニ十 淸里戶 數十 店 3 ヲ經テ 
五 號頭井 三十 五淸 里戶數 五六 店 I) 二 達ス 


眼 井 五 號頭井 間-一一 高地 アリ 標高 約 二百 尺甚夕 高シ ト爲ナ ナル モ 東北 一 帶數十 淸里ヲ ー眸 ノ下二 
聚ム 樹木、 ノ開懇 ノ當初 早ク已 -1 採 伐 セラ レ タルモ 約 二 淸里間 ハ 尙荒蕪 一一 委セ ラレ 多 數ノ樹 根磊々 


トシ r 往時 ノ森 林狀態 ヲ 想像 セ シム〆 二足， モノ アリ 

五 號頭井 ヨリ 十二 三 淸里ニ シテ黑 泥 河 アリ 河 幅 約 二 間 殆卜小 溝 一一 等 シク 附近 一帶 一一 搭頭草 (烏拉 草 
一一 稍 類似 ス) ノ茂 生ス \ ヲ 見， 更ニニ 三 淸里 一ー シテ 十八 家戶 (四十 淸里 戶數 二十 店 一) アリ 周 圍數淸 里 
間 ハー 帶 / 濕潤地 一ー シテ 地味 甚夕宜 シカ ラス 殊一 一水 質 劣等 一ー シテ殆 卜飮ム ーー 堪へス 
十八 家 戶ヨリ ハ 全ク坦 々タル 大平 野-ー シテ正 黃九井 (五十 五淸 里) 正 黃八井 (六十 淸 里) ヲ經 テ正黃 十一 
井) 七十 淸里 一一 達 ス諾敏 河 (又： r:r 河卜 稱ス) 其東ヲ 南流ス 諾敏河 ハ 河 幅 約 十 間 水深 一丈ア V 冬期 氷 上 
ヲ 通過シ 得， 期間 ノ外ハ 渡船 アリ テ 人車 ノ來往 一一 便 セリ 三戶屯 (七十 五淸 里戶數 五六) 李 家大屯 (八十 
五 淸里戶 數 三十) ヲ經テ 上 集廠ノ 北門 二 入， 

通 肯上集 廠間ハ ー帶ノ 耕地 一ー シ テ殆卜 荒蕪地 ナク 地味 ハ 十八 家戶 附近 ノ數淸 里 ヲ除ヶ ハ 槪シテ 優 
良 一ー シテ殆 卜通肯 三 道 溝 間 一一 彷彿 ス通肯 上 集 廠間ノ 道路 ハ 普通 前記 ノ 各地 ヲ 通過 ス， ヲ 順路 トス 
レ トモ 夏期/十八 家戶 附近 ヲ約 二十 淸里南 二 迂回 スト 云フ 道路 槪シテ 廣濶ナ ラサ， モ 平坦 一ー シテ 
車 行 困難 ナラ ス 

上集廠 

上 集廠ハ 戶數約 二百 闾鬧 一一 土壁 ヲ廻 ラシ 南北 一一 通ス〆 大街 アリ 大小 ノ 商家 軒 ヲ並へ 宛モ我 宿場 的 
ノ邑鎭 ナブ 巡檢 衙門ア リク 小事 ヲ辦 理シ 事件 ノ稍大 JL. ハ モノ ハ 綏化 府ノ批 ヲ仰ク 學堂ハ 民 立及官 
立 初等 小 學堂各 一所 アソ 前者 ハ 四十 名 後者 ハ 六十 名ノ 生徒 ヲ有ス 兵備 トシ テ 巡 警馬隊 五十 名步隊 
二十 名 巡 防 兵馬 隊 五十 名 アリ 此地邊 境 一一 在 リテ鬍 賊ノ災 一一 遭フ コト ー再-一止 マラス 光緖 二十 六 年 
團 匪 ノ動亂 一一 次キ露 兵 及 馬賊ノ 蹂躪-一 遭 ヒテ 殆卜 全部 兵燹-一 罹 リー 昨年 馬賊復 闖入シ テ 家屋 ヲ燒 

二 六 七 


二 六 八 

キ 掠奪 ヲ擅ー ーシ 當舖 一家 燒鍋 一家 ノ倒產 ヲ見ル ーー 至 リ爲一 一 商業 發達 セス 市況 遠ク園 匪 動亂前 二 及 
ハサ， モ f.I 地方 的 小 集散地 トシ テ 相應ノ 地位 ヲ占メ 居 レリ 

上 集廠、 ノ地味 良好 ナン トモ 水質 極メテ 劣惡ー ーシテ 殆卜飮 ムニ 堪へス 殊一一 東方 二三 十 淸里ョ リ靑頂 
山 禿 頂 山 方面 二 至 ル ー帶ノ 地方 最モ甚 シク 水色 黃ニシ テ 鐵臭ヲ 帶ヒ全 ク飮用 二 適 セス 頭 道崗、 二道 
崗 三道崗 附近 ノ件民 ハ 是力爲 メ多ク 死亡 シ 婦女 - J- 最モ甚 シク 小兒ハ 發育 極メテ 不良 ニ シク 長 スル 
モ ，身長 四 尺 一一 達 セス 且ツ四 指 共 二 寸- 一充 タス シク 兩腿內 一一 » 曲シ 恰モ殉 瘻一 一類 似 セル 畸形 ヲ呈ス 
住民/年 ヲ逐夕 他 一一 移住シ 近年-一至 リタ ハ 住民 全部 家屋 土地 ヲ放棄 シク 移轉 スルー ー至 リ廣漠 タル 
膏艘 ノ地モ 全ク荒 蕪 二 委セ ラル ト云フ 

農 產物殊 一一 大豆 及 小麥、 ン多 ク餘 慶街綏 化 府等ノ 商人 ニ ョリク 舊六 、七、 八月 頃 先約 セラ レ 直 チ ニ 該地 
方面 一一 搬送 セラ レ 此地二 入 ル モノ、 ノ 農家 1 JTIJ 金ノ 都度 運搬 販賣 セラ ル〆 モノ  •ー シ- ブ隨 r 其 額 多 カラ 
ス 集散 總額一 萬 石內外 ナル ヘシ 

商店、 ノ 多ク、 ノ綏 化府ノ 支店 一ー シテ其 重 ナル モノ ヲ和發 成 (燒 鍋、 雑貨) 廣源盛 (雑貨、 油坊 、磨 坊) 恒利成 (雑貨) 
成 興 和 (雜貨 ’ 油坊、 磨坊) 源 豐泰 (同 上) 慶和東 (雑貨) 阜興永 (同上) ノ七家 トス 布 疋雜貨 類/多 ク 綏化府 ョリ輸 
入シ燒 酎 豆 油 及 豆粕 ハ 此地ノ 四周-一 麥粉ハ 多ク 通肯一 一 散布 セ- ワ ダ 

未夕 金融 機關ノ 設備 ナク 商家 九家ヨ V 帖子ヲ 發行シ テ 金融 ヲ補 助シ居 リシ モ濫發 一一 流 レ 信用 漸ク 
薄ク 本年 春 期 官憲 ヨリ 回 收ノ命 アル ヤ間モ ナク三 家ノ倒 產ヲ見 現在 尙六家 ヨリ 發行ノ モノ 此地及 
餘慶街 雙河鎭 地方 マテ 約 六 七十 淸里間 ノ地一 一流 通スレ トモ 已一 一回 收セ ラレ ツツ アリ テ 現存 スル 乇 
ノ比較的少ナシ通貨ハト魁帖、官銀號銅枚零市帖銅貨等ーーシテ小銀貨及羌帖アレトモ僮少ナリ流通 


ノ最モ 多キハ ト 魁帖一 ーシテ 十 中 ノ六ヲ 占 メ市帖 二分 銅 枚 票 及 銅貨 一分 五 厘 其 他 五厘ノ 割合 ナリ調 
査當寺 一一 於ケ， 両替 相場 左 ノ如シ 但 両替 相場 ハ 物價 相場 卜同シ ク凡夕 市帖ヲ 本位 トス 
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一両  六 吊 八 百 文 
一元  四 吊 
一留  五 吊 七 百 文 

一元  三 吊 六 百 文 但一吊 ハ 銅貨 二十 八 枚 
百. 吊  市帖 (^! 十一 吊 
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一 吊 九 百 文 
斤  三百 六十 文 
堤 (二 斤) 七 百 六十 文 


百 本 
千 斤 
一斤 
一羽 


十一 吊 
四 吊 
四百 文 
七 百 文 
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鷄 


子 

米 

麥 
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粕 

炭 

柴 
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肉 
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斗 


同 
同 
同 
一片 
百 斤 
一車 
百 抱 
一斤 
百 個 


一 吊 三百 文 
一 吊 七 百 文 
二 吊 五 百 文 
一 吊 二百 文 
九 百 文 
三 吊 
四 吊 
二 吊 
五 ff 文 
四 吊 五 百 文 


一六 九 


二七〇 

上集廠 南門 ヲ出ツ レ ハ ー帶ノ 平野 ニ シテ 東方 遙一 一山 M ヲ見ル ノミ 十五 淸里ー ーシテ 王 發屯 (戶數 五六) 

アリ 更二四 五淸里 一ー シ テ 尼 爾吉河 一一 達ス河 幅 二 間餘ノ 細流 ナリ老 宮家 ヲ經ク 小集廠 (上 集 廠ョリ 三 
十淸 里) 一一 達ス 

小集廠 ハ 餘 慶縣- 一屬シ 現在 月 數 五六， 一過 キス 原 トニ 十餘家 ノ商舖 アリ テ ー 邑鎭ヲ 爲セシ モ光緖 二 
二十 六 七 年 露 兵 及 鬚 匪ノ爲 メー ー蹑躪 セラ レ テ 現狀二 變シ タルモ ノー ー  シク 呼 蘭河碼 頭ヲ距 ル 西ヒニ 
十五 淸里呼 蘭河ノ 支流 歐肯河 ノ碼頭 タル 趙楊 公碼頭 マテ ハ 僮-一 五六 淸里ヲ 隔ッル 位置 一一 在 リク 交 
通 上甚夕 好 位置 ヲ占 ムレ トモ ！ 1] 匪 事變ノ 打擊ハ ー朝 一ー シク 回復シ 得へ クモ アラス 唯殘存 セル 家屋 
ノ 規模 ノ稍舊 狀ヲ 回想 セ シムル ニ 足 ル ア， ノミ 

趙楊公 碼頭ハ 現今 一座 ノ鹿 字卜 | 家/船 房 アル ノミー ー シク 民 船ノ湖 航シ來 ル コト 少キモ 呼 蘭 河 (俗 
二 南 大河 卜稱ス )碼 頭 迄 ハ 約 六十 隻ノ民 船 アリ- 7* | ヶ年三 四 回 該地呼 蘭間ヲ 往復 セリ | 隻ノ 積載量 
、ノ約 七 八十 石-ー シク ー石 ノ船賃 呼 蘭 迄 五 吊 哈爾賓 迄 六 吊 內外ノ 相場 ナヅ ト云フ 

小 集廠ョ リニ 十五 淸里ニ シ テ 呼 蘭 河 (元 合 蘭 水 卜稱ス )ア リ河幅 約 十 間 水深 約 一 丈 アリ 夏期/渡船 ア 
リタ 人車 ノ來往 一一 便ス小 集 廠呼蘭 河 間 ハー 帶ーー 極メテ 緩 カナ ル 阜丘 アル モ殆卜 平野 卜稱シ 得 ヘキ 
モノ-ー シ テ 若干 ノ濕潤 地 若ク/ 荒蕪地 アレ トモ 槪シテ 能ク 耕作 セラ ル 呼 蘭 河 ヨリ 十五 淸里 一ー シク 
餘慶街 一一 達ス 

上 集 廠餘慶 街間ノ 道路 ハ 比較的 狹笮一 ー シー ブ良 道卜稱 スル コト 能 ハナ， モ 冬期 ノ車行 ハ 甚夕 困難 ナ 
ラス 村落 ノ點在 狀態ハ 通 肯上集 廠間二 比シ 稍多ク 人家 又 稍 稠密 ナソ 沿途ノ 水質 ハ 槪シテ 不良 一ー シ 
テ 飮用シ 得 ヘキ モノ 多 カラス 此 地方 ノ 行旅 者 ハ 最モ 此點一 一 留意 ス， ヲ要ス 


第 十 章 餘慶街 


明治 四十 二 年 十一月 下旬 調 


ィ  位置 及 沿革 

餘慶 街、 ノ 綏化府 (北 11 林 子) ヲ距ル 東 百 十 淸里上 集 廠ヲ距 ル 南 七十 淸里二 在リ而 シク 南 二百 五十 淸里 
(山道 ハ 百 八十 淸里) 一ー シク 巴 彥州一 一 西北： 白 六十 淸異上 集廠經 庄) 又 ハ 百 八十 淸異雙 河鎭經 由)- ーシテ 通 
肯二 達ス  ‘ 

同 治 年間 ノ 開墾 一一 係 リ光緖 ノー 初年 經歷廳 ヲ設ヶ 同 三十 一年 十月 昇シテ 餘慶縣 ヲ置ク 

口  境界 及 面積 

東 ハ 分水嶺-一至 V 南 ハ 木 蘭縣二 西南 ハ 巴彥州 一一 西ハ綏 化府 一一 北 ハ 海 倫府二 境 ヲ接ス 面積 凡 テ 四 萬 
八 百方 淸里內 耕地 面積 (光緖 三十 四 年 知 縣衙門 調査) 左 ノ如シ  ♦ 
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三十 四 年知縣 衙門ノ 調査 一一 係， 戶 U 及 村鎭左 ノ如シ 
數  一 萬 五 千 五 百 五十 五 
內 

縣  城  八 百 十三 
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三千 三百 五十二 


三千 二百 九十 
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六十 五 
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三十 五 


一七 三 


大車  四千 四百 三 
井泉  千 百 二 眼 
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縣城  四十 六 

へ  一般 狀況 

餘慶街 ハ 同 治 年間 ノ 開拓 卜 同時 一一 形成 セラ レ 此 地方 ノ 發達卜 共 一一 漸ク 繁盛 ヲ來、 ゾタ〆 邑鎭ー ーシテ 
戶數約 八 百 人口 約 四千 五 百ヲ有 ス光緖 二十 六 年 及 同 二十 九 年 ノ兩度 一一 露 兵 及鬍匪 ノ擾亂 掠奪 二 遭 
ヒ 多大 ノ 損害 ヲ受 ケタ ル ニ 拘/ ラス 現在 ハ 已二 全ク復 舊シテ 其 商況 動 亂前二 異ナ ラサ， 狀態ニ ァ 
リ 市街 ハ 東西 約 二十 町 南北 約 十 餘町ノ 城廓 內ー ー在リ 城廓 ハ 高サ 丈餘ノ 土壁-ー シテ四 門ヲ有 セリ 商 
區ハ 東西 大街ニ シ テ 宏大 ナル 商家 軒ヲ 並へ 往來 雜沓シ 其 盛 ハ 巴彥州 一一 及、 ノサレ トモ 店舖ノ 体裁 等 
該地二 彷彿 ス 市街 ノ兩側 一ー ハ 街. 燈 ヲ點シ 道路 平坦 街衢 ノ 整理 比較的 能 ク行屆 ケリ 
餘 慶街ノ 商業 ハ 重 一一 布 疋雜貨 類-ー シテ 穀類 ハ 其 集散 割合 二 少ナ ク小麥 大豆 各 一二 萬 石 二 過 キス 多 
クハ 北 ! 1 林 子 一一 出 テ更一 一 該地 ヨリ哈 爾賓- 一 運送 セラ ルル ヲ常 トス 農家 ノ 直接 哈爾賓 及 寬城子 二 搬 
運ス， モノ アレ トモ 甚夕稀 ナリ此 地 一一 集 マル 穀類 ハ 多 ク此地 商家 ノ 先約 二 係 ル モノ-ー  シテ此 慣習 
、ノー  昨年 來哈 爾賓ノ 收買始 メラ レ r ヨリ 逐年 其繁 ヲ增シ 來リシ モノ トス 

布 疋雜貨 類 ハ 北圑 林， 子若ク 、ノ寬 城 子 一一 仰 キ呼蘭 ヨリ 直接 輸入 スル コト 比較的 少ナシ ト云フ 
集 市 一一 慑巿及 工夫 市 アリ 粮市ハ 其來集 穀類 ノ多ク ハ 先約 一一 係 ル ヲ以ク 隨ーグ 集 市上 一ー テ 取引 セラ〆 


馬車  二 千 三百 七十 七  轎車 


四鄕  .千 五十六 


ル モノ 多 カラス ー日 五十 車 一一 上 ル コト 甚夕 稀ナ リエ 夫 市 ハ 稍大 ナル 市 邑村鎭 一ー ハ 凡 テ 之 ヲ見ブ 火 
ナク 春秋 二季 農家 繁忙 期 一一 開 力，， 勞働者 ノ市一 ー シク 此勞 働者ヲ 稱シテ 俗-一 賣 工夫 卜云フ 此地來 
集ノ賣 工夫 ハ 冬季 一日 六十 人 一一 達シ ニ十 人ヲ下 ラス 市上 一一 於 テ 地方 地主 卜 雇傭 契約 ヲ 行フモ ノト 
ス賣 工夫 ハ 多クハ 本 地 人-ー シテ山 東 人 アレ トモ 少ナシ 是レ山 東 人/本 地 人-一 比シ 性質 粗 策-ー シ テ 
播種 時 二、 ノ其 進行 大差 ナー ャモ 別 入時ノ 作業 ハ 本 地 人 ノー  人 一日 能 ク數， _ ヲ 整理シ 終 ハ， 一一 反シ僅 
一一 其 六 七 分 ヲ爲シ 得， 一一 過 キス 隨 -K 地主/之 力 雇 入 ヲ喜ハ サ， ノ風 アリ テ 勞銀亦 本 地 人-一 比シテ 

低廉 ナリ  . 

卜  官衙 及學堂 

知 縣衙門 光 緒 二十 八 年 建 置 セラ レ 昨年 秋現處 一一 移廳 セラ レタ， モノ トス ー般 行政 ヲ掌 V 現-一 姜 
子 福 氏 知 縣事タ リ 

巡警總 局 市內二 東西 二 局 四鄕一 一四 局 ヲ置ク 帘 內二、 ノ馬步 兩隊ヲ 並置 スレ トモ 四鄕一 一、 ノ馬 隊ノミ 
ヲ 駐屯 セ シメ 以-グ 鬍匪ー ー備フ 

巡防隊 齊 々哈爾 ヨリ 分派 セラ レタ， モノ ニ シ * ブ縣城 一二 營 (馬 隊 二百 八十 名) ヲ 設置シ 更二 分啃ヲ 
四鄕一 一 駐在 セ シム 

學堂 官立 初等 學堂 一所 生徒 五六 十 名 ヲ有ス 

チ  商店 

商店 ノ重 ナル モノ 燒鍋二 家 油 坊十家 (外 一一 小 油 坊 一家 アリ) 雜貨店 十數家 アリ 商人 ハ 多クハ 關裡人 一一 
シク 北團 林子ノ 支店 少カ ラサ， モ本地 人ノ新 タニ 開店 セ， モノ 最モ多 トス 資本金 ノ最 多額 者、 ノ燒 

二 七 五 


二 七 六 

鍋ノ約 二十 萬 吊 文 內外ー ーシテ 普通 優等 商舖一 一數 ヘラ，， モノ 七 八 萬 吊 文內 外ナリ ー箇年 ノ賣上 高 
大家 約 二三 十 萬 吊 之 一一 次ク モノ ヲ 十三 四 萬 吊 トス 今 重 ナル 商店 ヲ擧 クレハ 左 ノ如ン 
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營業別 

燒 鍋、 油坊 、磨坊 、雜貨 、粮坊 

同  上 
油坊 、磨坊 、粮坊 、雜貨 
同  上 
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リ 商業 機關 

商務 分會 アリ 會員 十四 家 アリ 會所ヲ 市內關 帝廟 內二設 ケ會員 輪番 一一 執務 セリ 街燈 費 ハ 凡 r 商舖ノ 
負擔 一一 屬シ 商務 會員ヲ 憂等舖 トシ 其 他 ノ商舖 ヲ 上中下 ノ 三等 一一 區別シ 每月 一定 ノ經 費ヲ 徵收シ テ 


之 一 一充 テ 居 レリ 其 負 擔額左 ノ如シ 


優等 舖 
上等 舖 
中等 舖 
下等 舖 
合  計 


十四 家 
三十 四 家 
九十 家 
六十 二 家 
二百 家 
ヌ 金融 


每月 

同 

同 

同 


五 吊 

二 吊 五 百 文 
I 吊 二百 五十 文 
六 百 文 

三百 〇四吊 七 百 文 


計 七十 ffr 
八十 五 吊 


百 十二 吊 五 百 文 
三十 七 吊 二百 文 


未夕 金融 機關ノ 設備 ナク 本年 春季 迄 大小 ノ 商家 二十 餘家 ヨリ 市 帖ヲ發 行 シブ 金融 ヲ補 助シ居 リシ 
モ 官憲 ヨリ 回 收ヲ命 セラ レ 各 家 トモ 逐次 回收 中ニ シテ 現存 ス， モノ 少ナシ 市帖ハ モト 官帖 卜同樣 
一一 受授 セラ レシ モー 度 回 收ノ命 下 ル ャ其 信用 俄 一一 墜落 シ ー時 官帖百 吊 文 一一 對シテ 三十 吊 文 ノ打步 
アル ーー 至 リシ モ其 減少 卜共 一一 漸次 信用 ヲ回 復シ現 在官 帖百吊 二 對シ僅 一一 七 八 吊ノ打 步ア' ルー ー過 キ 

ス 


商家 相互 ノ 貸借 ハ 比較的 多 ク行ハ ル 利息/期限 ノ 長短 信用 ノ 如何 ニ ョリテ ー定 セ サレ トモ ニ三 ヶ 
月ノ 短期 ハ 月利 一分 五 厘 乃至 二分 五 厘 六 箇月 乃至 一箇年 ノ 長期 ハー 分 乃至 一分 五厘ヲ 普通 トス 槪 
シク 短期 ノ 貸借 多ク 行、，， 而シー ブ 個人 ノ 貸借 ハ 其 利率 比較的 高値 一ー シ テ 大抵 二分 五 厘 以上 農家 相 
互ノ 貸借 ハ 三 四分ヲ 通例 トス， モノ 多シ 

流通 貨幣、 ノト魁 帖最モ 多 ク官銀 號銅枚 票 之 二次 キ同號 銀 元 票 及 小 銀貨、 ノ之ヲ 見 ル コト 少ナ ク元寶 
銀 ハ 殆卜其 流通 ナシ 通貨 ノ 割合 ハ ト 魁帖六 分市帖 二分 銅 枚 票 一 分 銅貨 小 銀貨 等 一 分ノ 割合 ナリ市 
帖/其 流通 範圍 比較的 廣濶ニ シタ西 ハ 雙河鎭 (五十 淸里 II 東/ 鐵包山 附近 (百 淸里內 外) 二 至リ又 南北 

二 七 七 


一七 八 


五六 十 淸里以 內ノ地 二 及フ 

爲替 ハ末夕 其 機 關ナク 皆 北 11] 林 子 一一 現送 シク 更ーー 各地 1 1 取組 ムヲ常 トス 両替、 ノ重一 一 錢舖一 一 於 7- 之 

ヲ 取扱 フ今 各種 貨幣 ノ 調査 當時及 今年 中ノ 最高 低 相場 ヲ擧 クレハ 左 ノ如シ 

本年 中 •二 於ケシ 相場 
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餘慶街 北 團林子 間 (百 十淸 里) 沿 途槪況 

餘慶街 ノ西門 ヲ出テ 北 團林子 街道 ー マ 隨ヒ陳 家 店 (十淸 里戶數 五六) 張 家 店 (二十 淸里 戶數七 人) ヲ經テ 胡 
家 店 (四十 五淸 里) 二 達ス胡 家 店 ハ 戶數 二十 燒鍋 一家 油坊 一家 大店 (大 .張 店) 二 家 小店 三 四 家 アリ 餘慶街 
ヨリ 胡 家 店 一一 至， 間、 ノー  帶ノ 平野 一ー シテ 能ク 耕作 セラ レ 胡 家 店 一一 近ツ クー ー隨ヒ 東方 約 二十 淸里二 
小阜ヲ 見， ノミ胡 家 店ヲ過 キ小廟 (五十二 淸 里) ブ經テ 尹 家 店 一一 達ス 小廟ハ 餘慶 縣卜緩 化府ノ 境界點 
一ー シテ尹 家 店 ハ 餘慶 街ヲ距 レノ 六十 淸里戶 數七八 店 一家 アリ 

此 地方 ハ 同 治 年間 ノ 開墾 一一 係リ 地味 佳良 一ー シ テ 黑土 ノ深サ 淺キ モー ニ 尺 深キハ 四 五 尺 一一 達 シー 帶 
一一. 能 ク耕植 セラ〆 植付 步合ハ 小麥 二分 五 厘 大豆 一分 五 厘 谷 子 三分 高粱 二分 大麥其 他 ノ雜石 一分 ノ 
割合 ナ ;v 力如シ 開墾 當初ノ 貸 下地 價ハ僮 一一 一 晌地一 吊 七 百 七十 文 一一 過 キサ リシ モ 現在、 ノー  晌地百 
七十 吊 文 乃至 二百 五十 吊 文ノ地 價ヲ唱 ヘリ 

尹 家 店 ヨリ 楊 家 店 (尹 家 店 ヨリ. 十淸里 戶數七 八) 張 家 店 (十五 淸 里戶數 五六) ヲ經更 一ー ニ淸里 ニシテ 靑河 

二 七 九 


二八 〇 

アリ 呼 蘭河ノ 支流-ー シク 河 幅 約 一間 水深 カラス 河 沿 一一 一村 アリ 靑河 沿卜 云フ戶 數約十 餘燒鍋 一家 

アリ 靑河 ヨリ 劉 家窩堡 (尹 家店ヨ リニ 十二 淸里 戶數約 二十) 盧家 店 H 十五 淸里 戶數七 八) ヲ經テ 綏化府 
(五十 淸 里) ノ 東門 二 達ス 

地勢 尹 家 店 靑河間  一 I 波 丘橫、 ノル/外 曠漢 タル 原野-ー シテ 地味 佳良 道路 比較的 良好 ナレ トモ 水質 槪 

シテ宜 シカ ラス 

第 十一 章 北團林 子  明治 四十 二 年 十一月 下旬 調 
ィ  位置 及 沿革 

北團林 子. ハ餘 慶街ノ 西南 百 十淸里 呼蘭ノ 北 百 八十 淸里一 一 在 リ而シ テ 東北 七十 淸里一 ー シー グ 雙河鎭 一一 
東南 百 四十 淸里一 一、 ゾテ巴 彥州一 一 西北 二百 淸里一 ーシテ 通肯一 一通 ス 

北 II 林 子 ハ 同 治 年間 此 地方 ノ 開拓 卜共二 勃興シ タル 市鎭ー ーシテ 光 緒ノ初 年 同 知廳ヲ 置キ同 三十 一 
年 八月 昇シ テ 綵化府 ヲ置ク 

口  境界 及 面積 

東 及 東南 ハ 餘慶縣 *一 西 及 西南 ハ 蘭 西縣一 一 南 及 東南 ハ 巴 彥州一 一 北 及 西北 ハ 海 偷府一 一界 ヲ接ス 東北 最 
モ寬 キ處百 三十 淸里 最モ 短キ處 六十 淸里 南北 最モ寬 キ處百 五十 淸里 最モ 短キ處 四十 五淸里 アリ 全 
面積 ハ 未夕幾 方里 ナル ヲ 精査 セラ レサ ル モ 左記 耕地 面積 ヨリ 其 大體ヲ 窺知シ 得へ シ 

熟  地  二十 萬 八千晌 

內 


東 


七 萬 三千晌 


西 


鄕 


萬 九 千， 一 


南 


六 萬 七 千晌 


匕 

JH 


mr 

St 

rx/ 


四 萬 九千晌 


荒 


地 


呼 蘭 河南 泥 河/北 牧廠 附近 二 開墾 不可能 ナダ 荒 地 約 二 萬餘晌 アリ 


(備考) 右 耕地 面積、 ノ 昨年 末知府 衙門ノ 調査 一一 係， モノ ナレ トモ 黑龍江 省 民政 司ノ 文書 一一 據ン； 
管內 耕地 全面 積 二十 五 萬 六千晌 (內 二萬晌 ハ 呼 蘭、 蘭 西 ノー  府 一 縣ョリ 新 タニ 轉屬シ タル モノ) 
アリ 未 夕其孰 レカ 是ナ， ヲ知 ラスト 雖モ 暫ク兩 數ヲ載 セク 參考ー ー資ス 

ハ  戶  口 


昨年 末知府 衙門ノ 調査 一一 係 ル 府城 及管內 ノ全戶 口 數左 ノ如シ 


府 

四* 

合 


城 戶數  三千 三百 三 
鄕 同  四 萬 四千 九 百 五十 九 
計 同  四 萬 八 千 二百 六十 二 
二  家畜 車輛 及 井泉 


人 

同 

同 


口  一 萬 四千 九 百 四十 四 
二十 四 萬 四千 四百 七十 八 
二十 五 萬 九 千 四百 二十 二 


(光緖 三十 四 年 知 府衙門 調) 


家 


畜 


馬 


牝 


1 1 


一 萬 八 千 六 百 七十 四 頭 
內 

一 萬 三千 九 百 八十 
九 千 百 二十 七 匹 
內 


牡 


萬 二 千 四百 三十 


rp 


千 二百 六十 四 


一八 


牝 


羊 


三千 五 百 五十 四 
千 六 s' 八隻 


牡 


一一 八 二 

三千 六 百 七十 八  犢  千 八 百 九十 五 


LL 

4 

車輛 


井 


大 

泉 


內 

五 百 九十 八 
四千 四百 三十 五輛 
內 

車 三千 九 百 八十 五 
三千 二百 五十 眼 


牡 


六 百 八十 五 


三百 二十 五 


轎車 


四百 五十 


內 


府城 


四 鄕 三千 百 八十 五 


六十 五 

ホ  ー般 狀況 

北 圏 林 子 ハ ーー ー 綏化府 卜稱ス レ トモ 土俗 多ク北 林 子 卜唱へ 又單二 林 子卜稱 ス戶數 三千 三百 餘 人口 
一 萬 五 千 ヲ有ス ，北 滿有數 ノ市鎭 一ー シブ 市街 ハ 十字街 及 二道 街 ヲ重ナ ，街路 トシ 就中 東西 大街ハ 
街路 廣澗 最モ 繁盛 ノ商區 一ー シー グ大賈 ■比 ス 南北 街 及 二道 街 ハ 東西 大街 一一 比シ 商家 ノ構 造甚夕 劣 レ 
トモ 街 上人 車 ノ往來 頻繁 ニ シテ其 熱 鬧ノ狀 ■東西 街 卜異ナ ラス 

北 團林子 ハ 光緖 二十 年頃 ハ 戶數二 百 一 一充 タサル ー 小 鎭ナリ シモ 四周 移民 開拓 ノ增進 卜共二 逐年 發 
達シ 同-二十 六 年 即チ團 匪 事 變ノ當 時 一一 在リテ ハ最モ 繁盛 ヲ極 メタ リシ モー 朝 動 亂ノ 爲メニ 破壤セ 
ラレ 爾來數 年間 沈偷ノ 境 一ー アリ 漸ク十 年前ノ 盛時 一一 回復 セント スル 機運 一一 向ヒシ モ通 肯ノ急 激ナ 


，發達 ハ 此地ノ 商 勢 一一 大ナ， 影響 ヲ及ホ シ而ヵ モ此 地方 重要 物產 ノー  タ， 罌粟 (阿片 ノ 原料) ノ栽培 
ハ 嚴禁 セラ レ 多クハ 哈爾賓 一一 直送 セラ レ- グ此地 一ー テ 取引 セラ，〆 モノ 比較的 少ナク 又各禪 税捐ノ 
煩累 ハ 外客 ヲシテ 呼 蘭巴彥 州等ノ 地* 一  取引 ヲ移ス 者ア〆 二 至 ラシ メ市象 日 一一 蕭條 ヲ來シ 加 之錢法 
ノ紊亂 ハ 本年 一一 入リ 五六 大家 ノ倒 產ヲ 見， 等 市場/調和 ヲ欠ク コト 頗， 多ク商 情甚夕 振/ ス而シ 
テ 錢法ノ 紊亂ハ 知府ノ 轉旋卜 商務 分局 ノ盡 カトー-ヨリ テ 今 Y 稍 平 調  一一 rpj ヒシ モ要ス ，二 北 團林子 
ノ  ® 來 ハ 從來ノ 發達ヲ 繼續シ 得， コト 頗〆 困難 ナ， 狀態一 一 在 リテ 現狀以 上 ノ發展 ハ 恐 ラク 容易 ナ 

ラナ ル ヘシ  . 

北 11 林子ノ 商業 ハ 重 二 穀類 及 雜貨ノ 取引 ナリ .罌粟 ノ 栽培 嚴禁セ ラレ サ〆 以前 ハ 煙 土 (阿片) ノ賣贾 甚 
夕盛ナ リシ モ今ヤ 全 ク絕滅 セリ 穀類、 ノ多ク 四周 村落 ヨリ 運搬 シ 先約 一一 係， モノ  ノ直テ ーー 商家 ノ院 
內一 一荷 卸 セラ，， モノ アレ トモ 粮市 一一 於 テ 取引 セラ グル モノ 少 ヵラス 昨年 中 一日 多キ、 1 二百 車少 
キモ尙 四 五十 車輛 アリ 本年 ノ來集 見 積 高 ハ 昨年 卜大 差ナク 大豆 約 十二 萬 石 小麥約 二十 萬 石 內外ナ 
V 力如シ 穀類 ノ賣買 ハ 稀 一一 空 取引 ヲ爲ス モノ アレ トモ 槪シテ 現 銀 取引 ナリ 

布 疋雜貨 類 ハ 之 ヲ呼蘭 一一 仰ク モノ アレ トモ 木 家 ハ 營ロニ 取引 店 ヲ有ス ，モノ 少 カラス シク 直接 該 
地 若クハ 寬城子 ヨリ 輸入 シー ケ年ノ 輸入 總 高大 約 百 萬 元 一一 達ス 

北團林 子、 ノ 市街 井然 商家 店頭 ノ體 裁莊宏 華麗 ノ モノ 多 ク熱閙 ノ狀態 一見 呼蘭ノ 上-一 出ッ， モ ノア 
V 力 如キモ 其 實際二 於ケ〆 商業 上ノ 地位 ハ 呼 蘭 一一 及 ハス 將來 一一 於ケ， 北 團林子 ハ 愈 該地卜 懸隔 ヲ 


生ス ヘキ 傾向 ア〆 力如シ 


綏化蠶 業 公所 


二八 三 


二八 四 

本年 春 黑龍江 省 巡 撫ノ案 二 依リ 創設 セ 1 フレタ ル モノ ニ' '^ テ 公所、 1 一道 rr 一一 在リ 目下 ハ 炸蠶 放 # ノ 
試辦中 一ー シク 其 放 養地ヲ 正北 四 五十 淸里 ナダ 海偷府 界團山 一帶ノ 地方 トシ 四 分場ヲ 設ヶ復 gr 方面 
ヨリ 技師 ヲ招 徕シテ 專ラ其 發達ヲ 計 リッッ アリ 第一 回 ノ試放 ハ 本年 ノ春蠶 一一： ン， グ蓥平 ヨリ 種 繭 約 
十 萬 顆ヲ K 入 レ 此地二 於 テ 蜉化 放養シ 其 收繭ノ 成績 稍 良好 ナリシ ヲ以テ 秋蠶/ 殆 卜春蠶 ノ ニ倍 餘 
ヲ 飼養シ タルモ 降霜 平年 一一 比シ テ速ナ リシ 爲メ炸 桑枯レ 蠶兒ノ 餓死 スル モノ 多ク 殆卜得 •ル 所 ナカ 

ソシ ト云フ 

柞蠶ノ 飼養 ハ 明年 尙之ヲ 繼續シ 漸次 擴張ス ヘキ 計畫 ナル モ 春蠶ノ 飼養 比較的 困難 少ナ キ _ 一反 V- 秋 
蠶、 >  氣 候 ノ變化 常 ナラ サル 當 地方 二 在 リタ ハ 其 飼養 頗〆 容易 ナラサ .ルー ー似 タリ 

、\  官衙 及學堂 

知 府衙門  一般 行政 ヲ掌 リ巡警 總局ヲ 主宰シ 又餘 慶縣ヲ 管轄 ス  丨 
巡 警總局 二 所ノ 總局ア ソー ハ 單一 一巡 警總局 卜稱シ ー” 鄕鎭 巡警總 局卜稱 セラ, 前者 ハ 市內二 一 
分局 ヲ有シ 總局及 市 分局 一一 步巡 四十 二 名馬 巡 十名ヲ 配置 シ 後者 ハ 四鄕一 一四 分局 ヲ有シ 各 分局 一一 步 
巡 四十 名ヲ 配置 セリ 兩總局 共 一一 知 府衙門 二 直轄 ■セラ ル 巡 警局ノ 經常費 ハ 商務 會員ヨ リー 萬 吊 外 一一 
同會 員外 ノ商賈 ヨリ 約 一 萬 吊 ヲ徵シ ーグ府 城 ノ經費 1 一充 テ 四鄕ハ 耕地 一 响一一 付正捐 八 百 文 ノ外附 加 
說トシ テ 更一 一二 百文ヲ 加徵シ 以テ各 分局 ノ經費 一一 充ッ 
學堂 兩 等小學 堂二處 生徒 各 五六 十 名 ヲ有ス 

チ  商店 

重 ナル 商家/ 燒鍋四 家 當舖四 家油坊 二十 六 七家粮 店 六 家 布 疋局六 家 アリ 穀類 ノ賣買 ハ 専業 トス ル 


モノ ナク燒 鍋、 油坊 、布疋 局 等ノ重 ナル モノ 多ク之 一一 從事シ 粮 店卜稱 セラ，， モノ モ其實 牛馬 車店ノ 
大ナグ モノー ーシテ 其 取引高 モ 比較的 尠少 ナジ 

大小 ノ 商家 約 五 百餘家 アリ 商賈ハ 多ク關 裡人一 ーシ テ 山 西 山 東 兩地ノ モノ 亦少 ヵラス 現在 此地一 一籍 
ヲ有ス ，モノ モ其以 前 ハ 關裡及 山東ノ 出身 一一 係， モノ 多シ此 地 一一 於ヶ， 最モ有 カナ， 商賈ハ 吉林 
ニ テ 有名 ナダ 牛某ノ 出資 一一 係， 義升 厚、 義升東 ノニ家 一ー シ -K 仁 和 慶之二 次 ク原卜 天 合 號ナ， 大家 ア 
リテ數 家 ノ聯號 ヲ有セ シモ 錢票ノ 濫發一 一基 キ 本年 春倒產 セリ 資本金、 ノ各 商家 トモ 槪シテ 少額 一ー シ 
テ義升 厚、 義升 東/' 如 キモニ 家 ヲ合シ テ ニ十 五六 萬 吊 一一 過 キス 仁 和慶約 十五 萬 吊 一ー シ テ 其他ノ 大家 
ハ 四 五 萬 吊 內外ノ モノ 最モ多 キカ 如シ 今重ナ ，商 舖ヲ擧 クレハ 左 ノ如シ 


商 


& し 
# 


義升厚 
義升東 
t  和 慶 
吉泰號 
源 春昌 
仁 和 源 
聚 盛 泉 
裕祥和 
福 順 興 


營業別 
雜貨、 當舖、 油坊 、磨坊 
雜貨 、油 坊 、磨坊 
當舖 、雜貨 、油 坊 、磨 坊 

同 

同 

燒 鍋、 雜貨、 油坊 、磨坊 

同 

同 

同 


組織 

一家 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

合資 


資本 主 原籍 


吉 

同 

本 

山 

同 

本 

同 

本 地 
同 


木 


地 

西 


地 


關裡 


一八 五 


義永西 世 廣東福 


二八 六 

增 永  雜貨、 油坊 、磨坊 、粮坊  一家  ■關  裡 
勝發同  同  山海 關 
源 東  同  同關裡 
一  厚  雜貨 、藥舖  同  寬城子 
天 合  雜貨、 油坊 、磨坊  同  山  東 
和 泰  雜貨、 油坊 、磨 坊、  合資  關  裡 
順 遠雜貨  一家  山  東 

凡 テ 當地 商務 會員 
y  商業 機關 

商務 分會 アリ 光緖 三十 一一 年ノ 設立 一一 係 V 其 前身 ハ 公議 會トス 會員凡 テ 十六 家 現在 義升 厚ノ 執事 人 
總理一 一當リ 全般 ノ會務 ヲ處辦 セリ 會ノ經 費 ハ 各 商家 ヨリ 每月賣 上高ノ 千分 ノ六ヲ 徵シテ 之 一 一充， •フ 
居 レ トモ 年末 ノ淸算 期 一一 於ーグ 不足 ア， トキ ハ更一 一割 增金ヲ 追徵ス ル モノ トス 

商務 分會、 ノ 官憲 一一 代 ハ リタ 税捐ノ 代收一 一從フ コト 各地 ノ 商務 會二異 ナラ スシテ 此地一 一 於-スモ 商捐 
ノ代收 一一 從事 セリ 商捐ハ 地方 費 一 一充 ツル モノー ー シー ブ重一 一巡 警費ヽ 學堂費 及 衞生費 等 ノ支辦 二 供 スル 
モノ トス 今 各 商每月 ノ商捐 上納 額ヲ擧 クレハ 左 ノ如シ 


(備考) 右 十六 家 


シク 第一 二流 ノ商 家-一 屬スル モノ トス 


種 

粮 


別 

棧 


雜貨舖 


五 

同 


等 

元 


二 等 
四 元 
三 元 


三 

三 


等 

元 


四 等 
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北團 林子ノ 金融/調 查當時 ニア 


テ、 ノ稍靜 平 一一 復歸シ 居 リシ モ帖子 濫發二 因〆 有 數ナ， 五六 商家 

二八 七 


二八 八 

ノ倒產 等大紊 亂ノ後 ヲ承ヶ 金融 甚夕 逼迫 ヲ吿ケ 商家 資金 ノ運轉 自由 ナラ. スシテ 商況 隨テ振 ハサ， 
ヲ見 タソ 

錢法ノ 破壤ハ 光緖 三十 三年 (一昨年) ノ 秋ヨソ 萌芽 シク， モノー ー  シー ブ當時 商家 發行 ノ帖 •子 漸ク 多ク銀 
貨 一元 一一 對シ銅 錢二吊 三百 文ノモ ノ俄 -1 二 吊 八 百 文 一一 暴落シ 元寶銀 相場 叉 四 吊 三 四百 文 一一 漲 リタ 
，ヲ以 テ 宫商 合議シ テ 戶部 鑄造ノ 銅貨 三 萬 一千 元ヲ 輸入 シー 7* 之 ヲ獼縫 セ シモ 同 三十 四 年 春 帖子ノ 
流通 益 盛 ナル ーー 及 ヒ銀價 又 漲昂シ テ 銀貨 ハ 三 吊 二百 文 乃至 三 吊 四百 文 二 元 寶銀ハ 四 吊 九 百 文 乃至 
五 吊 文 一一 達シ 官帖即 チ廣信 公司 帖 (卜 魁帖 r 一對ス ル 打步モ 隨テ加 ハル ーー 至 レリ 殊二 同年 夏季 ハ 春季 
一一 比シテ 帖子 ノ發行 倍加シ 現 銀 缺乏シ ーグ 官帖亦 稀 一一 見， ノ狀態 ヲ呈シ 冬季 一一 至 リーア 現 銀 ノ缺乏 益 
甚シク 三十 餘家發 行 ノ市帖 ハ 約 八十 萬 吊 一一 上リテ 市上 二 充塞シ 四鄕一 一他ノ 貨幣 ナク銀 相場 彌 暴騰 
シク 元 寶銀六 吊 七 百 文 銀貨 四 吊 二百 文官 帖百吊 二 對ス' ル 打步 二十 八 吊ノ 突飛 ナル 現象 ヲ呈 セリ 
要 スル ニ 市帖ノ 暴落 ハ 商家 ノ 任意 一一 多額 ノ帖子 ヲ發行 シク 穀物 土貨ヲ 購入 シ即チ 空 紙ヲ以 テ 貨物 
一一 換へ 他處二 運送 シク 實貨ヲ 得 ル ノ弊- 一陷 リタ ル-一基 ツク 市帖ハ 元 來官帖 卜同價 値 タルへ キー ー市 
帖ハ 市帖卜 兌換 セラ レ 之ヲ以 テ 官帖一 一 交換 セント セ ハ 若干 ノ 割引 アリ 現 銀トノ 兌換 亦實際 相場， 一 
尙一吊 文 內外ヲ 添付 スルー ー アラ サレ、 ノ行ハ レサ， ノ有樣 一ー シテ 元寶銀 一両 ノ實賈 ハ 市 帖七吊 四 五 
百 文 ヲ要シ 他 種ノ硬 質 亦 皆 同率 ノ 付加 ヲ要シ 錢法 ノ紊亂 今春 一一 到ソ， ア實一 一 其極點 一一 達 セリ 是ーー 於 
テ 知 府ハ屢 市帖ノ 回收ヲ 嚴促シ 商務 分會力 百方 運動 シク 別 二 法ヲ設 ケク 回收 ヲ緩フ セン コト ヲ懇. 
請 セン ーー 拘ハ ラス 斷然回 收ヲ勵 行シ 本年 五月 一一 至 リ殆卜 全部 ノ回 收ヲ見 現在 已ー ー宫帖 、銀 元 票 銅貨 
ノ 流通 ® カラス 銅價 上騰シ テ 元 ■* 銀 一両 六 吊 百 文 銀貨 | 元三 吊 七 百 文 一一 至リ 比較的 rfir 面 一一 現銀ノ 


缺乏ヲ 訴へサ ル 程度 一一 達シ 金融 稍々 平 調 一一 復ス， 二 至 レリ 

(一)  金融 機關 金融 機關 トシ テ 重ナ， モノ ヲ官 銀分號 、廣信 公司 トシ 當舖及 錢舖ア V トモ 其 機能 薄弱 
ナリ 

3 官 銀分號 昨 奉 開辦シ 專ラ 貸付 二 從事シ 傍- フ爲替 業ヲ營 ム錢法 紊亂ノ 結果 大-一 其 貸付 ヲ引 締リ 
寧 -P 回收一 一カ ヲ注キ 居 レリ 貸金 ハ 月利 一分 一ー シク 最長 期限 ヲ六 箇月 トシ 利息 ハ 貸付 ノ當時 割引 ス 
，ノ 規定 トス 貸付 一一 對シテ ハ 時 二 家屋 若ク、 ノ 地所 ヲ擔保 トス， コト アレ トモ 多クぐ 信用 貸 ニ シー K 
殷實ナ ，商 賈 三人 ヲ V/ テ 連 帶保證 セ シム 創業以 來 今日 迄ノ 貸付 高 帳尻 約 二十 萬 元ナリ ト云フ 
口 廣信分 公司  光 緒 三十 二年ノ 開設 一一 係 リ專ラ 貸付 一一 從事シ 居 リシ モ 目下 之ヲ中 止シ專 ラ 回收中 
ナリ現 在ノ 貸付 高大 約 三百 萬 吊 (七十 五 萬 元) 二 達ス 

卜 當舖 原 ■卜六 家 アリシ モ 金融 ノ紊亂 二 伴ヒ廣 來當外 | 家ノ倒 產ヲ見 現存 スル モノ 四 家 アリ 月利 
三分 二十 四 箇月 ヲ滿期 トス 貸 出 高 比較的 少 ナク義 升、 仁 和 二家ノ 大當舖 一箇年 各 十 萬 吊 內外其 他/ 
二 象 ニニ 四 萬 吊-一達 スルー ー過 キス  . 

レ 錢舖 四 家 アリ 両替 及 貸付 二 從事ス 貸付 利率 ハ 月利 二分 乃至 三分-ー シ テ ー箇年 ヲ 最長 期限 トス 
現在 ノ 貸付 總高六 七 萬 吊 二 上 ラサル ヵ 如シ 

(二)  通貨 流通 貨幣 中最モ 多キハ 帖子ニ シク 就中 官帖 最モ 多シ官 銀行 帖ハ銀 元 票 及 銅 枚票ノ ニ種 ア 
レ トモ 多キハ 銅 枚 票 ニ シ テ 銀 元 票 ハ 未夕 多ク 流通 セス 

硬貨 中ノ 最多 ナル モノ ヲ 銅貨 トシ 小 銀貨 之 一一 次 キ元寶 銀、, 之 ヲ見グ コト 稀 ナリ羌 帖ハ 比較的 多キ 
モ 流入 流出 共 一一 頻繁 一ー シテ孕 時 市場 二流 通ス， モノ 少ナシ 通貨 ノ 割合 ハ 大約 官帖六 分官銀 號帖二 

二八 九 


二九〇 

分 銅貨 一分 其他ノ 貨幣 一分 ノ 割合 ナリ 

(三) 爲替及 両替 爲替ハ 官 銀分號 一一 7- 取扱 フ外 二三 外來 商家 ノ 寄寓 シー 7* 滙莊ノ 業務 ヲ取 扱フモ ノア 
ジ 仕向 地、 ノ多ク ハ 呼 蘭、 哈爾賓 、營 口、 長 春、 關裡 、等ナ レ トモ 商家 ノ隨 時帶送 スル モノ 多ク 偶々 關裡營 口 
等ノ 遠地 二 取組 ヲ見グ ノ外槪 シク 其 額少シ 

両替、 ノ 普通 錢舖ノ 業務 ナレ トモ 經記卜 稱スグ 穀物 及 貨幣 ノ 仲買人 一一 依 リタ 各 商家、 ノ隨時 両替 ヲ行 
ヘリ 商家 ノ 両替、 ジ 市場 一一 於 ケル 各 貨幣 ノ昂落 ヲ見テ 投機的 一一 賣買ス ル モノ 多キ コト 各市 鎭一 一於ケ 
，両替 ノ狀 態卜異 ナラ ス經記 ノ手數 料、 1 兀寶銀 ハ. 一錠 (五十 三両 五錢內 外) 一一 付羌帖 、銀貨 及 銅貨 等、 ノ 
百 元-一 付 賣買各 主 ヨリ 各 五 百 文 ヲ收ム ル ノ定 メナ ル モ賣買 多額 ナ， トキ、 ノ手 數料ノ 割引 一一 應スル 

コト 少 カラス 

北圑林 子 ニ ハ 現今 一定 ノ銀 市ナ キモ齊 々哈 爾ノ 銀市ヲ 參酌シ 賣買ノ 多少 二 依リ 市場 ニ テ 定メ ラル 
今 調査 當時及 今年 中-一 於 ケル 最高 低 相場 ヲ擧ク レ/ 左 ノ如シ 
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調査 當時 相場 
六 吊 百 四十 文 
三 吊 七 百 五十 文 
三 吊 二百 文 
五 吊 百 八十 文 


本年 中-一 於 ケル 相場 
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北 圑林子 呼 蘭 店 (百 八十 淸里) 沿 途槪況 

北團 林子ノ 南門 ヲ出ッ レ、 ノ直 チー ー波 丘 連亘ス レ トモ ー帶二 能ク 耕作 セラ レ 十五 淸里ニ シク 孫寶山 

二 九 一 


二 九 n 

.(戶 數七 八) アリ 此ヨプ 巨寶山 (北團 林 子 ヨリ 三十 五淸 里)- 一至 ル 間 約 十 淸里ハ 數條ノ 小 溝 橫ハリ 濕潤ナ 
ル 低 窪地 少カ ラス シク 每年 夏季 二 至 レ ハ. 一 帶ノ诏 澤池 卜爲〆 コト 珍 シカ ラス 冬季 卜雖モ 道路 ノ凹 
凸甚シ ，ク車 行 容易 ナラス 

巨寶山 ヨリ雙 井子 (四十 五淸 里戶數 二十) 十 家窩棚 (五十 五淸 里戶數 二十) 老舖 勾 A 十五 淸里 戶數 十) ヲ經 
テ 石 人 城 子 (.九十 淸里 )>1 達ス .石 人 城 子 ハ 呼 蘭府二 屬シ綏 化 府トノ 境界 地 點一 ーシテ 戶數約 百 燒鍋 一家 
大店 (旅 店) 四 五家 アヲ ー石 人 ヲ祀， 石 人 城子ノ 名蓋シ 此二 基ック 

北 團林子 石 人 城 子 間 ハ 巨 寶山 、十 家 S 棚 間ヲ除 キ槪シ テ 波 狀形ノ 丘陵 地帶 一 ー シース 宛 モ賓州 地方 ノ形 
勢- 一類 似ス 村落 比較的 少キモ 戶 數較ヤ 稠密 一ー シテ呼 蘭 一一 近ツク ニ 隨ヒ 村落 多 キヲ見 火 
石 人 城 子 ヨリ 康林子 (石 人 城 子 ヨリ 十八 淸里戶 數二十 店 二) 太平 山 (二十 五淸 里戶數 十) 牛 房 子 屯 {四十 淸 
M 戶數 十) 楊 梅窩棚 (四十 五淸 里戶數 五六) 貝 家窩棚 (六十 淸 里戶數 三十) 人家 子 (七十 淸 里戶數 十) 長嶺子 (八 
十 淸 里戶數 二十) ヲ經テ 呼 蘭 九十 淸里 r 達ス 

康林子 呼 蘭 間 ハー 帶- 一廣 漢夕， 耕 野 一ー シテー ノ丘阜 ナク又 荒 地 ヲ見ス 道路 平坦 一ー シ タ 村落 多ク戶 
數較ャ 稠密 ナリ 

第 +- 二 立 早  呼  蘭  明治 四十 二 年 十一月 下旬 調 
ィ  位置 及 沿革 

呼 蘭/ 松 花 江 ノ 支流 タル 呼 蘭河ノ 東岸 一一 瀕シ哈 爾賓ノ 北 六十 淸里北 圑林子 ノ南百 八十 淸里二 在リ 
而シテ 東 百 四十 淸里一 ーシ -ブ巴 彥州一 一 西 四十 淸里ニ シク 東淸鐵 道對靑 山驛一 一達ス 


荒 


呼 蘭 ハ 咸豐 年間 ノ開拓 二 係 リ原卜 副都統 ヲ置キ シカ 光 緒 三十 一年 呼 蘭府ノ 設置 セラ， ル ヤ 之ヲ撤 
シ ー般 行政 ハ 知府ノ 掌， 所 トナ〆 

呼 蘭 ノ稱 呼、 ノロ 碑 一一 據レハ 昔 河口 一一  一 土人 ノ 住居 アリ， K 空 木ヲ以 テ 煙 筒 卜爲ス 旗 人 始メテ 此地ハ 
來， 一一 及ヒ其 名ヲ問 フニ 答へク 呼 蘭卜云 フ由テ 河 名 及 地名 二 轉用シ タルモ ノナ リ ト蓋シ 土語 木製 
煙 筒ヲ稱 シー ブ呼蘭 トイ フ 


口  境界 及 面積 

東 ハ 巴 彥州二 西 ハ 蘭西縣 -1 北 ハ 綏化府 一一 南 ハ 松 花 江ヲ以 テ 吉林洛 
査ヲ經 サル モ熟地 及 荒 地面 積 大約左 ノ如シ 
■熟  地  二十 四 萬 六 千 四百 九十 六晌 


魔 ヲ接ス 管內ノ 面積 ハ 未夕調 


內 


上等 地 
中等 地 
下等 地 
地 


四 萬 五 百 五十 晌 
十一 萬 四千 五 百 五十晌 
九 萬 千 三百 九十 六晌 


四千 晌 
內 


官有 一一 屬ス， モ 
民有 二 屬スル モ 


千 五 百 
二 千 五 百 


戶  口 


二 九 三 


女 男 女 男 

九士 一一 

萬 萬无无 
五六 五八 
千千 =^' 
二 五 九 三 
百 百 百 百 
三 五 七 七 
十 十 十 十 
五 四 二 


女 男 女 男 女 男 

— 應  _  *  一-1  -  -  • . 

— •  — •  _ « 

■«■  ~  - - ^  W  _ 氣 

萬 萬 萬 萬 萬 萬 
七 千 五 千 六 二 
千 九 千 五 千 百 
百 十 九十 八 九 
八 百 九 百 十 
七  七 五 


女 男 女 男 女 男 
八十 四 七 五八 
萬 萬 千千 千千 
五八 六 四 ニニ 
チ 百 十 百 百 百 
九 二 八 三 四 九 
百 十  十 十 十 
二 四  六 二 五 


人口  五 萬 七 千 百 六十 五 
同  五 萬 七 千 三十 五 
同  三 萬 八 千 百 九十 八 
同  三 萬 四千 三百 四十 六 
人口 廿一萬 一 千 七 百 八十 五 


(昨年 春 呼 蘭 商務 分會 調査) 


內 

東 鄕戶數 八 千 七 百 七十 七 
南 鄕同  七 千 七 百 十五 
西鄕同  五 千 八 百 六十 五 
北鄕同  五 千 五十 三 

合計 戶數 三 萬 千 七 百 三十 四 

二  商業 表 

商業 區域 


內 


南 區戶數  二 千 三百 九十 三 


北區同 


千 九 百 三十 


人口  一  萬 三千 五 百 三十 七 
同  一 萬 千 五 百 四 


四  鄕 


戶數 


二 萬 七 千 四百 十 


人口 十八 萬 六 千 七 百 四十 四 


一九 四 


知 府衙門 最近 ノ 調査-一 係， 府城及 四 鄕ノ戶 口數左 ノ如シ 


府 城 


戶數 


四千 三百 二十 四 


人ロ  ニ 萬 五 千 四十 


男 一 萬 五 千 七 百 三十 
*- 九 千 三百 十 


巴彥州 、西 集廠 、趙胡 窩棚 、木 蘭縣 、沈 家窩 棚、 蘭 西縣、 小楡樹 ，‘五 站 、石 人 城 子 
一重 ナ， 商店 

棧 房、 七 家、 布櫃 、八 家、 雜貨舖 、五十 餘家、 燒 鍋 ' 一家、 當舖、 二 家 

一 商品 仕 入 地 


哈爾賓 、長 春、 奉 天、 營口、 北京、 上海、 天津、 吉 林' 懷德 、鄭家 屯、 法 庫 門、 錦 州、 義州 
輸出入 年額 

輸  出  二 千 二百 五十 H 萬 吊 
商品 税率 

食  鹽  每百斤  四百 文 
麻、 皮、 豆 油 等  每吊  三十 六 文 
通貨 

官帖 、銀貨、 露貨 、銅貨、 元寶銀 
通用 度量衡 

裁 尺、 ノ  縱積黍 一 百 十 粒 之 マ 前 X 部 營造尺 一一 比較ス .レ ハ 大ナ， コト 每尺 一寸 トス 
斗  ハ  每斗 小米 (粟) 四十 斤 之 ヲ倉場 漕 解 (五斗) 二 比ス レバ 小 ナル コト 七 升 
秤  、ノ  半 蘇 半 廣卜云 フ之ヲ 度 支部 庫平 一一 比ス， 一一 每雨小 ナル コト 三分 一 厘 トス 

ホ  エ業 表  (同  上) 

製造品 

直紋、 斜紋、 寬窄 面、 跳 花 等ノ各 布、 粉賽 白墨) 櫃' 箱、 棹、 櫈 、大西 紙 等 
製 出 及 銷售額 

製 出額 (原 價) 六十 七 萬 千 七 百 吊  銷售額 (賣價 X 十七 萬 三千 吊 
資本金 額 

二 九 五 


輸  入  五 百 三十 七 萬 吊 

葉 煙草  每吊  七十 二 文 
其 他 各種 貨物  同  十  文 


二 九 六 

總  額  三十 三 萬 五 千 吊  官設 工業 學堂  一 萬 吊 
販賣區 域 
本 地 

職工 人員 及勞銀  . 


蔴 

油 

牛、 

皮 

等 

各 

種 

木 

材 

及 

車 

輛 

材 

料 

税 

率 

銅 

細 

エ 

職 

1/1 

粒 

職 

ブ 

V 

キ 

職 

製 

菓 

職 

銀 

細 

エ 

職 

染 

物 

職 

大 

ェ 

十 

五 

人 

百 

十 

人 

十 

五 

人 

-し 

ハ 

十 

五 

人 

四 
十 

五 
人 

百 

+ 

人 

_■  • 

百 

七 

十 

人 

同 

每 

吊 

同 

同 

同 

同 

同 

同 

每 

月 

一  ， 

十 

ハ 

文 

莨 

文 

— • 

十 

吊 

內 

外 

+ 

吊 

內 

外 

+ 

吊 

內 

外 

十 

八 

吊 

內 

外 

十 

吊 

內 

外 

十 

吊 

內 

外 

+ 

吊 

內 

外 

其 

他 

藍 

靛 

錫 

細 

工 

職 

製 

靴 

職 

裁 

縫 

職 

製 

車 

職 

鐵 

ェ 

紙 

職 

十 

五 

人 

_  • 

_  • 

免 __毫 

人 

五 

人 

ハ 

十 

人 

百 

十 

人 

五 

十 

人 

同 

每 

吊 

ハ 

十 

四 

文 

同 

同 

同 

m 

同 

每 

月 

四 

十 

吊 

內 

外 

十 

文 

十 

吊 

內 

外 

+ 

吊 

內 

外 

J  ▲ 
ハ 

十 

五 

吊 

內 

十 

吊 

內 

外 

十 

五 

吊 

內 

へ  漁業 表  (昨年 春 呼 蘭 商務 分 會 調査) 
一河 名 松 花 江、 呼 蘭 河、 綽羅河 等 

一漁界 延長 百 八十 淸里 


一漁戶 九十 九 家 


一 漁船 七十 六隻 

一 漁具 大綱、 小 網、 踢網、 地 網、 擋橈 子、 鈞叉 ■船 罟 


水産物 及價格 


311 


草 振 同 
島  子  同 
干條同 
泥鰌 同 
產出數 量 
販賣區 域 


每斤 百 五十 文內外 
八十 文內外 
百 文內外 
八十 文內外 
六十 文內外 
五十 五 萬 斤 

巴彥 州、 阿 什 河、 新甸、 賓州 


鏈 


每斤 八十 七 文內外 


芹 鯉 同 
玖 花 同 


卿 


同 


狗魚同 


二 西 文內外 
百 三十 文內外 
百 六十 文內外 
八十 文內外 


駛 化 每斤百 十八 文內外 
靑根同  H 文內外 


膀頭同 

吉勾魚 同 
點 魚 同 


八十 文內外 
八十 文內外 
百 文內外 


一時期 

谷 雨 (舊 三月 中旬) ヨリ 霜 降 (舊 九月 下旬) 一一 至 ル 迄 打 網 下鈎シ 霜 降 
擋提シ 又 下鈎ス ，コト ヲ得レ トモ 網 ヲ用ュ ，コト 能、 ノス 


リ 冬至 (奮 十一月 下旬) 一一 至 ル 迄 ハ 


(同 


上) 


一 税率 每吊 六十 四 文 

一 漁 •業 賽會 每年舊 六月 十三 日寵王 河神ヲ 祭祀ス 

卜土貨 表 

一種 類 

小麥 、元 豆、 高粱、 谷 子、 大麥 、養 麥包 米、 小豆、 蔴子、 麋子、 稗 子、 線 豆、 藍 靛 、豆 油、 燒 酎、 乾 粉 (豆 素麵 g 酉 麥 粉) 芝 藤 ■小 

二 九 七 


二 九 八 

米 

産地 面積  二十 四 萬 六 千 四百 九十 六晌 
年産額 
小  麥 
高  粱 
大  麥 
包  米 
糜  子 
蔴  子 
藍  靛 
燒  酒 
芝  蔴 
税率 

小麥 、芝蔴 、綠 豆、 小米、 每斗 二十 四 文 其 他ノ雜 穀每斗 十二 文 燒酎百 斤 一両 一錢 藍 靛每吊 六十 
文 豆 油、 麻油每 5 - 一十 六 文 乾 粉、 白 s  §w(gt<=lf;l A3 rft >-y fj 

チ  牧畜 表  (同  上) 

放牧地 

南  鄕  松 花 江 沿岸  北  鄕  漂 河及浞 河 沿岸 


八 萬 五千石 
二十 萬 石 
八 萬 石 
五 萬 石 
二 萬 石 
三 萬 石 

二十 七 萬 五 千 斤 
百 三十 五 萬 斤 

十 石 


元 

谷 

0 

小 

稗 

綠 

豆 

乾 

小 


豆 

子 

麥 

豆 

子 

豆 

油 

粉 

米 


十二 萬 石 
二十 萬 石 
三 萬 石 
一 萬 石 
二 萬 四千 石 
二 萬 八十 石 
三百 六十 五离斤 
五十 萬 斤 

十一 萬 石 (谷 子 ノ內二 含ム) 


四 


東 


白 c 
/X/ 


松 花 江 沿岸 


種類 

II 馬 (牡) 騍馬 (此) 兒馬 (駒) 騾 、驢 、牛、 羊、 豚、 
各種 家畜 數目 

馬  三 萬 八 千 六 百 九十 三 


驢 

羊 


合 


七 百 五十 
四千 五 百 五十 四 

計  十 萬 四千 五 百 六十 七 


牛 

騾 

豚 


九 千 六 百 七十 八 
千 四百 七十 八 
四 萬 九 千 四百 


放牧地 附近 地名 

荒臺山 高 家 瓦 于金店 三會舖 狗 王窩堡 崔廣福 屯 竿 拉房 許家窩 ® 


税率 

馬、 牛、 騾 
膝、  羊 
(備考 V 商務 分會 


每吊 

同 


三十 六 文 
三十 六 文 


皮鬃毛 


每吊 


三十 六 文 


調査 一一 係， 以上 ノ五表 ハ 甚夕 完全 ヲ缺キ 又 疑ヲ存 スル 箇所 少カ ラサ ダ モ參考 


ノ爲揭 載 セリ 

リ  ー般 狀況 

呼 蘭 ハ 松 花 江 北 第ー ノ都府 一ー シ テ戶數 四千 人ロ ニ 萬 五 千 ヲ有ス 市街、 ノ 不規則 ナル 方形 ヲ爲シ 南北 
ノー  大街ヲ 除ヶハ 多ク、 ノ複雜 ナダ 小荖 ナリ 市中 最モ 熟鬧ノ 商區ヲ 南北 街 トシ 就中 南北/牌 樓間ハ 

二 九九 


三〇〇 

大 商家 軒ヲ 並へ 店 舖ノ體 裁 亦頗ル 美 觀ヲ呈 スル モノ アリ 呼 蘭、 ノ黑 龍 江 省ノ大 交通路 夕， 松 花 江 一一 
近ク又 其 支流 タル 呼 蘭 河 一一 瀕シ 哈爾賓 ヲ距， 水路 百 十五 淸里 陸路 六十 淸 里-一 在 リ而シ ク呼蘭 輪 船 
公司 ノ汽船 二隻、 ン月 々當 地哈爾 賓間ヲ 往來シ 又 近ク 三十 淸里 ニシテ 呼 蘭 河口 上流 一一 白砂 頭 碼頭ア 
リ露國 汽船 ノ曳船 碇泊 地 一ー シク 水陸 ノ 交通 至便 ノ 地位 ヲ占ム 

庚 子 ノ變以 前 迄 ハ 商 勢頗， 胚盛ナ リシ モ其 後較ヤ 涸衰シ 復 前日 ノ盛ヲ 見 サルニ 至 レリ 是レ主 トシ 
テ (-J 哈爾賓 市場 此地一 一 密通シ 諸 貨物 較ャ廉 一ー シテ 穀類 較ヤ貴 キ爲メ 貨物 ノ賣買 多ク/ 皆 直接 該地 
一一 赴 クー ー至 リヒ未 夕此地 一 一廣 信 公司 ノ 設立 ナキ以 前 一. ー アリ テ/各 商家 市帖ヲ 發行シ テ 其 額 四百 萬 
吊 ヲ下 ラス 金融 上大 ナル 窘窮ヲ 致 ササ リシ モ該公 司 設立 後 新 ター ー市 帖一 一代 ハ リーグ 紙幣 ヲ發 行ス〆 
ヤ 此地ノ 紙幣 流通 額 百 五十 萬 吊內外 一一 減少シ 近時 精確 ナ〆 調査 二據レ ハ 其 額 僅 一一 百 萬 吊 一一 過 キス 
シテ 通貨 ノ歒 乏甚 シク (H) 日露 戰役當 時 穀類 ノ 昂騰 異常 一ー シク 谷 商 ノ空賣 買 ヲ爲ス モノ 多ク 商家 相 
繼テ倒 產ス， •一至 レ， 等ノ 事情 一一 因 ル 然レ トモ 呼蘭ノ 商業 區域ハ 東西 三百 餘淸里 南北 二百 餘淸里 
一二 日 ーリ 巴彥州 、木 蘭縣 、蘭 西 ® 綏化府 、餘 慶縣 、海 倫府、 哈爾 賓等ノ 大小 市鎭ヲ 包括シ 其 取引 ハ 重 一一 穀類 及 
布 疋雜貨 類ナレ トモ 就中 穀類 ノ 取引 ハ 極メテ 旺盛* ーシテ 其 來聚額 大豆 約 二十 萬 石 小麥約 三十 萬 石 
輸出 年額 二 千 萬 吊 文！ 一達シ 布 疋雜貨 等ノ銷 售亦少 カラス 其 額 五 百 餘萬吊 一一 上リ 商務 ノ盛 ナル 松 花 
江 北 第一 一一 居リ 而カモ ，海 倫府 一帶ノ 開墾 日 ヲ逐テ 進涉 發達シ ツツ アレ ハ 呼 蘭 ノ將來 ハ 有望 ナル 前 
途 ヲ有ス ，モノ  ノ如シ 

ヌ  官衙 及學堂 

% 

知 府衙門 現任 知 府ヲ黃 申甫卜 云フ巴 彥 、木 蘭、 蘭西ノ ー州 二縣ヲ 管轄 ス 


巡 警總局 市內ヲ 南北 二 局 一一 四鄕ヲ 東西南北 ノ四局 一一 分 チ 各 局 一一 巡警 四十 名 內外ヲ 配置 セリ 
學堂 兩等 小學堂 一所 アリ 生徒 六十 餘名ヲ 有ス又 工業 學堂ハ 昨年 ノ創辦 二 係 リ 創設 資金 一莴吊 文 
現在 生徒 四十 餘名 アリ 專ラ 白墨 ノ 製造 及 織布 染色 業ヲ 練習 セ 


リ 


ル 商 店 

重ナ ，商 舖ハ廣 信 公司 外 燒鍋二 家 當舖二 家、 布 疋局八 家、 油坊 五十 餘家 、磨 坊百餘 家 粮棧七 八 家 アリ M 
棧ハ 穀類 ノ賣買 ヲ專業 トス レ トモ 此地ノ 粮棧ハ 營口長 春 等ノ大 市場 ノ如キ 大ナ， モノー ー アラス シ 
テ 穀類 ノ 取引 ハ 寧 -P 燒 鍋布疋 局等ノ 兼業 者 ヲ主ナ ，モノ トス 

商人 ハ 槪 */ テ 關裡ノ 者 多 キモ山 西 山 東 雨地ノ モノ 亦少 カラス 資本金 ノ最モ 多額 ナル モノ ハ ニ十 萬 
吊 位 ニ シテ 普通 大家 卜稱 セラ ル〆 モノ モ五萬 吊 乃至 十四 五 萬 吊 ノ間二 在， モノ 多 キカ 如 シー ケ年 
ノ賣上 高最モ 多キモ ノヲ 五十 萬 吊 文內外 トシ 普通 一二 十 萬 吊內外 ナリ今 重ナ, 商店 ノ營業 別 其 他 


ヲ擧ク レ、 ノ左 ノ如シ 


商 


號 


順 盛 永 
恒泰號 
興 隆 合 
天成 隆 
東 奧 恒 
同  昌  店 


營業別 
雜貨 、油 坊 、磨坊 M 棧 


同 

同 

同 


上 

上 

上 


雜貨、 油坊 、磨 坊 
雜貨、 油坊 、磨坊 、渡 棧 、店 


組織 

一家 

同 

同 

同 

同 

三 家 


資本 主 原籍 
吉  林 


山 

本 

關 

山 

關 


西 

地 

里 

西 


三〇一 


三〇二 


萬 赈 
永 順 
永  和 
興丨發 
同 和 
世恒 
永 源 


店 

棧 

福 

源 

春 

裕 


利 ' C1 •發 和 


同  上 
同  上 

當舖 、雜貨 、油 坊 、磨 坊 、粮棧 
雜貨 

雜貨 、粮棧 
雑貨、 染房 

燒鍋 、雑貨、 油坊 、磨 坊 、粮棧 
同  上 


合資 

一家 

合資 

一家 

同 

合資 

同 

一家 


伯都訥 
山  東 
齊 々哈爾 
寬 城 子 

山  東 
山  西 
同 

山  東 


(備考) 燒鍋二 家 ヲ除ク 外 ハ 原ノ 公議 會員一 ーシテ 此地 商. 舖中 ノ有數 ナル モノ トス 就中 東 興 恒ハ山 
西 ノ當舖 ニ シク 各地 一一 五十 餘ノ 支店 ヲ有セ 


ォ 商業 機關 

商務 分會 アリ 公議 會ノ後 身 一ー シク 光緖 三十 二 年今ノ 組織 二 變更 セラ レ タ， モノ トス 會員 四十 家 (內 
十二 家、 N 原 卜 公議 會 員) アリ 現在 同昌店 執事 高菜 總理二 順 盛 東 執事 樊某 協理二 當レリ 

ヮ金 融 

光緖 三十 二 年 迄 ハ 商家 發行ノ 市 帖少ク トモ 四百 萬 吊 一一 達シ居 リシ モ廣信 公司 ノ 設立以 來市帖 ハ 全 
部回收 セラ レ 之 一一 代 ハ リタ ル 廣信 公司 帖ノ 流通 百 萬 吊內外 一ー シク 俄 一一 通貨 ノ缺 乏ヲ 來シ 金融 逼迫 
ヲ吿 クル-一至 リシ モ 漸次 回復 シ 現在 比較的 平穩 ナジ 

(一) 金融 機關 廣信 公司、 廣信八 ム司當 局、 官 銀分號 及當舖 アリ 他 一一 錢 舖卜稱 スル モノ 六 七 家 アレ トモ 貸 


借- 一與 ラス シテ 金銀 ノ 両替 ヲ專業 トシ 普通 ノ 両替 店 二 比シ 較ヤ大 ナル ノミ 

•^ ) 廣信 公司 光緖 三十 一年 末齊 々哈爾 一一 於ケ， 廣信 公司 ノ開 辦卜共 一一 第一 一一 開 カレ タグ 支店 一ー シ 
テ 專ラ 貸付 一一 從事セ シカ 官銀 分號ノ 設立以 來之ヲ 中止シ テ 回收 一方 ナ， モ今尙 未 回收ノ モノ A 九 
十 萬 吊 アリ 目下 主 トシ 7- 穀類 ノ賣買 一一 從 *- セリ 

W 廣言公 司當局 昨年 創メ テ 開業 セラ レ タルモ ノー ー  シー ブ齊々 哈爾 本店-一直 屬シ專 ラ 質 業 ノミヲ 取 
扱フ 月利 二分 二十 四 箇月 ヲ 期限 トス ー箇年 ノ受入 高 約 四十 萬 吊文內 外ナリ 

T 官 銀分號 昨年 ノ 開業 一一 係リ 貸付 及爲替 業務 ヲ 取扱 フ 貸付 利息 ハ 月 一分 乃至 一分 二 厘ナレ トモ 
夏期 金融 緩漫ノ トキ ハ多ク ハ ー分 一ー シテ六 箇月 ヲ 最長 期限 トス 貸付 一ー ハ 家屋 若クハ 地所 一一 對ス〆 
證書 ヲ抵當 トシ タ， 上段 實ナ， 商家 三 名 ヲ保證 人 タラ シメ 貸付 期間 二 於 ケル 利息 ハ 貸付 當初二 於 
テ 元金 ヨリ 控除シ 其殘額 ノ貸與 スル ノ 規定 ナ リ最モ 地所 ハ 市街 卜雖モ 可成 抵當 トス パ コト ヲ避ケ 
市外 地 ハ 絕對 一一 之 ヲ謝絕 セリ 貸付金 高 未 夕十萬 元 一一 上 ラス 

爲 替仕拂 貨幣/上海 ノミ、 ノ 上海 規銀ヲ 標準 トスい トモ 其他ノ 各地、 ノ小 銀貨 ヲ 本位 トス ル 自家 發行 
ノ 紙幣 ヲ 標準 トシ テ 多 タノ 場合 ヲ仕拂 ヒ受入 貨幣モ 亦 自家 ノ 紙幣 若 クハ小 銀貨 以外 ノ 貨幣 ハ 時價 
一一 換算 シ テ 受入ル ル 定 メナ リ爲替 手 數料ハ 土地 ノ 遠近 一一 係、 ノラス 爲替 金高 一一 對スル 百 分 ノー ーー  シ 
テ 爲替 取組 先 ハ 晗 爾賓、 齊 々哈爾 、奉 天、 營口 、上海、 等ノ 各地 トス 長 春-ー ハ原卜 出張員 アリシ モ 今春 之ヲ 
引揚ケ 現在 未夕 取引 關係 ナシ ト云フ 

(-) 當舖 永和當 一家 アリ 月利 三分 二十 四 箇月 ヲ滿期 トス 廣信 公司 當局 開業以 來多ク ハ 廣信 公司 當 
局 一一 質入シ 金利 高率 ナル 永和當 一一 赴ク モノ 遂日 減少 スルー ー至 リシ モ 農夫、 ノ其門 戶ノ廣 信 當局一 一 比 

三〇三 


I  -  j  /(V 

シ 出入シ 易 キー ー ヨリ 尙 .未 夕質入 レス， モノ アリ テ ー箇年 ノ質入 高 五六 萬 吊 二 達ス然 レ 
務、 ノ 漸次 廣信當 局ノ獨 A 二 歸シ ツツ アレ ハ 永 和當、 ノ少ク トモ 金利 ヲ 同ー ナラ シム ル 


業 


モ 當舖ノ 
外 ナカ パ 


シ 


商家 相互 ノ 貸借 ハ 大約 月利 一分 五 厘 乃至 二分 ニ シク 期限 ハ 多クハ 三 箇月 乃至 五六 箇月 ナリ借 入、 ノ 
大抵 宫銀號 一一 仰キ 相互 間ノ 貸借 ハー 時ノ 融通‘ 過 キサ レ ハ 長期 一二 旦〆 コト 少ナク ー箇年 ヲ出〆 モ 
ノ殆卜 稀ナリ 

(二)  通貨 通貨 中最モ 多キ、 ノト 魁帖即 チ官帖 一ー シー グ 十中ノ 六分ヲ * メ官銀 號ノ銀 元 票 及 銅 枚 票 二分 
其他ノ 通貨 二 分 ヲ占ム 硬貨 中 比較的 多キハ 銅貨 一ー シテ小 銀貨 極 メタ 少ナク 元 寶銀ハ 之 ヲ見ル コト 
殆卜 稀ナリ  , 

羌帖即 チ 露 國 紙幣 ハ 穀類 ノ贾入 一一 多ク 使用 セラン 又 両替 相場 ノ變動 ニ ヨリ 輸出入 セラ パ /^ コト 多 
クシ- K 其 流通 少カ ラス 

(三)  両替 両替 相場 ハ 多クハ 哈爾賓 相場 一一 據リ又 此地二 於 ケル 賣賀ノ 多少 ヲ參 酌シ 日々 ノ銀市 二 ® 
リタ 定メ ラル ル モノー ーシテ 両替 ヲ專業 トス グ錢舖 六 七 家並 二 錢櫃卜 稱ス， 小 両替 店 アレ トモ 商家 
一一 於ケ， 両替 ハ 多 ク經記 卜稱ス ，仲買人 二 依、 V テ 取引 セラ， 現今 市場 ヲ 奔走 スル 經記ハ ニ 十 名 許 
リー ーシテ 其 手 數料ハ 元寶銀 一個 若クハ 銀 百 元 二 付 賣買兩 主 ヨリ 各 五 百文ヲ 收ム， ヲ常 トス 而シテ 
此地ノ 經記ハ 北 [1 林 子 ノ如ク 通貨 賣買ノ 外 穀類 ノ賣買 二 與 ラス 今 各種 通貨 ノ 調査 當時及 今年 中 一一 
於 ケル 最高 低 相場 ヲ擧 クレハ 左 ノ如シ 

種  類  單位  調査 當時 相場. 


本年 中  U  於 ケル 相場 


最 


高 


最 


®/ 


燒麻包 養 谷大黃 


百 


銅 笔小元 


寶 


翁 

貨 

占 

中 

貨 


一両 

一元 

一留 

一元 

力  度量衡 


六 吊 百 六十 文 
三 吊 八 百 文 
五 吊 百 七十 文 
三 吊 二 百 文 


尺 

斗 

斤 


(裁 尺) 


豆 

麥 

子 

麥 

米 

油 

酎 


同 

同 

同 

同 

百 斤 


我 曲尺 


同 

ョ  物  賈 

一石  三十 吊 六 百 文 
同  十七 吊 八 百 文 


1- 


吊 


十六 吊 七 百 文 
十四 吊 
二十 七 八 吊 
三十 五 吊 


第 十三 章 雙城堡 


六 吊 •百 八十 文 
三 吊 八 百 二十 文 
五 吊 百 七十 五 文 
變 動ナシ 


六 吊 百 四十 文 
三 吊 七 百 九十 文 
五 吊 百 七十 文 


一尺 一寸 八 分 
一斗 五 升 四 合 
九十 斤 


小 

高 

蔴 

小 

豆 

豆 

麥 


麥 

粱 

子 

豆 

油 

粕 

粉 


石 


同 

同 

同 


三十 五 吊 七 百 文 
十五 吊 

三十 二 吊 五 百 文 
三十 吊 


同  三十 四 吊 
一片 (二 计 W)  ！ 吊 二百 文 
一斤  百 四十 文 


明治 四十 二 年 十一月 下旬 調 


三〇五 


三〇六 

ィ沿革 

雙城堡 ハ 舊名雙 城 子 原 卜土城 二 基 アリシ ヲ以テ 名ツク 初 メ拉林 協領ノ 管界二 屬シ阿 勒楚睹 副都統 
一一 隸シ仍 ホ 吉林將 軍 一一 總統 セラ V 嘉慶 二十 年 將軍富 俊 旗丁ノ 生計 ヲ念 慮シ親 シク 此地ヲ 踏査シ 其 
坦平 沃衍ニ シー グ間散 京 旗 (未 夕兵丁  ノ籍二 入 ラサ〆 モノ) 二 三千 戸ヲ 移駐 シ得 ヘキ ヲ見寿 請 シ テ 先ツ 
本省 ノ間散 ヲ移シ 開拓 ノ後更 二 京 旗ヲ 科シ中 左右 ノ三屯 ヲ設ケ 每屯各 八 旗 ヲ兩翼 一一 分 チ 中 一一 居 ル 
モノ ヲ中屯 東 ヲ左屯 西 ヲ右屯 卜爲シ 人ヲ計 リーグ 地 畝 ヲ授ケ 協 領ヲ設 ケタ 耕作 ブ 監督シ 竝ーー 彈壓二 
資ス光 緖八年 撫民通 判 ヲ設ケ 地方 旗 民事 務ヲ 管理シ 竝一 一分 防 巡檢ヲ 設ケク 駐廳セ シム 現 一一 雙城廳 
アリ 近ク雙 城府 二 昇格 セラ ルル 筈ナリ 

口  位置 及 境界 

雙城堡 ハ 東 淸鐵道 雙城堡 停車場 ヲ距， 東 二 淸里一 一位 置シ 東南 拉林北 哈爾賓 ヲ距ル 各 百 十 淸里東 阿 
什 河 ヲ距， 百 二十 淸里- 1 在 リ而シ テ 東南 二百 四十 淸里- ー シク 五常 廳及 榆樹縣 (孤 楡樹) 一一 四百 九十 淸 
里 一ー シク 吉林二 西南 四百 八 i 淸里一 ーシテ 長 春-一 西 三百 六十 淸里ニ シテ 伯都訥 一一 百 六十 淸里一 ーシテ 
長 春嶺二 通ス 

東北 ハ 賓州廳 一一 東/長 壽縣及 五常 廳 -1 南； 拉林 河ヲ以 テ 楡樹縣 及 新 城府-一 西 ハ 松 花 江ヲ以 テ 黑龍 
江 省 一一 境 ヲ接シ 南北 七 八十 淸里 東西 百 二三 十淸里 東南 西北 約 三百 餘淸里 ノ廣袤 ヲ有ス 
,  ハ  耕地 面積 
昨年 末 雙城廳 衙門ノ 調查二 係 ル 管内 耕地 面積 左 ノ如シ 
三十 二 萬 四千 百 七十 五晌 


內 

民  地  八 萬 四千 六 百 七十 五， 晒 
旗  地  二十 三 萬 九 千 五 百 晌 

一一  戶  口 

未夕 精確 ナパ 戶 口調 査ナク 本年 二 入 リ漸ク 戶數ノ 調査 ヲ經タ ル ノミー ーシテ 新 ナル 人口 數ハ 未夕不 
明ナレ トモ 昨年 ノ調查 一一 據レハ 管 內ノ總 A  口約 三十 五 萬 七 千 八 百 アリ 今 管 內ノ戶 數ヲ擧 クレハ 左 
ノ如シ  V 

管  內  六 萬 千 四百 七十 七戶 

內 

廳  城  五 千 四百 三十 七戶 
外 一一 客籍 七 0" 六十 三戶 

計  六 千 二百 戶  此人 口約 四 萬 
ホ  ー般 狀況 

雙城堡 ハ 東 淸鐵道 南部 沿線 中 一一 於 ケル 第ー ノ市鎭 - ーシテ 戶數六 千 二 百 人口 約 四 萬 ヲ有ス 現在 ノ城基 
、ノ 嘉慶 年間 修築シ タル モノ ヲ同治 七 年更二 監修シ タル モノ- ーシテ 周圍約 二十 淸里承 旭 (東) 永 和 (南) 承 
恩 (西) 得 勝 (北) ノ四門 ヲ有ス 市街 ハ 城內 一一 在リテ 東西南北 ノ 十字街 ハ 商家 櫛比シ 店舖ノ 構造 頗， 壯觀 
一ー シテ 市內ノ 人車 來往ノ 頻繁 ナ， 阿 什河ノ 上 一一 出 テ 殆卜呼 蘭ヲ凌 クノ 觀ア， モ 商業 範圍 比較的 狹 
少ー ーシテ 槪ンテ 四周 百淸里 內外ノ 地域 ヲ包 括ン 遠クモ 五常 廳榆樹 縣ヲ越 H ス雙 城堡ノ 商業 ハ 布疋 

三〇七 


三〇八 

雜貨 ョリモ 寧 ' P 穀類 ノ 市場 一ー シ テ 布疋類 ハ 穀類 輸.. 送 者 •力歸 路零碎 ノ額ヲ 購入 スルー ー過 キス 穀類 ハ 
南方 孤楡樹 、八 號 、弓 棚 子、 大嶺 第二 松 花 江 北 沿 一 帶、 西南 石頭 城 子、 五家站 、西 長春嶺 I 帶東九 家 子 I 帶ノ 
地方 ョリ此 地  >1 來集ス ル モノ 大 約小麥 三十 餘萬石 大豆 二 十五 萬 石 大麥三 萬 石 アソ其 他ノ雜 穀尙一 
二十 萬 石-一 上 リ此力 取引 店ノ大 ナル モノ 十餘家 アリ 右ノ內 高粱 ノ此地 燒鍋二 消費 セラ ル， 外小麥 
大豆 等、 ノ殆卜 皆 哈爾賓 一一 向 ツテ 輸出 セラ ルル モノ ニ シク 昨年 雙城 ® 驛 ヨリ 發車 セラ レ タルモ. ノ大 
豆 約 三千 車 (一車 十四 噸 半) 小 麥約二 千 五 百 車 一一 達 セリト 云フ 本年 ノ穀 類作竝 一一 小麥ハ 昨年 一一 比シ收 
穫 大差 ナキモ 大豆 ハ 不作 ノ爲メ 收穫著 シク 減少シ 外商 四 五家 ノ常一 一 來往シ テ 買 煽 ル モ ノア r 爲メ 
相場 徒 ラー ー貴 キヲ唱 フルー ー拘 ラス 調査 當時一 一 於 ケル 粮 市上 ノ粮車 多キモ 五六 百 車 一一 上 ラサル 有樣 
ニ シテ 昨年 二 比シ商 情活潑 ナラ ス隨テ 布疋雜 貨類ノ 銷售埗 々シヵ ラス シク ー般 ノ商 勢甚夕 振 ハサ 
ル ヲ唧ツ モノ 多シ今 直 チ, 一之 ヲ以テ 此地ノ 將來ヲ 測 ル コト 能、 ノナ ルへ キモ從 來殆卜 注視 セラ レサ 
リシ 石頭 城 子、 陶賴 昭等ノ 近時 俄 一一 穀類 ノ聚集 額 多 キヲ見 ルー ー至 リシ ハ 頗ル 注目ス ヘキ 現象， ーシテ 
延テ 此地ノ 地盤 一一 影響 スル ナ キヤ ヲ疑フ モノ ナリ 

へ官衙 及學堂  .  .、..ぐ..、.. 

雙城 直隸廳 現在 同 知 ヲ孟憲 懿卜云 フ原卜 長 春府一 一知 府クリ 本年 此地一 一 轉任シ ‘夕， モノ  ーー シ .テ ー 
意 新政 ノ 施行 二 カ ヲ注キ 着々 其 緖ヲ開 キツツ アリ 

M 警總局 本年 現任 同 知/ 來 任後舊 九月 一一 至 リ始メ テ開辦 セラ レ タルモ ノー ーシテ 市內二 一分 0 /RJ 四 
鄕一 一九 分局 ヲ置キ 各 局 一一 步馬兩 巡 各 二十 名 乃至 四十 名ヲ 配置 セリ 又 巡 警總局 一一 敎練 所ヲ設 ケ專ラ 
巡警ノ 養成-一カ ヲ注 ケリ 目下 學生 八十 名 アリ 


學堂 市內一 一中 學堂初 等 小 學堂各 一所 アリ 生徒 各 五六 十 名 ヲ有ス 

卜  商店 

商店 ノ重ナ ，モノ 燒鍋九 家、 當舖、 六 家、 棧房十 家、 油坊 三十 餘家 布疋局 十五 六 家 アリ 此地 ノ棧 房、 ノ呼 蘭、 
北 圑林子 地方 卜異 ナリ唯 一 家ノ 雑貨店 油坊ヲ 兼業 スル モノ  ノ外皆 專業一 I シク 院內庫 濶頗ル 宏大 ナ 
ル 家屋 ヲ構フ ，モノ 多シ 

重 ナダ 商家 ハ 關裡 、山 西、 山 東 及 本 地ノモ ノニシ -グ 資本金 三十 萬 吊 內外ヲ 最大 トシ 普通 五 萬 吊 內外ノ 
モノ ヲ最モ 多シ トス 今 重 ナル 商店 ヲ擧 クレハ 左 ノ如シ 


商  號 
大興長 
大 興 泉 
福 恒升 
福  昌  當 
永 興 復 
鴻  興 當 
鴻 興 東 
洪 順 隆 
慶 合 源 
福 輿 公 


營業別 
雜貨 、燒 鍋、 當舖 

同 

同 

當舖 

燒鍋 

當舖 、雜貨 
當舖 、燒鍋 

雜貨 

同 

同 


資本 主 原籍 


山 

同 

本 

同 

山 

關 

同 

山 

本 

關 


西 


地 


西 

J C 
R  二 


一一 ^ 
地 

Bb 

“兔 


三〇九 


洪順成  同  山 
萬 和 源  同  關 
矢 發祥同  吉 
恭玉號  同  關 
同成徳  同  同 
洪興順  同  山 
洪 興棧同  同 
萬 通 店棧房  關 
義興店  同  山 
天成 店  同  本 
春 發店同  關 
鴻興店  同  同 
永昌  礎  同  本 
魁 元 慶  雜貨 、機 房、 油坊  本 
福 順 魁棧房  同 
興  順  店  同  關 

チ  商業 機關 


商務 分會 アリ 昨年 九月 組織 セラ レタ  グモ ノー ーシテ 董 


三一〇 

n ll 二 

林 

mM 

里 

西 

地 

Bb 

hpd 

一 ^ 
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趣-一福 恒升執 事 協理一 一當リ 常務 ハ ハ 母 月 各董士 輪番 一一 之 ヲ執リ ー 箇年ノ 経常費 及巡警 費等ノ 代收ス 
〆 モノ ヲ合シ 約 四 萬 三千 餘吊 文ナリ ト云フ 

リ 金融 

(一)  金融 機騰 當舖六 家ア， ノ 、、、ニ シク 商家 金融 ノ機關 トシ テ ハ 未夕 何等 有カ ナル 設備 ナキ ヲ以テ 
商家 用金 ノ必 要ア， 場合 一ー ハ 殷實ナ ，三 家 ノ保證 人 ヲ具シ 商務 會ヲ 經ク吉 林 永 衡官帖 局 ヨリ 借 入 
ル.〆'  ヲ常 トス 借人 利息、 ノ月 一分 二厘ヲ 普通 トシ 最長 期限 ヲ六 箇月 トス 而シテ 利息 ハ 借用 期間 ノ日 
時 ヲ按シ 借 入 ノ當初 一一 於 テ 元金 ヨリ 控除 セラ ル， モノ トス 

當舖ノ 利息 ハ 月 二分 二十 四 箇月 ヲ滿期 トシ 期 一一 滿ツレ ハ 利 上ケシ テ 更一 一一 期 ヲ 繼續ス ，コト ヲ得 
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商家 相互 ノ 貸借、 ノ ー時 ノ 融通 ノ爲 二 行 ハ，， モノ ナレハ 大抵 二三 箇月 ヲ長 期 トシ ー ヶ年一 一達 スル 
モノ ハ 殆卜 之ヲ聞 ヵス 隨テ 金利 比較的 高値 一ー シク 低キモ 月 一分 五 厘 普通 二分 トス 
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